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登場人物
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攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゅ

 
式
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士
 し

 、人間。特技は不運

ギギナ…………………ドラッケン族の咒式剣士、ガユスの相棒

ジヴーニャ……………ガユスの恋人、半アルリアン人

ジグムント……………哲学者にして詩人

サザーラン……………エリダナ市内生活対策課課長

ホートン………………プロウス軽飯店の店主

ロルカ…………………咒式具専門店の店主

ヘロデル………………龍皇国の官僚、ガユスの学生時代の悪友

モルディーン…………龍皇国皇族、枢機卿会議議長

ジェノン………………モルディーン
麾
 き

 
下
 か

 の翼将、変幻士

イェスパー……………モルディーン麾下の翼将、機剣士

ベルドリト……………モルディーン麾下の翼将、虚法士

アズ・ビータ…………ラペトデス七都市同盟下院議員

キュラソー……………東方からの暗殺者

ブレナンテ……………咒式狙撃者

ニドヴォルク…………エリダナ咒式士連続殺人事件を起こす
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零章　環






　鈴のように澄んだ音が響く。

　赤い光の軌跡を描いて、
環
 わ

 が跳ねて転がっていく。

　
軽
 かろ

 やかな音を立てて転がる環は、銀色の指輪だった。

　銀の台座に
嵌
 はま

 った赤い宝石が、
自
 おの

 ずから発光しているかのように輝いていた。

　鮮烈な赤を宿した指輪は転がっていく。

　刃と金貨の間を抜け、愛に喜び悲しみ、
憎
 ぞう

 
悪
 お

 と
嫉
 しつ

 
妬
 と

 に顔を
歪
 ゆが

 ませる人々の間を指輪は転がっていく。爪や牙、闇に並ぶ瞳の間、〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の間を転がっていく。

　転がり跳ねるたびに、宝玉の赤い輝きが増していった。

　男たちを
魅
 み

 
了
 りよう

 して自らのために争わせるたびに美しさを増す悪女のように、血と涙が流されるごとに赤い輝きを増していく。

　軽やかに跳ね回っていく赤い宝石は、笑っているようにも見える。

　赤い宝石が
紅
 くれない

 の瞳であるかのように、世界を眺めてきた。

　転がっていく指輪が、止められた。嘆きの声と
怒
 ど

 
号
 ごう

 とともに、闇に押しこめられた。

　一面の闇のなかでは沈黙が続く。

　長い長い静寂だった。

　跳ねて転がることができず、指輪の赤い瞳は不満そうに見えた。かつては流されたばかりの鮮血にも似ていた赤い瞳は、失意の暗赤色に沈んでいく。

　闇のなかで誰にも
顧
 かえり

 みられることない状態は、指輪の力を失わせていくようだった。

　いずれ歴史の
終
 しゆう

 
焉
 えん

 とともに、指輪も
朽
 く

 ち果てていくのだろう。指輪を押しこめたものたちも、そう考えていた。

　永遠にも続くかと思われた時間が、不意に切り裂かれた。
錐
 きり

 のように細い光が刃のように鋭い光となり、すべてが解放された。

　長いまどろみから指輪が目覚める。

　
覚
 かく

 
醒
 せい

 しきっていない指輪を、強引に

摑

 つか

 む手があった。

　指輪は外の世界へ解き放たれた。

　奪って逃げていくものの手のなかで、赤い宝石が一度だけ輝きを増した。

　解放されたことを
喜
 き

 
悦
 えつ

 するかのように、

　流血と、そして破滅を期待するかのように。
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我らは絶叫し問いつづける



誰かが美しい至銀の短剣を



私の胸の奥に座す心臓に飾るまでは



教えてくれ



その真実の虚偽と
薔
 ば

 
薇
 ら

 を



ジグムント・ヴァーレンハイト「
遺
 い

 
稿
 こう

 
詩
 し

 生前葬」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四八九年










　
號
 ごう

 っ！

　
轟
 とどろ

 く
咆
 ほう

 
哮
 こう

 によって、大気と木々の
梢
 こずえ

 が振動する。俺の
鼓
 こ

 
膜
 まく

 と
耳
 じ

 
小
 しよう

 
骨
 こつ

 も震えた。

　竜は全身を赤色の
鱗
 うろこ

 で
覆
 おお

 っていた。

　太い筋肉を束ねた前脚が掲げられる。指先から伸びる五本の爪は、五振りの剣。足が下ろされると、硬い
岩
 がん

 
盤
 ばん

 に
亀
 き

 
裂
 れつ

 を生み、重々しい音を立てた。

　
蛇
 へび

 のごとく長い首の先に、
蜥蜴
 とかげ

 のような
鰐
 わに

 のような顔が
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 していた。巨大な
顎
 あご

 に並ぶのは短剣の牙の列。

　火竜は一軒の家ほどの大きさがあった。見上げる俺たちからすれば、山がそびえているに等しい。

　まさしく〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の王と呼ばれるにふさわしい
威
 い

 
容
 よう

 であった。

　
獰
 どう

 
猛
 もう

 な
橙
 だいだい

 色の光を宿した瞳が、俺たちの姿を
捕
 ほ

 
捉
 そく

 した。長い首をたわめ、頭部が地を
這
 は

 うほど低い姿勢をとる。

　地を這う竜の牙の間から、高温の蒸気となった息吹が
漏
 も

 れる。
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式が青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 を描きはじめていた。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 による
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 の吐息が吐かれる寸前、俺の咒式が
紡
 つむ

 ぎおわっていた。

　
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 が意識に導かれ、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈断罪者ヨルガ〉に到達。剣の
鍔
 つば

 にある
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 の演算で集束し転換。
弾
 だん

 
倉
 そう

 が回転し、選択された
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 内部の
置
 ち

 
換
 かん

 元素を
触
 しよく

 
媒
 ばい

 に物理
干
 かん

 
渉
 しよう

 を開始する。

　紡いでいた咒式が刀身で増幅され、切っ先に輝く咒印組成式を描く。化学錬成系第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を発動。
淡
 たん

 
黄
 おう

 色の結晶であるトリニトロトルエン爆薬が生成され、
雷
 らい

 
汞
 こう

 やアジ化鉛を起爆薬にして
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。秒速六九〇〇メルトルの爆風と鋼の刃が、竜に襲いかかる。

　猛烈な爆裂で、火竜の紅の
鱗
 うろこ

 が砕け、肉が裂け、
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 が噴きあがる。

　
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の瞳をした竜が、白煙と鮮血を振るい落とす。

　五本の爪を大地に突き立て、巨体と首が持ち上がる。高速展開した爆裂咒式では、致命傷を与えられない。

　竜の頭部の上方、天から降りる影があった。
瀑
 ばく

 
布
 ふ

 となった白刃が落下し、竜の太い首に命中。

　高硬度の鱗、筋肉と骨が一気に切断。

　竜の首の断面から、血飛沫が
撒
 ま

 き散らされる。血の豪雨のなか、〈
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトー〉の長大な刀身が大地に突き刺さる。

　刃の上に、相棒のギギナの
獰
 どう

 
猛
 もう

 な笑みが見えた。

　俺とギギナの間を切断された竜の首が飛ぶ。血の軌跡を描いて、首は大地に落下。重々しい音に続いて、閉じられた牙の間から、不完全に発動した咒式の炎が蛇のように漏れた。

　火竜の首と胴の断面から、大量の血液が広がっていく。

　魔杖剣から排出された十二口径咒弾の空薬莢が、岩盤に落ちた。銀の鈴にも似た、澄んだ高音が、戦闘の終幕を告げる鐘の音となった。

　俺は止めていた息を吐いた。熱を帯びた刀身を、
鞘
 さや

 に収めていく。

「報告ほどの竜ではなかったな」

　ギギナの銀の瞳は、大地に横たわる竜の首を見つめていた。

「残念だ。
栄
 は

 えある我がドラッケン族の
諺
 ことわざ

 には『獲物と女は強いほど良い』とあるというのに」

「問題と
厄
 やつ

 
介
 かい

 ごとは小さいほどいいと思わないか？」

「ガユスの器ほど小さくなるのは不可能だろう」

「ギギナの脳だと、小さいどころか無だな。人生初期不良は大変だ」

「身長を頭ひとつほど縮めてみるのが、最新の流行だが？」

　ギギナの刃が水平に振られ、俺は身を
屈
 かが

 めて回避する。頭の上を鋭利な刃が疾走していき、髪の毛が何本か切られた。

　俺は立ち木の
傍
 そば

 まで飛んでおく。刃を引いて、ギギナは
欠伸
 あくび

 をしていた。

　いつもどおりだった。俺たちはいつもの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だった。

　
鼻
 び

 
梁
 りよう

 に指先を添え、俺は
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の位置を直した。

　眼前には、竜の巨大な死体が横たわっていた。









　
冴
 さ

 え
冴
 ざ

 えと
蒼
 あお

 い光を投げかける、
下
 か

 
弦
 げん

 の月の夜。

　道路のアスファルトは
亀
 き

 
裂
 れつ

 を刻んでいた。路上駐車された車は、
錆
 さ

 びた骨格だけになり、タイヤはすべて破裂していた。道路標識は半ばから折れ、一時停止の指示が歩道に落ちていた。

　街並みを作るビルに並ぶガラスは残らず砕け、暗い内部を
覗
 のぞ

 かせていた。荒れ果てた町には、まだ肌寒い初春の夜風が吹く。

　倒壊しかけたビルの一階で、俺たちが暖をとっていた。ギギナはコンクリ床の上に座っていた。俺は壁の破片に腰を下ろしていた。

　天井はほとんど崩れ落ち、断面からは曲がった鉄筋が突きでている。鉄筋の先に、下弦の月が差しかかっていた。

　俺とギギナ、二人の間には野営用の
焚
 た

 き
火
 び

 があった。弱々しい炎からは、かすかな煙が夜空へむかってたなびいていた。

　携帯を取りだして、立体光学映像を起動。光の
格
 こう

 
子
 し

 が編まれ、立体的な地図が浮かびあがる。現在位置を調べる。ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 のエリウス郡都エリダナ市から、東北に二八キロメルトル。辺境としかいいようがない、グラシカの町にいるようだ。

　グラシカの町も昔は人が住んでいた。しかし、〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の
跳
 ちよう

 
梁
 りよう

 と竜保護
緩
 かん

 
衝
 しよう

 
区
 く

 の境界線の引きなおしで、町民が退去。町ごと
廃
 はい

 
棄
 き

 されたそうだ。エリダナや衛星都市群から離れた辺境では、このような町も珍しくはない。

　見捨てられた町には、俺とギギナだけがいた。

　ただただ静寂。焚き火のなかで、たまに木材が弾ける音が響くだけだった。

　今からエリダナに帰ると、竜保護緩衝区を通る必要がある。〈異貌のものども〉が
溢
 あふ

 れる辺境の森を突っきるのは危険すぎるため、明るくなるまで待つしかない。

　左肩に立てかけた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の調子が良くないことを思い出す。
鞘
 さや

 を左手の親指で押し上げ、刀身を点検してみる。

　最大
業
 わざ

 
物
 もの

 級魔杖剣〈断罪者ヨルガ〉の白々とした刀身に、月光が宿る。

　刃渡り八〇二ミリメルトルで、デリビウム
咒
 じゆ

 
銀
 ぎん

 合金製の刀身。機関部を除いた
柄
 つか

 全長は、三〇一ミリメルトル。
鍔
 つば

 は
鋲
 びよう

 装飾。事象誘導演算装置である
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 は、機関部に三つ連なっている。

　十二口径の
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 が、弾倉に十二発、薬室に一発。合計十三発が
装
 そう

 

塡

 てん

 されていることを、肩にかかる剣の重量で確認する。

　長年使ってきた自動弾倉式
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 だ。なんとなく俺自身に似ている気がする。

　刀身に自分自身の横顔が映っていた。

　映画俳優のラグマノフに似ているといった女もいた。しかし性病と貧困で精神が崩壊し、妻子を殺害。自身も自殺した俳優に似ていても、素直にまったく完全に
嬉
 うれ

 しくない。

　俺は甘さが出ている顔をしているかもしれないが、絶えることのない気苦労のためにいつでもどこでも不機嫌な顔をしている。今日は顔色まで良くない。

　
目
 め

 
頭
 がしら

 を押さえて、目の疲労を追いはらう。胃酸過多らしく、胃までが鈍い
疼
 とう

 
痛
 つう

 を訴えている。ささいな機能障害と疲労、心労。血圧と血糖値の低下。仕事には影響がないと判断する。

　唇には苦笑があった。自らの肉体を分子部品のように見てしまうのが、化学系でも俺のような
錬
 れん

 
成
 せい

 系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の悪癖だ。

　弾倉を操作して、
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 を選択。
鍔
 つば

 にかけていた左手の人差し指で引き金を下ろすと、
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が
撥
 は

 ねた。

　化学錬成系第一階位〈
征酸
 アザン

 〉を発動。発生した水酸化マグネシウムと水酸化アルミニウムを飲みこむ。制酸効果が出てきて、胃痛を和らげていく。

　もちろん胃
粘
 ねん

 
膜
 まく

 を保護するショ糖硫酸エステルアルミニウム塩や塩酸ロキサチジンアセタート、もしくはアチモジンやシメチジンやラニチジンなどＨ２受容体に作用する薬物で胃酸
分
 ぶん

 
泌
 ぴつ

 を抑えてもいいが、組成式を思い出すことがめんどくさい。

「胃痛か、
錬
 れん

 
金
 きん

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 」

　ギギナがつぶやく。俺の
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式を見ていたらしい。

「珍しく心配でもしてくれたわけか」

「小心さに驚いていただけだ」

　鋼の声が響いた。〈
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 〉のギギナの手が、肩に立てかけた巨大な
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーの
鞘
 さや

 を
撫
 な

 でる。

　刃の色の髪が夜風に揺れ、鋼色の瞳が
焚
 た

 き
火
 び

 の揺らめきにそそがれている。相棒のギギナは黙っていれば、名工の手による至高の彫像のような
美
 び

 
貌
 ぼう

 だろう。

　勇者の
雄
 お

 
々
 お

 しさを示す眉の下に、厳しい戦士の瞳。美女の
玲
 れい

 
瓏
 ろう

 さを持つ
鼻
 び

 
梁
 りよう

 と
妖
 あや

 しい赤を含む唇。相反する要素が絶妙の配合で、美貌を構成していた。

　しかし、性格は闇夜に焼死した黒猫の黒目の影より、なお黒い。ギギナ・ジャーディ・ドルク・メレイオス・アシュレイ・ブフという、
傍
 はた

 
迷
 めい

 
惑
 わく

 なバカ長い名前も、なにかのいやがらせだろう。

　またも沈黙。

　ギギナは炎を眺めたままだった。銀の瞳は炎の向こう、
路
 ろ

 
肩
 かた

 に駐車してある、事務所の車を眺めていた。

　正確に言えば、事務所のヴァンの後部座席を占領している火竜の頭部を眺めていた。

　火竜の首は、頭部だけで人間ほどの大きさがあった。

「大荷物だ」唇は文句を
紡
 つむ

 ぐ。「どこかの誰かが、首を丸ごと持ち帰ることを主張しやがらなければ、部分を持ちかえるだけですむというのに」

「我が一族の
流
 りゆう

 
儀
 ぎ

 だが、竜には敬意を払うべきだ」

　ギギナが言葉を投げかえしてきた。ヴァンの窓から、火竜の瞳がこちらを見ているようで気分は良くない。俺たちを恨むなよ。気分を変える。

「とにかく
腐
 くさ

 れ仕事だった」

「
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 らしい仕事だ。文句を言うな」

　ギギナが薄く笑う。

「それとも、ＥＭＥＳやＥＮＯＫ、あの咒式士市場独立保護会や咒式士
受
 じゆ

 
益
 えき

 委員会の規約に従うような、お
行
 ぎよう

 
儀
 ぎ

 のいい攻性咒式士になりたいか？」

「俺たちは研究や企業活動を支える咒式師ではなく、攻性咒式士だ」

　ギギナの笑みに、俺も皮肉な笑みを返しておく。

「攻性咒式を紡いで、竜や巨人や
禍
 まが

 つ
式
 しき

 などの〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉を
駆
 く

 
除
 じよ

 し、同業の犯罪者を狩り、
糊
 こ

 
口
 こう

 をしのいでいるだけだ」

「各種協会を利用はするが、意味のない規約や勧告に従う気はない、か」

　ギギナが結論を引きとる。とにかく依頼された仕事は終わった。背を伸ばし、
焚
 た

 き
火
 び

 に手をかざす。

「明日はベイリックやイアンゴたちと、ヴォックル観戦にでも行くか」

　崩れた階段に背中を預ける。ギギナが俺を眺め、視線を炎の揺らめきに戻した。

「球遊びなどくだらぬ」

「べつにギギナは誘っていないけど」

　俺の反撃で、ギギナの顔に
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な感情が
掠
 かす

 める。

「それで、ギギナの休暇予定は？」

「教える義理がない」

　同点。ギギナと人間的な交流が可能な人類は、地上には存在しない。他の次元でもいないだろう。

　毎回こんな会話にしかならないが、二人で事務所を経営している以上、四六時中黙っているわけにもいかない。自分の親切心と社交性が恨めしい。

「だからさ、失格人間なのは分かっているけど、もう少し人間として話しかたがあるだろうが」

「ガユス、珍獣の鳴き声は耳に障る。早く死ぬか、殺されるかしてから話せ」

「わー最悪。ギギナの右隣の、さらに左隣の人に言ってくれない？　急いで自殺すると全世界が喜ぶ、って」

「貴様の性格は大絶滅しているな」

「性根が原子
崩
 ほう

 
壊
 かい

 しているギギナが言うなよ」

　ついで攻性咒式士の業界誌である「咒式の友」の先月号を思い出した。「性格の悪い攻性咒式士」の投票で六系統のうちでも、俺のような化学系の咒式士が一位だった。実際に言われると
嬉
 うれ

 しくない。

　対して相棒のギギナは生体系でこちらは六位。剣士や格闘士が多い系統なので、性格は
素
 そ

 
朴
 ぼく

 で意地悪だとは思われていないようだが、眼前の男を反証として挙げたい。

　さらに沈黙。ギギナとの会話は、永久
凍
 とう

 
土
 ど

 の二毛作なみに不毛な行為だ。

「ガユス、先ほどの〈
爆炸吼
 アイニ

 〉は、あの距離であの生成量では不充分だ。私の追撃が〇・一秒遅ければ貴様は死んでいた」

「いちおう相棒を巻きこまない程度には考えているんだよ。次からはギギナを巻きこんでおいたほうがいいのか？」

「貴様の陰険
咒
 じゆ

 
式
 しき

 なら第四階位の〈
死哭燐沙霧
 バル・バス

 〉で中距離から倒すという手もあったはずだ」

　ギギナの言葉が放たれる。

　こいつはいつもこうだ。自分が教師にでもなったかのように、ご
大
 たい

 
層
 そう

 な対竜戦術論を垂れてきやがる。

　実際ほとんどが正しいのだが、素直に聞いてやる気は、悪魔の良心ほども存在しない。

「メチルホスホン酸イソプロピルフルオリダート、いわゆるサリンガスを発生させる〈
死哭燐沙霧
 バル・バス

 〉をあんな接近戦で出せるか。完全に
制
 せい

 
御
 ぎよ

 できないと、俺たちがくたばる」

「だから普段から鍛えておけ」

　ギギナが
呆
 あき

 れたような声を出す。攻性咒式士としては一流の
証
 あかし

 である十三
階
 かい

 
梯
 てい

 に達したギギナに言われると、十二階梯の俺としては立つ瀬がない。

「ギギナの跳躍攻撃が分かっていたから、一瞬の足止めが有効だと判断しただけだ。殺しはドラッケン族の専門技術だからな」

　俺の言葉に、ギギナは目を閉じていた。聞いていないらしい。

　次の瞬間、俺の首筋に冷気。

　
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーの巨大な刀身が、俺の
頚
 けい

 
動
 どう

 
脈
 みやく

 に触れていた。呼吸が止まる。

　ギギナの高速
抜
 ばつ

 
刀
 とう

 なのだが、これほど巨大な刃が動きはじめた瞬間も、途中の軌跡も分からなかった。

「貴様ごときが、ドラッケン族を語るな」

　
美
 び

 
姫
 き

 の唇を
歪
 ゆが

 め、ギギナが吐き捨てた。

「ドラッケン族は、太古の昔から
人
 じん

 
外
 がい

 の〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉を狩ることを
生業
 なりわい

 としてきた」

　声には刃のような意志がこめられていた。

「攻性咒式士のなかでも、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
士
 し

 という竜相手に特化した職業を生みだした戦闘民族だ。現代の対竜戦闘術の、技術や装備、戦術の基本は我らが作りあげたといっても過言ではない」

　目は俺を見据えていた。

「それを貴様ごときが語るな」

「めんどくせー一族、めんどくせーギギナだな」

　ギギナはそのドラッケン族だった。

　ただし、半分だけ。それがめんどくさい性格を作っている原因のひとつかもしれない。

　仕方なくギギナと組んでいる俺としては、弾薬庫で花火大会をしている気分だ。別の言いかたをすれば、
絞
 こう

 
首
 しゆ

 
刑
 けい

 の輪が首にかかっているのに踊っているような気分だ。

　
焚
 た

 き
火
 び

 のなかの
薪
 まき

 が、乾いた音をたてる。骨を折ったような音だ。

　首に触れる刃から、身を引く。ギギナも魔剣を引いていく。俺は長い息を吐く。

「いつも刃で物事を解決しようとするなよ。一族の
掟
 おきて

 なのか、それとも持病か？　連続猟奇殺人を起こさないと落ちつかないのか？」

「貴様の舌を、汚れた言葉しか吐かない
病
 びよう

 
巣
 そう

 を切りとりたいものだ」

　ギギナから目を
逸
 そ

 らすと、火竜の頭部がまた目に入る。燃えあがっていた瞳も、死した今では暗紅色に
濁
 にご

 っていた。

「おまえたちの
棲
 すみ

 
家
 か

 を
狭
 せば

 めた人類が嫌いなのは分かる」

　火竜の目は俺を責めるようだった。

「だが、グラシカ竜
緩
 かん

 
衝
 しよう

 
区
 く

 に入ったからといって、人間を喰らえば、人類はおまえを狩らねばならない。そんなに恨むなよ」

　俺の言い訳は、死した竜に届くことはない。

「お互いに運がなかったのだろう」

　ギギナが告げた。

「たまにある話だ。旅の巡回商人が、知らずに皇国と龍とのティエンルン合意で決められた竜の生息地帯、緩衝区に足を踏み入れた」鋼の声が続ける。「ただでさえ棲家が狭められているのに、聖域にまで踏みこまれて激怒した竜が人間を食い殺す。竜の怒りは収まらず、周辺住民にまで手を出す」

「それで商人二人、辺境警備隊で三人の被害者が出た、か」

　事態を振りかえれば、楽しくもない事実を確認するだけだった。

「そして火竜自身もこうして狩られている。救いがない
連
 れん

 
鎖
 さ

 だ」

　落ちついて火竜の頭部を眺めると、違和感を抱いた。

「おいギギナ。やはりおかしくないか？」

「低能ガユスが鏡でも見たか？」

「いや、報告にあった竜にしては少し小さくないか？」

　眼前の竜が生きていたとき、
尻尾
 しつぽ

 から頭部までは十九・五メルトルあった。

「その昔、ギギナが俺に教えくさったＤＤＭＭ、いわゆる
汎
 はん

 ドラッケン式竜測定法によると、竜は生まれおちて、誤差はあるが十年から百年で全長二〇メルトル程度の大きさに成長する」

　違和感が増す。「それからは、百年ごとに一メルトル成長する。つまり二百年生きると二一メルトル、三百年なら二二メルトル。年齢を重ねるごとに巨大化し、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 力と戦闘力を増す」

　結論が出る。

「報告にあった竜は家一軒ほどとあったから、少なくとも四百歳から五百歳級の強敵だと考えて覚悟していた。咒式具などの装備も、かなり強力なものを用意してきた。だが、眼前の竜は百歳ほどのまだまだ若い竜だ。色も報告の暗い色に似ているが暗い赤、火竜だ」

　俺の疑問にギギナも考えこみ、答えを出した。

「
恐
 きよう

 
慌
 こう

 状態の人間が報告したからな。実際以上に大きく見えても仕方あるまい。しかしガユスが言うように、誤差が大きすぎるのもたしかだ」

　ギギナが冷静に検討していく。

「報告ではつがいの竜だとあったから、残る一頭がより強力な家一軒ほどの竜なのだろう」ギギナの
鋼
 はがね

 色の瞳には、期待の色が浮かんでいた。「それこそ〈
長命竜
 アルター

 〉かもしれぬな」

「冗談でも止めろ」

　俺は毛布を胸元まで引き上げる。相棒の発した〈
長命竜
 アルター

 〉という単語が、俺の背筋を寒くしたのだ。朝が来るまで仮眠でもしていよう。唇から
欠伸
 あくび

 が
漏
 も

 れる。

　間延びした息が途中で止まる。ギギナはすでに身を起こし、片膝を立てていた。

「ガユス、分かるか？」

「分かっているよ」

　ギギナと俺は、崩れた壁を飛び越えて、街路に出た。

　誰もいないアスファルトの道路。
錆
 さ

 びた廃車、暗灰色のビルが並ぶ町。

　しかし、俺たちはもう知っている。

　殺気に鋭敏な前衛職ではない俺でも、ここまで接近されれば感じとることができていた。

　やつらは、巨大で鈍重そうな外見からは、想像もできないほどに動ける。長い尾をしならせ、石柱の間をすり抜ける。
石
 いし

 
畳
 だたみ

 を踏み割る音、体からの放射熱や炭酸ガスすら、量子干渉結界で隠しとおすことが可能だ。

　だが、やつらは殺気を消すことが
上
 う

 
手
 ま

 くない。

　なぜなら、この地上においてやつらが恐れ隠れるべき生命体など存在しないからだ。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。

　前方のビルの壁が割れ砕けた。吹き飛ぶ
瓦
 が

 
礫
 れき

 が散弾となり、俺とギギナに降りそそぐ。

　即座に転がって後退していく。アスファルトの上で、俺たちは停止する。噴きあがった
粉
 ふん

 
塵
 じん

 が煙幕となる。

　白煙のなかに、金属質の
鱗
 うろこ

 が見えた。
煌
 きらめ

 く五本の爪が見え、落下した。アスファルトを砕く重低音が、俺の腹に響く。

　次に白煙のなかから出てきたのは、
蜥蜴
 とかげ

 のような
鰐
 わに

 のような巨大な頭部。
角
 つの

 が
下
 か

 
弦
 げん

 の月の光に照らされ、竜族特有の氷点下の瞳が見えた。

　緑の
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が右から左に動き、俺たちの姿を捉えた。

「どうやらこいつが被害の原因らしいな」

「先ほどの火竜は、便乗して暴れただけだったというわけか」

　眼前の竜は、
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の鱗が示すように〈黒竜〉だった。

　生物学的には、
鱗
 りん

 
竜
 りゆう

 
目
 もく

 
巨
 きよ

 
竜
 りゆう

 
科
 か

 
這
 はい

 
竜
 りゆう

 
属
 ぞく

 。火炎を吐く火竜や塩素ガスを吐く緑竜と同属異種。強酸を吐くとされる凶悪な竜の一種だ。

　掲げた頭部は、二階建てビルの窓ほどの高さにあった。長い首に続くのは、
逞
 たくま

 しい
四
 し

 
肢
 し

 が支える家一軒ほどもある胴体。長い尾が軽く振られアスファルトを叩くと、それだけで砕ける。

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の計測では、眼前の竜の全長は二七・七八五五メルトルもあった。ＤＤＭＭに従えば、約八、九百歳級の竜という計算になる。

「最悪だ」

　我知らず唇が悪態を
漏
 も

 らしていた。

「まさか本当に〈
長命竜
 アルター

 〉級かよ」

　竜族は年を経るごとに、知力や
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 が増大する。なにより体が巨大化することによる戦闘力は災害に等しい。千年の時を生きた竜は、
鱗
 うろこ

 に金属質の輝きを帯びる。

　千年を生きた竜を、人類は
畏
 い

 
怖
 ふ

 をこめて〈
長命竜
 アルター

 〉と呼ぶ。

　前の事務所時代を含めて三年の間に、五百歳級を含む十一頭の竜を倒している俺とギギナだが、なんの意味もない。

「ドラッケン族でも、無敵の〈
長命竜
 アルター

 〉とやりあって生き残ることは難しい」

　ギギナがつぶやく。

〈
長命竜
 アルター

 〉ではないが、ほぼ等しい竜と俺たちは
対
 たい

 
峙
 じ

 しているのだ。

　黒き
邪
 じや

 
竜
 りゆう

 の緑の瞳が、俺たちを見下ろす。永久氷河のごとき瞳から、
溢
 あふ

 れる咒力が放射。全身が硬直する。

　反射的にギギナが
紡
 つむ

 いだ、生体強化系第一階位〈
醒奮
 ヴェリネ

 〉の咒式が発動。俺の脳内
青
 せい

 
斑
 はん

 
核
 かく

 などでノルアドレナリン、ドーパミンなどのモノアミン類が
分
 ぶん

 
泌
 ぴつ

 され、意識が
賦
 ふ

 
活
 かつ

 する。

　それでも本能的な恐怖で身が
竦
 すく

 んでいた。

　ただそこに存在するだけで、すべての生命体を圧する〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の王の
威
 い

 
容
 よう

 だった。

「おおおおおるるるるるるうぅっ！」

　ギギナの
獅
 し

 
子
 し

 
吼
 く

 が、死闘の開幕を告げた。勇壮な叫びが俺の体の硬直を解く。

　走りだすギギナが掲げる、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーの回転弾倉が
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 を消費。生体強化系第三階位〈
衂蟹殻鎧
 ドラメルク

 〉を発動。体内に埋めこまれていた強化合金が
溢
 あふ

 れ、六角形となって
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 を
覆
 おお

 っていく。強化キチン質と硬化クチクラの装甲と強化筋肉が全身を一回り大きくする。

　背中からギギナの顔に覆いかぶさる
兜
 かぶと

 と
面
 めん

 

頰

 ぽお

 。現れたのは、悪鬼の
形
 ぎよう

 
相
 そう

 。装甲の間から
覗
 のぞ

 く瞳が闘志の光を宿している。

　疾走するドラッケン族の戦士の全身が、完全装甲されていた。

　竜の死の
息
 い

 
吹
 ぶき

 を回避するために、ギギナが右へ、俺は左へと動いていた。街路の両端から二人ともに接近。離れていては一瞬で殺される。

　
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 となってビルの
傍
 かたわ

 らを疾走するギギナが、左手を腰の後ろに回す。
革
 かわ

 
帯
 おび

 にある金属筒を指の間に挟んで三本引きぬき、
投
 とう

 
擲
 てき

 。

　
封
 ふう

 
咒
 じゆ

 
榴
 りゆう

 
弾
 だん

 と呼ばれる咒式具で、爆裂咒式を使用できない
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 でも低位のものを発動できる。

　投擲された咒式具が、竜の眼前で爆裂。爆風と鋼の刃は、しかし竜の手前の空間で突如として消失する。

　俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 は、
数
 すう

 
法
 ほう

 量子系第五階位〈
反咒禍界絶陣
 アーシ・モダイ

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が展開されたことを確認。

　咒式原理は観測効果による
作
 さ

 
用
 よう

 
量
 りよう

 
子
 し

 
定
 てい

 
数
 すい

 や
波
 は

 
動
 どう

 
関
 かん

 
数
 すう

 への
干
 かん

 
渉
 しよう

 である。逆に言えばそれ以上の干渉をかければ、咒式は威力を
減
 げん

 
殺
 さい

 され、低位なものだと無効化すらされる。竜や古き巨人や
禍
 まが

 つ
式
 しき

 などが使うとされる、強力な
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 結界だった。

　しかし封咒榴弾の
威
 い

 
嚇
 かく

 と
撹
 かく

 
乱
 らん

 効果で、俺たちは間合いを詰めていた。

　竜が前進。宮殿の柱のような右前脚が落下。路上に
放
 ほう

 
棄
 き

 された廃車を踏みしめると、紙細工のように
破
 は

 
砕
 さい

 する。

　間合いに入ったギギナに対し、巨木の太さを持つ左前脚が水平に
薙
 な

 ぎはらわれる。
破
 は

 
城
 じよう

 
槌
 つい

 の破壊力と暴風の速度をもった一撃。ギギナが頭を下げて回避。竜の爪が戦士の兜と
鎧
 よろい

 の表面をかすめ、青白い火花を散らす。

　左から右へと去った破壊の左脚が上昇、落下。アスファルトを破砕し爆砕した。黒い破片のなかをギギナが横へと転がっていく。兜からのぞく瞳と口元には笑み。

　ドラッケンの戦士にとって、
長命竜
 アルター

 は最高の獲物なのだ。
畏
 おそ

 れ
敬
 うやま

 い、それゆえに
屠
 ほふ

 る。

　横転していたギギナの
踵
 かかと

 が、
石
 いし

 
畳
 だたみ

 を
蹴
 け

 りつけて急停止。弾丸となって低空
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。
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 ねじ

 れた平行四辺形たる
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーが肩口に掲げられ、振られる。刀身は竜の体重を支えていた右前脚に命中。

　高硬度の
鱗
 うろこ

 を断ち割り、
強
 きよう
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 じん

 な筋肉を切り裂き、赤い血が弾けた。ギギナの踵がアスファルトを踏み割り、刃が振りぬかれる。太い竜の右前脚が完全に切断。
肘
 ひじ

 から先が夜の大気に飛んでいく。




[image: ]




　竜が
苦
 く

 
悶
 もん

 の
咆
 ほう

 
哮
 こう

 をあげ、左前脚を振る。ギギナが後退すると、切断された右前足が落下して重低音をあげる。

　自らの高硬度の体が切断されたことに、竜も驚いただろう。

　ギギナのような
前
 ぜん

 
衛
 えい

 系の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は、通常の人類の肉体ではない。筋肉細胞内のミトコンドリアが通常人類の数倍もあるため、酸素
運
 うん

 
搬
 ぱん

 能力、さらには筋力も上昇している。

　常識外れの筋力を
発
 はつ

 
揮
 き

 したギギナは、再び間合いをつめる。

　竜が左前脚を返して、ギギナへ攻撃。ドラッケンの戦士は飛びのいて回避。身代わりとなって竜の一撃を受けたビルの壁面が、一瞬で
瓦
 が

 
礫
 れき

 に変えられた。

　俺は〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を発動。トリニトロトルエン爆薬が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 し、秒速約六九〇〇メルトルの爆風と鋼の刃を竜に叩きつける。

　崩落していくビル。
濛
 もう

 
々
 もう

 とした白煙に包まれる街角。俺の爆裂咒式による負傷はほぼ皆無だったが、視界を失った竜が尾を打ち振るう。

　俺の隣にはギギナが立ち、機会を
窺
 うかが

 っていた。

　ギギナが握るのは、
真
 しん

 
業
 わざ

 
物
 もの

 級
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 。ドラッケン族はとくに
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 と呼称し、ギギナが〈ネレトー〉と名付けた刃だ。

　子供の肩幅ほどもある刃は根元と中ほどで
湾
 わん

 
曲
 きよく

 し、
歪
 ゆが

 んだ平行四辺形にも見え、全長は一〇七一ミリメルトル。
金
 こん

 
剛
 ごう

 
石
 せき

 すら
凌
 りよう

 
駕
 が

 するヌープ硬度と耐久性を誇る、ガナサイト
重
 じゆう

 
咒
 じゆ

 
合
 ごう

 
金
 きん

 の刃。〈竜〉や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の巨体を切り刻むために巨大化し、滅ぼすために特化した魔杖刀だ。

　右前脚から鮮血を振りまきながら、尾が放たれる。急襲してくる尾を、ギギナの刃が受ける。

　重々しい音を発して、尾が
逸
 そ

 らされる。またもビルの壁面を破壊。

　爆煙が晴れた。俺たちと竜が、距離をおいて街角で
対
 たい

 
峙
 じ

 する。竜の
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が細くなっていた。

　竜もようやく気づいたのだ。俺たちが喰われ殺されるだけの獲物ではなく、偉大な竜族である自らをも滅ぼす力を持つ、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士であることに。

　首を後ろに引いて、息を吸って
胸
 きよう

 
腔
 こう

 を急速
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 。
顎
 あご

 の前に
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式が浮かびあがる。

　喉元が
膨
 ふく

 らみ、死の吐息を放射しようとした瞬間、俺の咒式が
紡
 つむ

 ぎおわっていた。

　
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系第五階位〈
電乖鬩葬雷珠
 マーコキアズ

 〉を展開。魔杖剣〈断罪者ヨルガ〉の切っ先に青白い球体が宿り、開放。
霹
 へき

 
靂
 れき

 が
紫
 し

 
電
 でん

 を弾けさせ、光の速度で
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。竜の
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界に激突。

　生成されるプラズマは、大気の原子の電子と原子核が極度に電離した状態だ。命中すれば、庭園の池程度の水なら瞬時に蒸発させる破壊力を誇る。

　竜の干渉結界とプラズマ弾が
凄
 すさ

 まじい光を上げる。量子干渉に量子干渉がかかり、青白い光を散らす。

　ついに
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 の雷が結界を貫通。竜の胸板を破壊するべき一撃は、右前脚に命中。瞬時に血と肉の
霧
 きり

 と化する。

　竜は結界だけでは防ぎきれないと、すでに傷ついた前脚を掲げて防壁としたのだ。俺の背中に
怖
 おぞ

 
気
 け

 が疾走する。
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 に優れた黒竜とは、最悪だ。

　片脚を失った竜の瞳に、
瞋
 しん

 
恚
 い

 の炎が宿る。口元には
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式が完成していた。

　大量の呼気とともに
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が発動。
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 が吐きだされる。

　俺に影を落とす、巨大な
波
 は

 
濤
 とう

 。同時に体に衝撃。ギギナが横から走りこみ、俺とともに転がっていく。

　横転から体勢を立てなおす。

　竜の
息
 い

 
吹
 ぶき

 は、見捨てられた町の風景を一変させていた。

　俺が立っていた地点のアスファルトが、
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 したように泡立っていた。背後にあった石像は目鼻立ちや手足も分からぬほど溶解し、蒸気をあげていた。金属が
錆
 さ

 びたような強酸の刺激臭が夜の街路に充満していた。

　竜が吐いたのは、化学錬成系第三階位〈
硝硫灼流
 プロケ

 〉の咒式によって生成された
王
 おう

 
水
 すい

 だった。

　濃硝酸と濃塩酸の混合液である王水は、塩素と塩化ニトロシルの働きで安定金属である金や
白
 はつ

 
金
 きん

 ですら溶解させる超強酸である。人間が浴びれば、生きながら溶解するという地獄を体験することになる。

　竜の
莫
 ばく

 
大
 だい

 な
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 で生成された王水は、直撃しなくとも強酸の蒸気によって目や鼻が刺激される苦痛を生む。

　蒸気の向こうに、黒い影と青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 。

「第二射が来る！」

　ギギナが俺を抱えたまま
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。足元を強酸の
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 が
迸
 ほとばし

 っていくのが見えた。廃車の上に着地。

　激痛に
呻
 うめ

 き声が出る。背中や足に強酸の
飛沫
 しぶき

 を浴び、ジーンズや上着が破れ、肌や肉が溶解する激痛に
苛
 さいな

 まれる。

　竜の尾がしなる。地上最大の
鞭
 むち

 が振られ、俺たちに殺到してくる。
轟
 ごう

 
音
 おん

 とともに、放置されていた車が
粉
 ふん

 
砕
 さい

 。

　一瞬早く、ギギナと俺は空中に逃れていた。空中から車体が金属の破片に変えられていくのを見つつ、着地。いまだに咒式を展開できない俺を置いて、ギギナが疾走を開始した。右前脚の負傷でできた竜の死角、右へと回りこんでいく。

　竜の頭部、口の前に咒印組成式が描かれ、化学錬成系第四階位〈
銀嶺氷凍息
 クロセール

 〉が発動。氷点下一九五・八度の極低温となった液体
窒
 ちつ

 
素
 そ

 が高圧で放たれる。

　十数条の氷の槍を、ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が受けた。対竜戦闘用の長い
外
 がい

 
套
 とう

 を回転させ、左腕で掲げて冷気を
遮
 しや

 
断
 だん

 。

　
凄
 すさ

 まじい冷気が外套と
甲
 こう

 
殻
 かく

 
鎧
 よろい

 の表面で荒れくるい、凍結させていく。

　ギギナは同時に生体強化系第二階位〈
耐凍蛋
 バテ・ム

 〉を発動させていた。体内で生成された不凍タンパク質は氷の結晶が成長するのを防ぎ、
甲
 こう

 
状
 じよう

 
腺
 せん

 ホルモンは体温を上昇させて低温に耐えさせる。

　甲殻鎧の表面に
霜
 しも

 をまとったまま、ギギナが矢のように疾走。氷の破片を
撒
 ま

 き散らしながら急停止し、竜の左前脚の一撃を回避。

　竜の前脚がアスファルトを叩き割ったときには、ギギナが
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していた。竜の
肘
 ひじ

 を
蹴
 け

 ってさらに飛翔。

　黒竜の頭上で、月光を帯びた刃を振り上げていた。

　回転した長大な刃が、竜の脳天へと振り下ろされる。黒竜は首を後方に反らせて、必殺の刃から逃れた。

　竜の首が戻ってくる。
大
 おお

 
顎
 あご

 が開かれ、数十本の短剣のような歯がギギナに迫る。

　ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の先端が輝き、生体変化系第二階位〈
空輪[image: ]

 ゲメイラ

 〉を発動。背中や足裏に作られた噴射口から圧縮空気が吐きだされ、急速降下。閉じられた竜の大顎は、虚しく夜の大気を

嚙

 か

 みしめる。

　ギギナは前方回転。
円
 えん

 
弧
 こ

 の終わりには、屠竜刀が竜の左前脚に叩きこまれていた。苦鳴の叫びをあげた竜が、肘だけになった右前脚を振るう。後方跳躍したギギナをかすめただけだが、
兜
 かぶと

 が
粉
 ふん

 
砕
 さい

 される。

　銀の髪を散らして、ギギナが俺の
傍
 かたわ

 らに着地する。

　額から流れた鮮血の筋は、頰
 を伝わって唇に達していた。

「惜しかったが、さすがに
上
 う

 
手
 ま

 くはいかぬようだ」

　ギギナの桃色の舌が、自らの流血を
舐
 な

 めとる。

　道の向こうでは、竜が
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を展開。肘から先が消えた右脚と、切り裂かれた左前脚の傷口が泡立つ。骨格が形成され、
筋
 きん

 
繊
 せん

 
維
 い

 と血管、神経組織が絡まっていく。
鱗
 うろこ

 が
覆
 おお

 っていき、五本の爪が完全再生するまで、わずか三秒。

　竜の
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式だった。
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 の消費すら必要としない。

　これが竜だ。

　高度な知性と強大な咒式、巨大な体を持つ地上最強の生命体。俺たちの咒式や剣技を持ってしても、軽傷すら与えられない。どうしたらいいのか、誰か大至急教えてほしいものだ。

　無人の町の交差点で、俺とギギナ、竜は
対
 たい

 
峙
 じ

 していた。

　超強酸に凍気、巨体からの超打撃で負傷した絶望的な状況。

　だが、俺の傍らにいるギギナは、笑みすら浮かべていた。屠竜刀ネレトーの回転式弾倉から、
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 をすべて排出。特注の二十二口径の超大型咒弾を六発、
一
 いつ

 
括
 かつ

 
装
 そう

 

塡

 てん

 。金属が
擦
 こす

 れる音を立てて、
撃
 げき

 
鉄
 てつ

 を起こす。

「さて、行くか」

　口の
端
 は

 を吊り上げつつ言った言葉は、俺への挑発だった。

「行くに決まっているだろうが」

　相手が竜だろうが、高僧のように悟って
悄
 しよう

 
然
 ぜん

 と死へ
赴
 おもむ

 く気はない。戦って
足
 あ

 

搔

 が

 いて死ぬほうがいい。単純だが、それが俺の人生観だ。

「あの結界に正面から行くことは
無
 む

 
謀
 ぼう

 すぎる。どうしても小技が必要だ」

　俺の言葉に、ギギナが顎を引いて理解を示した。

　ギギナが突撃。応えるように竜も急速前進。

　振り下ろしの一撃が放たれるが、ギギナは刃で受ける。数十トーンもの竜の体重が乗った一撃をまともに受けては、ギギナといえども即死する。赤い火花をあげる刃に沿って、巨大な腕が流されていく。

　続く左右の脚、長い尾の攻撃も、ギギナの高速移動を捉えきれない。ギギナにしても、一撃一撃が即死の攻撃の弾幕に、それ以上前進できない。

　竜の脚の重い振り下ろし。アスファルトを叩き割る打撃に、ギギナが後退させられる。黒竜の首が高く掲げられ、再び超強酸の放射姿勢をとる。後方の俺が
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
紡
 つむ

 いで機を
窺
 うかが

 っていることが見抜かれたのだ。

　ギギナが自身の母と誇りの次に大事にしている、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーを
投
 とう

 
擲
 てき

 した。

　刃は夜気を裂いて回転し
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。竜の
顎
 あご

 に命中。下の顎ごと
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式を貫き、光が散乱。死の
息
 い

 
吹
 ぶき

 の放射を強制阻止した。

　超強酸が竜の
口
 こう

 
腔
 こう

 に
溢
 あふ

 れ、くぐもった叫びがあがる。

　好機。俺は
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系第二階位〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を展開。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の先端から、一条の雷が疾走。

　竜の瞳に
嘲
 あざけ

 りの色。百万ボルトル程度の雷では、竜の
鱗
 うろこ

 に届くどころか、急速展開した結界の表面で虚しく
紫
 し

 
電
 でん

 を散らすだけだったのだ。

　電子の触手は結界に無効化されながらも弾け、ネレトーに絡みついた。竜の顎から結界の外に出ている、ネレトーの
柄
 え

 に。

　
殺
 さつ

 
戮
 りく

 の電流が、結界も鱗の
鎧
 よろい

 も無視し、柄から刀身を伝導体として竜の体内に向かっていく。電子の
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 が、顎から
脳
 のう

 
髄
 ずい

 、首、胴体、内臓を
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 させ、後ろ左脚からアスファルトへと抜けていった。

　内臓から焼かれた竜の全身が震えた。口や鼻の穴から白煙をあげ、黒く沸騰した血を
零
 こぼ

 す。

　竜は前脚をアスファルトに突き立てて耐えた。熱で
白
 はく

 
濁
 だく

 した瞳が動いた。
瀕
 ひん

 
死
 し

 の竜の首が急速降下した。

　上下の顎が開かれ、俺を喰らおうと急襲してくる。

　竜はまたも間違った。

　ギギナが横から疾走し、竜の首を真正面から受け止めた。後方に吹き飛ぶギギナの体。

　しかし戦士の手は、竜の下顎に刺さった刃の柄を握っていた。

「がああああああああああああっ！」

　鬼神の
咆
 ほう

 
哮
 こう

 とともに、ギギナの両足がアスファルトに突き立てられる。勢いが止まるわけもなく、左右の
踵
 かかと

 でアスファルトに二条の
轍
 わだち

 を描いていく。

　屠竜刀ネレトーの回転弾倉が火を噴き、
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 が弾ける。

　生体強化系第五階位〈
鋼剛鬼力膂法
 バー・エルク

 〉がギギナの体に発動。
甲
 こう

 
殻
 かく

 鎧を破壊し、各部を締める
螺
 ね

 
子
 じ

 を吹き飛ばすほどに、全身の強化筋肉が
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 。アスファルトに
踵
 かかと

 から
脛
 すね

 まで埋めて、竜の突進を停止。

　咒式により、
赤
 せつ

 
筋
 きん

 と呼ばれる
遅
 ち

 
筋
 きん

 
繊
 せん

 
維
 い

 のクエン酸回路でグリコーゲン、グルコースに酸素を使用して最適効率で分解し、アデノシン三リン酸を生産。
白
 はつ

 
筋
 きん

 と呼ばれる
速
 そつ

 
筋
 きん

 
繊
 せん

 
維
 い

 にあるクレアチンリン酸とアデノシン三リン酸を最適効率で使用し、ＡＴＰ─ＣＰ
代
 たい

 
謝
 しや

 によって収縮。強化された
遅
 ち

 
筋
 きん

 と中間筋繊維の間に、強力な神経伝達を行い、大量のクレアチンリン酸アデノシン三リン酸を合成。

　
過
 か

 
負
 ふ

 
荷
 か

 がかかると
靱
 じん

 
帯
 たい

 と関節のゴルジ
腱
 けん

 器官から
脊
 せき

 
髄
 ずい

 に送られる信号で、運動ニューロンの活動を抑制。[image: ]
 帯や関節が損傷することを防いでいる脊髄反射を、ゴルジ腱器官の信号を運動野のみに送り、脊髄からの抑制信号の発生を強制停止。

　足の
縫
 ほう

 
工
 こう

 
筋
 きん

 から
下
 か

 
腿
 たい

 三頭筋、
大
 だい

 
腿
 たい

 四頭筋肉、
大
 だい

 
臀
 でん

 筋に
中
 ちゆう

 
臀
 でん

 筋が、

　胴の外
腹
 ふく

 
斜
 しや

 筋と
腹
 ふく

 
直
 ちよく

 筋、
前
 ぜん

 
鋸
 きよ

 筋と
大
 だい

 
胸
 きよう

 筋が、

　背中の
大
 だい

 
菱
 りよう

 
形
 けい

 筋、広背筋、
僧
 そう

 
帽
 ぼう

 筋が、

　両肩の三角筋、腕の上腕三頭筋、上腕二頭筋が、

　全身の約四百種、六五〇もの強化筋肉が限界まで
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 。超人の全身が生む剛力が束ねられ、竜の
顎
 あご

 に刺さった
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の柄に一点集束。前方に振りぬくっ！

　
鱗
 うろこ

 と筋肉と骨を裂き砕き、刃は走っていく。刀身は顎から竜の後頭部、さらに虚空へと走りぬけた。

　ギギナの傍らを竜の頭部が飛んでいき、ビルの壁に激突。黒い血を
曳
 ひ

 きながら、路肩に落下した。

　
鼓
 こ

 
膜
 まく

 が痛くなるような、沈黙と
静
 せい

 
謐
 ひつ

 。

　下顎の一部以外を失った竜の首が、アスファルトに落下した。体重を支えていた両前脚が折れ、膝をつく。
[image: ]

 こう

 
蝠
 もり

 にも似た小さな翼が一度だけ振られ、小山のような黒竜の胴体が揺らぐ。

　揺らぎは傾斜となり、一気に倒れていく。耳を
聾
 ろう

 するような地響きをたてて、黒竜の胴体が倒れた。

　首の断面からはおびただしい血液が
溢
 あふ

 れ、アスファルトに黒い川となって広がっていく。

　鮮血の川の支流が、俺の足元にまで達した。

　いつの間にか止めていた息を吐く。ギギナは全身を黒竜の血で染めていた。

　俺は疲労と負傷で立っていられなくなり、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を
杖
 つえ

 代わりにアスファルトに突き立て、寄りかかる。両膝をアスファルトについて、深呼吸を繰りかえす。

　俺より重傷のはずのギギナが、左膝をついた。
甲
 こう

 
殻
 かく

 
鎧
 よろい

 や筋力強化の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を解除し、ギギナが息を吐いた。俺は相棒に問いかけてみる。

「ギギナ、俺が膝をつくのを待っていただろう？」

「貴様より先に膝をつくなど、誰ができる？」

　ギギナを好きになれる人類はいない。相棒は間違いなく嫌なやつだった。









「ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 
厚
 こう

 
生
 せい

 
省
 しよう

 
委
 い

 
託
 たく

 生活安全部　エリウス郡都　エリダナ市生活対策課　課長プリセラ・ユプスル・サザーラン」という役職名が書かれた札を、俺とギギナは見ていた。

　どうにも頭の悪さが
窺
 うかが

 える長さだな、と毎回思う。

　
厄
 やつ

 
介
 かい

 な〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の
討
 とう

 
伐
 ばつ

 が、国民の健康と
福
 ふく

 
祉
 し

 が
管
 かん

 
轄
 かつ

 である厚生省に属しているのは、意味が分かるようで分からない。おそらく、役人にありがちな権限争いの果ての果てに起こったのだろう。

　一度だけ書類を盗み見したことがあるのだが、書類上の俺たちの扱いは、鼻紙や文房具と同じ、消耗品の
欄
 らん

 にあった。

「ガユス×一、ギギナ×一」と。

　俺にその二なんかねえよ。

　次に外を眺める。窓の外、役所の正面口にはツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の国旗が
翻
 ひるがえ

 る。神剣イシカとともに、黄金の神龍ガ・フーイが描かれている。

　国歌はたしか、龍と我らの
契
 ちが

 りにおいて～。あとは愛国心に比例して覚えていない。

「聞いているのか、この不良
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 どもっ!?
 」

　俺がせっかく逃避しているのに、中年男の声が現実に引きもどした。

　さして広くもない室内の空気は、どんより
澱
 よど

 んでいた。俺の右から、本棚に飾り棚に執務机。
椅
 い

 
子
 す

 に座っているのは、サザーラン課長だった。

「聞いているのか？　ガユス・レヴィナ・ソレル！　その称号は飾りか？」

　今どきなんの役にも立たない〈レヴィ〉の称号まで呼ばれるとは、中年男の説教はどこから襲ってくるか分からない。俺は
子
 し

 
爵
 しやく

 家の三男、扱いは
準
 じゆん

 
爵
 しやく

 扱いだが、どうでもいい。

「申請してきた竜との戦闘における労災など、とうぜん却下だ」

　続いて俺の生活態度から、生まれ月の星座や血液型、
眼
 め

 
鏡
 がね

 の角度、呼吸の間隔、さらには存在そのもの、ツェベルン龍皇国とエリダナを分けあうラペトデス七都市同盟のことにまで
難
 なん

 
癖
 くせ

 をつけた幅広い説教が再開される。

　かれこれ三時間も説教されている。

　なぜか？　俺が知るかよ。

　説教は、課長の年ごろの娘が「私の下着をお父さんの汚い下着といっしょに洗濯しないでよ！」と言っているのも、すべて俺たちが悪いということになっている。

　
理
 り

 
不
 ふ

 
尽
 じん

 極まりない論理に、なにも疑問を持たないサザーランの力強い説教は、
匠
 たくみ

 の職人芸の域に達していた。
拷
 ごう

 
問
 もん

 の達人の域だとは思う。

　サザーランの薄い頭髪が、説教とともに揺れる。よく見ると地毛ではない人工の毛のような気がする。

　三時間も立たされて意味不明かつ論理的な説教を受けていると、足は痛いし、頭痛はするし、死にたくなる。

　俺の左に立つギギナは、後ろ手に組んだ
掌
 てのひら

 を開いたり閉じたりしていた。額には脂汗。

　ギギナにとっては、〈竜〉や〈異貌のものども〉と命の獲りあいをするより、意味のない説教のほうが
辛
 つら

 いのだろう。俺も辛いが、ギギナが辛そうな顔をしているのを見るので退屈はしない。

「
余
 よ

 
所
 そ

 
見
 み

 をするな！　公費を無駄に使いやがる
龍
 ろん

 
理
 り

 
使
 つか

 いは恥を知りたまえ。ソレル君とアシュレイ・ブフ君には、人間の道を教えなければならないようだな！」

　サザーランの怒声が飛ぶ。まだまだ続くようだ。

　俺は
悄
 しよう

 
然
 ぜん

 とうなだれた、
演
 ふ

 
技
 り

 をしておいた。









　結婚もしていない俺の、孫の孫の孫の
不
 ふ

 
倫
 りん

 と飲酒癖を未来予知で説教されたところで、ようやくサザーランの小言は終わった。

　役所から出ると、夕暮れが敷地を染めていた。壁の向こうに広がるエリダナの街も赤く染まっていた。

　長時間の直立不動という
拷
 ごう

 
問
 もん

 で痛むため、膝を屈伸させる。

「準
長命竜
 アルター

 を倒したのに、説教される理由が分からないね」

　俺の
愚
 ぐ

 
痴
 ち

 を聞いているのかいないのか、ギギナも肩を回していた。

　
前
 ぜん

 
衛
 えい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の極限まで鍛えあげられた肩の三角筋に、乳酸の
蓄
 ちく

 
積
 せき

 による疲労を起こさせるとは恐ろしい説教だ。

「サザーラン課長は呪われたほうがいい。そういう咒式がないか、あとで調べよう。誰もが疑問を抱く、あの頭髪をさらに薄くさせる咒式でもいい。いや、本気で」

「
木
 こ

 っ
端
 ぱ

 役人が考えることは、前例
踏
 とう

 
襲
 しゆう

 と保身だけだ。眼前の現実などどうでもいいのだろう」

　ギギナが肉食獣の笑みを浮かべる。
鋼
 はがね

 の視線は役所の横手を眺めていた。俺も視線を追う。

　役所の横手では、作業員による車に積みこみ作業が行われていた。荷台に載っているのは、火竜と黒竜の首。俺たちが倒した竜だった。

　俺たちがしたことは、誰かの役に立ったのだろうか。ただ、被害者たちの
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 
心
 しん

 を満足させたくらいなのかもしれない。

　ギギナが軽い息を吐く。

「準
長命竜
 アルター

 に近い竜を倒せて、私は満足だ。次こそ〈
長命竜
 アルター

 〉を倒せる自信がついた」

「おまえ、脳に酸素がいってないだろう？　死にそうな目にあったのを忘れたのか？　次は他殺志願の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士に任せておけよ」

　
呆
 あき

 れる俺に、ギギナが返す。

「私と貴様が組んで、負けると思うか？」

「それはその、あれだ。ほとんどの相手には負けないとは思うが……」

「では、剣と月の祝福を」

　ドラッケン族式の別れの言葉を投げすて、ギギナが歩きだす。俺の返答など待たず、エリダナの街へと向かう後ろ姿があった。

　ギギナの背中になにかを言おうとして、俺は気づいた。

　先ほどの言葉は、ギギナなりの激励なのだろうか？

　そう考えたが、俺は首を軽く振って否定した。

　あの戦闘狂は、俺という
後
 こう

 
衛
 えい

 系の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を、便利な道具と思っているだけだ。

　長く重い息を吐いた。

　そのうち、また相棒と組んで〈竜〉や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉と、そして同業者とやりあうことになるだろう。

　それが俺のような
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士の仕事だからだ。

　明日、事務所に出るまでは現実を忘れよう。ついでに夜からやっているヴォックル観戦にギギナを誘おうかと思った。

　だが、やはり止めておこう。

　俺はその程度には賢明な男だった。









　神剣イシカとともに、黄金の神龍ガ・フーイが描かれた黒い旗、ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の国旗が掲げられていた。

　国旗の下には、
擂
 すり

 
鉢
 ばち

 状の議場が広がり、議席が並ぶ。

　議席には、文官である筆頭執政官、
内
 ない

 
閣
 かく

 大臣たち、
官
 かん

 
僚
 りよう

 たちが
勢
 せい

 
揃
 ぞろ

 いし、将軍や統合
参
 さん

 
謀
 ぼう

 本部など上級軍人が黒い制服姿で並んでいる。議場には、龍皇国の重臣、要人たちが並んでいた。

　苦い顔を並べた要人たちの周囲では、秘書官たちが忙しく行き交い、刻々と届く情報を届ける。重臣たちは情報をもとに議論を続けていく。

「ですから、聖地アルソーク
割
 かつ

 
譲
 じよう

 
線
 せん

 など
些
 さ

 
末
 まつ

 な問題であり、ラペトデス七都市同盟との共存路線を維持することこそが肝要なのですよ」

「あのような成りあがり国家に、国土を一歩でも
譲
 ゆず

 ることは許されない」

「それは向こうにしても同じだ。だとすれば、なんらかの交換条件で落とすしかなかろう」

「一歩譲れば、二歩三歩と奪われるのが国際情勢の常識です」

「また国民への影響が
懸
 け

 
念
 ねん

 される。そもそも国民を守らない国家など必要ない」

「意味のない戦争に巻きこむ国家が、国民を守っているとでも？」

「断固決然の感情的な論理を突きつめれば、最終的には同盟との戦争でも始めることになるであろうが？」

「
否
 いな

 。
譲
 ゆず

 るべきところと譲るべきではないところを見極めろと言っているのですよ！」

「今の皇国に同盟に勝てる力などない！」

　議会では、和平派、強硬派、中立派、さらにはさまざまな立場からの意見が
交
 こう

 
錯
 さく

 していた。

　
紛
 ふん

 
糾
 きゆう

 する議会の奥、段上には、龍を
象
 かたど

 った
玉
 ぎよく

 
座
 ざ

 が据えられていた。龍皇ツェリアルノスⅦ
 世が座しているが、
御
 み

 
簾
 す

 に隠れて下からではよく見えない。ただ、議会の議論の
行方
 ゆくえ

 に耳を澄ませている重圧だけが感じとれた。

　議場に居並ぶ重臣たちに混じって、皇族たちが座っている。五選帝王家の席のうち、二つが埋まっていた。

「いつものことながら、話はまとまりそうにないね」

　ひとつの席には、
銀
 ぎん

 
糸
 し

 
金
 きん

 
糸
 し

 に縁取られた黒い法衣が座していた。
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の儀礼用の
煌
 きら

 びやかな衣装。黒い髪を後ろに
撫
 な

 でつけた男が、議事の進行に耳を傾けていた。中年の男の目には、退屈そのものといった色があった。

「
不
 ふ

 
謹
 きん

 
慎
 しん

 だぞモルディーン。オージェス選皇王代理の自覚を持て」

　隣には黄金の髪に選帝王軍の制服を着た女性がいた。選帝王軍最高司令官の
徽
 き

 
章
 しよう

 が豊かな胸の上に控えめに示されている。つまり、イルム選帝王、ゼノビア・イルム・ジェスカその人だった。青い瞳は前に据えられたまま、女王が先ほどの言葉を補足した。

「どんなに無意味な議論であっても、な」

「そう言われてもね」同じ皇族に注意されても、枢機卿長の態度は変わらない。「これでもいろいろと考えているのだけどね」

「七都市同盟とのアルソーク紛争と、
賢龍派
 ヴアイゼン

 のことか。どちらも頭が痛い問題だ」ゼノビアが
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうにつぶやく。「おまえがいろいろと動いているのは知っているが、どう連結させてどう落とす？」

　唇が
妖
 よう

 
艶
 えん

 に
歪
 ゆが

 む。

「快く思わないものもいるぞ？」

　枢機卿長の視線の先、議場の反対側に座すのは、軍人たちの黒い制服の群れ。一人の軍事
官
 かん

 
僚
 りよう

 の鋭い目が、モルディーンを見据えていた。灰色の髪に、
削
 そ

 げた頰
 。
怜
 れい

 
悧
 り

 な目が、議場を横断していた。

「統合
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 本部次官、グズレグ君か」

　モルディーンは指輪の
嵌
 はま

 った手を小さく振ってみせる。余裕の笑みをもってグズレグは無視した。

「次の統合幕僚本部議長、軍の最上位席を狙う策略家でもあり、また強硬派の一角だ。どうもグズレグ君と私はアルソーク紛争に関して、意見が違っていてね」

　
従兄
 いとこ

 の言葉に、ゼノビアが小さく笑う。

「用心しておけよ。おまえは強硬派に本気で嫌われているからな」

「向こうが一方的に嫌っているだけだよ」

　枢機卿長は危機感を抱いていないような
欠伸
 あくび

 をした。

　モルディーンの右手、階段を下りてくる姿があった。足音もさせずに近づき、秘書官が身を
屈
 かが

 めた。

「
猊
 げい

 
下
 か

 、ご報告すべきことがあります」

　東方系らしい顔立ちに切れ長の瞳には、
懸
 け

 
念
 ねん

 の色が浮かんでいた。差しだされた手には、封が施された手紙があった。議場を見据えながら、モルディーンが手を振って、報告を許可する。

「大賢者殿から至急の文書です」

　女性秘書官は
眉
 まゆ

 に不愉快さを
滲
 にじ

 ませていた。

「なるほど、ヨーカーン君が楽しいということは、君にとってはかなり不愉快だろうね」

「ほとんどの人類にとって、そうであると思います」

　秘書官が手紙を渡しながらつけくわえ、モルディーンは苦笑した。秘書官はゼノビアに黙礼して、一歩下がる。

「
翼
 よく

 
将
 しよう

 の一人か？」

　ゼノビアの感想に、秘書官がより深く頭を下げる。

「オージェス王家も人手が足りなくてね。いろいろと動いてもらっている」

　モルディーンが手紙を開いていくと、表面に描かれた
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式が発動。立体光学映像が起動した。

　法衣のような導師服のようなものを着た、小さな人物の映像が浮かびあがる。虹色に変化する瞳で、中性的で年齢不詳の
容
 よう

 
貌
 ぼう

 。
謎
 なぞ

 めいた人物だった。

「モルディーン、元気かね？」

「ああ、ヨーカーン君本人とつなげた縮小映像になっているわけだね。こうしていれば大賢者もかわいらしいものだ」

「我はいつでも愛らしいさ」

「その意見をオキツグ君に言ってごらん。笑顔とともに首を切られるよ？」

「あれはつかみどころがない怖い男だからな」小さなヨーカーンの右手が、自らの首を愛しそうに
撫
 な

 でる。「それより、耳を貸せ。楽しいことが起こった」

　小さな映像の口元へと、モルディーンが耳を寄せる。小さなヨーカーンが小さな声で二言三言つぶやく。ゼノビアの位置からは聞きとれないが、モルディーンの横顔に
微
 ほほ

 
笑
 え

 みが浮かぶ。

「まさかこの時期に、そのようなことが起こるとはね」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は考えこむ。

「今、あれを持ちだしてくれるものがいようとは、世界にとって不運か
僥
 ぎよう

 
倖
 こう

 か。大きな取引材料になるだろう」

　モルディーンの脳が回転する。国旗の方向、左を見上げつつ、うなずいた。

「進行中の計画をいくつか組みあわせて、変更することにした。向こうにも、会談の場所の変更を伝えてくれ」

　背後に控えていた女秘書官が、疑問の表情を浮かべる。

「今から、ですか？　そしてどこへ変更されるのですか？」

　投げかけられた言葉は、主君の背中で散った。

「エリダナだよ。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 と各国の
策
 さく

 
謀
 ぼう

 が吹き荒れる、
最
 さい

 
果
 は

 ての街へ行こう」

　枢機卿長が振りかえる。

　口元には、優雅な皮肉を含んだ微笑みがあった。






二章　あるいは平凡な日々









凡
 ぼん

 
庸
 よう

 であること。



それもひとつの才能であり、そして
古
 いにしえ

 のグリシラ悲劇



にも
匹
 ひつ

 
敵
 てき

 するような、壮大な悲劇でもあるのだ。



フルラ・ティオ・フランスキー　
戯
 ぎ

 
曲
 きよく

 「ありふれた
惨
 さん

 
劇
 げき

 」
同
 どう

 
盟
 めい

 
暦
 れき

 七二年










　
欠伸
 あくび

 をしつつ、寝台から起きる。

　眠いのでまだ視界が
霞
 かす

 む。手を上に伸ばして
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を

摑

 つか

 み、鼻先に引っかける。

　ジーンズに足を通しつつ、立ち上がる。初春だというのに、冬の
名
 な

 
残
 ごり

 でまだ少し肌寒い。
裸足
 はだし

 で床をぺたぺたと歩く。端末を起動して番組を報道に合わせる。報道の声を聞きながら、台所に向かう。

　冷蔵庫を開けて、牛乳の入った
瓶
 びん

 とパン、トマトと
燻
 くん

 
製
 せい

 肉を取りだす。左足で冷蔵庫を閉めて、居間兼応接室に戻る。

　
椅
 い

 
子
 す

 に座る。
燻
 くん

 
製
 せい

 肉を切ろうとして、包丁を持ってくるのを忘れたことに気づいた。周囲を見回す。目当てのものがあった。

　椅子に立てかけておいた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を少しだけ抜く。刀身に燻製肉をあてて、切る。剣を神聖視する
前
 ぜん

 
衛
 えい

 の剣士職の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が見たら、卒倒しそうな光景だろう。

　俺はちょうどいい大きさになった燻製肉を、口に放りこむ。あ、冷たい。

　牛乳を飲んでいるときに、端末から報道の声が耳に届く。

「ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 とラペトデス七都市同盟の間にある、聖地アルソーク分割線を巡る第九次聖地紛争は混迷の度を深め、交渉が続いております」

　立体光学映像の報道官が、
謹
 きん

 
厳
 げん

 
実
 じつ

 
直
 ちよく

 の見本のような顔で政局を伝えていた。食事をしながら見る。

「対話での解決がおぼつかない場合、武力をもってしてでも正義を通すべきだという軍部の統合
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 
参
 さん

 
謀
 ぼう

 本部、グズレグ次官の談話でした」

　画面の端に、陰険そうな軍人の顔が表示されているのを、トマトを
囓
 かじ

 りながら見る。

「また、教会強硬派オルケンティウス長老は、聖地の分割について断固反対の立場をとり、皇国軍の投入を強く訴える声明を近く発表するとのことです。対して穏健派であり皇族であるモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は沈黙を保ったままであり、事態の推移に予断が許されません」

　続いて、頑固そうな白髪の老司教と、
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥で静かな目をした中年の枢機卿長の画像が示される。宗教者が強硬派では、抑える側となる皇族も大変なようだ。

　しかし、そんな大人物たちに街の片隅で生きている俺が会うこともないだろう。

　ただ、百年前の独立戦争や六十年前の大陸戦争など、もう起こってほしくもない。

　パンを牛乳で流しこむと、壁にかかった時計が目に入る。そろそろ仕事に向かう時間だ。今日はいろいろと忙しい。

　靴下を
履
 は

 いて、戦闘用の靴に足を入れる。革椅子の背に上着を発見。手にとって袖に手を通しつつ、歩きだす。

　マンションから出ると、エリダナの街角が目に入る。道行く人々。道路を
忙
 せわ

 しなく行き交う車の群れ。灰色のビルの群れ。

　足は出入り口の横へ向かう。単車へと進み、空白。修理中だと思い出した。









「列車がまいります。白線の内側に下がってお待ちください。列車がまいります」

　エリダナ駅構内にお
節
 せつ

 
介
 かい

 な放送が響く。構内放送、話し声、足音が混ざりあい、騒然とした
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 を構築している。

　青と銀に塗りわけられた列車が、構内へと侵入してくる。金属の車輪が
軋
 きし

 む音とともに、長々とした車体が減速していき、停車する。扉から吐きだされる人々と、入れ替わりに乗車していく人々が交差する。波のひとつとなり、俺も乗りこんでいく。

　朝の通勤時間をすぎたとはいえ、列車内の混雑は金属結合のようだった。

　人波に混じって、
吊
 つり

 
革
 かわ

 に

摑

 つか

 まりつつ電車に揺られる。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
鞘
 さや

 や
柄
 つか

 が他人に当たらないように、気をつける。

　列車が止まり、人波に混じって降りていく。改札を抜けて、新カルナ駅西口を出る。

　
欠伸
 あくび

 が出た。なかなか治まらない。駅にある、エリダナの地図が目に入る。欠伸をしている間、エリダナの説明文を目で追っていく。

　エリダナ市。

　ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 三十五州のひとつ、龍皇国の東端にあるエリウス郡の中心。ラペトデス七都市同盟の西端に面し、五十年ほど前の条約により両国共同で委任統治されている。

　エリダナ市はルルガナ内海に面し、七つの大運河と七十七の橋があるため、ウコウト大陸の貿易、外交の中心となっている。街の中央を流れるオリエラル大河に分割され、だいたいにおいて西岸が龍皇国系、東岸が七都市同盟系住民と住みわけている。

　面積は龍皇都の七分の一ほどの七九九・五七平方キロメルトル。二年前の
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九五年の調査では、人口は七二万六七四三人ほどの中規模都市である。

　観光都市としても有名で、各種博物館や史跡がある。街の名前になった、歌乙女エリダナの像がある大音楽堂が有名だ。一方でオリエラル大河に浮かぶゴーゼス経済特区の、合法非合法の
賭
 と

 
博
 ばく

 
場
 じよう

 や
娼
 しよう

 
館
 かん

 も観光客に大人気である。

　まぁ、どうでもいい。長い欠伸もようやく治まった。

　エリダナの実際はまた違う。俺たちのような人間が最後にたどりつく、吹きだまりだというのが本当のところだろう。

　俺はエリダナの街へと歩きだす。勤め人や学生に逆行しつつ、足を進めていく。

　西カルナ商店街の前を通る。昼食を買おうとプロウス軽食店の前で足を止める。湯気があがる窓口に立つと、
婿
 むこ

 
入
 い

 り店主であるホートンが顔を出してきた。

「おや、ガユスか。久しぶり」

　俺が注文するまでもなく、ホートンは
挽
 ひ

 き
肉
 にく

 入りのポロック揚げを紙の袋に詰めていく。これが遅い朝の
珈琲
 コーヒー

 に合う。

「景気が悪くて、あんたでも来てくれると
嬉
 うれ

 しいよ」

「無礼な接客に感心しているよ」

「そちらの景気はどうだい？」

「倒産しかけの店に心配されるほどではないよ、と言いたいが、あまり良くはないね」俺はホートンの作業を
見
 み

 
咎
 とが

 める。「おい、そっちではなく、肉の多いほうを入れてくれよ」

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 相手の商売はやりにくいね」

　ホートンが嫌そうに俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を眺める。簡単な資料検索と、対象の簡単な探査機能がついている。こういう買い物にまでいちいち使用しているのは、俺くらいだ。

「そういえば、
別
 べつ

 
嬪
 ぴん

 さんの共同経営者はどこに？」

「ギギナの前でそういうことを言えば、店先におまえの長い顔とポロック揚げが並ぶことになるだろうよ」

「あんたも苦労が絶えないねぇ」

　ホートンが肩を
竦
 すく

 めてみせた。紙袋が俺に手渡され、食べ物の温度が手に伝わる。去ろうとしたとき、ホートンが後ろ手に持っていたものを差しだしてくる。

　何十本もの串に刺された何百個もの
珠
 たま

 が、長方形の枠組みに収まった物体。東方の計算道具である珠算機だった。

「では、今週のピリ辛風ホートン占いを聞いていけ」

「いらない」

「またまた、遠慮するな」

「口の形をよく見ろ。い、ら、な、い」

　俺の明確な拒絶を無視して、ホートンが珠算機の珠を弾いていく。占いはすでに始まっていた。

「ポロックを左手で受けとり、
眼
 め

 
鏡
 がね

 が右へ四度ずれているあなたの今日の運勢。幸運死因は首
吊
 つ

 り、幸運なおしゃれは、なぜか人間一人ぶんの体重を支えられる丈夫なネクタイ。金運は最悪、
女
 じよ

 
難
 なん

 の相。あと、
爬
 は

 
虫
 ちゆう

 
類
 るい

 と
僧
 そう

 
侶
 りよ

 の意地悪に宇宙的注意」

「なにひとつ信じられないな」俺は言葉を連ねる。「ついでに言っておくと、おまえの占いで客が減っていることに早く気づけ」

「大好評だと思うのだけどね」

「おまえの占いは、占いにしても最低だ」反論しておく。「相手の生年月日や星の位置、星座に血液型、身長に体重、趣味、食べ物の好き嫌い、飼っていない犬の名前、
自
 じ

 
慰
 い

 を始めた年齢、昨日の天気、おまえの歯がどれほど痛むかなどの要素をもとに、複雑な数式を使っているが、占いにしても根拠がなさすぎる」

「それでも当たっているよ」

「俺の前世が
靴
 くつ

 
紐
 ひも

 だと抜かしておいて、なにが当たっていると？」

「当たっていることに、ガユスが気づかないだけだろう？」

　これもまたどうでもよくなった。

「じゃあな」

　急いで
撤
 てつ

 
退
 たい

 することにした。









　商店街から離れた通りに出る。四階建てのビルがあった。

　玄関には「アシュレイ・ブフ＆
 ソレル
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 事務所」と書かれた
真
 しん

 
鍮
 ちゆう

 製の看板がかかっている。

　俺はギギナの名前が先に出るのが
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 なので、変更を要求している。しかし、ギギナ大議会によると、ギギナの法案が常に俺の定義に優越するという
理
 り

 
不
 ふ

 
尽
 じん

 なまでに独裁制度であるため、変更されていない。

　電話帳で客が見つけやすいから、俺としても改名に強気には出られない。

　携帯の信号で各種防犯装置を解除して、扉を開ける。ジーンズの
裾
 すそ

 に熱。

　見ると、
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の毛皮の
塊
 かたまり

 、猫が体を
擦
 こす

 りつけてきた。三角の両耳の下にある、
気
 け

 
高
 だか

 い黄金色の瞳が俺を見上げる。

　黒猫のエルヴィンだった。彼女は近所の野良猫であるが、たまに事務所に入ってきてはくつろいでいる。

　美しき孤高の乙女は、俺が左手に下げた紙袋に興味があるようだ。昼食をご
所
 しよ

 
望
 もう

 のようなので、ポロック揚げを取りだしてみる。どうやらお気に召さなかったらしく、鼻先を扉の外へと向けた。

　エルヴィンは、滑るように俺の足の間を抜けていった。振りかえると、エリダナの街角に罪よりも黒い
尻尾
 しつぽ

 を振って進む姿があった。また他の誰かのところへと行くのだろう。

　室内に目を戻す。初代所長が店舗から改造した応接室が広がる。余計なものがなく、応接机を応接
椅
 い

 
子
 す

 が挟んでいた。

　応接机の上には書類の束。今日は、これについて話しあいをしなければならない。

　いつもの習慣に従い、椅子の背に上着をかけてから、左手にある流し台に向かう。
薬缶
 やかん

 を手にとり、蛇口を
捻
 ひね

 って水を入れる。青いガスの火にかけて、俺は奥へと進む。

　ポロック揚げを
齧
 かじ

 りながら、応接室の奥、私室兼事務所に入る。

　右手の壁は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 関係の本で埋まっている。最初は整然と並べていたが、あとから
隙
 すき

 
間
 ま

 に書籍が押しこまれていき、
幾
 き

 
何
 か

 
学
 がく

 構造となっている。床の上にまで、資料が
摩
 ま

 
天
 てん

 
楼
 ろう

 となって
溢
 あふ

 れていた。本からは、引用のための
付
 ふ

 
箋
 せん

 が何十もの舌を吐きだしている。

　使われなくなった机は隅に集められている。奥にある俺の机の上には、青白い光の線が回転していた。

　研究途中の咒式を生みだすための
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式が、立体光学映像で表示されたままになっていたのだ。電気がもったいないので、動力を切っておく。

　ポロックを食べおわったので、紙の包みをゴミ箱に投げ入れる。ゴミ箱の下に敷かれているのは、俺が途中まで通っていた皇立リューネルグ中央咒式大学院の偽造卒業証書だ。ヘロデルやクァイトやマルチェロなど、学生時代の悪友たちの顔を一瞬だけ思い出し、消した。

　次に事務所の電話を確認。留守電は十二件ほどあった。

　賞金首の追跡依頼に、企業の警備の相談に、家出人の捜索依頼。黒社会の組織からは、上納金輸送の護衛の要請だ。さらには〈反咒式共同人民解放戦線〉とかいう組織から「咒式士は死なねばならない、なぜなら……」という毎度の嫌がらせ電話。

　前例からすると数十分も続くので早送り。次には女の声。「ああ、あたしだけど、なんか事件ない？　あったらこっちへ電話して」とあった。新聞記者のアーゼルだ。

　無視して、最後の浮気調査まで聞く。どの依頼を受けて、どの依頼を断るかを考えつつ、部屋を見る。

　反対側、窓がある左側にはギギナの机があった。持ち主不在の机の上には、咒式具や手入れ用の油や工具、鹿皮があった。机の横手には、なぜか四脚もの椅子が並んでいる。
典
 てん

 
雅
 が

 な装飾や奇妙な造形の
椅
 い

 
子
 す

 たちは、ある種の美的感覚のもとに整列している。

　小さな音が天井から響いてきた。

「またあれか」

　応接室に戻ると、
薬缶
 やかん

 は
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 していた。機械に入った
珈琲
 コーヒー

 豆に、湯をそそいで蒸らす。続いて陶器の杯に
淹
 い

 れる。右手に持って私室へ戻り、奥の階段を上っていく。

　二階は元の店舗と前の事務所のままだった。

　改装前からいまだに中身が分からない木や紙の箱が、通路の天井まで積みあげられている。
六弦琴
 ギタール

 や
撞球
 ビリヤード

 の台、白黒熊のぬいぐるみ、故障した
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 まで混じっている。さらにギギナが趣味というか本業以上に熱心に収集している、

簞

 たん

 
笥
 す

 や
棚
 たな

 、椅子が呪術的な配置で並んでいる。片付ける予定は、ない。

　狭い通路を抜けて、鉄製の非常扉を開く。昼前の陽光が、俺の
網
 もう

 
膜
 まく

 に飛びこむ。

　事務所のコンクリの屋上が広がる。灰色の床の中央に、相棒のギギナの姿があった。

　光のなかに浮かぶのは、乳白色の肌。銀の
時雨
 しぐれ

 の髪に、名刀の輝きを帯びた瞳。
銀
 ぎん

 
嶺
 れい

 の
鼻
 び

 
梁
 りよう

 に、濡れた炎の花弁のような唇。

　右の目を
跨
 また

 ぐように額と頰
 に刻まれたのは、蒼い炎と竜が踊る
刺
 いれ

 
青
 ずみ

 、とでも三流詩人は表現するのだろう。

　ギギナの左右の手が、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーを握っていた。折りたたみ式の柄を長く伸ばし、中央を指先で回転させ、コンクリ床に突きたてる。次に床に敷かれていた
毛
 もう

 
[image: ]

 せん

 に両膝をついて、刀身を引きぬく。巨大な刃と柄を水平に捧げ、最後に床に額をつけて、礼拝を締めくくった。

　
紡
 つむ

 がれる
詠
 えい

 
唱
 しよう

 の声は、遠い異邦の野に吹く涼風を思いおこさせた。

　久しぶりにギギナの故郷、ドラッケン族の礼拝儀式〈クドゥー〉を見学できた。

　毎朝の礼拝だが、竜を殺したあとには念入りに行われる。自らの武運と竜に対する
畏
 い

 
敬
 けい

 の念を、祖先と血族に報告するとかなんとかだ。

　ギギナは礼拝の中腰の姿勢から、刃を振りあげるドラッケン式刀法術の中伝〈流雲〉を行う。銀の刃が止まる。

「この
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な貧民の波動は、ガユスか」

「変態民族に言われたくないね。とくに朝っぱらから神頼みをするようなギギナには」

　続いてギギナは〈
竜
 りゆう

 
一
 いつ

 
肢
 し

 〉〈
下
 しも

 
雷
 いかづち

 〉とつなげ〈
浮
 うき

 
雲
 ぐも

 〉に移行し、体を右に向けて〈
青
 あお

 
嵐
 あらし

 〉を放ち、振りかえって〈
波
 は

 
濤
 とう

 返し〉を決める。

「ドラッケン族の伝承と思考には、貴様らが分類する神という二十三種類の概念のどれも存在しない」

　巨大な屠竜刀を
鞘
 さや

 に戻し、後ろを向いた姿勢からの〈滝落とし〉を見せ、また正面を向く。

「ドラッケン族の伝承では、我らは最大の敵である〈竜〉や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉との戦いを物語として見せる役割として世界が進むとしている」

　腰を落としながら
烈
 れつ

 
火
 か

 の気合いとともに〈竜撃〉を走らせ、最後に刃が反転して背の鞘に収まっていく。

　
美
 び

 
貌
 ぼう

 のドラッケン族の戦士が行う礼拝と剣技の
披
 ひ

 
露
 ろう

 は、それだけで
一
 いつ

 
幅
 ぷく

 の絵画にも見えた。

「俺に言わせれば、ドラッケン族は徹底的に想像力がなく、自分たちの殺しあい大好き病を肯定する設定を考えただけだろうね」

　気を取りなおすべく、右手に握っていた陶杯を口にもってくる。
珈琲
 コーヒー

 の苦味が俺の頭をまともに動かしはじめる。

「朝から募金目当ての貧民くさい顔を見せるな。直視すると視力が下がる」

「ギギナこそ存在そのものが道徳に反している。世界のために音速で故郷、学名あの世へ里帰りしろよ」

　先ほどのことを思い出した。

「ギギナ、おまえが通路に放置しやがった、
椅
 い

 
子
 す

 や

簞

 たん

 
笥
 す

 や
棚
 たな

 を捨てろ。もしくはなにかを載せるなり詰めるなりしろ。場所をとって邪魔だ」

　俺の言葉に、ギギナの瞳に驚きが広がる。

「なにを言っているのだ？」心底不思議そうな顔で、俺を見つめるギギナがいた。「物を載せたり詰めたりなどしては、椅子や簞
 笥や棚が本来持つ優美さや機能美が失われてしまうではないか？」

　俺は珈琲をもう一度飲む。

　バカの考えることは、人類には理解できない。









　一階の応接室に戻った。

　俺は革張りの応接椅子に腰を下ろす。書類を乗せた応接机を挟んだ向かい側に、ギギナが向かう。お気に入りの木製の椅子に座った。　

　ギギナの椅子は、
手
 て

 
摺
 すり

 や
背
 せ

 
凭
 もた

 れに装飾が入った優雅な椅子だ。

　どこかの名工の手による椅子らしいが、ヒルルカという名前をつけていやがる。少女趣味という次元を
遥
 はる

 かに越えて、もはや異常者の世界だ。

　深く考えると
眩暈
 めまい

 に襲われる。現実的な作業、経営会議を始めることにした。

「まず、ロルカ屋からは
月
 げつ

 
賦
 ぷ

 として五万、十一万五千、十五万イェンと遠慮ない請求が山のようにある」請求書の束を机の上に放りだし、次を手に取る。「あとツザン診療所からは八十五万イェンの請求って、あの外道女医は治療費に利子をつけてきやがった。よし、すべて燃えて消えてしまえ」

「ガユス自身が燃えて消えたほうが効率的だ」

　ギギナの発言は、九九％
 が
妄
 もう

 
言
 げん

 なので無視。請求書をまとめながら、俺は相棒に尋ねてみる。

「先月から
命
 いのち

 
懸
 が

 けで巨人や犯罪
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 、さらには竜まで倒してきたが、役所からはどれくらい振りこんできた？」

　ギギナは
流
 りゆう

 
麗
 れい

 かつ
典
 てん

 
雅
 が

 な動作で、
懐
 ふところ

 から銀行からの振りこみの控えの紙片を抜きだす。紙片は垂直に落下し、俺に示された。

　一回、二回、三回、四回、誤解があるといけないので六回、七回と数字を読む。八回目に俺の心臓が鼓動を止めようとした。

　
椅
 い

 
子
 す

 に座ったギギナは平然と
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の整備をはじめていた。俺は叫ぶしかなかった。

「巨人や賞金首はまだしも、竜を二頭、しかも一頭は準
長命竜
 アルター

 を倒した
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 が、この額だと!?
 」嘆きは止まらない。「報酬から使用した
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 や
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 の代金を引けば、子供の小遣いほどの金額しか残らないぞ!?
 」

　ギギナは黙々と刀身を整備しつづける。俺は脳内でサザーラン課長を八つ裂きにし、
粉
 こな

 
微
 み

 
塵
 じん

 に刻んで捨てて、燃やして灰にした。

「失敗した。近隣の村に
討
 とう

 
伐
 ばつ

 費を請求し、企業に竜の
死
 し

 
骸
 がい

 を売りはらったほうが四割はましだった。その昔は『竜一頭で豪邸が立つ』」と言われたというのに！」

「
代
 だい

 
替
 たい

 
品
 ひん

 がすでにある現代でも、竜の
鱗
 うろこ

 や角や骨は咒式素材に、脳は
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 として使われている。実用以上に美術品や希少品として
好
 こう

 
事
 ず

 
家
 か

 に高く売れるからな」

　ギギナは冷静に返す。

「倒した竜二頭の死骸を役所の保管室へ素直に預けた、あのときの俺を殺しにいきたい」

　嘆く俺に、ギギナが視線も合わせずに言葉を返す。

「サザーランと縁を切るわけにもいくまい。それはそれで役所に目をつけられ、我らの各種咒式法の違反を見て見ぬふりはしなくなるだろう」

「まぁな」疲労の鉛まじりの声が出る。「ギギナが整備している屠竜刀ネレトーも、俺の断罪者ヨルガも、厳密にいえば咒式法違反になる」

　法令で一般咒式士が持つ
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の刀身は八〇〇ミリメルトル以下、
柄
 つか

 と合わせた全長も一二〇〇ミリメルトル以下と定められている。俺のヨルガの刀身全長八〇二ミリはなんとか通せても、刀身全長一〇七一ミリ、柄を伸ばせば長槍にもなるネレトーは無理だ。

　軍用
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
槍
 そう

 も真っ青な巨大さと威力を誇るネレトーを背負って歩けば、街角ごとに警察に
尋
 じん

 
問
 もん

 される。

「ギギナが街角ごとに警察を切り殺すのを防ぐために説得し、段階的に刃と柄を分離するようにしたのは前所長と俺の功績だろう」

「お
節
 せつ

 
介
 かい

 だ」

「俺たちが賞金首を逮捕する免許を持ち、〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉を
討
 とう

 
伐
 ばつ

 する仕事をたまに請けることで、役所は見て見ぬふりをしているだけだ」

「咒式士協会はともかく、咒式士最高
査
 さ

 
問
 もん

 法院に目をつけられては困ったことになる、か」

　ギギナが笑う。俺は笑えない。

「禁止されている咒式の研究や使用のことも考えると、役所や警察と仲良くしておいて損はないね」

「役所側は、我らの弱みを知っているので、安い報酬で
酷
 こく

 
使
 し

 してきている」

　ギギナが男臭い笑みを浮かべる。

「我がドラッケン族の
諺
 ことわざ

 に『眼前の竜を放置し、他の竜を見てはならない』とある。いわく
至
 し

 
言
 げん

 だろう？」

「まったく正しいね」俺は認めた。「しかし役所に頭を下げるしかない
元
 げん

 
凶
 きよう

 であるギギナに言われると、数学的に二乗倍ほど腹が立つな」

　ギギナを見ていて、俺の頭から血液が急速降下していく。

「待て、ギギナ」舌先が
上
 う

 
手
 ま

 く回らない。「おまえ君がさっきから
磨
 みが

 いている
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 に、クソ見慣れない
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 様が足されているのはなんでござりましょうや？」

　ギギナの
美
 び

 
貌
 ぼう

 が、自慢するような
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを浮かべ、屠竜刀の宝珠を示す。

「いいだろう？　ツァマト社の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 用宝珠ＺＡＭ─四九六年式Ⅳ
 型だ。以前の形式と比較して、咒式の無効化率が九・五％
 も上昇し、刃自体の強度も八・二％
 ほど上げてくれる優れものだ」

　秀麗な
顎
 あご

 で、ギギナが机の上を示す。

「ロルカ屋で中古が出ていて、七掛けと安かった。領収書はそこにある」

　机の上に散らばる書類に隠れるように、一枚の領収書があった。数字を見た俺は失禁失神
脱
 だつ

 
糞
 ぷん

 昇天転生しそうになった。できることなら第二の人生を送りたかった。

「この数字は新車が丸々二台買えるぞ？」

　
椅
 い

 
子
 す

 とともに後方へ倒れつつ薄れていく意識を、必死に押しとどめた。組成式を
紡
 つむ

 ぎ、背筋の力で椅子ごと戻り、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 から咒式を放つ。

「返してこい、全力で！」

　正義の咒式、化学錬成系第一階位〈
燐舞
 ウコバ

 〉が、マグネシウムと
燐
 りん

 などの化学反応の火花を散らす間に、ギギナの手から禁じられた品を奪おうとした。しかし火花の
目
 め

 
眩
 くら

 ましは、発生途中で消失した。

「見たかガユス。低位咒式の組成に割りこんで、ほぼ無効化している」

　ギギナの顔には、反省物質であるスイマセニウムが含まれていなかった。そんな元素を見たことはないが、と混乱するくらいに俺の気力と正気はこの世から旅立っていたのだ。

　ギギナは宝珠の効果を見つめている。おそらく、この咒式具を返品させられるくらいなら、俺の細い首を
刎
 は

 ねてもいいと思っているはずだろう。

「ではこうしよう。ガユスの魔杖剣〈断罪者ヨルガ〉と〈
贖
 しよく

 
罪
 ざい

 
者
 しや

 マグナス〉を
売
 ばい

 
却
 きやく

 しよう。両方とも最
大
 おお

 
業
 わざ

 
物
 もの

 級だから、いい値段で売れるはずだ」

　さも素晴らしいことを思いついたような、ギギナの表情。頭上の電球が点灯して、破裂したのだろう。

「この魔杖剣には、ある夏のせつない恋の思い出があったような気がするから売らない」

「
賭
 と

 
博
 ばく

 で不正をして、誰かから取りあげたと聞いたが？」

「自分にとって都合のいいことにだけは記憶力抜群だな」

「違うな、貴様にとって都合の悪いことにだけは記憶力抜群だと言い換えるべきだ」

「なぁギギナ」俺は語りかける。「魔杖剣を売ったあとに、俺はどうやって咒式を放つ？　おとぎ話の魔法使いのように、木の杖を振ってマヌケな呪文を唱えて魔法でも使えというのか？」

　ドラッケンの戦士は、
神
 しん

 
託
 たく

 を告げる神官のように重々しくうなずいた。

「残念ながら、俺はおとぎ話の魔法使いではなく
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 なんだ。例外的な咒式士でないかぎり、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 がなければ咒式を発動させることはできない」

　俺は指で額を押さえていた。頭痛すらしてきたのだ。

「
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士にとっての魔杖剣の重要さを理解していて、なお『売れ』と言えるギギナは正気なのか？」

「正気だがなにか？」

　精神に深みがない、バカの大陸記録を狙える
逸
 いつ

 
材
 ざい

 ゆえに、意見を変えさせるのは難しい。

　仕方なく俺は泣き落としに入る。

「俺の苦労を分かっているのか？　見ろ、この請求書の山脈と大河を。どうやって月末を生きられるのか、ちょっと量子的に不確定だぞ？」

　俺はうつむきながら、
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 を鼻から落ちる寸前で止めた。
憂
 うれ

 いを帯びさせ濡れた瞳を膝へと向ける。

　
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だ。小さなときからこの技で人の情けを誘い、女に自ら衣服を脱がせ、青果店に割引をさせ、幾多の危機を回避してきたのだ。

「無視しろ。我がドラッケン族の
諺
 ことわざ

 には『勤勉な貧民はいない』とある」ギギナが告げる。「笑いすぎて腹筋が痛くなるほど大金の入る仕事を入れろ。道端に放置されている財宝を探しにいくのもいいな」

　俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 が曇る。胸のどこかが急速
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 し、また
凍
 こご

 えた。

「俺の将来の目標が決まった」

　平坦な声が口から出た。

「ドラッケン族の里に行って、クソお子様たちに算数と数学と経済を泣くまで、いや泣いても教えまくってやる。そうすれば俺のようにドラッケン算で苦労する被害者が減るからなっ！」

　俺は
自
 や

 
棄
 け

 ぎみに言い放ち、
椅
 い

 
子
 す

 の背にある上着を引っつかみつつ立ち上がる。

「算数はともかく、近代経済学の父と呼ばれるゲイブルは、ドラッケン族の出身だが？」

　
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な事実を指摘するギギナを残して、俺は事務所の扉へと向かう。

　これではまるで安い酒場の歌にある、金遣いの荒い夫に泣かされ耐える妻である。俺がなぜギギナと組んでいるのか、自らの深層心理のどこにも理由が発掘できない。

「待てガユス」

　背中に向けられたギギナの声に、反省を期待して振りかえる。

「外に出るついでに、ロルカ屋に注文しておいた
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 を受けとっておけ。支払いは事務所からにしてあるから、受けとるだけでいい」

　俺の心が折れそうになるのを、誰が責められるだろう。

　事務所から逃れるように、エリダナの街へと出ていった。









「今から四百年以上も前に、ウコウト大陸のバレディンガル学派により、宇宙を埋めつくしてエネルギー的に低く安定し、物質の質量を
司
 つかさど

 る力と場が予測された」

　俺は教科書の退屈な一文を読みあげた。

　教室の前方にある講義机を使わず、粗末な事務用の
椅
 い

 
子
 す

 に後ろ向きに座っている。
不
 ふ

 
真
 ま

 
面
 じ

 
目
 め

 な姿勢だが、もはや誰も気にしない。

　
弛
 し

 
緩
 かん

 した姿勢から見上げると、進学塾の教室が広がる。教会の席のように並んだ長い机には、二十八人の生徒が座っていた。

　高等学院の生徒である男女が、それぞれの表情と態度で座り、俺の講義を受けていた。

「一ボルトルの電位差がある自由空間内で電子ひとつが得るエネルギーが一電子ボルトルであり、素粒子の動きにくさ、すなわち質量に換算すると一・七八三×一〇の
負
 ふ

 の三六
乗
 じよう

 キログラムルとなる。質量と空間と時間が理解され、また理解されないままに研究されていった。そして人類は世界を構成する電磁力に重力、大きい力に小さい力の四つの力に分かれる前の、ひとつの〈力〉をおぼろげにではあるが利用しはじめようとしていた」

　分かりきっている自らの解説に、俺の口から
欠伸
 あくび

 が出そうになる。

　開いた参考書で口元を隠しつつ、欠伸を

嚙

 か

 み殺す。立体光学映像装置を起動させて、数式を表示する。
燐
 りん

 
光
 こう

 で描かれた数式が、教室前方を埋めつくしていく。

「バレディンガル学派を
継
 けい

 
承
 しよう

 したイプラット研究室は、量子世界の基本単位に注目した。六・六二六〇六八九六三×一〇の負の三四乗（Ｊ・ｓ）と定義されていた作用量子定数ｈを操作し、局所的に変異させることが可能なら、Δ
 ｑ・σ
 ｐ＋Δ
 ｐ・σ
 ｑ＋Δ
 ｐ・Δ
 ｑ[image: ]
 ｈ／（４π
 ）によって、熱量と時間の不確定性の積分が作用量子定数ｈより少なくならないという理論を考案した」

　生徒たちが俺の言葉に耳を傾け、参考書と照らしあわせる。基本なので俺はなにも見ずに続けていける。

「イプラット理論は不等式の逆転をありえるものだとした、また、
中
 ちゆう

 
間
 かん

 
子
 し

 のエネルギーが
陽
 よう

 
子
 し

 や
中
 ちゆう

 
性
 せい

 
子
 し

 より大きくなる原理と同様に、存在する時間が短いのであるならば、エネルギーの不確定性、つまり物質の大きさは増大するという原理が導きだせた」

　俺は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 系の大学に進む高等学校の生徒たちに、主に化学系咒式を教えているのだが、とうぜんながらあまり本意ではない。

　誰が原因とは言わないが、ギギナのために少しというかとても生活が苦しい。そこで知りあいに頼みこんで、時間のあるときには講師をして家計の足しにしているのだと、苦い事実を思い出してしまった。

「それら先人たちの理論と実験をふまえ、ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
暦
 れき

 二二三年。
神
 か

 
楽
 ぐら

 
暦
 れき

 では一七八八年の夏の盛りである七月十二日」

　立体光学映像を切り替え、地図と建造物。そして二人のおっさんの顔を表示する。

「ウコウト大陸中央部、後アブソリエル公国にある国立アブソリエル大学院、エルキゼク・ギナーブ共同事象物理学研究室の実験室。その日にエルキゼク・イブ・ナガラン事象界面物理学教授と、ギナーブ・ロル・ヘルマン予測物理学教授主導による、二十四年におよぶ共同研究の七十八回目の
作
 さ

 
用
 よう

 
量
 りよう

 
子
 し

 
干
 かん

 
渉
 しよう

 実験が開始された」

　間を置かずに続ける。

「二人の教授が組みあげたのは、大学院の巨大な実験室を占有する事象誘導演算装置と、室内を埋めつくす
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な組成式だった」

　ほとんどの生徒の顔には、興味の色がまったく浮かばない。

　生徒にしてみれば、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の基本原理など今さら聞いてどうなるということなのだろう。だが、いちおう決まりは決まりなので復習しておくだけだ。

「同日午後九時三十八分三十五秒。ついに実験が開始された」

　史実を読みあげていく。

「一片の長さが一・六一六二五二×一〇の
負
 ふ

 の三五乗メルトルである立方体に、二・一七六四五×一〇の負の八乗キログラムルという仮想質量を持たせた
置
 ち

 
換
 かん

 物質は、作用量子定数を含む基本物理を変異させた時空領域を作りだした」同時にもっとも単純な組成式を示す。「力場指示式に導かれ、熱量保存則を破って虚空から物質が出現した。そこで、水素原子と炭素原子が組みあわさった六角環の生成が確認された」

　青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 で水素と炭素を結んだ、いわゆるベンゼン
環
 かん

 が表示される。

「古来より魔法使いと呼ばれるものたちのすべての
欺
 ぎ

 
瞞
 まん

 を暴き、また〈竜〉や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉や一部の人間が使う超常現象の原理が解明され、同じ力で対抗することが可能となったわけだな」

　さすがに復習では教室の空気が
緩
 ゆる

 みきっている。最前列の女生徒、セイリーンは隠しもせずに
欠伸
 あくび

 をしている。

「ここで問題」と大口を開けているセイリーンのほうに指を向けてみる。「セイリーン、エルキゼク・ギナーブ実験の正式名称は？」

　油断しきっていたセイリーンが目を見開き、

頰

 ほお

 
杖
 づえ

 から
顎
 あご

 を上げる。必死に思い出そうと
瞳
 どう

 
孔
 こう

 を左下に向ける。右利きの思考の癖だ。迷ったすえに、女生徒はおずおずと口を開く。

「ええとたしか『限定系における、状態方向の物理的神経による観測指示作用……』あとはその……」

「まぁ、そんなものだろう。アホくさいがたまに試験に出るので覚えておいたほうがいいよ」

　俺はセイリーンを解放する。

「正式には『限定系における、状態方向の物理的神経による観測指示作用。線形分解と作用量子定数変異。および位相変異による強制作用力実験』という長い名前だ」

　教室の生徒たちの
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が改まる。

「現在でいう化学咒式の基礎の基礎でしかなかったが、超物理現象を頭の悪い〈魔法〉という名称で呼ぶことはなくなり〈咒式〉という単なる科学技術体系の延長のひとつとして理解されるようになった」

　歴史に踏みこんで続ける。

「〈
咒
 じゆ

 
式
 しき

 〉は恐るべき速度で発展していった。物理干渉能力という特殊きわまりない才能を持たない人間であっても、学習と訓練、機械の補助によって操ることが可能になった。人間自身が物質を生成し、力を振るうという、〈咒式〉の時代の到来だ」

　咒式の知識だけではなんの役にも立たない。社会や世界と関連づけさせる考えかたも示しておいたほうがいいだろう。

「化学系咒式、生体系咒式、重力系咒式、電磁系咒式、数法系咒式。それらの
汎
 はん

 
用
 よう

 咒式を超える超定理咒式すら発見、開発された。六つの大体系に分けられ発展した咒式は、巨大な翼となって世界と社会、人々の心と
魂
 たましい

 すら
覆
 おお

 いつくしてしまった」

　先ほどのベンゼン
環
 かん

 にも似た、六角形の系統表示を行う。生徒たちの視線がそれぞれの思いで眺めていた。

　自分の才能や志向は、どの系統に向いているかをそれぞれの胸中で考えているのだろう。ただ、どの系統にも向いていない可能性もあるよ、と指摘するのは、講師としては失格なので止めておく。

「科学技術と個体数でなんとか〈竜〉や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉と
拮
 きつ

 
抗
 こう

 していた人類は、彼らの力である〈咒式〉をも手に入れたときから、圧倒的に優位に立った。そして技術、資源に環境、政治に思想、教育に医療、流通に交通に通信、娯楽とすべての問題が改善され変容し、世界のありようは大きく
変
 へん

 
貌
 ぼう

 したというわけだ」

　生徒たちが黙ったり、隣のものと話したりしている。今となっては咒式がない生活を想像もできない。

　講義の終了を告げる、眠たげな電子合成の
鐘
 かね

 の音が響いた。

「はい終了～」

　生徒たちが、
各
 おの

 
々
 おの

 の速度で机に向かい荷物を持っては教室を出ていく。何人かの生徒は帰ろうとする俺に寄ってくる。

「ガユス先生、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 のヨルガとマグナスを見せて触らせて～」

「もっと
凄
 すご

 い咒式を見せて。〈
爆炸吼
 アイニ

 〉が見たい！」

「本業は
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士って本当ですか？　賞金首を追ったり竜と戦ったりしました？」

「そういえばこの前、センセがすっごい美人と歩いていたけど誰？　恋人？」

「センセはエリダナ祭りには出るの？」

「噓
 、あれは男だってば。肩幅があったし、平均より少し高いガユっちよりかなり背が高かったもの」

　一気にまくしたてられて俺は
辟
 へき

 
易
 えき

 した。すべての問いに「はいはい、そうですね」と答えて、教室から去ることにした。

　しかし、気になる言葉は耳が選択して聞き分け、足が止まる。俺を囲む生徒たちの向こう、教室の机に集まった輪から聞こえてきた。

「ねぇ、みんな知っている？　市内で最近起こっている事件の犯人のことを？」

　周囲のものたちが気になるようにセイリーンは声をひそめて言った。四角い
眼
 め

 
鏡
 がね

 が似合っていない丸顔のフルフラムが問いかえす。

「もしかして、あれのこと？　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が連続で殺された事件の
噂
 うわさ

 ？」

「そのとおり」

　セイリーンが押し殺した声で言う。周囲の少年少女が身を乗りだして、続きを聞こうとする。

「深夜、仕事帰りの咒式士や咒式師が歩いていると、背中に
悪
 お

 
寒
 かん

 がする。背後を振りかえると黒い服のそいつが立っている」セイリーンの声が不気味に響く。「
無
 む

 
明
 みよう

 の闇よりも黒い服に、緑に光る目の人影が立っている。そして『おまえが
愛
 いと

 しの君の
仇
 かたき

 か？』と聞くのよ。
怯
 おび

 えてなにも答えられないと、強力な咒式で
無
 む

 
惨
 ざん

 に殺されるんだって」

　セイリーンが結論を足す。

「同じ殺人事件がここ数日で三件も起こって、郡警察は必死で捜査をしているらしいわ」

　周囲の少年少女たちが、本気で怖がったり、もしくは楽しそうに笑ったりしている。フルフラムが眼鏡の奥の瞳に疑問の色を浮かべる。

「その話はおかしいよ。目撃した人は全員死んでいるのに、そいつが黒い服で緑に光る目をしているのかどうして分かるの？　郡警察ですら目撃者や情報を求めているのに」

「それはその、遠くで見た人がいるの、きっとそうよ！」

　セイリーンが負けずと言いかえすと、気弱なフルフラムは黙ってしまう。他の生徒たちも引きこまれて会話に加わる。

「犯人はどんなやつなんだろうね」

「二人目の被害者は警備会社の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士だったらしい。八
階
 かい

 
梯
 てい

 の腕利きでかなりの乱暴者だったけど、あっさり殺されたんだって」

「だとしたら、犯人はかなり強力な攻性咒式士だと思う」

　
傍
 かたわ

 らにいた女生徒のテュラスが、俺を見上げる。長い
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の髪の下、青い瞳は光を
孕
 はら

 んでいた。近くで見たことがなかったが、意外と大人っぽい顔立ちだった。

「センセは危ないわね。細くて貧弱だからすぐに殺されちゃう」

「かもね」否定をせずに、俺は歩きだす。「では今日は閉店。おまえらもとっとと帰れよ。俺の実績のために勉強して成績を上げろ。賞品は俺の笑顔だ」

「うわ、やる気が出ない賞品」「心がなさすぎ～」と言いつつ、再び殺人事件の話で盛りあがっていく。生徒たちを残して、俺は教室から廊下に出る。

　テュラスがついてきた。俺の右腕に手を絡めて、参考書を見せてくる。

「センセ、ここが分からないのだけど、教えてもらえる？」

「ああ、化学錬成系第一階位〈
蒼酸
 アリキノ

 〉か」

　説明してやることにした。

「生成されたのはシアン化水素、いわゆる青酸で化学式ではＨＣＮだ。水素
基
 き

 とシアン基のうち、シアン基が体内で酸素を取りこむ酵素であるシトクロムｃオキシターゼの
鉄
 てつ

 
錯
 さく

 
体
 たい

 と結合して、生体組織が酸欠になるわけだ」

　左手で組成式の意味を示していく。表面的には咒式の説明だが、健全な少年少女は危ないものが大好きなのだ。

「基本対策は
経
 けい

 
口
 こう

 
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 の場合は
嘔
 おう

 
吐
 と

 させ、胃を洗浄。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で治療するなら、一〇〇％
 酸素で呼吸補助しつつ、化学錬成系第一階位〈
抗蒼酸
 アテイン

 〉による三％
 
亜
 あ

 
硝
 しよう

 酸ナトリウムを
静
 じよう

 
脈
 みやく

 に発生させ、一〇％
 のチオ硫酸ナトリウムを十分おきに
投
 とう

 
与
 よ

 する」簡単な説明を連ねる。「メトヘモグロビンの結合で、シアンメトヘモグロビンにさせて無毒化する硫酸ナトリウムからの直接吸収で
乖
 かい

 
離
 り

 したシアニドを反応させ、毒性が弱く
尿
 によう

 にして排出しやすいチオシアン塩酸に変えるのが、一般的な咒式治療だな。咒式医学部に進学しないものでも、覚えておいて損はない」

　説明しつつ、俺には質問が簡単すぎると分かっていた。

「センセ、ありがと」テュラスは俺に腕を絡めたまま見上げてきた。「で、すっごい美人と歩いていたって本当？」

「あー、どちらと歩いていたか、それぞれの場合で
愉
 ゆ

 
快
 かい

 か不愉快かは違うけどね。ちなみにその美人とやらは恋人か俺の敵を指していると思われる」

「センセ、自意識
過
 か

 
剰
 じよう

 だよ」

「なにが？」

　俺が返すと、テュラスは不満そうな顔をした。

「センセのそういう正直さと先回りの
牽
 けん

 
制
 せい

 が嫌い」

　テュラスが手を離して、廊下を踊るように歩いていく。一度だけ振りかえり、舌を出した。

「嫌いだよ」

　テュラスは一言を付け足し、走って去っていく。

　かわいらしいことで。しかし俺としてもここの給料が生命線だ。学生にありがちな勘違いの感情からは、早く
醒
 さ

 めてほしいものだ。

　俺は教員室へと向かって足を進めた。

　帰宅する生徒が「センセ、また来週～」や「今度ね～」と
挨
 あい

 
拶
 さつ

 してくるのに、自動的に返事しながら廊下を進む。

　古臭いリノリウムの床を進みつつ、俺は考えていた。先ほどのセイリーンの話だ。

　咒式士連続殺人事件が続けば、市当局から警察に圧力がかかるだろう。

　市当局やエリダナの咒式士協会も、
怯
 おび

 えた人々の声に押されて殺人犯に賞金をかけるだろう。金につられて、街の猟犬どもも動きだす。もちろん、俺も
卑
 いや

 しい猟犬の一匹にすぎない。

　それにしても、エリダナの治安は悪化しても改善されることはない。

　どうでもいい
述
 じゆつ

 
懐
 かい

 を振りはらって、廊下を歩いていく。









　教務室に入り、自分の机の上に資料を降ろす。
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろして、背伸びをする。

「どうだ？　予備校というか進学塾には慣れたか？」

　紅茶を
啜
 すす

 りながら、レシドが話しかけてきた。

「まぁまぁかな」

「いや、おまえをこっちの仕事に紹介したのは私だからね。合わないかどうかが気になっていたんだ」

　レシドとは
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 としての仕事で知りあい、飲み仲間だった。それなりに責任を感じていたのだろう。

「難しいよ。生徒は生意気だけど、俺も生徒のころはあんな感じだったしな」

　俺は正直に告げる。

「咒式士も難しい。誰でも
普
 ふ

 
遍
 へん

 的に扱える科学技術とは違い、咒式はある程度の資質という個人要素によっておそろしいほど強力な力を個人に与える。極端になると、一人で一個の軍隊と相対することも可能なほどに」

　レシドが三流学者のような
面
 おも

 
持
 も

 ちで言った。

「自分たちを普通の人間よりも優れた存在だとする、
傲
 ごう

 
慢
 まん

 な咒式士は少ないとはいえない。また、咒式士の犯罪が起こるたびに『やはり咒式士は竜の力を使う、邪悪な魔法使い、
龍
 ろん

 
理
 り

 使いだ』という
偏
 へん

 
見
 けん

 を持つ人間も少なくはないからね」

　レシドが語る。もともとは攻性咒式士で、引退して講師を始めた男の声は静かだった。

　俺は
椅
 い

 
子
 す

 に背を預けた。安い椅子が
軋
 きし

 む。

「〈咒式〉による発展とそれに
付
 ふ

 
随
 ずい

 する問題を、始祖である二人の博士は予想していたな」

　脳の記憶庫にある言葉を思いだす。

「
皇
 こう

 
暦
 れき

 二三一年のギナーブ・ルフ・ヘルマン予測物理学博士・
叙
 じよ

 
勲
 くん

 
伯
 はく

 
爵
 しやく

 は、ギナーブ宣言とその
不
 ふ

 
可
 か

 
逆
 ぎやく

 的予想のなかで『咒式の発展と同様に、咒式を扱う人類の意識も発展しなければ、今までは火薬遊びですんでいたことが、いつか国家や世界の消失につながることを、絶対に忘れないでほしい』と告げていたかな」

「よく覚えているな」

「咒式を無邪気に肯定し賛美しながら、自己批判している演技も忘れない優等生らしい宣言だ、と覚えていてね」

　レシドが考えこむ。

「たしかに、参考書は、もうひとつの功労者であるエルキゼク・ルフ・ナガラン
事
 じ

 
象
 しよう

 
界
 かい

 
面
 めん

 物理学博士・叙勲伯爵の有名な談話を、おそらくはわざと
黙
 もく

 
殺
 さつ

 しているね」

　レシドが示した言葉を探す。すぐに見つかる。

「我々はこの〈咒式〉というものの根本原理を、実はなにひとつとして理解していない。〈咒式〉はあまりにも異質にすぎる。産みの親である私の理解すら完全に拒絶した、呪われた怪物だ、か」

　俺がつぶやくと、レシドが俺を見ていた。

「エルキゼク博士は叙勲翌年になぞの
失
 しつ

 
踪
 そう

 をとげ、今にいたるまでどこで生き、どこで死んだのかすらも不明だ。ギナーブ博士のほうも、晩年に咒式は神の力であるとするギナーブ
真
 しん

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
教
 きよう

 という咒式至上主義の奇怪な宗教を[image: ]
 設した、という事実は学校では教えない」

「今の社会ではなにも考えなくても生きていけるからな。前例
踏
 とう

 
襲
 しゆう

 だけしておけば充分だ」

「だとしたら、少し寂しいね」

　俺の唇からは、皮肉めいた感想が出た。レシドは真面目な表情で語る。

「ガユス、おまえは
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 に向いてないよ」

　指をまわして、最後に俺に向ける。

「講師に専念してほしいね」

　俺は苦い顔をしていただろう。レシドは指を回して続ける。

「中退とはいえ皇立中央咒式学院にいたし、教えかたもおもしろく、なにより実技に強い。ついでに、なぜか生徒に嫌われない講師だ。臨時ではなく正式にやってくれると助かる。いや、上のほうには私やアルノルン先生から言っておくから安心しておけって」

　レシドはすべてを任せろとばかりに、俺の背を叩く。

　なにを安心したらいいのかは分からないが、俺はあいまいに笑っておいた。

　それが大人の
処
 しよ

 
世
 せい

 
術
 じゆつ

 というものらしい。
生
 なま

 
温
 ぬる

 い人間関係も我慢しよう。

　今夜は久しぶりにジヴと会えるのだ。愛しい恋人に会える日は、たいていのことはどうでもいい気分になる。









　エリダナの夜。繁華街のひとつであるハムラン地区。

　華やかなモーチェス通りから離れた、路地裏。夜の
喧
 けん

 
騒
 そう

 や、人の灯りから離れていた、暗い通りだった。

　工業用化学咒式師のエメットは、ほろ酔い気分で歩いていた。オルドレイク技術連合社系列のペンウィッチ咒式社で工場に勤めている彼は、普段は厳格な技術室主任として部下を
叱
 しつ

 
咤
 た

 している。

　だが今夜ばかりは酒を飲んで浮かれずにはおれなかった。

　今朝発表の辞令で、エメットは来週からペンウィッチ本社の技術室への異動が決まっていたのだ。

　本社技術室異動といえば、出世街道の本道。ゆくゆくは本社開発室に勤務し、咒式技術部研究員、あるいは咒式技術室長ということもありえるのだ。

　上機嫌のエメットは足を止める。
同
 どう

 
僚
 りよう

 や部下たちと居酒屋をまわったのだが、今は暗い路上に彼一人だけになっていたのだ。

　酒臭い息を吐いて、エメットは立ちつくす。目線は路地の濡れたアスファルトに落ちた。

　どうやら同僚や部下たちは、自分の昇進を心から祝ってくれたわけでもないらしい。普段は仲良くやっているつもりでも、咒式師とそれ以外の人間ではやはり断絶があるのだな、とエメットの酔った
脳
 のう

 
髄
 ずい

 は寂しく思った。そういえば、咒式を使えない技術者である部下を
殴
 なぐ

 ることも多い。

　咒式士でも咒式師でもない妻とは、やはり価値観の違いがあった。

　普段なら、自分の仕事に理解がない妻のほうが悪いと思うが、アルコールが彼の
前
 ぜん

 
頭
 とう

 
葉
 よう

 を
痺
 しび

 れさせていた。これからは、素直に妻を大事にしようと思った。

　エメットが三十六年と二か月の人生のなかでもっとも優しくなれた瞬間だった。妻のもとに帰ろうと、エメットの右足が前に踏みだされた。

　自らの足の先、アスファルトに落ちる影があった。

　
酩
 めい

 
酊
 てい

 しながらもエメットは視線を上げていく。アルコールで揺れる視線は、黒い
長
 ちよう

 
靴
 か

 に包まれた足、曲線の腰を捉えていき、平行になる。

　そこには、
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の闇を切りとったような衣装をまとう人影が立っていた。

　人影は腰まで届く長い髪、丸みを帯びた体の線をしていた。女の姿なのだが、はっきりと断言できなかった。

「なんらぁ？」

　
麻
 ま

 
痺
 ひ

 気味の舌と声帯で声をあげたとき、エメットは相手の瞳に気づいた。

　
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が猫のように細く、まるで
燐
 りん

 が燃えあがるような緑の瞳だった。

　女の真紅の唇が
歪
 ゆが

 み、軟体動物のような舌が踊る。

「
汝
 なんじ

 ガ、我の愛しノ君を殺しタのカえ？」

「え？」

　奇妙な発音に、エメットが聞きかえす。女が
苛
 いら

 
立
 だ

 ったように口を閉じ、舌の動きを確認するように再び問うた。

「汝ガ、我の愛しノ君を殺しタのカえ？」

　老人が幼児の舌を使っているかのような、奇妙な声と言葉だった。

　エメットの酔いが急速に
醒
 さ

 めていった。彼は、自らがエリダナの街で
噂
 うわさ

 になっている連続
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 殺人犯と
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 したことに気づいたのだ。

　エメットは
慌
 あわ

 てて後退しながら、腰の工業用
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
叉
 さ

 を引きぬく。路地に立つ女は、不思議そうな顔でエメットの動作を眺めていた。

　酒に酔って思いどおりに動かない指で、弾倉を回転させる。工業用でも相手を殺せる数少ない咒式〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を選択、発動。

　
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士ではないため、トリニトロトルエン爆薬には不純物が多く量は少ないが、それでも路上で
炸
 さく

 
裂
 れつ

 した。爆風によって、女が立つ地点の両脇のビルや、路上駐車された車の窓が砕けていった。

　路地には
濛
 もう

 
々
 もう

 とした白煙が立ちこめる。

　エメットが白煙に目を
凝
 こ

 らす。

　
粉
 ふん

 
塵
 じん

 が押しのけられた次の瞬間にエメットが見たのは、手を振り上げる女の姿。同時に不可視の衝撃。

　エメットの叫びをあげるはずの口から上の頭部が、消失。
脳
 のう

 
漿
 しよう

 と血液と
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 の破片が、後方に吹き飛び、アスファルトとビルの壁に叩きつけられた。

　エメットの頭部は、白い歯が並ぶ
下
 した

 
顎
 あご

 だけになっていた。体は思考の主体をなくして、前後に揺れ、やがて後方に倒れていく。腰、背中と落下し、冷たいアスファルトの上に残りの脳漿や血液をブチ
撒
 ま

 けた。

　真紅の血液と桃色の脳から、
残
 ざん

 
酷
 こく

 な湯気があがる。

　
凄
 せい

 
惨
 さん

 な光景を前に、女は立ちつくしていた。弱いとはいえ
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を喰らったというのに、服にも白い
陶
 とう

 
磁
 じ

 
器
 き

 のような頰
 にも、傷ひとつなかった。

「あナ
哀
 かな

 しや。なにユえコのモのは我を害しヨうとしタのか？　分カらヌ、分かラぬ」

　女の瞳の緑は、深い
淵
 ふち

 のような色を
湛
 たた

 えていた。理解不能といった声で、自らが作った死体を見下ろしていた。

「なレど、こヤつは
仇
 かたき

 でハないヨうだ」

　声には本当の悲哀が含まれていたが、表情には変化がなかった。まるで顔面の表情筋の動かしかたを知らないかのように無表情だった。

　女は死体から目を離し、手を掲げる。
屍
 し

 

蠟

 ろう

 のように白い指先に、真紅の宝石を宿した指輪が
嵌
 はま

 っていた。

　女の瞳が指輪を眺める。視線は、ビルの谷底から夜空を見上げる。

　月は
下
 か

 
弦
 げん

 に向かって、
[image: ]

 や

 せていくところだった。

　女の足元から伸びる影は、絶望のように黒く、また大きなものだった。






三章　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の祝祭







最初はいつも小さい



だがそのうち
這
 は

 っていくことを覚え






摑

 つか

 まり立ちを知り



やがて歩きだす



悪徳も狂気も
誤
 ご

 
謬
 びゆう

 も、なにも例外もなく



善に属する以外のものはかならずそうなる



ジグムント・ヴァーレンハイト「
形
 けい

 
骸
 がい

 化論考」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四八三年










　照明が
絞
 しぼ

 られた暗い部屋。棚には、剣と槍が交差してかけられていた。

　壁には、ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の北東方面の地図が広げられている。地図の一点に、小さな旗が掲げられていた。

　見るものが見れば、旗が立っている一点は聖地アルソークだと分かっただろう。現在軍隊など一兵も存在していないはずである聖地の地図には、部隊名が書かれた旗が何十と突き立てられ、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な書きこみがなされていた。

　部屋の中央には、机が置かれ、チェルス
将
 しよう

 
棋
 ぎ

 の
盤
 ばん

 
面
 めん

 が乗っていた。八×八の
枡
 ます

 は黒と白に塗り分けられていた。チェルス将棋なら、兵士や騎士、
僧
 そう

 
正
 じよう

 や女王や王が並ぶはずだが、違っていた。

　代わりに、
黒
 くろ

 
翡
 ひ

 
翠
 すい

 の僧正が七個、騎士が十二個並んでおり、本来存在しないはずの駒が置かれていた。とんがり帽子に鈴をつけた、道化の駒だった。

　黒翡翠の駒と
象
 ぞう

 
牙
 げ

 の駒たちの、抽象的な戦いが盤面に再現されていた。

　周囲の闇に沈むのは、黒い服の老人たちと
徽
 き

 
章
 しよう

 をつけた男たちだった。薄暗い部屋のなかで
輪
 りん

 
郭
 かく

 が闇に
滲
 にじ

 み、誰が誰だか判別できないようになっている。

　一人の手が伸ばされ、道化の駒を

摑

 つか

 む。
皺
 しわ

 に
覆
 おお

 われた老人の手だった。

「道化からの連絡はまだか？」

「僧正が七つと多すぎるようです」

　答えたのは、中年の声だった。影に顔が隠れていたが、黒い軍の制服と赤の
徽
 き

 
章
 しよう

 、削げた頰
 が見えた。男の言葉で、室内の男たちの間にざわめきが広がる。

「僧正の首を
刎
 は

 ねるには、十二の騎士が分散している今しかない」

「七人の騎士が七人の僧正を守護しており、どれが本物か分からない」

「やはり
侍
 さむらい

 か賢者か、人形使いか聖者かが守っている僧正、と予測を
絞
 しぼ

 るべきか？」

「本物はどこにいる。どこで七つの星と手を握るのか、突きはなすのか」

「王には内密に内密に、誰にも告げるなかれ」

　ざわめく老人と男たちとは反対に、薄暗い部屋の隅、さらなる暗がりに人影が立っていた。道化の駒を握る人物が、
鷹
 おう

 
揚
 よう

 にうなずく。

「戻ったか。首尾はどうだ？」

「道化が僧正の本体を摑
 みました」

　影の押しころした声に、どよめきの声が広がる、

「僧正は密かに歌乙女の都に侵入しました。そこで七星の手を摑
 むようです」

　部屋に集まったものたちの間で、怒気が満ちる。

「
騙
 だま

 されるところだったぞ」「背信者め、背教者め、
売
 ばい

 
国
 こく

 
奴
 ど

 め！」「殺せ、殺して我らの正義を示せ！」

　道化の駒が黒と白の盤面に下ろされ、硬質の音が響く。

「静まりたまえ、観戦者諸君」

　老人と男たちが静まる。自らの行為を確認した老人が、影へと顔を向ける。

「影よ、歌乙女の都へ向かってくれ」

「
拙
 せつ

 
者
 しや

 めと影ども、そして猟人が向かいます」

　老人が身を乗りだす。法衣の袖が現れる。

「
流
 る

 
浪
 ろう

 の
汝
 なんじ

 らを拾った恩を忘れるなよ？」

　命令に影が無言でうなずき、部屋の闇へと下がっていく。影は闇に
滲
 にじ

 み、すぐに見分けがつかなくなった。

「さあ、劇が始まる。血と裏切りと死の
即
 そつ

 
興
 きよう

 
劇
 げき

 が開幕する」

　老人の手が、複雑な細工を施した
切
 きり

 
子
 こ

 ガラスの酒杯を掲げる。影たちも
首
 しゆ

 
魁
 かい

 に
倣
 なら

 って酒杯を掲げる。
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の酒が、酒杯のなかで揺れる。

「我々は英雄の活躍と
非
 ひ

 
業
 ごう

 の死に涙を流そう。観劇を楽しんだあとは、国家の輝かしい勝利の祝杯を飲み干そう」

　全員が酒杯を傾けた。空の酒杯が
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 に叩きつけられ、砕ける音が開幕の合図となった。

「どんな手を差してくる？」

　
怜
 れい

 
悧
 り

 な目をした軍人だけは、酒杯を傾けていた。

　眼差しは、黒の僧正の駒にそそがれていた。









　寝起きの
珈琲
 コーヒー

 を飲みながら、寝台の端に座って窓の外を眺める。

　翼印のツァマト
咒
 じゆ

 
式
 しき

 社第二支社ビルが目印になる、ネレス通りのマンション。十階の一〇一号室からは、街がよく見える。朝のエリダナの街では人々が行き交い、車が走っている。

　耳は端末から流れる報道の声を聞いていた。

「続報です。先日の朝、市内ハムラン地区モーチェス通りで発見された変死体は、会社員エメット・ブルクム氏、三十六歳と確認されました」立体光学映像の報道官が、今日も
謹
 きん

 
厳
 げん

 
実
 じつ

 
直
 ちよく

 な表情で告げていく。「市警察は、市内で
頻
 ひん

 
発
 ぱつ

 している咒式士連続殺人の四人目の
犠
 ぎ

 
牲
 せい

 
者
 しや

 と断定し、捜査を強化している模様です」

　事件と報道はさらに続いていく。

「ラペトデス七都市同盟と
竜
 りゆう

 
族
 ぞく

 穏健派である
賢竜派
 ヴアイゼン

 とのティエンルン条約
批
 ひ

 
准
 じゆん

 会議は、同盟推進派であるヤーウェン議員の熱意に反し、難航しており、成立しないのではないかという見方も広がっております」

　今日も世界とエリダナは大変だね。俺としてはその程度の感慨しか湧かない。

「最後に、今週のエリウス郡の天気です。降水確率は、西部では〇％
 、東部では〇％
 、北部では一〇％
 、沿岸部では……」

　俺は立体光学映像を切って、珈琲の杯を机の上に戻した。

　世界やエリダナではろくでもないことばかりが起こっているようだ。俺が生まれる前から、現在、そして人類が死に絶えるその日まで事件は続くだろう。

「どうしたのガユス？」

　柔らかな声とともに、俺の左肩に熱い体温。ジヴーニャが俺の肩に
顎
 あご

 を乗せてきたのだ。甘えるような心配するような恋人の横顔を眺めてみる。

　肩までの白金の髪。北方アルリアン人の血が入っている証拠である、少しだけ尖った耳が
兎
 うさぎ

 の耳のようにかすかに動く。

　俺を見つめてくる瞳は、透明感のある緑の宝石だった。自分の心の底にあるなにかを思い出させる眼差しだった。だけど、いつもそれがなにかと言い表すべき言葉が見つからない。

「なんでもないよ」

　長く空いた間を
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 し、少し強引に寝台に座る恋人の体を引きよせる。甘い声を出して抵抗するジヴの
薔
 ば

 
薇
 ら

 色の唇を奪い、言葉を封じる。

　依頼がないときや、仕事が早く終わったときは、彼女の自宅に来ている。俺の数少ない
魂
 たましい

 の平安の場所だ。金や仕事という問題にギギナという
疫
 やく

 
病
 びよう

 
神
 がみ

 も、ジヴといるときだけは
遥
 はる

 か
忘
 ぼう

 
却
 きやく

 の
彼方
 かなた

 だ。

　ジヴの仕事も忙しく、なかなか
逢
 おう

 
瀬
 せ

 もままならない。たまに会うからこそ熱くなるのかもしれない。

　ジヴの唇から離れ、寝台に寝転がる。頭は彼女の膝に乗せる。甘えっ子を見ているようなジヴの瞳が、俺を見下ろしていた。俺は手を掲げて、ジヴの髪の毛を
弄
 いじ

 って楽しむ。

　思いついて両手を伸ばし、ジヴの目の前に掲げる。

「ジヴ、下の左手が〇で、上の右手が一〇〇として、どのくらい俺を愛している？」

「いい年した男が、なかなか恥ずかしいことを聞くわね」

「いいから教えてくれよ」

　ジヴが笑って、おずおずと右手を差しだす。恥ずかしそうに、俺の右手と左手の間に手を入れていく。ジヴの手は、右手のすぐ下に添えられた。

　俺は右手を下ろして、下の左手で迎えてジヴの手を叩く。

「やーい、ひっかかった」

　俺が笑うと、ジヴの顔に苦笑。

「なによそれ、くっだらな～い」

「大事だよ。〇に近い下のほうに手を入れると、俺がより強く叩くことになる。一〇〇のほうに近いとほとんど痛くない。愛の偉大さを示す遊びだよ」

「やっぱりくだらないよ」

　ジヴが笑う。男女の
睦
 むつ

 
言
 ごと

 などくだらなくていいのだ。彼女が
微
 ほほ

 
笑
 え

 むだけで、柔らかな日差しが俺の胸に射しこむようだった。

「なによ、やーらしー笑いをして～」

　俺の視線をジヴの瞳が軽く
咎
 とが

 める。そんなつもりはなかったのだが、俺の舌は意思とはまったく関係ない自動的機械だった。

「いやべつに」俺はジヴを見上げる。「ただ、昨夜の俺の下でのジヴの激しさを思い出していたんだよ。ほら、あの甘い声で鳴くのがかわいくてね。再現すると……」

「ガユスっ！　声を再現したら殺すわよっ!?
 」

　ジヴの声を再現しようとした俺の首に。手がかけられる。膝枕の姿勢で首を
絞
 し

 められる人類もあまりいないだろうな。

「ガユスのほうがうるさいときや、私が上のときもあるわよっ！」

　首を
絞
 し

 められながら、俺は笑ってみせる。自分の発言に気づいたジヴが、首から手を離してくれる。指先が俺の額を軽く叩く。

「……あなたとの会話って、ときどき真剣に頭にくるわ」

「ジヴを愛すればこそ、仕方なくしているのだよ？」

「ああもう、腹の立つ噓
 がよくもそれだけ自然に出るわね！」

　彼女は膝枕から俺を投げ飛ばした。寝台の上に、俺の体が転がる。女に投げ飛ばされるとは、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 として俺は軽すぎるな。

　上半身を上げると、ジヴは寝台のシーツに丸まって俺の反対側を向いていた。恥ずかしさで
拗
 す

 ねているらしい。

　俺は寝台の上を移動して、ジヴの横に寄りそう。

「ごめんごめん、本当に愛しているよ」

　寝ているジヴの額に口づけをして許しを請う。

「本当に悪いと思っている？」

「もちろん」

　今度は唇と唇を合わせる。手は掛布に滑りこみ、さらに襟元に入っていく。服の
釦
 ボタン

 を外していく。口づけをしながら、ジヴの服を

剝

 は

 いでいく。

　ジヴが上半身を
捻
 ひね

 って逃げようとするが、結果的に脱がしやすくなった。愛しいジヴの裸の背中もまた愛しく思う。掛布と服が落ちて、半分だけ見える美しい天使の羽のあと、
白
 はく

 
磁
 じ

 の
肩
 けん

 
甲
 こう

 
骨
 こつ

 に口づけしてみる。

　なんとか我慢しているようだが、アルリアンの血統を示すジヴの尖った耳が震える。甘く

嚙

 か

 んでみると、ジヴは
堪
 こら

 えきれずに涼やかな笑声を発する。

「もう、だめだって」

　ジヴの拒絶の声は、しかし
了
 りよう

 
承
 しよう

 の音色だった。本当の拒絶と間違えると恐ろしいことになるけどね。

　自らの手を滑らせていき、背後からジヴの豊かな
双
 ふた

 つの
乳
 ち

 
房
 ぶさ

 を

摑

 つか

 む。この世で一番素晴らしい感触に、俺は我慢できなくなった。シーツと残った服を引き

剝

 は

 がしつつ、寝台に押したおす。

　ジヴの
顎
 あご

 に手を添えて、白雪花のような顔をこちらへと向かせる。

　美しい唇を
貪
 むさぼ

 る。お返しにジヴが俺の首元へ顔を寄せ、首筋を甘く嚙
 んでくる。今度は俺がくすぐったくて笑ってしまう。恋人同士のふざけあいっこだった。

　ジヴの緑の瞳が、俺の目を
覗
 のぞ

 きこんでくる。

「ねぇ、午後からのエリダナ祭は大丈夫？」

「今年は一ヶ月も前から予定を空けているからな。昼から出よう」

　ジヴの表情が喜びに
燦
 さん

 
然
 ぜん

 と輝く。

　ああ、平和だ。こんな日がずっと続けばいいと、心から、本当に心から願う。

　幸せのままに、ジヴの唇から首筋、胸元まで唇を
這
 は

 わせる。乳房の山頂を口に含むと、ジヴが声をあげる。

　柔らかな山々の間から見上げると、ジヴが顔を
逸
 そ

 らしていた。抱いてもいい、ということだ。ジヴと愛しあおうとした瞬間、
無
 ぶ

 
粋
 すい

 な音が鳴る。寝台の
傍
 そば

 に置かれた電話から、呼びだし音が響いていた。

　無視しようとしたが、無粋な音は鳴り止まず、集中できない。ジヴの顔からも甘い
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が去っていた。

「もう、どこのバカだよっ！」

　怒りの声とともに、ジヴーニャはシーツで胸を隠し、電話機の受話器を引っつかむ。胸をはだけたままで電話に出ないとは、
律
 りち

 
儀
 ぎ

 な女です。

　相手が話しているらしく、しばらくジヴの無言が続く。その間にもジヴの瞳の色は、春の緑の色から氷点下の北海の色に変化していく。無言のままジヴの手が俺へと受話器を突きつける。

「俺に？　迷惑なやつだが、誰だ？」

「ソレルさんがご自分で確認したらどうですか？」

　ジヴが
他
 た

 
人
 にん

 
行
 ぎよう

 
儀
 ぎ

 に俺の名前を家名で呼ぶときは、機嫌が悪い。俺は受話器を受けとって、耳に当てる。

「どこのバカだ？」

「存在そのものが、この星の迷惑である貴様に言われたくはない」

　事務所の共同経営者からの電話だった。









　修理屋に預けていた七十八年型セルトゥラを受けとって、起動。いい感じだ。

　車の列の間を
縫
 ぬ

 って、道路を進む。待ちあわせ場所近くの道路に、単車を停める。

　エリダナの街は、祭りの開始を待って浮かれていた。道路上空を横断して、垂れ幕がかかっている。行き交う人々の表情も浮ついていた。飲食店は祭りの客を見こんで、外にまで席を作っている。祭りの関係者は風船を頭上に引きつれ、歩いていく。

　エリダナ祭はもうすぐだ。早く問題を片付けて、ジヴの元に戻ろう。

　歩いていき、戻る。街の掲示板に貼られた、エリダナ祭の間の交通規制や、最新の賞金首の告知に並んで、俺とギギナの顔写真があった。心臓が口から出そうになった。

　ついに自分が賞金首になったかと思うと、先日の火竜と黒竜退治についての決着を市役所が報告していただけだった。

　ご
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に俺たちの事務所の所在地まで書いてくれているから、宣伝になるだろう。サザーランが広告してくれたとは思えないが、礼を言っておかないとまた説教される。

　掲示板をあとにして角を曲がると、市庁舎が見えてくる。出入り口には、俺を呼びだした相棒のギギナの姿があった。

　生ける彫像たるギギナは、
襟
 えり

 に羽飾りをつけた奇怪な格好をしていた。民族衣装だろう。問題は、両脇に寄りそうように美女二人が立っていたことだ。

　右は
金
 きん

 
髪
 ぱつ

 
碧
 へき

 
眼
 がん

 の知的な美女で、左は黒髪の
[image: ]

 や

 せぎみの美女。どちらも俺の守備範囲のど真ん中だった。

　二人の女性は、ギギナの横顔に
陶
 とう

 
然
 ぜん

 と
見
 み

 
惚
 ほ

 れていた。ギギナがなにかを
喋
 しやべ

 るたびに、自動的にうなずいている。

　ギギナの周囲に女が群れているのはいつものことだ。たぶん
磁
 じ

 
力
 りよく

 が関係している、ということにしておく。退屈そうなギギナの鋼色の瞳が、俺の姿を捉える。

「仕事だ。離れろ」

　ギギナの言葉で、女たちが離れる。まるで暴君に飼われる忠犬のようだった。俺は近づきながら問いかける。

「おまえ、いったい市内に何人の女がいるんだ？」

「さあな、女どもが勝手に寄ってくるだけだ。数えるのはかなり前から止めている」

「おまえは女の敵だな。いつか刺されるぞ。というか刺されろ」

　ギギナが
秀
 しゆう

 
麗
 れい

 な鼻の先で笑った。

「それは無理な注文だ。刺されるときは、他の女が身を
挺
 てい

 して私の前に立っているだけだ」

　世界中の善男善女になりかわり、俺は想像のなかでギギナを刺しておいた。想像のなかでも、かなり遠くから刺しておいた。

「行くぞ」

　ギギナは市役所の敷地に足を踏み入れる。俺も相棒の横に並んで歩く。ギギナがなにかを思い出したように、足の方向を変える。見送る女たちのもとに、ギギナが近寄る。並んで立つ美女の間に顔を突っこんで「また時間が空いたときには、遊んでやる」と
囁
 ささや

 き、首を戻す。

　戻ってくるギギナの背後で、美女たちの耳は桜色に染まり、全身が脱力した。市庁舎敷地の入り口の柱に背を預け、倒れないようにしていた。

　背後を
一
 いつ

 
顧
 こ

 だにせずに、ギギナは市庁舎へと足を進める。俺は相棒のあまりの
気
 き

 
障
 ざ

 さに
呆
 あき

 れ、立ったままだった。

　女たちを見ていると「ギギナに君たちを想う気持ちなど、
椅
 い

 
子
 す

 に対する百分の一どころか、素粒子ひとつもない。もっといい人を見つけなさい。たとえば、この俺」と言ってあげたい。とてもいい忠告だ。

　しかし、止めておく。
性
 しよう

 
悪
 わる

 の美男の真心がまったくない
甘
 かん

 
言
 げん

 より、俺のような平凡な顔の真面目で役に立つ忠告が女の耳に届きやすいことなど。物理的にありえない。

　正論が現実に通用するなら、この世に不幸な女など存在しない。不幸な俺も存在しない。

　第二市庁舎に入ると、一階の窓口に人々が並んでいた。苦情やら各種書類の
申
 しん

 
請
 せい

 やらで、けっこう混んでいる。窓口の前に並べられた椅子に、老人や中年の男女が座っていた。

　俺たちは、サザーランのいる二階へと向かう。石床をギギナが静かに進み、俺の足音が乱暴に響く。

「なにを怒っている？　携帯を切っているから、仕方なく貴様がいる場所が女の家だと予測しただけだろうが」

「天使と
戯
 たわむ

 れる天国から叩きおとされ、地獄の鬼と仕事の話をすることになり、不機嫌にならない生命体がいるとは思えないね」

　問いを忘れてはいけない。少し怒りを込めて聞いておく。

「問題は、なぜギギナがジヴーニャの電話番号を知っているのかだ」

　俺は十人並みの
容
 よう

 
貌
 ぼう

 だと思う。対してギギナは、内面に正確に反比例したムダに
神
 こう

 
々
 ごう

 しい
美
 び

 
貌
 ぼう

 を誇る。

　まさかとは思うが、ギギナとジヴになんかの関係があるとしたら……殺す。正面からは怖いから、夜道にギギナの背後、はるか遠くから
遠
 えん

 
隔
 かく

 
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を叩きこむ。正義道徳
満
 まん

 
載
 さい

 式暗殺をしてやる。

「心配するようなことはない。私は図書館の常連で、そこでたまたまガユスの横にいた女を見かけた。無視していたら、向こうから声をかけてきただけのことだ。あとは用事で名前を思い出して電話帳で調べただけだ」

「あ、そ」と少し安心。

「あの女は恐ろしいな」

　ギギナの横顔には、強敵を認める戦士の表情があった。

「ドラッケンの戦士である私に、説教をしてきた。『ガユスに迷惑をかけないようにしてください。かけたら、ただではすませません』とな」

　ギギナが足を止めたので、俺も止める。ギギナの問いが放たれた。

「あの圧力と鬼気はただものではなかった」思い出すかのように真剣な声音だった。「攻性咒式士には見えなかったが、なにかの武術の達人か？」

「いや、普通の会社員。経理か秘書をしているだけ」

「疑わしい。あの圧力はただの人間に出せるわけがないのだが」

　ギギナが歩きだし、俺も続く。

　ジヴは普通の人間だ。ただ、正義感と愛情がおそろしく強いのだ。俺ですらたまに怖くなるほどに。

「それで、脳が軽すぎて空中に飛びそうになっているギギナが、図書館に行ってなにをしていたんだ？　もしかして本を借りたとか？」

　俺の軽口に対し、ギギナが浮かべたのは邪悪な笑み。

「もちろん本を借りた。『動物を
躾
 しつけ

 る一〇〇の方法』という本を」

　聞かなければ良かった。前々から勘付いていて無視していたが、ギギナの俺に対する感情はこのようなものだ。

「おまえ、女嫌いらしいけど、
男
 だん

 
色
 しよく

 
愛
 あい

 
好
 こう

 
癖
 へき

 を消すための必死の演技か？」

　俺の軽口にギギナが黙りこむ。そういえば、仕事中に俺を熱心に見ていることがあるが、あれは殺意ではなかったのか？

「ええとギギナさん、俺は先祖代々
由
 ゆい

 
緒
 しよ

 正しい、熱狂的かつ過激武闘派である異性愛主義者ですよ？」

「冗談だ。これでも
許
 いい

 
婚
 なずけ

 がいる」

　そうか冗談かと思うより、ギギナに許婚がいる事実に驚く。

「許婚がいたとは初耳だ。美人？」

「まあな、だがもう四年も前に、な」

　市庁舎の廊下を歩く音だけが響く。

「……すまない。まさかそんな事情があるとも知らず、俺は無神経なことを」

　俺の返事に、ギギナは不思議そうな目を向ける。

「貴様の耳と耳の間の真空はよく知っているが、また勘違いをしているな。ただ四年前から出稼ぎと武者修行でエリダナに来て以来、許婚の
傍
 そば

 へあまり戻っていないだけだ」

「許婚は生きているのか？」

「あたりまえだ。帰省のたびに寿命が縮む思いをさせられている」

　殺意を抑えた俺は今世界一
寛
 かん

 
容
 よう

 だろう。

「ギギナ、おまえの会話は分かりづらい。あと冗談の感覚が
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 すぎる」

　いつもならギギナに笑われるところだが、今日は苦い表情が引きだされた。

「許婚や族長にもそう言われる」

　端整な顔には
苦
 く

 
渋
 じゆう

 が
溢
 あふ

 れていた。二年半も前から組んでいるが、俺はギギナの私生活のことをまったく知らない。知りたくもないが、大変そうだ。そこは愉快。

「ガユスよ、私の会話のなにが問題なのだ？」眼には真剣な疑問の色があった。「帰省のたびに族長に勇者の資格を問われ、許婚には会話にならないと尻を
蹴
 け

 りあげられるのは
辛
 つら

 い」

　
鋼
 はがね

 の目が自信がなさそうに俺を
窺
 うかが

 っていた。

「よければ貴様に私へ教えることを許してやらぬでもない」

　ギギナの
傲
 ごう

 
慢
 まん

 な問いを、俺は無視した。









　市庁舎の四階、生活安全課の部屋に通される。

　応接
椅
 い

 
子
 す

 に座るのは、いつも不機嫌な顔をした中年男、サザーラン課長だ。会った瞬間、説教の幻聴が聞こえた。今度
労
 ろう

 
災
 さい

 を
申
 しん

 
請
 せい

 しよう。

「そういえば、前の事件の宣伝は礼を言ってみたほうがいいですかね」

　言いたくはないが言わないとマズいだろうと礼を言ってみたが、サザーランは
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情を浮かべた。

「おまえらの低能さの宣伝以外を私がすると思うか？」そこでサザーランの眼に不機嫌さが宿る。「広報課のやつが勝手にしたのか。あとで五時間の説教だな」

　しまった。どうやら俺たちに好意を持ってくれた市職員の誰かの陰徳だったらしい。

「それより、こちらの用事のほうが重大だ」サザーランが
顎
 あご

 で向かいの席を示す。「こちらのかたが、おまえたちに用があるそうだ。皇都からお越しになられたのだ、失礼がないようにな」

　応接椅子の反対側には、背広を着こんだ若い男が座っていた。

　
髭
 ひげ

 が似合っていない男が、手を上げる。顔には親しげな表情。どこかで見たような気がするが思い出せない。記憶検索をかけようとすると、男が口を開いた。

「おいおい、ガユス、俺だよ俺」

　男の声で瞬時に思い出した。

「
境
 きよう

 
界
 かい

 
弦
 げん

 
理
 り

 
論
 ろん

 のヘロデルか！　そうか懐かしいな。俺がリューネルグ大学を去って以来だから、三年ぶりになるかな？」

「それくらいだ。しかし変わったなガユス。研究者である
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
師
 し

 ではなく、実戦の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士になるとは、どういう心境の変化だ？」

「ヘロデルのほうこそ変わっただろうが。なんだその髭。マヌケ顔を少しでも隠そうとしているのか？」

「おまえこそ、
眼
 め

 
鏡
 がね

 で女の裸は透視できないとなぜ分からない？」

　
挨
 あい

 
拶
 さつ

 代わりの軽口の
応
 おう

 
酬
 しゆう

 が終わり、俺とヘロデルは笑いあう。互いの手を握り、肩を叩く。

　まさかリューネルグ大学の同窓生というか悪友に、エリダナで会うことになろうとは思わなかった。

「あの時代は二人でよく酒杯を重ねながら、法律で禁止されて使えない咒式をどうやって発動させるか考えたり、咒式理論を戦わせたりしたな」

　俺の言葉に、傍らのサザーランが苦い顔をする。無視して続ける。

「論争の応酬のはずが、最後は咒式の応酬になって互いに死にかけたりもしたものだ」

「青春の
甘
 あま

 
酸
 ず

 っぱい思い出として、そっと胸に秘めておけよ」

　なんといっても、いまだに法的時効が成立していないことが、民事刑事を問わずにあるはずなのだ。

「ヘロデル、おまえは今なにをやっている？」少し声を
潜
 ひそ

 めて問う。「あのことがあってから軍人を目指したらしいとは聞いたが……」

「軍人には一年間だけなったが、今は公務員をやっているよ」

　ヘロデルが笑う。単純な笑いではなく、
翳
 かげ

 りを含んでいた。ヘロデルの過去に不用意に触れてしまったことを反省した。態度からすると、悪友は痛ましい過去を乗り越えたらしい。

　感情を調整して、いつもの調子に戻す。

「ではなんの用だ？　俺の優れた人格を慕ってくるほど、ヘロデルの人間性はできていないはずだが？」

「ガユスの人徳などという仮想の物体を誰が慕うか」

「不在の証明は悪魔の証明と言われるくらい難しいよ。この世のどこかに俺の魅力があるから、探しておけ」

　終わらない会話に、サザーランが
咳
 せき

 
払
 ばら

 いをして割りこんでくる。

「それでヘロデル一等咒式官どのは、この二人に仕事を依頼したいそうですが」

「一等咒式官、ということは中央官僚か」

　あのヘロデルが出世したものだ。感心しつつも問いに戻る。

「それで、俺たちになんの仕事をさせたいのだ？」

　俺が振りむくと、ヘロデルの肩と似合わない
髭
 ひげ

 が同じ角度で
竦
 すく

 められていた。

「上のほうから頼まれた仕事で、ある人物の護衛を頼みたい」

　ヘロデルの表情は真剣そのものだった。

「
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉や賞金首を狩るだけではなく、護衛から輸送まで、荒事のすべてが仕事範囲だろう？」

　俺に異存はないが、聞いておかねばならない。

「誰を護衛する？」

「ここでは名前を明かせないが、是非とも受けてほしい。ここエリダナの街において、俺が信頼できる攻性咒式士は他にいない」

「いや、だから誰からの依頼でどのような護衛かが分からないと、受けるもなにも……」

　俺の疑問にヘロデルはそれでも受けてくれと繰りかえすばかりだった。

　そういえば、学生時代のヘロデルという男は
厄
 やつ

 
介
 かい

 ごとを持ちこむ天才だった。

　俺の本能は、急いでこの場から逃げろと告げていた。窓から飛び降りてでも、逃げたほうがいいと叫んでいた。

　そうできたら、どれほど人生は楽であるか。









　エリダナ市の中央部から離れた郊外。ディエルゴ地区の街角。ヘロデルが運転してきた車から、俺とギギナが降りる。

　街並みは、ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の絶頂期であるアーデーン建築様式でそろえられており、
煉
 れん

 
瓦
 が

 造りの建物が並んでいる。
閑
 かん

 
静
 せい

 な高級住宅地といったところだ。

　青い屋根の連なりの向こうに、エリダナを囲む
堅
 けん

 
固
 ご

 な城壁が遠く見える。大昔に異民族の侵入を防ぐために使用された城壁が、エリダナと外部、衛星都市群を分け
隔
 へだ

 てている。

　目を戻すと、高い壁。そして
麗
 れい

 
々
 れい

 しい
蔦
 つた

 模様が施された、
鉄
 てつ

 
扉
 ぴ

 が見える。壁の向こうには、豪商か貴族の
避
 ひ

 
暑
 しよ

 
地
 ち

 にでも使われていそうな、煉瓦造りの
瀟
 しよう

 
洒
 しや

 な建物があった。

　ヘロデルが呼び鈴を鳴らして内部と連絡をとると、鉄の扉が開いていく。ヘロデルを先頭に、敷地へ足を踏みいれる。手入れされた芝生を踏みしめつつ、建物に向かう。

　ギギナは警戒しながら進んでいた。事態が分からないためだろうが、臨戦態勢はやりすぎだ。

「ドラッケン族は、いつでもどこでも戦いしか考えていないのか？」

「そういう一族だ」

「ドラッケン式の結婚式だと、純白の、敵の生首でも出していそうだな」

　俺が軽口を叩くと、ギギナは沈黙したまま歩く。やがて口を開く。

「よく知っているな。ドラッケン族のギダレラ家の風習など、研究者でも知るものは少ない」

　俺の想像の斜め上から、さらに跳躍する一族に嫌な気分になる。

　ヘロデルは俺たちの会話を無視したまま歩き、二階建ての建物の玄関に到着。
樫
 かし

 の扉を叩くと、しばらくして内側から扉が開いた。

　扉を抜けると、すぐに応接広間になっていた。中央にある応接具の周囲には、七人の男たちが立っていた。

　それぞれ黒や紺、灰色の背広を着ていたが、
只
 ただ

 
者
 もの

 ではなかった。
隙
 すき

 がない立ち姿に、腰から下がった
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 は年季が入った
業
 わざ

 
物
 もの

 ばかり。軍か専門の腕利きの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 たちだった。

　七人の攻性咒式士が囲んでいるのは、応接用の革張りの
椅
 い

 
子
 す

 。優雅に腰を下ろしているのは、中年の男だった。

　白髪が混じる黒髪。銀縁の
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥に、黒い瞳が
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 していた。黒地に
緻
 ち

 
密
 みつ

 な
銀
 ぎん

 
糸
 し

 が
縫
 ぬ

 われた、派手なのか地味なのか分からない僧服をまとっていた。

　細い
顎
 あご

 の下で組んだ手の指に、いくつもの指輪が光っている。青や赤の宝石の色が目に印象的だった。

　男は
碩
 せき

 
学
 がく

 そのものといった
風
 ふう

 
貌
 ぼう

 をしている。口の端に笑みを貼りつけたままのこの中年男が、場の中心だと分かった。

　
既
 き

 
視
 し

 
感
 かん

 を抱いた。たしかにどこかでこの男を見たことがある。

　脳内
海
 かい

 
馬
 ば

 にある記憶を高速検索しようとした俺の
傍
 かたわ

 らで、ヘロデルが進む。中年男の前で片膝をついて、第一種最敬礼をとった。

「私の古い友人であり、信用できる攻性咒式士でもあるガユス・レヴィナ・ソレル氏と、その共同経営者であるギギナ・ジャーディ・ドルク・メレイオス・アシュレイ・ブフ氏の両名をお連れしてまいりました」

　ヘロデルは、俺の悪友から忠実な家臣へと
変
 へん

 
貌
 ぼう

 をとげていた。

「我が主君、モルディーン・オージェス・ギュネイ
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 会議議長
猊
 げい

 
下
 か

 に、再会できて喜びを申しあげます」

　俺の呼吸が止まり、
横
 おう

 
隔
 かく

 
膜
 まく

 が収縮する。竜を目の前にしても
動
 どう

 
揺
 よう

 しないギギナにしても、目に鋭い光が横切っていた。俺の
喉
 のど

 が
唾
 つば

 を飲みこむ。

「モルディーン・オージェス・ギュネイ、だって？」

　
啓
 けい

 
示
 じ

 派教会の枢機卿会議の議長にして、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 ツェリアルノスⅦ
 世の意志を委任された全権大使。オージェス選皇王の後見人にして、オージェス選皇王軍最高司令官代理。龍皇国の最高意志決定機関である円卓評議会の一員にして、啓示派教会独立異端監査官。

　
白
 はく

 
翼
 よく

 
勲
 くん

 
章
 しよう

 と
銀
 ぎん

 
環
 かん

 勲章の
叙
 じよ

 
勲
 くん

 
者
 しや

 。ジュデッカ公爵にしてアルベルム伯爵、クンデラ大聖堂大司教。ヴォックル競技の強豪たるシグルスの筆頭株主。

　眼前にいるのは、ツェベルン龍皇国でも
十
 じつ

 
指
 し

 に入る重要人物、さらには皇位継承権において七番目の皇族だった。画面でしか見たことがない人物が、眼前に実在していた。

　記憶をたどって、親父が教えてくれた貴族の礼法を思い出す。ヘロデルに
倣
 なら

 って第一種最敬礼を行おうとすると、モルディーン枢機卿長は手を振って拒否した。

「ガユス・レヴィナ・ソレル君、私は無意味なことを好まない」

　目は静かだった。

「退屈な礼儀作法は不要だよ。皇族といっても、考えてみれば大昔に一番乱暴で
狡
 こう

 
猾
 かつ

 だった
盗
 とう

 
賊
 ぞく

 の親玉の
末
 まつ

 
裔
 えい

 にすぎない。では合理的に仕事の話をしよう」

　掲げられた手に導かれ、俺とギギナは応接
椅
 い

 
子
 す

 に座る。生の皇族を見たことがないし、いちおう皇国民の端くれとしては緊張する。周囲には七人の護衛が控えているなか、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 と俺たちが向きあう。

　いつの間にか下がっていたヘロデルが、紅茶用具一式が載った銀盆を持って戻っていた。
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の紅茶が、ザヴェッジ社製の陶器にそそがれていく。俺は
杯
 さかずき

 に手をつけない。

　知りあいを七人ほど
介
 かい

 せば大統領にでも会えるとは聞いていたが、悪友のヘロデルからモルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 にたどりついた驚きはいまだ消えない。

　
芳
 ほう

 
醇
 じゆん

 な香りを楽しむように、モルディーン枢機卿長が紅茶を口に含む。

「さて、家名で呼ぶ年寄りの習慣は避けて、名前でガユス君、ギギナ君と呼ばせてもらうよ」

　俺はうなずくだけにしておいた。モルディーンが続ける。

「実は、君たち二人に、私の特務におけるエリダナの案内と身辺警護を頼みたいのだよ。今この瞬間から、ね」

「案内と警護、を今からですか？」

　俺は意味もなく相手の言葉を繰りかえした。これはマズい。完全に
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 に飲まれてしまっている。モルディーンがうなずく。

「幸いガユス君は、私の秘書官であるヘロデル君の古い友人だ。調べさせてもらったが、背後に政治的背景や不審なところもなく信用できる。公式非公式の仕事の
履
 り

 
歴
 れき

 を見ても、攻性
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 としての腕はかなり立つようでもある」

　枢機卿長が含みを持たせるように告げた。

「最近では黒竜の片割れを倒したとも聞くしね」

　ギギナの顔には明確な疑念があった。

「エリダナ案内に現地人を使うのは分かる」唇からは険を含んだ言葉が
漏
 も

 れる。「だが、名前も明かさず連れてこられて、いきなり護衛をしろでは、あまり
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な気分ではない」

　皇国の
重
 じゆう

 
鎮
 ちん

 を目の前にしても、ギギナは
傍
 ぼう

 
若
 じやく

 
無
 ぶ

 
人
 じん

 なままだった。周囲の護衛たちに怒気と殺気が
溢
 あふ

 れる。腰の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の柄に手を伸ばしているものすらいる。

　俺の緊張を無視するように、ギギナが紅茶の杯を掲げてみせる。

「そして、わざわざ我らのような外部の攻性咒式士を使う理由が分からない」

「ギギナが言ったとおりですね。モルディーン枢機卿長猊下には、俗に〈十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 〉と呼ばれる、
精
 せい

 
強
 きよう

 
無
 む

 
比
 ひ

 の攻性咒式士たちが付きしたがっているはずです」

　俺は思いつくかぎり数えあげる。

「最速の刃、異邦の剣士、サナダ・オキツグ、
参
 さん

 
謀
 ぼう

 役にして大賢者であるヨーカーン。現代の聖者クロプフェル。
凶
 きよう

 
戦
 せん

 
士
 し

 イェスパーと魔剣士ベルドリトのラキ侯爵家の兄弟。うつろわぬものカヴィラ……」

　俺は考えを口にする。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の第十三
階
 かい

 
梯
 てい

 、いわゆる〈到達者〉級以上で構成される彼ら十二人は、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 全体を見ても最強の集団です。俺とギギナの出番などありはしないはずですが」

「だけど、その十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 は一人としてこの場にはいない」モルディーンが続けた。「彼らを連れてくることができない理由があるのだよ。それはこの私、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の特務任務に関連するからだ」

　俺とギギナは、声に打たれる。皇国の
重
 じゆう

 
鎮
 ちん

 の声は、万民を従わせる響きを持っていたのだった。モルディーンは
託
 たく

 
宣
 せん

 を告げるかのように、言葉を放った。

「では、私の『観光旅行』の案内を命じる」

　理解できずに俺は黙る。枢機卿長の護衛たちは、俺の問いかけの視線から目を
逸
 そ

 らす。

「っは？」

　俺の唇から意味不明な言葉が出た。モルディーン枢機卿長は、子供のように晴れやかな笑顔で言った。

「いや、十二翼将などという厳しく目立つ人間を連れていたら、観光は楽しめないだろう？　だから君たちが必要なのだ」

　枢機卿長が立ち上がる。

「さぁ今からエリダナ祭で浮かれる街に繰りだそう」

　
椅
 い

 
子
 す

 に座ったままのギギナが苦い顔をした。俺も似たようなものだろう。

　ヘロデルを見る。俺の悪友は、
口
 くち

 
髭
 ひげ

 の残像を見せるほどの高速で顔を逸らした。

　この
疫
 やく

 
病
 びよう

 
神
 がみ

 め。









　赤、青、白、黄色の
紙
 かみ

 
吹雪
 ふぶき

 が、道路に降りそそぐ。道を囲むビルやマンションの窓から、人々が紙吹雪を
撒
 ま

 いているのだ。

　前髪や
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 に降り積もる紙吹雪を手で払って、視界を確保する。

　エリダナの大通りは祝祭の狂乱のなかにあった。

　車道を行進する楽隊は笛や
太
 たい

 
鼓
 こ

 を打ち鳴らし、歩道を埋めつくす群集が歓呼の声で打ち消す。

　
怒
 ど

 
号
 ごう

 のような
喧
 けん

 
騒
 そう

 の真っ只中に、俺たちが混じっていた。

　露店、大道芸、花火、音楽、踊り、演劇。そして道や橋を行き交う人々の
波
 は

 
濤
 とう

 。

　
華
 きや

 
奢
 しや

 なアルリアン人、小柄なノルグム人、巨漢ぞろいのランドック人、猫のように全身を毛皮に
覆
 おお

 われ三角耳を生やしたヤニャ人までがいて、人類各種族の洪水となっていた。

　それは給料日の
娼
 しよう

 
館
 かん

 であるかのような、大混雑だった。エリダナは街全体が歌い、踊り、揺れている。

「エリダナ祭の盛大さは聞いていたけど、なかなかのものだね」

　モルディーン枢機卿長は自らの頭に降り積もる紙吹雪を払いのけつつ、子供のような顔を見せていた。橋の
欄
 らん

 
干
 かん

 に寄りかかって大通りを見ているのだが、これが限界の距離だった。

　ギギナと七人の護衛が囲いとなり、俺が観光案内の解説を引きうけている。隣に立つヘロデルが苦い顔をしていた。

「先ほども申しあげたように、特殊
装
 そう

 
甲
 こう

 を施された車から、観光をなさってほしいのですが」

「先ほども言ったように、私は護送犯になりにきたのではない。観光をしにきたのだよ」

　軽く手を振って、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は歩きはじめた。
慌
 あわ

 てて護衛たちが警備の
網
 あみ

 を移動させる。

「だから、芸能人でもない私に注目する人間もいないから、壁を作る必要もないよ」

　簡素な僧服のモルディーン枢機卿長は、どこにでもいる僧職の中年男にしか見えない。

「そうだろう？　ガユス君？」

「たしかに、エリダナでは僧服の神父や牧師など、数十人で歩いていても目立たないですね」

「しかし……」

　ヘロデルの
懸
 け

 
念
 ねん

 を気にしないモルディーンは、通りかかった
露
 ろ

 
店
 てん

 で飲み物を買う。モルディーンから差しだされた紙の杯を、俺は目礼して受けとる。手を出して、モルディーンが飲む杯の上に被せる。

　まずは俺が
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 で飲み物の成分を確認し、次に口をつけて舌先で転がす。異常がないと分かってから、枢機卿長に杯を返す。

「なるほど、露店といえども安心してはいけないというわけだね」

　感心しつつモルディーンが飲む。この貴人を殺すなら、毒殺すれば簡単だなと思った。横ではヘロデルが無用心さに苦い顔をしていた。

　枢機卿長の目が
傍
 かたわ

 らを歩く俺に向けられ、解説をうながす。俺は街の
喧
 けん

 
騒
 そう

 に負けないように、叫ぶように解説する。

「エリダナ祭は、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
都
 と

 の建国祭や聖誕祭には及びませんが、皇国八大祝祭のひとつです」

　歩きつつも、頭のなかで記憶を探る。

「六百八十年ほど前に、この街は
騎
 き

 
馬
 ば

 民族であるフイブル族に占領されました。エリダナという一人の女の歌い手が立ち上がり、歌とともに民衆とともに行進し、占領された
砦
 とりで

 に入りました。そこで民衆は隠していた刃を抜いて、フイブル族に襲いかかり、街を取りもどしました」

　俺は手をあげて、街を示す。枢機卿長の視線が、橋のたもとにある女性の彫像に誘導された。

「その故事からこの街の名はエリダナ、歌乙女の都市と呼ばれるようになり、今現在にいたるわけです」

　俺の説明に、感心していたモルディーンが耳を澄ます。気になるようなので解説しておく。

「今聞こえている歌が、故事の際にエリダナが歌っていた曲ですね」

　街路を進む行進の先頭で女性が歌う。

〝私が壊れても、あなたが壊れても

　運命の糸車は皮肉に笑っている

　約束は海の底で待っていて

　空を懐かしむ
芋
 いも

 
虫
 むし

 のように

　世界を夢見て
孵
 う

 
化
 か

 しない
雛
 ひな

 
鳥
 どり

 のように

　あなたとなら
煉
 れん

 
獄
 ごく

 も天上の
褥
 しとね

 〟

　歌声に
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 がうなずく。

「ヴァーレンハイトの無名時代の
陳
 ちん

 
腐
 ぷ

 な詩を思い出すね」

「一説によれば、元々の歌はほとんど残っておらず、ヴァーレンハイトが改作したそうです」

　紙の杯を飲み干す。また歩きだすモルディーンとともに、群集のなかを進んでいく。護衛たちは必死に
環
 わ

 を保持しようとする。

「ガユス君は音楽にまで詳しいのだね」

　俺は黙っておく。学生時代に著作に触れただけでなく、ヴァーレンハイトとは実際に出会ったこともある。最低の学者にして詩人だった。

「しかし、
騙
 だま

 し
討
 う

 ちが由来とは、私にお似合いの街だ」

　モルディーン枢機卿長の
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 めいた
揶
 や

 
揄
 ゆ

 に、俺は人工的な愛想笑いを返すにとどめた。

　
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 候補を出し、また選出する五つの選皇王家。冠のアドリアル家、盾のイルム家、剣のウルフェ家、槍のエギラン家。そして美と芸術の守護者、旗のオージェス家の次男として、モルディーンは生まれる。

　例外なく高位
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 であることを求められるツェベルン龍皇国家にあって、モルディーンは咒式についての才覚をまったく持たなかった。病弱な出来損ないと言われたが、一方で知性と見識の高さを示し、次期オージェス選皇王に推す声も高かった。

　だが、
嫡
 ちやく

 
子
 し

 である
双
 ふた

 
子
 ご

 の兄のアスエリオに
厭
 いと

 われるのを避けたためか、僧職となり教会に入ることとなる。

　長じたモルディーンが示したのは、政治や軍事、そして
権
 けん

 
謀
 ぼう

 
術
 じゆつ

 
数
 すう

 であった。教会の法王ユリナスⅣ
 世派と
神
 しん

 
授
 じゆ

 派の権力闘争をモルディーンは
憂
 ゆう

 
慮
 りよ

 し、中立を保つ。裏で暗躍して双方を争わせて失脚させ、暗殺をさせ、力を弱めて次第に頭角を現す。

　ついには法王ユリナスⅣ
 世を退位に追いこみ、神授派を
一
 いつ

 
掃
 そう

 。
傀
 かい

 
儡
 らい

 であるデレクⅡ
 世の即位を成功させ、自らは枢機卿長としておさまったとき、人々はモルディーンが善良な純真
無
 む

 
垢
 く

 の
徒
 と

 ではないと初めて知らされたのだった。

　事実を指摘するほど、俺は勇者ではない。俺やモルディーンなど関係ないように立っていて平気な神経をしているギギナが
羨
 うらや

 ましい。

　道行く観光客の女性や、ときに男性がギギナの周囲で立ち止まる。天上の美神のような姿に、足が止まってしまうのだろう。

　ギギナ本人は他人の視線をも無視し、立ち止まっていた。戦士の視線は、道端の店先にそそがれていた。古びた
椅
 い

 
子
 す

 に向けられる視線は、熱を帯びていた。

　俺は祭りの熱狂を眺めていた。

　誰にも見えないように
溜
 ため

 
息
 いき

 を吐く。本来ならば、中年男と護衛たちを引き連れて観光などすることなく、愛するジヴと祝祭を
満
 まん

 
喫
 きつ

 していたのだ。

　急な仕事だからと告げたときの、ジヴの優しい
諦
 あきら

 めの顔を思い出す。今すぐにでも彼女の
傍
 そば

 にいって、抱きしめたい。

　モルディーンが俺の横顔を眺めていた。

「急に仕事を依頼して悪かったようだね」

「俺のことはお構いなく。むしろ存在しないものとして、自由気ままに街を見ていてください」

　ついでに疑問を投げておく。

「本当に観光を楽しんでおられますね。もしかしてモルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 は、ご自分が皇国の重要人物だということを忘れておられるのでは？」

「違うかもしれないよ」

　俺は
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 を眺める。涼しい顔で街を眺めていた。

「本当は単なる遊び好きの中年男、だったら楽なのだけどね」

　群集が歩く歩道の上、ビルの壁面には立体光学映像。広告映像から報道番組に切り替わる。

「……
無
 む

 
益
 えき

 な東方戦線は縮小すべきです。今この時点で戦争を起こして聖地を独占したとしても、得られるものはなにもありません」

　映像のモルディーン枢機卿長が
椅
 い

 
子
 す

 に座り、組んだ手の上に
顎
 あご

 を乗せて
喋
 しやべ

 っていた。どうやら報道機関に求められて、意見
陳
 ちん

 
述
 じゆつ

 をしているらしい。

「背後にある東への通路を巡る争いは、南方のソリティア国との話しあいの結果で無意味になるはずですよ」

　画面のモルディーンが会話を続けると、眼前にいる本物のモルディーン枢機卿長は、目を
逸
 そ

 らして街を眺めていた。口元には苦笑が宿っていた。

　画面では、モルディーンが淡々と続ける。

「また、国家が経済を
制
 せい

 
御
 ぎよ

 しようとする新ゲイブル主義と市場の自由性に任せる新古典主義は、効果時間の差でしょうね。ただ、どんな時代であろうと、最低限の政策は必要です」

　画面下には生中継とあった。生中継は大変だな、と思った瞬間、俺は全力で顔を動かす。

　モルディーン枢機卿長は、
悪
 いた

 
戯
 ずら

 っ子のような
微
 ほほ

 
笑
 え

 みを浮かべていた。

「私には、死んだアスエリオしか兄弟はいないよ」

「それはどういう、ことで……」すぐに理解した。「いや、そうか！」

「そう、身代わりだよ」

　モルディーンが笑う。

「あれを演じているのは、十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 の一人、ジェノン・カル・ダリウスだ。どんな人間にでも変装し、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に演じられる演劇の天才だ」

　モルディーンが喜々とした声で続けた。

「普段から変装していて、私もジェノン君自身も自分が男か女か子供か老人か、素顔すら忘れてしまっているようだ」

　ヘロデルや護衛たちは苦い顔をしている。

　自分の身代わりを報道機関に向かわせるなど、正気の
沙
 さ

 
汰
 た

 ではない。俺の内心を見抜いてか、モルディーンは続ける。

「実はまた別の少々できの悪い身代わりがいて、北の
避
 ひ

 
暑
 しよ

 
地
 ち

 であるウード湖に遊びに行ってもらっている。その身代わりも『報道に出ている私は偽者にしては
上
 う

 
手
 ま

 くやっている』と言っているころだろうね」

　モルディーンがエリダナの
喧
 けん

 
騒
 そう

 に目を向けたまま、告白する。

「身代わりが他に五人、私本人を含めて七人のモルディーンが
皇
 おう

 
国
 こく

 全土に散っている。保険が多ければ多いほど安心だけど、ひとつの遊びだね」

　聞くほどにこの人物の
突
 とつ

 
飛
 ぴ

 な思考と、それ以上に
偏
 へん

 
執
 しつ

 的な用心深さと異常な趣味が理解できてきた。

「政敵が放った暗殺者や
殉
 じゆん

 
教
 きよう

 
刺
 し

 
客
 かく

 まで年中行事だからね。最近では東方からの暗殺者まで私を狙って動いているらしい」

「偉い人も大変ですね。休暇にもご
大
 たい

 
層
 そう

 な

噓

 うそ

 と演出が必要だとは」

「その噓
 と演出こそが、私の唯一の娯楽なのだろう」

　舞台の背景画のように噓
 くさいまでの青空に、花火が打ち上げられる。花火は上昇と下降を繰りかえすという、通常はありえない
軌
 き

 
跡
 せき

 を描いていった。煙は「エリダナに長寿と繁栄を」と描き、最後に
蒼
 そう

 
穹
 きゆう

 に弾けた。

「子供のころから不思議だったのだけど、あの花火もやはり
咒
 じゆ

 
式
 しき

 なのかね？」

「ええ、化学錬成系第一階位〈
噴矢
 ロレイ

 〉という咒式ですね」

　説明を終えたつもりが、モルディーンの目には期待の色があった。仕方なく実演することにした。

　手にしていた
空
 から

 の紙の杯を投げて、腰の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
鍔
 つば

 
元
 もと

 で咒式を展開。放物線の軌道が火花とともに変化。水平に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、またも軌道変化し、ゴミ箱の上空で直角に折れて垂直落下していった。

　道行く人々が注目し、すぐに興味を失って祭りの
喧
 けん

 
騒
 そう

 に戻っていく。

「硝酸カリウム七五％
 、
硫
 い

 
黄
 おう

 一〇％
 、木炭一五％
 を合成し、黒色火薬を生成。あとは基礎電磁咒式で順次発火させて軌道を変える。あの花火もこれと同じ原理ですよ」

「まさに現代は咒式の世紀だな」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 がつぶやいた。

「私には咒式も魔法に見える。魔法使いの
杖
 つえ

 の一振りで、ものごとを解決してほしいものだ。あそこに見えるようにね」

　視線の先では、路上劇が行われていた。黒い
三
 さん

 
角
 かく

 
錐
 すい

 の帽子を被り長衣をまとった役者が演じる魔法使いが、杖を振る。

　石炭が黄金に変わって、周囲の観客が喜ぶ。

「残念ながら咒式は万能の魔法ではありえません。物理の制約に支配された単なる技術です」

　演劇に目を向けるモルディーンに言葉を投げていく。

「たとえば一個の水素原子を、元素周期表ですぐ隣にあるヘリウムに変換するには、太陽と同じくらいの二千五百億気圧、数百万度の高熱をかけ、正の電荷で反発する水素原子を
核
 かく

 
融
 ゆう

 
合
 ごう

 させねばなりません」

　退屈だと分かっていても俺は続けてみる。

「
金
 きん

 にいたっては、
小
 こ

 
匙
 さじ

 一杯で数十億トーンの質量と高熱を持つ中性子星同士の衝突による冗談のような超々高温高圧で、はじめて誕生したとされます。残念ながら、魔法などでは生まれません。またそれだけのエネルギーを消費して黄金を生むのは損です」

　言った直後に
後
 こう

 
悔
 かい

 した。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の解説など嫌われるに決まっている。

　しかし、もともと学究肌の
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 にとっては、退屈ではなかったようだ。

「普通の咒式士は無限に近い可能性を主張するものだけど、楽観視をしないのだな」

　モルディーン枢機卿長は議論好きでいくつかの著書も記している。俺は
猊
 げい

 
下
 か

 の議論の相手をしなければならないようだ。

「悲観的に楽観視している、といったところでしょうね」

「咒式ではなく、人間の問題だよ。そして君は人の心や考えの力を過小評価している」

「どんな偉人や哲学者の言葉も、
砂
 さ

 
上
 じよう

 の
楼
 ろう

 
閣
 かく

 と同じとしか思えないだけです」

「言葉の呪いは我らを
縛
 しば

 るが、抜け道がないわけではない」

　モルディーンが静かに告げた。枢機卿長の背後では、笑いさざめく人々が歩いていく。行進する楽隊が軽快な音楽を奏で、
紙
 かみ

 
吹雪
 ふぶき

 が降り積もる。

　俺にはモルディーンの言葉と真意が理解できない。

　群集のなかで、
一
 いつ

 
介
 かい

 の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士である俺とモルディーン枢機卿長は言葉を失った。今ここにあるなにかの先のことを話していたのだろうが、俺には

摑

 つか

 みきれない。

　人々の群れに混じって、俺たちは歩いていく。

「言葉遊びはこれくらいにして、甘いものを食べないか？」

　枢機卿長が指差す方向に、氷菓子の屋台があった。枢機卿長を制して、今度は俺が金を出すことにした。

　屋台の店主に聞くと、
苺
 いちご

 、白乳、
林
 りん

 
檎
 ご

 、
蜜柑
 みかん

 といった味があるらしい。横のモルディーンは
瞳
 どう

 
孔
 こう

 を左下に向けつつ、なにかを考えていたが、苺と白乳の二段重ねを注文した。俺は中年男には似合わない動作に意外さを感じながらも、蜜柑味を注文した。

　ついでにヘロデルや護衛たちにも配っておく。二人だけで氷菓子を食べているのは気が引けるし、恥ずかしい。ギギナは拒否した。一人くらいは警備に集中しておいたほうがいいだろう。

　枢機卿長は氷菓子を食べながら、街を見つめていた。俺の視線も同じ光景を見つめる。

　小さな女の子が父親に肩車をされて、祭りの行進を眺めていた。モルディーンと同じ苺と白乳を重ねた氷菓子に口をつけながら、大道芸が
披
 ひ

 
露
 ろう

 されるごとに無邪気な歓声をあげる。

「子供が幸せそうにお菓子を食べて、無邪気に笑えるかぎり、私はこの世界を肯定する」

　モルディーンの言葉が、
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 を
貫
 つらぬ

 いた。

「そのために、私は
騙
 だま

 し裏切り、血を流し殺してきた。私はこれからもそうしていくだろう。足りないならば、上の合理性へ、まだ足りないならさらに上の合理性へ」

　モルディーン枢機卿長の目は真っ直ぐだった。俺の視線に気づいて、苦笑に切り替えた。

　俺は言葉のままには受けとらない。ただ、
大
 おお

 
仰
 ぎよう

 な言葉に一片の真実が含まれるのならば、嫌いつづけることはできないだろう。

「さて、昼食にしようか」
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 を変えるようにモルディーンが宣言した。記憶を探るように左に目を落としていたが、結論が出る。「そうだ、観光案内の本にあったウルク料理の店に行きたい。私は熱々のウルク料理に目がないのだよ」

　俺の肩を叩いて、モルディーンが歩きだす。
呆
 あつ

 
気
 け

 にとられていたヘロデルや護衛たちの悲鳴が、背中から追いかけてくる。

「
猊
 げい

 
下
 か

 、急に予定を変えないでください！」「今日のエリダナの混雑では、無理です！」「今から護衛に適切なウルク料理のレストランを貸しきりにするのは、さすがに無理かと！」

　モルディーンは笑って早歩きをしはじめる。俺としてもなんとなく同じ歩調になる。

「格式ばった店を貸しきりにして、なにが楽しいのか。地元の店に飛びこみで入る、それが観光だろう？」

　モルディーンが俺に向かって片目を閉じてみせる。中年男に
悪
 いた

 
戯
 ずら

 っ
子
 こ

 の表情をされても
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な気分にはならない。

　俺はモルディーンの気まぐれに付きあわされて、群集のなかを抜けていく。ギギナが並行して動いているので、護衛も万全だろう。

　狂乱のエリダナ祭りはまだまだ続くようだ。






四章　夜と追憶







夢も物語も
妄
 もう

 
想
 そう

 だと否定する現実主義者は間違っている。



君たちが
崇
 あが

 める金も国家も法も正義も、すべては我らが妄想の帝国の邪悪な嫡子だ。



世界は、現実という妄想を含めて、多種多様な世界なのだ。
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叙
 じよ

 
勲
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伯
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爵
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 　トリスタン紙での質疑応答。
皇
 こう

 
暦
 れき

 四一一年










　ガラス管の内部で
陰
 いん

 
極
 きよく

 と
陽
 よう

 
極
 きよく

 の間を電子が行き来し、旧式のナトリウム灯やネオン灯が点灯しはじめた。

　白や赤や紫の光が青白く優しい月明かりを
駆
 く

 
逐
 ちく

 していき、エリダナのそこかしこに流れる川面に落ちる。

　夕陽が遠く過ぎさり、黒猫が舞い降りるように密やかな夜の
帳
 とばり

 が、エリダナの街を
覆
 おお

 っていた。目抜き通りや橋の上には、まだ人波が続いている。これからが本番とばかりに、酒場や劇場へと繰りだしているのだろう。

　エリダナの歌乙女の祝祭は、夜になっても終わらない。

　車に揺られながら、俺はエリダナの夜の光景を眺めていた。黒塗りの高級車は快適だった。隣にはモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が座っていた。

「久しぶりに楽しんだよ」

　答えることもなく、俺は車内から周囲を監視している。中央にモルディーンを挟んでギギナが座り、外に視線を向けていた。車の前後には、七人の護衛を乗せた車が進んでいく。

　反対側の車線の向こうに、宿泊予定地であるリンツホテルが見えてきた。エリダナ
随
 ずい

 
一
 いち

 の格式と料金を誇るホテルだ。

　
磨
 みが

 きあげられた
花
 か

 
崗
 こう

 
岩
 がん

 を張られた壁が、夜空にも高くそびえる。正面玄関には、祝祭に遠路からやってきた観光客や、夜会に向かうために着飾った紳士
淑
 しゆく

 
女
 じよ

 が出入りしていた。

　交差点に向かって先行する車が止まり、続いて俺たちを乗せた高級車も停車する。後続の車も止まる。エリダナの歌乙女祭のために、あちこちで渋滞が起こっているのだろう。

　歩道を見ると、また市役所の掲示板が目に入った。エリダナ祭の間の交通規制や、最新の賞金首の告知に並んで、とうぜんのように俺とギギナの顔写真もあった。すでに宣伝効果より、
羞
 しゆう

 
恥
 ち

 
心
 しん

 のほうが勝ってきた。

　祝祭のざわめきとは別の、悲鳴のような声が車窓を貫いて届く。

　車窓から透かし見ると、交差点の前の車道を、群集が横断していた。車が
警
 けい

 
笛
 てき

 を鳴らすが、赤字で主張が書かれた板を掲げた一団は動かない。どこか思いつめた顔の男女が、怒りと嘆きの声をあげていた。

「ティエンルン合意へのラペトデス七都市同盟の
批
 ひ

 
准
 じゆん

 に、断固反対する！」

「人が竜、〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉と話しあいなどする必要はない！」

「ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 も条約を
破
 は

 
棄
 き

 すべし！」

　人々の声に、モルディーンが苦笑する。

「ティエンルン条約が嫌いな人間も多いみたいだね」

「みたいですね」

　軽く返しておく。モルディーン枢機卿長は外の景色を眺めながらつぶやく。

「
竜
 りゆう

 
族
 ぞく

 主流派である〈
賢龍派
 ヴアイゼン

 〉と人類諸国家との間に
締
 てい

 
結
 けつ

 された条約で、双方の無用な争いを避けるために、相互の領域を決めて共存しようというものなのだがね」

　モルディーンに試されているような気がして、俺は答えておく。

「ティエンルン条約があるからこそ、
緩
 かん

 
衝
 しよう

 地域を越えて人類の領域に侵入した竜族強硬派を、俺たちが排除してもいいと法的に保障されています。条約のおかげで竜と人類との全面戦争が避けられている、ということなのですがね」

「しかし、ラペトデス七都市同盟が皇国からの独立を果たしたのは、たかだか百年前のことだ。成立の数百年も前の
皇
 こう

 
暦
 れき

 三十六年に結ばれたティエンルン条約を、同盟が批准することはできなかった」モルディーンの声に真面目な成分が混じる。「今ではそれが問題になっていてね。同盟各都市で、竜の強硬派による被害が相次いでいる」

　モルディーンの解説で、俺は先日倒した火竜と黒竜を思い出した。

　
幾
 いく

 
星
 せい

 
霜
 そう

 を生きる高位な竜や龍が結んだ条約も、もともと個々が勝手に生きる竜族の大多数にとっては
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 なことらしく、生息地を
譲
 ゆず

 らない個体のほうが多く、強硬派と化している。

　言われてみれば、たしかにグラシカの町は七都市同盟側にあった。若かった火竜はともかく、あの恐るべき黒竜は竜の強硬派だったのかもしれない。

「竜と同盟が激突しても、
皇
 おう

 
国
 こく

 側にとって都合がいいわけでもない。地域情勢の不安定もあるが、なによりすでに両国は経済において強く結びついている。ここエリダナがもっとも事実を表しているね」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の目は、エリダナの街並みに向けられた。言われるように、エリダナでは皇国と同盟が入り混じっていて分かちがたい。神聖イージェス教国やバッハルバ大光国、アブソリエル公国といった国の人間も普通に歩いている。俺の恋人のジヴにしても、先祖は神聖イージェス
教
 きよう

 
国
 こく

 
領
 りよう

 にいたアルリアン人だ。

「ここエリダナが
上
 う

 
手
 ま

 くいっているとは思えませんが、人類と竜もこの程度にはなれる、ということでしょうか？」

「現在、同盟の
民
 みん

 
進
 しん

 
党
 とう

 のヤーウェン下院議員が、ティエンルン条約
批
 ひ

 
准
 じゆん

 推進派として動いている。しかし、竜族との交渉窓口すらない」モルディーンが視線を抗議の行進を続ける一団に戻す。「議員の交渉は失敗するだろう。このままだと、ね」

　政治に口出しできることもないので、俺は黙っていた。向かい側のギギナは、

頰

 ほお

 
杖
 づえ

 をついて
美
 び

 
貌
 ぼう

 を車窓に映していた。

　ギギナの考えは、この高級車についている座席は、果たして
椅
 い

 
子
 す

 として持ち帰ることはできるのか、という程度だろう。

　車窓の向こうでは、車道を空けようとする警官隊が到着していた。とうぜんのように、抗議団体と押し問答になっている。いつになったら通行できるようになるのか不明だ。

「彼らを愚かと思うかね？」

　俺の動きを制止するように、モルディーンの問いが滑りこむ。

「無知と貧困が結合すれば、行進するしかないでしょう」

「彼らの主張は一片だけ正しい。〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉と人との間に真の理解や
融
 ゆう

 
和
 わ

 などありえない。全員が仲良くなどという言葉は夢物語だ」

　モルディーンの瞳に、遠い抗議の群集の姿が映る。

「しかし絶対的な断絶があろうと、だからこその共存を求めることこそが知性だ。自由という近代に合意するなら、
棲
 す

 み分けていける。彼らにはまだ分からないだけだ」

「敵に家族や知りあいを殺されたら、条約は許しがたい
妥
 だ

 
協
 きよう

 に思えるのでしょう」

「だとしても、個人の視点から社会を動かすわけにもいかない」

　モルディーンの真意が、俺には測りきれない。

　眼前の光景ではなく、遠い眼差しをもって語られているような気がしてしまっている。どうしても論理の先が

摑

 つか

 めないのだ。

「どうも通れないようです」助手席のヘロデルが、座席の上から顔を出した。「すでにここに留まるほうが危険です。歩いてリンツホテルに向かいましょう」

　俺が先に外に出て、
遮
 しや

 
蔽
 へい

 
物
 ぶつ

 となりながらモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 を出す。ギギナが続いて脇を固める。前後の車から護衛が出てきて、さらなる壁となる。

　渋滞は
遥
 はる

 か先まで続いていた。車の列を抜けて、車道に到達する。

　叫び声に顔を向ける。

　車道では、警官隊と一団が押し問答を続けていた。群集の一人が警官の胸元に指を突きつけ、激しい剣幕で怒鳴っていた。

　頭に血が上った男の指先が、警官の胸板に触れた瞬間。

「公務執行妨害を確認、排除！」

　警官たちが警棒を振りかざして、行進を排除にかかる。車道に
溢
 あふ

 れる悲鳴と
怒
 ど

 
号
 ごう

 。騒動を撮影している女がいた。知りあいの新聞記者のアーゼルだった。

　警官隊と市民が互いに警棒や看板を振るって激突しているなかを、写真機片手にしたアーゼルが走りまわっている。

　アーゼルは市民を
蹴
 け

 っている警察に「ほら、権力の犬、新聞
栄
 ば

 えするようにもっと迫力ある蹴りを！」と指示して撮影し、警察
車
 しや

 
輌
 りよう

 を倒す市民には「勢いに乗って暴れた今の気分は？」と聞いて記録している。

　見上げた記者根性だが、モルディーン枢機卿長を撮られることはよくないと判断した。俺たちは護衛をしつつ、後退していく。暴動と
鎮
 ちん

 
圧
 あつ

 を見物しようと集まる群衆を抜けて、リンツホテルに到着した。

　大理石の柱に挟まれた正面玄関に向かおうとすると、ヘロデルが止めた。ホテルの裏へ回るように指示してきた。

　ホテルと駐車場の間の狭い通路を抜けると、小さな玄関が
設
 しつら

 えられていた。ヘロデルが携帯をかざすと、扉が開く。

「
賓
 ひん

 
客
 きやく

 用の特別出入り口でね。自動昇降機もここから直通のものが設置されている」

　長年エリダナに住んでいるが、リンツホテルにこんな設備があることを知らなかった。ヘロデルに確認しておくべきことを思い出した。

「ヘロデル、これからの警備計画はどうなっている？」

「リンツホテルの十三階を丸ごと、そして上下の階も偽装で借りてある。強力な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 結界と警備装置が
十
 と

 
重
 え

 
二
 は

 
十
 た

 
重
 え

 に張りめぐらされている。準戦略級
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式の直撃を受けても、耐えられる。つまり絶対に安全だといえるだろう」

　俺にはリンツホテルの冷たい壁が、
堅
 けん

 
固
 ご

 な城壁に見えてきた。皇国最高峰の宿泊設備と安全。皇室
御
 ご

 
用
 よう

 
達
 たし

 ホテルの名は飾りではないらしい。

「あとは護衛のオージェス王家の騎士たちと」護衛たちを見回し、最後に俺とギギナを見つめる。「ガユスとギギナ氏で見張ってくれれば万全だ」

　了解した俺がホテルの玄関へ向かおうとすると、モルディーンが笑う。

「明日の朝からの観光までは、護衛も案内も必要ない」

　モルディーンの言葉にヘロデルが血相を変える。

「
猊
 げい

 
下
 か

 、護衛を下げるなどと！」

「絶対に安全だと言ったのはヘロデル君だよ？」モルディーンの論理にヘロデルが反論できなくなる。「私にしても、このホテルを攻略するにあたり、完全装備の軍隊がなくては侵入することも難しい。つまり安全性は私も保証する」

　主君に完全な論理武装をされてしまい、ヘロデルが
意
 い

 
気
 き

 
消
 しよう

 
沈
 ちん

 する。

「それにヘロデル君とガユス君にも、久しぶりの再会で積もる話もあるだろう？　今夜は思い出話でも語りあいたまえ。うん、私はいい上司だと思わないか？」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が一人で納得する。

　ヘロデルが俺を見た。俺はヘロデルを見た。ギギナは
欠伸
 あくび

 をしていた。









「君と酒を
酌
 く

 み交わすのも、何年ぶりになるかな」

「学院生時代以来だろうな」

　ヘロデルは赤いジェダ酒を、俺は冷えたダイクン酒の杯を傾けていた。ヘロデルが静かに杯を揺らす。

「もうそんなになるのか」

「なるさ。お互い離れたままだったからな」

　俺は六杯目のダイクン酒を
喉
 のど

 に流しこむ。ヘロデルも店に
馴
 な

 
染
 じ

 んでいた。

　ホテルから近いほうが護衛にもいいだろうと、地下にある俺の馴染みの酒場〈青い
煉
 れん

 
獄
 ごく

 〉に直行したのだが、ヘロデルも気に入ってくれたようだ。

　地下にある店内には、穏やかな旋律が流れていた。天井にある木製の三枚の羽が
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と旋回し、空気と音符を
攪
 かく

 
拌
 はん

 している。

　落ちついた
飴
 あめ

 
色
 いろ

 の壁に合わせた色の机と
椅
 い

 
子
 す

 。酒や食事を楽しむ、ほとんどは
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の客が集い、それぞれの後ろ暗い話題を
囁
 ささや

 きあっていた。

　適度に
絞
 しぼ

 られた照明が、攻性咒式士にありがちな鋭い目や、ガラスの酒杯に宿る硬質の
輪
 りん

 
郭
 かく

 を柔らかく
滲
 にじ

 ませていた。

　カウンターに並んで座っていると、天井にまで達する酒の棚が見える。地名に人名、事件とさまざまな由来から名づけられた
酒
 さか

 
瓶
 びん

 が収められていた。酒好きの俺やヘロデルにとっては、
百花繚乱
 ひやつかりようらん

 の色彩を見せる花園のようにも見えた。

　棚の前では
蝶
 ちよう

 ネクタイをした老バーテンが、背筋を伸ばして立っている。闘牛士のように優雅に銀の筒を振って、アルコールの角を取り、カクテルを作っていた。

「急な仕事を頼んですまない」六杯目のジェダ酒を、正確に半分ほど空けたヘロデルが口を開く。「なにしろ猊下の気まぐれによる急な観光のために、現地に明るく信用できる攻性咒式士を考えると、君しか思いつかなかった」

「気にするな。俺と相棒にすれば臨時収入はありがたい。あとその気色悪い
喋
 しやべ

 りかたをやめろ」

「そうだな。
官
 かん

 
僚
 りよう

 の演技も疲れる」　

　ヘロデルがネクタイと表情を
緩
 ゆる

 める。それだけで学生時代の悪友の姿に近くなる。

「そういえば、相棒のギギナ氏はどこへ？　私たちに気を遣ってくれたのか？」

「今はその
疫
 やく

 
病
 びよう

 
神
 がみ

 の話だけはやめてくれ。酒が
不
 ま

 
味
 ず

 くなる」

　
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をするヘロデルには分かるまい。ドラッケン族の家具バカは今回の収入をさっそく散財しにいった。「二十四時間どころか、気合いで二十五時間営業」が合言葉の、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 専門店、ロルカ屋に直行しているころかもしれない。

　俺のギギナ暗殺計画一三七号の握手からの
雷
 らい

 
撃
 げき

 咒式を使いたいところだ。今のところ、六五四号まで計画している。

「とにかく、ギギナと組んでいるだけで
寿
 じゆ

 
命
 みよう

 は縮まる。組んでいる俺は慈善事業に近い。あれは、近くで見ると大迫力のバカだよ」

「ガユスは変わっていないな。学生時代から口が悪く、回り道が多い」

「
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士はこんなものだ」

　酒杯を掲げる。

「ギギナは、生体系でも強化系を好んで使う
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 だ。生体内部で高分子を合成し、超人的な筋力や再生能力、肉体変化を行うが、基本的には自分の体に作用させ、剣を振っていればすむ
前
 ぜん

 
衛
 えい

 だ」手は酒杯を揺らす。「俺が使う化学錬成系咒式は、時期と場面を見極めて使用せねば敵だけでなく味方も殺す。常に思考を回転させ、状況を
把
 は

 
握
 あく

 する必要がある。会話も思考もこうなるさ」

　ヘロデルが俺に構わず続ける。

「では相棒のうえに、
猊
 げい

 
下
 か

 のおもりは二重に大変だったろう」

「まったくだ。悪魔の尻でも
拭
 ふ

 いているほうが気楽だ」俺はヘロデルを眺める。「逆に言うと、いつもあの人物の相手をしているヘロデルに頭が下がるよ」

「どちらも苦労しているな」

　俺とヘロデルが同時に苦笑し、同時に杯に口をつけた。

　思いついて、俺が左
肘
 ひじ

 で旧友の胸を突くと、ヘロデルが口に含んでいた酒を
鼻
 び

 
孔
 こう

 から噴出。激しく
咽
 むせ

 る。

「なに、をする？」

「意味はない。学生時代によくやった
悪
 いた

 
戯
 ずら

 だと思い出しただけだ」

「ガユス、礼儀という言葉の
噂
 うわさ

 を知っているか？　あれは実在するらしいぞ？」

「ヘロデルよ、そう思っても言わないのが真の礼儀だと思わないか？」

　俺の減らず口に、ヘロデルは小さく笑った。新しい酒をバーテンから受けとり、急に真顔になっていく。

「しかしその年齢で十二
階
 かい

 
梯
 てい

 の攻性咒式士とは
凄
 すご

 いな。なにをどうしたらそうなるんだ？」

「学院を去ったあとは、実戦で鍛えられた。なにより良い師匠と仲間に恵まれた。ギギナは除いておいてくれ」

　事務所の先代所長のジオルグ、ストラトス。そしてクエロの笑顔が
脳
 のう

 
裏
 り

 を
掠
 かす

 めたが、酒とともに飲みこんだ。

「それでも十二
階
 かい

 
梯
 てい

 だ。ランバルテ化学
咒
 じゆ

 
式
 しき

 研究室で
随
 ずい

 
一
 いち

 の
俊
 しゆん

 
英
 えい

 は、いまだ
錆
 さ

 びつかず、だな。俺も学部を変えず、実戦に向かうべきだったのかもしれないな」

　ヘロデルが寂しげに言って、
掌
 てのひら

 で酒杯を回した。氷が溶ける音が響いた。

「そういえば、俺を追いだしたランバルテの
爺
 じい

 さんはまだ生き腐ってやがるのか？」

「二年前、学院に寄ったときのランバルテ教授は、
痛
 つう

 
風
 ふう

 で悩んでいる以外はお元気そうだった」かつての学友が俺を横目で見た。「いまだにガユス、おまえのことを気にかけていたよ。自分の理論を破壊する最高の後継者を失い、無法者を一人生みだしてしまったと」

「だから学者一筋の世間知らずは好きになれなかったんだ。他人を試験管と同じ道具としか見られないなど、人間として最低だ」

「それでも教授は、あのときのことを後悔なされていた。大事なものは失ってから気づく、哀しみは意外と平凡なのだな、と」

　だとしても昔話は懐かしかった。自らは途中で去ってしまったといえども、ヘロデルや学友たちの進路や結婚の話を聞くと、胸の奥に
郷
 きよう

 
愁
 しゆう

 が満ちる。当時の俺がつきあっていたアーティアやメセラフもすでに結婚したそうだ。

　ヘロデルが意地悪な笑顔を作る。

「昔話といえば、二人でランバルテ教授の
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式を
解
 かい

 
析
 せき

 して作った、あの二つの化学系咒式は使っているのか？」

「正気かよ」

　俺は酒を飲む。

「あれがいくつの咒式法や条約に違反していると思っている？　そもそも戦闘に使うにしてもあの二つはあまりに危険すぎる」

「危険すぎる、ということは実際に使って試したか、組成式までは構築できたのだな？」

　ヘロデルの指摘に俺は黙りこむ。

　ひとつは去年発動して試したが、まだまだ未完成で自分が死にそうになった。もうひとつは俺の
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 と技量が足りなすぎて、試すことすらしていない。

　今の俺が
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士として充分に強力ならば、使用は可能かもしれない。

「あの二つの咒式を使用するほどの危機が、俺に訪れる日が来ないことを願うばかりだよ」

「歩く非常識だったガユスが、そんな退屈な常識を言うようになるとはね。時の流れとはおそろしいものだ」

　酒のせいかもしれないが、ヘロデルの話題は飛び跳ねている。

「俺のほうこそ、おまえの転身が意外だったよ」俺は空になった酒杯を掲げて、老バーテンにギレンテ酒を注文する。「軍人になったあとに、教会の実力者、しかも共存和平を主張する現実利益派の
領
 りよう

 
袖
 しゆう

 である、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の秘書官になるとはね」

　老バーテンからギレンテ酒を受けとりつつ、俺はヘロデルの横顔を眺める。

「あのころは、軍部の方針が正しいと思っていた。俺の愛するものを奪ったラペトデス七都市同盟を倒すことだけが、
報
 むく

 いる手段だと思っていた」

　ヘロデルが穏やかな顔で言った。

「今は違う。
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 では誰も救えない。国家や世界という単位で眺めることを、あの人の背中から受けとり、俺は変わった。俺は
猊
 げい

 
下
 か

 が指し示す道を信じている」

　熱を帯びた言葉は、酒のせいだけではないようだ。俺は聞きにくい言葉をあえて投げてみる。

「おまえは、過去を
忘
 ぼう

 
却
 きやく

 できたのか？　彼女の、シファカの死を……」

　俺の問いに、ヘロデルは答えなかった。

　今でも鮮明に思い出せる。

　遠く近く、
啓
 けい

 
示
 じ

 派教会が鳴らす鐘の音が響く。

　死者に、いつか死者になる生者に向けて。

　無表情な
雑
 ざつ

 
役
 えき

 
夫
 ふ

 が肩にかけた
綱
 つな

 が、暗い穴に下ろされていく。綱の先に
縛
 しば

 られた
棺
 ひつぎ

 が、深い墓穴に安置されていった。
上
 う

 
手
 ま

 く穴に収まらないらしく、棺が斜めになる。雑役夫が綱を操って、棺を穴の壁にぶつけ、ようやく底に収まる。

　黒い喪服に身を包んだヘロデルと俺、クァイトやマルチェロら学院の級友たちが墓穴の
傍
 かたわ

 らに立つ。肺病ぎみの
僧
 そう

 
侶
 りよ

 が、
咳
 せき

 まじりの
鎮
 ちん

 
魂
 こん

 の
祈
 き

 

禱

 とう

 を唱える。俺たちは、うなだれながら祈りに耳を傾けるだけだった。

　黒と灰色だけの
陰
 いん

 
鬱
 うつ

 な風景。棺の上に手向けられた、ヘロデルとシファカの婚約指輪の紅玉と、
薔
 ば

 
薇
 ら

 の花輪の赤だけが印象的だった。

　俺の右に立つヘロデルは、毛細血管が浮いた赤い目をしていた。未来を
誓
 ちか

 いあい、妻となるはずだったシファカが収まる棺を凝視していた。土がかけられていくときも、一時も目を
逸
 そ

 らさなかった。

　始まりは二つの国が国境線を主張したために放たれた、
威
 い

 
嚇
 かく

 射撃の低位
咒
 じゆ

 
式
 しき

 。単なる銃弾を
紡
 つむ

 ぐ咒式だった。

　しかし、流れ弾はシファカを殺した。咒式は、どちらの国のものか分からなかった。

　シファカを殺した咒式がどちらの国のものか、詳しく調査すれば分かっただろう。だが、皇国は調査の結果、不明とした。ただ、無味乾燥な
弔
 ちよう

 
電
 でん

 と、見舞金が届いただけだった。

　シファカの死に列車を乗りついで、国境のコンル州という田舎町までやってきて、俺たちは
葬
 そう

 
儀
 ぎ

 に参列した。

　棺に横たわる婚約者の
亡
 なき

 
骸
 がら

 を抱いて、
轟
 ごう

 
々
 ごう

 と泣き叫んだヘロデルは、しかし葬儀の間は一言も発しなかった。

　七都市同盟打破を叫ぶ愛国主義者たちが、葬儀に参列しようとしたが、俺や同級生が追いかえした。シファカの死を利用させないためだった。ヘロデルは無言で立っていただけだった。

　帰りの列車でも、俺の向かい側の席に座ったヘロデルは唇を引きむすんだままだった。

　
誓
 ちか

 いの言葉とともに、なにかをシファカの墓所に
埋
 まい

 
葬
 そう

 してきたかのように。

　ヘロデルは実際化学
咒
 じゅ

 
式
 しき

 学から、数法系の法政咒式学に学部を変更した。そこから軍人、しかも将校を目指して、激烈な勢いで学位を取った。

　ヘロデルはなにかをしていないと、精神が破綻しそうだったのだろう。まだ若いヘロデルには、哀しみにただ耐えるなどという選択ができなかった。また、ありえなかった。

　誰がシファカを殺したのか、答えは出ていた。自国の住人が死んで、七都市同盟を責めなかったのは、当時の龍皇国の状況からすれば
一
 いち

 
目
 もく

 
瞭
 りよう

 
然
 ぜん

 だった。

　咒式は、同盟側が放ったものだったのだ。

　当時各方面に問題や紛争の火種を抱えていた龍皇国は、七都市同盟まで敵にするわけにはいかなかった。だから、七都市同盟の誤射をなかったことにした。

　ヘロデルの婚約者の死は、なんの意味もないこととして処理されたのだ。

「人間には、なにかができる」というお題目は、哀しみに直面した人間にとっては「自分はなにかができたのではないか？　これからなにかをしなければならないのではないか？」という問いを投げかける。

　個人とは世界の微少な部品にすぎない。だが、世界に直面したものは、すべてを責任として受けとめてしまう。

　誰の責任でもない、とは言いきれない。

　必ず誰かが行動し、もしくは誰かがなにかを行動しないからこそ、人の世の事象因果は
紡
 つむ

 がれる。

　理解し、感じられるがゆえに、その誰かの位置に自らを置いてしまうしかない。

　俺もそうだった。

「今でも分からないよ」

　現在のヘロデルの言葉で、現実へと戻った。

　ヘロデルの瞳が上げられ、真正面から俺を見据えた。

　瞳には自らの傷に触れられた怒りの色と、同類を眺める哀しみの色。

　そしてなにより、試すかのような質問。

「ガユスこそ、妹の、アレシエルの死を乗りこえられたのか？」

　俺にしても逃げるように学院に向かった。咒式や女やヴォックルや友人たちとのバカ騒ぎに
没
 ぼつ

 
頭
 とう

 して、根源的なものから目を
逸
 そ

 らしていた。

　いや、俺の場合はそんなものではなかった。

　思い出したくない。思い出してはいけない。

　俺とヘロデルは、互いの問いに互いに答えられなかった。

「互いに聞くべきではなかったな」

　俺は自分から話を打ちきった。

　酒だけが、二人の沈黙の
隙
 すき

 
間
 ま

 を埋めた。









　リンツホテルの十三階。七重の超強化ガラスの前に立つ人影があった。

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は、眼下に広がるエリダナの夜の街を眺めていた。

　夜空の星々よりも、夜の祝祭に浮かれ騒ぐエリダナの街を埋めつくす灯のほうが輝いている。

　モルディーンの背後には、オーディ織りの
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 、名工トールダムの
弟
 で

 
子
 し

 作の
椅
 い

 
子
 す

 や机といった、
豪
 ごう

 
奢
 しや

 な調度品が並んでいた。護衛の騎士や武官の姿はなく、枢機卿長一人だけだった。

　モルディーンの背後にあるのは、複雑な彫刻が施された飾り机。絨毯に落ちる影も複雑な模様を描いていた。黒い影が真夏の
陽
 かげ

 
炎
 ろう

 のように揺らめいた。

　平面であることに飽きたとでもいうように、影が垂直方向に
膨
 ふく

 れあがった。
蠢
 うごめ

 き成長していく影は長い触手を伸ばして、絨毯に触れた。触手とみえたのは腕であり、人間の五指が絨毯を

摑

 つか

 んだ。

　光学
迷
 めい

 
彩
 さい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で隠れていた人間が、姿を現したのだ。暗灰色の服を着た人間が、部屋の隅に
跪
 ひざまず

 いていた。

「ようやく来てくれたか」

　背後の人物を振りかえることなく、モルディーンは肩越しに言葉を投げた。

「七つ星からのご老体よりの使いは到着したかね？」

「使いは予定どおり明朝到着する。指し手たちは笛の音に踊り、
傀
 かい

 
儡
 らい

 と猟師を呼びよせた」

　押しころしたような、低い声だった。

「最大の問題はどうなっている？」モルディーンの声が響いた。「例のものを持ちだした反逆者の片割れは？」

「ああ、どうやら
生
 いけ

 
贄
 にえ

 を探して
彷徨
 さまよ

 っているらしい。さすがに故郷とは勝手が違っており、事件にまで発展しているようだ」

「おおかた襲われて反撃しているだけのことだろうが、哀れなことだ」

　声には哀感が混じっていた。

「すでに追手には分かりやすい合図を送っている。そのうち見つけるだろう」

「計画に変更はない、ということだな」

「不確定要素が多少は存在するが、充分な柔軟性を持たせられている。劇の上演は成功する。神とあの御方が我らを導いてくださる」

「不敬な言葉だ」

「君は私にはあまり敬意を払ってはくれないようだね」

　一瞬迷い、影が答えた。

「残念だが、あの御方ならともかく、おまえに払う敬意はない」

「それも道理だな」

　モルディーンが
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 めいた苦笑を
漏
 も

 らす。人影がなにかを言おうとしたが、光学迷彩咒式を発動。部屋の隅の闇に沈んでいく。

　
樫
 かし

 の大扉を叩く音が響き、モルディーンが入室を許可する。

　扉を開けて入室してきた私服の咒式騎士が、一礼をして室内を見回す。

「どうしたね？」

　背後を見ることなく、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が問いかける。騎士は室内に探査
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放ち、首を振る。

「いえ、なにか話し声が聞こえたものですから」

「
独
 ひと

 り
言
 ごと

 だよ。夜のエリダナに合いそうな詩を口ずさんでいただけだ」

「それは失礼をいたしました」騎士が直立不動の姿勢をとる。「では、全室異状ありません。明日の大事のために、今日は早めにお休みくださいませ」

　分かっているとばかりに手を振って、枢機卿長は騎士を下がらせる。

「異状なし、か。リンツの警備も
噂
 うわさ

 ほどではなく、オージェス王家の咒式騎士も質が下がったものだ」モルディーンの口元に苦笑が浮かぶ。「しかし、あのものが相手であれば、腕利き程度の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士では手も足も出ないのが道理だろうね」

　モルディーンは一人で結論づけた。思いついたように、両手を広げた。

「さて、劇は開演した。書き換えた脚本は、また誰かが書き換えてきた。どこの誰が最後の幕を下ろし、観客の
万
 ばん

 
雷
 らい

 の拍手を受けることになろう？」

　まるで舞台劇の
台詞
 せりふ

 を読みあげているような、
朗
 ろう

 
々
 ろう

 とした響きだった。眼下のエリダナに問いかけるように、声が続く。

「物質の構成要素が粒子でも波でもあるという発見により、古典物理学における、事象の完全予測は
崩
 ほう

 
壊
 かい

 した。神であろうと予測と決定をなしえないからこそ、この劇は、人生は楽しいものになる」

　自らの台詞と声が気に入らなかったのか、
顎
 あご

 の下に右手をあてて、枢機卿長は瞳を閉じる。「違うな、いやこちらのほうがいいだろう」とつぶやきつつ眼が見開かれた。

〝我らは絶叫し問いつづける

　誰かが美しい至銀の短剣を

　私の胸の奥に座す心臓に飾るまでは

　教えてくれ

　その真実の虚偽と
薔
 ば

 
薇
 ら

 を〟

　誰にも聞かれない言葉は、室内に落ちて消えた。

「ジグムントの無意味に奥深そうな詩は、こういうときに使うと
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 が出る」

　自らの一人芝居にも、彼はとくに感慨もなく
欠伸
 あくび

 をした。

　窓の外、眼下に広がるエリダナの光景をあとに、寝室へと向かっていった。









「というわけで、だ」

　俺は酒杯を傾けて、酒を
喉
 のど

 に流しこむ。

　胃の底でアルコールが熱く燃える。

「
解
 げ

 
熱
 ねつ

 
剤
 ざい

 には非ステロイド
抗
 こう

 
炎
 えん

 
症
 しよう

 
剤
 ざい

 とアセトアミノフェン系があるが、より副作用の少ないのは後者だ。解熱剤は、炎症による体温上昇で
延
 えん

 
髄
 ずい

 を刺激するプロスタグランディンという物質の合成を抑えるのだが、アセトアミノフェンは限定的に脳だけに働き抗炎症剤は患部に働く」俺はヘロデルに解説を続ける。「抗炎症剤がプロスタグランディンを抑えると、不快な熱や痛みも抑えるが、正常な炎症も抑えられてしまう。無理に抑えると最終的には完治も遅れる。アセトアミノフェンだけにし、非ステロイド抗炎症剤は必要最低限として使うほうがいいね、ってあれ？」

　隣に座っているはずのヘロデルの姿が、分子ひとつすら残さず消えていた。

　記憶をたどると、ヘロデルは携帯で呼びだされ、明日の護衛計画について、関係者の話しあいがあると言って去っていった。よく考えなくても俺も関係者のはずだけど、数に入っていないのか？　まぁいいか。

　俺は冷えたダイクン酒か、舌を刺すギレンテ酒かが胃の底で燃えていれば満足だ。支払いもヘロデル持ちなので、なお満足だ。ギギナも視界にいないので満点だ。

　だがしかし、幻覚が見えた。店内への階段を降りてくる、銀の髪と瞳を持つ悪夢が見えた。

　学生時代に試した幻覚剤が、今ごろになって副作用を起こしたのだろうか。

「ここにいるとは思ったが、仕事中に酔ってどうする」ギギナの幻覚が歩いてくる。「ドラッケン族の『酒杯を傾けながら、剣は振れない』というありがたい言葉を貴様に教えてやったはずだが？」

　悪夢が
喋
 しやべ

 る。いかにもギギナが言いそうな
胸
 むな

 
糞
 くそ

 悪い
台詞
 せりふ

 だ。ここは
毒
 どく

 
思
 し

 
念
 ねん

 
波
 は

 で消さねばならない。

「消えろ悪夢め。ぴぴぴー、おまけにぴぴぴー」

「私の許可もなく壊れるな。帰るぞガユス」

　実体化した悪夢が手を伸ばし、俺の
襟
 えり

 
首
 くび

 を

摑

 つか

 む。次の瞬間には空中に浮いていた。俺は両手で空気を摑
 んで、ギギナに差しだす。

「うふん、ギギナさんお久しぶりですますね。ほーらお兄さん、空気あるよ空気が。採れたてぴちぴちの本場の新鮮空気を、今なら三割増量で売り殺すよ」

　酔っているのか、ギギナをおちょくりたいのか、
麻
 ま

 
痺
 ひ

 した脳内
言
 げん

 
語
 ご

 
野
 や

 では分からない。

　ギギナの
美
 び

 
貌
 ぼう

 に
呆
 あき

 れの色が射し、腕を振る。俺はギギナの肩に
担
 かつ

 がれていた。
零
 こぼ

 れそうになる酒杯がもったいない。急いで口をつけて飲み干し、横に立っていた老バーテンに渡す。

　
美
 う

 
味
 ま

 い酒のお礼に、俺は持っていた空気を差しだす。老バーテンは
恭
 うやうや

 しく両手で受けとった。

「無料でいただくわけにはいきませんので、店に取り置きしておきます」

「うん、カウンターに置いておいて。次に来るときに吸うよ」

　死病の発作のように、俺はギギナの肩の上で笑っていた。卓と
酔
 すい

 
漢
 かん

 の間を抜けて、出口に続く階段の前でギギナの歩みが止まる。

　ギギナは後ろを振りかえった。

「主人よ、この店の酒を収めた棚は、目利きの私が見ても素晴らしい。
椅
 い

 
子
 す

 たちも、客商売ゆえか、優しい顔つきとともに
魅
 み

 
惑
 わく

 的な
肢
 し

 
体
 たい

 を見せている。末永く大事にしてやってくれ」

「ありがとうございます」

「ただ、いくら彼女たちでも毎日働きづめでは持たない。たまには休みをとらせ、海や史跡に連れていって、彼女たちの精神状態にも気を配るべきだな」

　老バーテンは
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をしたいのを、職業意識で抑えて、なんとかうなずいた。酔っぱらいの俺の
妄
 もう

 
言
 げん

 はともかく、
素面
 しらふ

 で病的なギギナの妄言に対してまでは余裕で返せないようだった。

「ギギナが電波で俺も電波。はっ、これは新しい電子戦だ！　卵を隠せ、ゆで卵になるぞ。
生
 せい

 
殖
 しよく

 
器
 き

 も隠せ、不妊症になるぞ！」

　俺はさらに
断
 だん

 
末
 まつ

 
魔
 ま

 の
痙
 けい

 
攣
 れん

 のように笑いながら、ギギナに運ばれてバーを辞した。









　地下の酒場から地上に出て、ギギナに下ろされる。相棒に肩を貸されて、酔った俺が歩く。

　エリダナの夜は、まだまだ冷えていた。

　見上げれば、夜空には星が出ていた。遠くからは祝祭の
喧
 けん

 
騒
 そう

 がかすかに届く。

　ビルの谷底では人通りが絶えていた。さすがにこの時間、こんな裏通りには人も通らない。まるでマリマル
海
 かい

 
溝
 こう

 の底にいるようだった。行ったことはないが。

　歩道の
石
 いし

 
畳
 だたみ

 の上を二人で進んでいく。

　身長一八三センチメルトルはある俺より、ギギナのほうが頭半分高い一九四センチメルトルもありやがるので、合わない二人三脚となる。

「ギギナの低能、戦闘
偏
 へん

 
執
 しつ

 狂。誰か固くて鋭くて猛毒が塗ってあるものを持ってきて」唇からは普段は言えない素直な悪口が
漏
 も

 れていく。「いつも稼ぎを超えて使いやがって。家計の苦しさを理解しろ、って俺は主婦か？　いえいえ
滅
 めつ

 
相
 そう

 もない。あたしゃ、通りすがりのギギナ絶対反対根絶壊滅絶滅主義者です」

　ギギナへの悪口は、俺の権利で義務だったようだ。しかしいつも以上に大量に言えるのは、酒のせいで舌が滑らかになっているのだろう。

「ギギナが俺を拾わなかったら、俺は平凡な貴族の三男として生きていたはずだ」
反
 へ

 
吐
 ど

 と同じで、一度出たら途中では止められない。「今ごろは学院の助手か研究員、もしくは地道な職業について、かわい～奥さんと奥さん似の娘と、俺に似ているいい息子に囲まれて、しあわせ～に生きているはずなんだ。きっとそうだ」

　見上げたギギナの横顔は、俺の言葉を拒絶していた。

「最初の
妄
 もう

 
想
 そう

 は分からないでもない。だが、おまえが私と会ったときには、すでに
学
 がく

 
徒
 と

 としての道はなかっただろうが。ついでに家庭が似合う男ではあるまい」

　それでも俺はひたすら
罵
 ば

 
詈
 り

 
雑
 ぞう

 
言
 ごん

 を並べていた。ギギナは酔っぱらいを相手にするのがめんどくさいらしく、無視してくれた。

　ビルの角まで来て、ギギナの足が止まる。

「ガユスよ、本当に酔っているのか？」

「いや。酔った演技で言ったほうが、ギギナも怒らないと思って」

　俺の合理的な意見に、ギギナの
美
 び

 
貌
 ぼう

 が
歪
 ゆが

 む。

「では続けろ」

「は？」

「続けるがいい。私に言いたいことがあれば言え」

　異常な寛大さに、俺の脳内の
酒
 しゆ

 
精
 せい

 がいくらかは飛んだ。

「私と貴様は、ジオルグの遺志と事務所を継いだ相棒だ。腹を割って話すことがなかったが、今夜を機会とするのもいいだろう」

　銀の瞳が空を見上げていた。いつの間にか空は薄曇りとなっていた。

　このギギナが改心して話しあうことなどありえない。

　ギギナは邪悪にして、邪悪なのがギギナということは、熱力学第一および第二法則なみに確実である。俺学会で科学的に証明されている物理法則だ。

　そういえば、ギギナの母は正統ドラッケン二十二氏族の出だそうだが、父は普通の巡回商人だったそうだ。詳しくは本人が語らない。ギギナと過去を語らいあうような友情や度胸が地上人類にはない。俺にもない。

　ドラッケン族であることに
過
 か

 
剰
 じよう

 なまでの誇りを持つが、純血ではない。その事実が攻撃的で冷笑的という、ギギナの人格を作りあげているのだろう。俺にとっては迷惑な話だ。

　論理的な推理が俺の背筋に恐怖を呼ぶ。

「ギギナが
譲
 じよう

 
歩
 ほ

 するということは、てめえまたバカ高い
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 か家具を買いやがったな!?
 」

　俺の指摘に、ギギナが
亜
 あ

 
音
 おん

 
速
 そく

 で顔を
逸
 そ

 らした。

「図書館で借りた『動物を
躾
 しつけ

 る一〇〇の方法』に、たまには飼育する動物に話しかけてみるといいとあったからな。これでも貴様の精神状態を考えている」

　俺がギギナと組んでいる理由は、もはや分からない。剣や咒式の腕などどうでもいい。二人で夜のエリダナへと歩きだす。

「俺はおまえが嫌いだ」

「素晴らしく気が合うな。私も貴様が嫌いだ」

　ギギナが皮肉な笑みを唇に貼りつけた。俺も鼻先で笑った。しかし、実際のところ、笑うしかないだろう。

「ギギナがなんのために生きているのか分からん」

「理由などという
戯
 たわ

 
言
 ごと

 を必要とするのは、貴様のような弱者だけだ。残念でもないが、私は理由など必要しない」

　ギギナの放った言語の矢が俺の胸を刺し
貫
 つらぬ

 く。おそらく、俺の本質を
衝
 つ

 いているからだろう。いつも直線でしか話さないこの男の横にいると、自らを試される気分になる。

「帰るか」

「リンツホテルの護衛に戻りたくないし、事務所も遠い」

　周囲を見回して、目立つ場所を探す。店主マイートの意味なく巨大な笑顔の看板が見えた。マイート菓子店の角、橋の手前に立っていた。ということは、俺たちはウェラ通りの端にいる。

頭のなかで地図を展開する。

「近くにある隠れ家のひとつに向かって、朝を待ったほうがいいだろう」

　人も車も絶えたアスファルトの道を進む。ギギナの足が止まる。俺の歩みも止まる。

　視線の先、水路と道路の橋の上に、わだかまる黒い影があった。

　無責任な
噂
 うわさ

 のように、影よりなお暗い闇を全身にまとっていた。
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の髪は腰まで届く長さで、横顔は白い
陶
 とう

 
磁
 じ

 
器
 き

 。

　緑の瞳は
燐
 りん

 
光
 こう

 を放ち、自らの足元を眺めていた。

　女の足元では黒々とした液体が流れていた。夜のためにタールのように見えたが、鼻先には血臭が届く。

　警備会社の制服姿の男が、アスファルトに転がっていた。手に握っている
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 は、なかばから折れていた。周囲には
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 の
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が散乱している。

　男は、腹部から小腸や
肝
 かん

 
臓
 ぞう

 とともに血液をアスファルトに
零
 こぼ

 していたのだ。赤毛に
眼
 め

 
鏡
 がね

 の男の目は、恐怖に見開かれていた。

　死体を見つめている女の眼には、緑の
燐
 りん

 
光
 こう

 が燃えさかっていた。

「また間違エた、のカ？　ドうモ見分けガつかヌ」女の左手には紙が握られていた。「でハなぜコのモノは我に襲いカかっテきた？」

　舌足らずというか、舌が絡まっているような
喋
 しやべ

 りかただった。

　俺は一歩足を引いた。ギギナも無音で一歩下がった。女の緑の
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が動き、俺とギギナの姿を捉えた。




[image: ]




「
汝
 なんじ

 が、汝らガ我が愛しの背の君を殺したノかえ？」

　
噂
 うわさ

 どおりの言葉だった。純粋な悲哀と哀切が含まれた声なのだが、平坦な表情は変わらない。まるで表情筋の動かしかたを知らないかのように。

　女の目が手に握る紙と、俺たちの顔を見比べる。

「つイに見つケた！」

　女の瞳を見た瞬間、背筋に落雷のように強烈な
怖
 おぞ

 
気
 け

 が走り、酔いが一気に完全消失した。噂以上にこいつは危険だ。

　大気に殺意と敵意が
膨
 ふく

 れあがる。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 になる以前の
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 の放射が、物理的圧力となっていた。

「こいつは噂の咒式士殺しだっ！」

　俺の叫びとともに、ギギナが走りだす。
柄
 え

 を抜いて、背中の
鞘
 さや

 に連結。柄と刃の結合円盤が回転し、固定
軸
 じく

 を打ちこんでさらに回転、完全固定。生まれた
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーを引きぬき、地を
蹴
 け

 って突進。俺も断罪者ヨルガを
抜
 ばつ

 
刀
 とう

 して、突進していた。

　黒い女は
無
 む

 
造
 ぞう

 
作
 さ

 に右足を進め、アスファルトを踏み割る。俺たちは、左右から二人同時に
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を叩きこむ。

　二条の銀光は、
甲
 かん

 
高
 だか

 い音を立てた。

　女は左右からの剣に対し、それぞれの腕で受けとめてみせたのだ。ギギナの刃、主力咒式戦車の正面装甲以外はすべて切断できる、
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 の筋力強化された一撃が静止していた。女の左手の五指で握って止められ、
掌
 てのひら

 を浅く傷つけただけだった。

　俺の刃は上腕に命中したが、
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の袖を一ミリメルトルたりとも切れなかった。構わず、俺の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 からは
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が跳ねる。

　斬撃と同時に化学錬成系第二階位〈
矢髑
 ビ・ネ

 〉を叩きこむ。合成されたｄ─ツボクラリンは、アルカロイド系毒物で、致死量は体重一キログラムルあたり六四〇マイクログラムル。アルカロイド系毒は、神経伝達物質であるアセチルコリンと
拮
 きつ

 
抗
 こう

 して受容体を占拠し、筋肉への伝達を
遮
 しや

 
断
 だん

 。呼吸困難から
痙
 けい

 
攣
 れん

 を起こさせ、急速に
窒
 ちつ

 
息
 そく

 死させる。

　が、魔女の呼吸は乱れないし、震えも起こらない。右手に
嵌
 はま

 る指輪が奇妙に印象的だった。

　銀の輪に
螺
 ら

 
鈿
 でん

 彫りが施されており、紅の宝石が嵌っていた。俺の心を騒がせる怪しい
緋
 ひ

 
色
 いろ

 だった。

　女が
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうに
喉
 のど

 を鳴らし、手首を
捻
 ひね

 った。視界が反転。夜空、アスファルト、
石
 いし

 
畳
 だたみ

 と見えたということは、俺は吹き飛ばされていた。

　立て看板を破壊しつつ、壁に激突。受身をとったのだが、
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 まで
軋
 きし

 んで肺から呼吸が
漏
 も

 れる。反動で壁から離れ、左膝をつく。マイート菓子店の立て看板が完全に破壊されていた。

　同じように飛ばされ、受身を取ってアスファルトに転がったギギナが見えた。だがすぐには立てず、四足獣の姿勢のままだった。

　女は追撃もせず、ただ夜の路上に
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と立っていた。

　恐るべき
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士が、眼前に立っていた。女は重力系の攻性咒式士だった。

　数ある
咒
 じゆ

 
式
 しき

 系統のなかでも、質量と重力を操る重力系咒式の使い手は極端に少なく、重力系咒式士は
稀
 け

 
有
 う

 な存在となっている。

　今の一撃は、肉体や武具の質量を見せかけ上で増大させた威力だった。そうでなければ、肉体組成を変えて二〇〇キログラムル以上あるギギナを、手首の
捻
 ひね

 りだけで吹き飛ばすことなどできない。同時に俺の毒を寄せつけないのは、生体系咒式の使い手でもある証明だ。

　俺とギギナは立ち上がり、女と
対
 たい

 
峙
 じ

 する。

　力の特性は単純で距離に反比例する。それゆえに近接戦闘では生体系より
厄
 やつ

 
介
 かい

 な相手の場合もある。

　恐ろしいのは、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 も使わずに咒式を発動できるのは、十三
階
 かい

 
梯
 てい

 か、さらに上の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士。もしくは特異体質のものだけだという事実だ。

　女は俺たちではなく、自らの
掌
 てのひら

 や上腕の傷を眺めていた。

「こノ刃、コの
咒
 まじな

 いの波長」

　冷厳な大理石のような顔に、初めて感情の
波
 は

 
紋
 もん

 が広がる。

「間違いナい、
仇
 かたき

 を見ツけた！」

　
轟
 ごう

 っ！

　
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な殺気が物質的圧力となり、夜風となった。気弱な人間なら、心臓が止まるほどの殺気だった。

「どこの誰の仇だ？」

　路上から身を起こしつつ、ギギナの問いが放たれた。

　俺たちには心当たりがありすぎた。ギギナはたしか軍隊経験者だ。そしてギギナも俺も攻性咒式士として、賞金首を狩り、後ろ暗い仕事で何人も
殺
 あや

 めてきた。誇れる理由などないことのほうが圧倒的に多い。俺たち二人を仇とするものも、また数多い。

「どこノ誰、だと？　
汝
 なんじ

 らはそレすら知らずに殺しタと！」

　女は一歩進んだ。

「我ノ名はウルズの＃
 ド※ォルク。我ガ愛しノ背の君、誇リ高きエ※ンギ＃
 ドの仇をトるべくこコまデやっテきタ！」

　女が進む。俺の知らない異国の発音のために、なにを言っているか分からない。皇国表記文字に無理にでも変換すれば、女自身の名はニドヴォルクかイィドヴォルク。俺たちが殺した人間はエニンギルゥドかウェニンシィエグドだろうか？

　ギギナが四足歩行のまま進み、下からの
一
 いつ

 
閃
 せん

 。ニドヴォルクと名乗った女は素手で刃を払い、
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの一撃を返す。

　巨大な刃を盾にして、ギギナが受ける。刃ごと後方に吹き飛ばされた。

　歩道の
欄
 らん

 
干
 かん

 を越え、ギギナは下の道路へと落下していった。俺も後方へ走り、
手
 て

 
摺
 すり

 を越えて跳躍。

　下の道路に着地し、すぐに転がって体全体に衝撃を分散。頰
 に触れたアスファルトの冷たさを一瞬だけ感じ、回転。上を向くと、視界全面に広がる黒い髪と
外
 がい

 
套
 とう

 のはためき、靴の裏。さらに転がって逃れると、俺が寸前までいた大地を女の左足が
穿
 せん

 
孔
 こう

 。足首まで埋まった左足を
軸
 じく

 に、右の
踵
 かかと

 が下ろされる。

　
破
 は

 
砕
 さい

 
音
 おん

 。アスファルトの破片を浴びながら、俺は回転から起き上がる。

　先に落下していたギギナが、俺の横に並ぶ。

　静かな夜に、運河の流れの速い水音だけが響く。運河に隣接した道路で、俺たちとニドヴォルクの二回戦が開始された。

　ギギナは横手に飛び、川辺に路上駐車されている車に着地。
蹴
 け

 りつけた反動で低空
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。下段からニドヴォルグの
眉
 み

 
間
 けん

 へと跳ね上がる刃の筋。

　魔女の左手が刃を受けながし、右手が突きだされる。ギギナは瞬間的に横に跳ねた。ニドヴォルクの右手が示す先は、路上駐車された車。

　銀色の車体が波打ち、
轟
 ごう

 
音
 おん

 とともに一瞬にして
圧
 あつ

 
壊
 かい

 した。ガラスが砕け、金属の骨格が圧縮されたと分かったのは、あとからだった。

　道路標識に

摑

 つか

 まっているギギナの下で、車であった物体は、数分の一の大きさの
塊
 かたまり

 になっていた。

　まるで巨人の手に握りつぶされたかのように圧縮された車が爆発。
紅
 ぐ

 

蓮

 れん

 の炎を巻きあげる。魔女が左手を振る。

「重力
力
 りき

 
場
 ば

 系第五階位〈
轟重冥黒孔濤
 ベヘ・モー

 〉か！」

　俺の叫びの前にギギナが飛翔。摑
 まっていた道路標識が一瞬で破壊。ギギナがアスファルトに着地。跳ねた次の瞬間、アスファルトが
陥
 かん

 
没
 ぼつ

 した。

　ギギナを追って次々と放たれる重力波が、アスファルトを、道路の壁を、金属の
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 

栅

 さく

 を、紙細工のように千切り、
圧
 あつ

 
搾
 さく

 し、
崩
 ほう

 
壊
 かい

 させていく。

　
掩
 えん

 
護
 ご

 をしたいが、俺も不可視の破壊力から逃れるのに必死だった。

〈
轟重冥黒孔濤
 ベヘ・モー

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 によって発生した重力の波は、中性子星にある重力のような破壊力を発揮する。

　重力場は時空の曲率で表せられ、時空そのものが
歪
 ゆが

 められているとされる。つまり重力の攻撃は見えず、あらゆる防壁を貫通するので防御手段が存在しない。このおそるべき咒式の使い手を、俺は今の今まで現実に見たことがなかった。

　降りそそぐ石壁の破片を
潜
 くぐ

 り、
紡
 つむ

 いだ〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を放つ。轟音。白煙のなかに人影。爆裂が魔女を襲うもたいして効果がない、のは分かっている。

　爆風に腕を掲げるだけで防いだ魔女の眼前へ、ギギナに間合いを詰めさせる時間稼ぎだ。

　煙幕を切り裂いて、ギギナが刃を放つ。胴体を
薙
 な

 ぎはらう一撃は、魔女の左腕による防御の寸前で停止。刃の軌道を変化させ、下段攻撃へ。

　急降下攻撃は、ニドヴォルクが超反射で放った蹴りで弾かれる。体勢を崩してアスファルトに手をつくギギナの頭部へ、五指をそろえた
貫
 ぬき

 
手
 て

 が迫る。

　だが、ギギナの体勢の崩れは、敵の防御を空けさせて俺の咒式の道を作るための誘い。

　
迸
 ほとばし

 る液体が、ギギナの頭上を激流となり
瀑
 ばく

 
布
 ふ

 となり駆けぬける。攻撃動作中のニドヴォルクに激突し、弾き飛ばす。

　激流で魔女は石壁に叩きつけられ、液体が弾ける。猛烈な白煙と酸化反応による刺激臭が満ち、ようやく落下した
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が硬質の音を立てる。

　俺が放った化学錬成系第三階位〈
皇瑞灼流
 フォーカロル

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 によって生成されたのは、クロロ硫酸や過塩素酸。
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 した強酸の
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 は、生物を溶解させる。ギギナの刃しか受けつけなかった相手でも、強酸は防げまい。

　夜の川辺に、
濛
 もう

 
々
 もう

 とあがる白煙。

「ガユ、」

「黙っていろ相棒」

　俺は咒式を
紡
 つむ

 いで待機する。今手持ちにある低位から中位の
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 や装備ではニドヴォルクを殺すことは不可能だ。

「このような」

　白煙を押しのけて、靴に包まれた足が見えた。

「こノよウな
咒
 まじな

 いを使うトは、どコまで
愚
 ぐ

 
弄
 ろう

 すル気かっ！」

　怒声とともに、不可視の重力波が放たれた。背後にあった壁が
圧
 あつ

 
搾
 さく

 。俺は転がって逃げていた。回転の終わりでギギナが拾い、後退。

　魔女の闇色の服や髪が蒸気をあげているが、ほとんど溶解していない。ニドヴォルクの体や服が、いったいどんな物質で組成されているのか分からない。

「
退
 ひ

 くぞ！」

　俺は紡いでいた〈
光閃
 コヴァ

 〉を発動。いわゆるマグネシウム粉と硝酸ナトリウムをポリエステルレジンで固めたものが燃焼し、六十万カンデラルという光量の小太陽を生みだした。

　照明弾の原理でもある光量は、夜を昼に変えた。









　一瞬ののちにニドヴォルクの目が
暗
 あん

 
順
 じゆん

 
応
 のう

 を完了し、視力を取りもどした。

　二人の咒い使いの姿は、すでに路上から消えていた。周囲を注意して見回すと、運河に続くアスファルトが濡れていた。水面には波紋があった。

　降りてきた上の道路からは、人々の声が遠く聞こえた。

　相手は頭が多少は回るらしい、とニドヴォルクは結論づけざるを得なかった。

　逃走時に背後から重力波で殺されるのを避けるために、最初は逃げなかった。しかし彼女を倒す手段がないと分かると、即座に退却を決断した。

「よク組みたてラれている」

　相手の咒いは攻撃だけではなく、裏の意味があった。音が大きな爆裂で人を呼び、時間稼ぎのために
煙
 えん

 
幕
 まく

 代わりの強酸、最後に
閃
 せん

 
光
 こう

 で目くらましをし、駄目押しに臭いで追跡されないように運河の流れに飛びこんだ。

　地元である地の利を使い、すべてが計算された鮮やかな引き際だった。

　自らがいくら強かろうと、彼女の夫、あのエニンギルゥドを殺した使い手たちだということを忘れてはならなかった。

　周囲の建物を見上げる。窓には
物
 もの

 
見
 み

 
高
 だか

 い顔が
散
 さん

 
見
 けん

 された。人々の足音も近づいている。

　
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 のまま、近づくすべての生命を殺しつくすことも、彼女は考えた。

　だが、自分とて無敵でも不死身でもない。軍隊など強力な
咒
 まじな

 い使いが数百人も集まれば、自らを殺せるだろう。咒い使いを軽くみるわけにはいかない。

　魔女の右手が夜風に吹かれる髪を押さえる。右の人差し指に
嵌
 はま

 った指輪が
煌
 きらめ

 く。

　彼女と夫が裏切った故郷は、追手を放っているはずだ。禁断の品を持ちだしたのは、故郷の背信を止めるためだった。夫を亡くしてもこの思いだけは貫かねばならない。追手がエリダナに到着したら、すべてが終わる。それまでに終わらせねばならない。

　なにより、これ以上の余計な被害は、自らに課した絶対の
誓
 せい

 
約
 やく

 が許さなかった。誓約を破ることは、自らの存在を否定することになる。それでは
堕
 だ

 
落
 らく

 した故郷と同じ結論に達してしまう。

　ニドヴォルクは道路を歩きはじめた。

　もっとも大事なことを思い出したのだ。

「背ノ君よ、せメて形見を迎えニいきまス」

　激情が彼女の足を速めさせた。

　踏みしめたアスファルトが、一歩ごとに割れ砕ける。やがて
亀
 き

 
裂
 れつ

 が消失した。

　ニドヴォルクは、髪と
外
 がい

 
套
 とう

 をなびかせ、夜空に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していた。星々の淡い光と遠い街灯りだけが、女の姿を照らしていた。

　
滑
 かつ

 
空
 くう

 していく魔女の姿は夜の闇に
滲
 にじ

 み、

　そして、ビルとビルの
狭
 はざ

 
間
 ま

 にある闇に消えていった。






五章　予感の朝







生きることは、殺し増えることである。



死と
生
 せい

 
殖
 しよく

 のみが、単体として
屹
 きつ

 
立
 りつ

 する
娯
 ご

 
楽
 らく

 だ。



それ以外は、前述の二つの不完全な
模
 も

 
倣
 ほう

 か、



もしくは
堕
 だ

 
落
 らく

 である。



ビルエリフ・トロノス・ラッツェン著、ジフリブ・ソラ・オロル訳



「都市本能生存概論　序文」
同
 どう

 
盟
 めい

 
暦
 れき

 〇五八年










　目覚めはじめた太陽が、日射しをエリダナの街に投げかける。陽光がビルの
輪
 りん

 
郭
 かく

 に白銀の稜線を描いても、俺とギギナは
一
 いつ

 
睡
 すい

 もしていなかった。

　ギギナが窓の前の
椅
 い

 
子
 す

 に座っていた。ギギナを眺めつつ、俺は椅子に腰を下ろし、エリュシオン紙の朝刊を広げる。

　一面には、俺が
贔
 ひい

 
屓
 き

 しているオラクルズが今期十連敗を
喫
 きつ

 した記事があった。そして「連続
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 殺人犯、現行犯
逮
 たい

 
捕
 ほ

 」の大見出しがあった。

　両方に
驚
 きよう

 
愕
 がく

 した。オラクルズの連敗記録更新も大事だが、事件のほうを先に読む。ギギナにも分かるように、声に出して読んでやる。

「三月二日未明。エリダナ市内ウェラ通りで、帰宅途中の咒式技術者ロロブ・イズカ・フェングラー氏（五十一歳）が
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式で襲われ、犯人は金品を強奪することなく逃走した」

　ギギナの目に興味を確認し、続きを読む。

「さらに咒式士戦闘があったと通報されたウェラ通りでは、咒式警備士ボハル・ウア・イルムズ氏（四十二歳）の死体が発見され、警察は緊急検問を設置した。フェングラー氏は
搬
 はん

 
送
 そう

 先の病院で午前三時十五分に死亡した」

　ギギナが耳を傾けている。

「三時半、巡回中の警察士によって逮捕されたのは、市内の高等学院に通う化学咒式学専攻の十六歳の少年。一時間後に少年と接見した弁護士は、記者会見で被疑者は
模
 も

 
倣
 ほう

 
犯
 はん

 で一連の事件とは無関係であると発表した。警察も連続殺人事件との関連性の確認を続行中で明言を避けている、だとさ」

　
喉
 のど

 の奥に絡まる言葉を吐きだした。ギギナの顔も
曇
 くも

 っていた。

「考えられるかぎり、最悪だな」

「ああ、最悪の巡りあわせだ」

「世間は犯罪者の
妄
 もう

 
言
 げん

 と思っているだろう。だが、私と貴様だけは模倣犯と別に真犯人がいることを知っている」

「昨夜、俺たちは真犯人と
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 したからな」

　俺は古臭い紙の新聞を折りたたむ。ギギナは考えこむ。

「なんにしろ、心当たりが多すぎる。しかし……」

「グィネル事件のときの相手か、それともレジーナが口封じに送ってきた暗殺者か？　もしくはジェメリクの
使
 し

 
徒
 と

 の残党か？」

　俺が関わった異国人の相手も多すぎる。ギギナがなにかを思い出そうとして、止めた。

「貴様が
喋
 しやべ

 るから、思い出せなくなったではないか」

「人のせいにするなよ」

　俺を狙ったニドヴォルクは、おそらく暗い世界の住人だろう。

　いや、もっと深い闇の底からの追手だ。

　魔女が本来の標的である俺とギギナの顔を確認した以上、これからは見間違えで他の攻性咒式士が襲われることもない。
匿
 とく

 
名
 めい

 で相手を通報しても、最近の
汚
 お

 
職
 しよく

 や
冤
 えん

 
罪
 ざい

 事件で評判を落としている警察は、事件を解決したことにしたいはずだ。

　さらには、一般警察が対抗できる相手でもない。実際、軍か警察の咒式部隊が必要なほどの力を持っていた。

　つまり、このままなら次に発見されるのは、俺と相棒の
惨
 ざん

 
殺
 さつ

 死体となる。死後に警察が連続殺人の真犯人が他にいると気づいてくれても、俺たちに意味はない。

「俺たちを追う、ニドヴォルクとやらが容易に
諦
 あきら

 めてくれるとは思えない。しばらく外出は避けたほうがいいだろう」

「残念なことに、今日もモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の護衛という仕事がある」

「頭痛がしてくるな」

「逆に考えれば、モルディーン枢機卿長の護衛を自分たちの盾とできるかもしれ……」

「おーい、ちいっと来て手伝えや」

　階下から野太い声が響いた。新聞片手に降りていくと、ロルカ屋の主人であるロルカ・クレム・バグフォットがいた。荷物を棚に積んでいるので、そろそろ開店準備をしているのだろう。

　ロルカ屋の店内を見回すと「来やがれ、破壊が大好きなろくでなしども！」や「二十四時間どころか気合いで二十五時間営業」という標語がかかっている。善意が見当たらない、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 
屋
 や

 の
鑑
 かがみ

 である。

　咒式具専門店の店内には、棚や壁、天井まで咒式具で埋めつくされている。

　棚には、ツァマト咒式化学社やオルドレイク技術連合が激しく競合する
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 が並べられている。
汎
 はん

 
用
 よう

 
口
 こう

 
径
 けい

 の第三階位咒弾は〈
爆炸吼
 アイニ

 〉があるため、よく使われる。貼り紙によると、十箱買うと、一箱はおまけでついてくるそうだ。

　ガラスの箱には、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の回転式弾倉が飾られていた。銀の彫金を施されていたのは、職人的造形で有名なアガラ工房の
傑
 けつ

 
作
 さく

 、〈レイシー五〇五型〉だった。

　棚の奥のほうにあった咒弾を見て、俺の顔に苦笑が浮かぶ。生物・化学咒式を禁止したジェルネ条約で、使用と所持が許されていないはずの
有
 ゆう

 
機
 き

 
燐
 りん

 系毒ガス咒式の専用弾があった。

　床には、咒式具店に関係ない、火薬式[image: ]
 銃まで転がっていた。

「この店はどこまで
節
 せつ

 
操
 そう

 がないんだ」

「おいガユス、こっちを手伝え」

　振りかえると、
樽
 たる

 のような体型をしたロルカが立っていた。ノルグム人特有の背の低さと、
頑
 がん

 
健
 けん

 さを示す体型だ。ロルカの丸い指は、床に安置された
棺
 ひつぎ

 を二つ重ねたほどの大きさがある巨大な木の箱を示していた。

　仕方ない。腰を
屈
 かが

 めて箱に手をかける。持ち上げようとして、重さに驚く。

「なんだこの重さは？　箱いっぱいに夢と希望が詰まっているのか？」

「ちょいと前に、
狙
 そ

 
撃
 げき

 用の光学系咒弾がかなり仕入れられたという秘密情報があってな」ロルカが得意そうな笑みを浮かべる。「そろそろエリダナでも
需
 じゆ

 
要
 よう

 があると読んで、緊急の山盛り仕入れと、掘りだし物の大盛りだ」

「この木箱いっぱいに、金属が入っているのかよ」

　手を貸す気もないロルカを横目に、俺が運ぶしかないようだ。腰に来る重さを
亀
 かめ

 の歩行速度で運び、机の上に下ろす。頑丈な木の机が、重さで
軋
 きし

 んだ。

「そういえば、運送屋は六人がかりで運んでいたな。やはり
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士は
後
 こう

 
衛
 えい

 でも力がある」とロルカが赤い髪を

搔

 か

 きながら言った。

「ギギナにやらせろよ。あいつなら片手で運んだだろうに」

「ガユスの
眼
 め

 
鏡
 がね

 が重いだけだから、がんばれ。あとおまえら、まだドブ臭いぞ」

「シャワー一回では取れないか。ロルカじじいこそ、額から
豚
 とん

 
骨
 こつ

 スープが出ているぞ」

「昨夜おまえたちに出した、夜食の隠し味を知りたいか？」

「
葬
 そう

 
式
 しき

 は、
養
 よう

 
豚
 とん

 
場
 じよう

 で出したほうがいいのか？」

　ロルカは
胴
 どう

 
間
 ま

 
声
 ごえ

 で笑いやがった。腕を掲げて自分の臭いを
嗅
 か

 ぐと、たしかにドブ臭いかもしれない。
傍
 かたわ

 らにあった
椅
 い

 
子
 す

 に、俺は腰を下ろす。徹夜の
欠伸
 あくび

 を

嚙

 か

 み殺し、周囲を見渡す。

「あいかわらずの店だな。ここにある
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 で小さな戦争くらいは起こせそうだ」

「まぁ、エリダナの街くらいなら、一回半は吹き飛ばせるだろうな」ロルカがとんでもないことを言いやがった。「だが他では言うなよ？　それでなくても咒式具屋は警察や役所に
睨
 にら

 まれているからな」

「真っ当な咒式具だけなら、問題はないよ。だが、問題がない咒式具店なら、そもそも俺やギギナは来ないけどね」

「違いない」

　ロルカが突きでた腹を抱えて笑った。警察や役所が苦情を入れれば、咒式具で吹き飛ばすくらいのことはやりかねない老人なのだ。

　俺の胸で、携帯
咒
 じゆ

 
信
 しん

 
機
 き

 が鳴る。耳を近づけると
怒
 ど

 
号
 ごう

 。

「早く出ろ、人間とプランクトンの禁断の遺伝子合成実験の結果、ろくでなしソレル！」

　市役所のサザーランの怒声だった。耳を離して、距離を調整する。

「あー、おかけになった電話番号は現在使われておりません」

「おまえのくだらない冗談につきあう時間はない！　我らが生活安全課の、証拠品保管所が襲撃された！」

「そーですか」と言いつつ、内心ではざまあみろだ。

「昨夜、保管していた竜や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の資料が奪われた。先日におまえらが倒した、火竜と黒竜の首まで奪われたのだ！　これは国家と市役所と私への挑戦である。
腐
 くさ

 れ人類至上主義者か、反咒式の狂信者どもの
仕
 し

 
業
 わざ

 だ！」

「大変ですね」

　
賞
 しよう

 
金
 きん

 をもらったあとの証拠品など、俺にとってはどうでもいい。

「倒した竜や〈異貌のものども〉の証拠品が奪われたので、
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 は
返
 へん

 
還
 かん

 してもらう。ついでに今朝見上げた空が青くて牛乳を服に
零
 こぼ

 して服が汚れたし、私の娘がまた家出して驚いて皿を割ったから、そのぶんも報酬から差し引いておく」

　市役所のサザーラン課長の叫びは
怒
 ど

 
涛
 とう

 のように続き、いきなり切れた。
生
 きつ

 
粋
 すい

 のエリダナ人というのは、
理
 り

 
不
 ふ

 
尽
 じん

 な
難
 なん

 
癖
 くせ

 をつけてくる決まりでもあるのだろうか。

　俺は
溜
 ため

 
息
 いき

 を吐いて、事務所の収支計算を脳内で下方修正しておく。

　そういえば黒字を計上した記憶が、もう思い出せない。俺が携帯を切ると、ロルカが笑っていやがった。

　ふと俺は大事なことを思い出した。
懐
 ふところ

 に手を入れて、品物を取りだす。

「ロルカ、これがなにか分からないか？」

　紙の包みを開ける。ロルカが工具を取りだし、現れた破片を先端で
摘
 つま

 む。

「なんだこれは？」

　破片は金属のような
光
 こう

 
沢
 たく

 を帯び、
芥
 け

 
子
 し

 
粒
 つぶ

 の十分の一ほどの大きさしかなかった。

「昨夜出会った魔女の体に、俺の刃は食いこむことすらできなかったが、ギギナの刃は切りつけることができた。こいつが刃から採取した、服の破片だ」

　俺は黒い破片を眺める。

「これから身元がたどれるかと思ったが、組成が
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の記録にない。ロルカなら分かるかと思ってな」

「金属の破片のようだが、見たこともない素材だな。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で合成された新素材が毎年出るから、俺にもすべては分からない」ロルカの目に真剣さが宿る。「店と契約している専門の咒式師に
分
 ぶん

 
析
 せき

 させれば分かるかもしれない」

「頼む。できれば急いでくれ」

「もちろんだ。咒式具屋らしい真剣な仕事は大歓迎するぜ」

　重々しくうなずき、ロルカは破片を
懐
 ふところ

 に入れる。ロルカが息を吐いた。

「しかし、最近は咒式を覚えたての学生が試験や
悪
 いた

 
戯
 ずら

 のために買い、実際に使いもしない収集家が増えるばかりだ」ノルグム人の小さな目が、俺を見据えた。「おまえやギギナみたいな実際に使ってくれる
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士は
馴
 な

 
染
 じ

 みばかりで、新規客は増えやしねえ」

「ロルカは、たしかゾーンターク市出身だったな」

「ああ、前に言ったとおりだ。才能がなくて売るほうに転身した」

　咒式具、とくに
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 や
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 など攻性咒式士の咒式具の産地で有名な、ゾーンターク市。そこでロルカは幼いながらに専門技術と知識を
磨
 みが

 き、少年となったときに学院試験を受けた。だが、そこで初めて自らにまったく咒式の力がないことが分かったそうだ。

　つまり、努力次第では二流の咒式具職人になれるが、一流以上にはなれないと宣告されたのだ。そこでロルカは売るほうに転身したそうだ。

「過去話は真実か？　それとも俺たちの同情を引いて売り上げを増やすための

噓

 うそ

 なのか？」

「知るか。ただ、おまえらのようなブチ殺しあいが好きな本物のクソ咒式士が俺のクソ店に来て、クソ咒式具でクソ殺しあいをすれば、売り手としてはクソ満足なのさ」

　俺は苦笑する。真実は分からないが、ロルカが
真
 しん

 
摯
 し

 に、というか
偏
 へん

 
執
 しつ

 的に咒式具を思っているのはたしかだろう。俺は続けておく。

「俺を
褒
 ほ

 めてもなにも出ねえよ。それでなくても、ロルカが次から次へとギギナに新製品の咒式具を買わせるから、事務所の収支は炎上しているのだからな」

「これはいい
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 だ」

　ギギナの声に振り向く。

「後期ダマスクス派、いやフレグンか、直系の弟子筋の品だな」

　彫像のような白い指先は、高価そうな一品ものの宝珠をつまんでいた。

「さすが戦闘大好きドラッケン族、見る目がある」

　ロルカが
揉
 も

 み
手
 て

 をせんばかりの声を出し、職人から商売人の目に変わっていた。目にはイェン通貨記号が浮かんでいる。

「そいつはゾーンタークの後期ダマスクス派である天才
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 職人、故ジュゼオ・ゾア・フレグンの手による宝珠だ。去年、死後に見つかって未完成だったのを、弟子のヒゾラスが完成させた」ロルカの目は鋭い眼差しに変わっていた。「造形は芸術的に美しいが、なにより独自の方程式を取りこんだ演算能力や、それによる各種
咒
 じゆ

 
式
 しき

 無効化力は
前
 ぜん

 
衛
 えい

 向きの逸品だ」

　ギギナは
掌
 てのひら

 に載せた紫色の宝珠と、複雑な
幾
 き

 
何
 か

 
学
 がく

 模様が描かれた台座機関を見つめている。眼差しは科学者のように
冷
 れい

 
徹
 てつ

 で、恋する青年のように熱を帯びていた。前者が打ち勝ち、ギギナが口を開く。

「本物なのか？　フレグン作といえば、弟子筋の
模
 も

 
倣
 ほう

 や習作、さらには
贋
 がん

 
作
 さく

 も多いが？」

「
偽
 にせ

 
物
 もの

 だったらいつでも返品するがいい」ロルカが職人気質の笑みを浮かべた。「だが分かるだろう？　おまえさんほどの咒式剣士なら、宝珠を構成する異端の職人の
至
 し

 
芸
 げい

 が。そして鬼才がこめた
凄
 すさ

 まじい意志がな」

　ギギナは、天才職人の意志を感じるかのように、掌の宝珠を見つめつづける。
白
 はく

 
皙
 せき

 の哲学者のような
沈
 ちん

 
思
 し

 
黙
 もつ

 
考
 こう

 が終わり、口を開く。

「買おう」

「待て、ちょっと待て」俺は全力で割って入る。「買うかどうかはこの俺、経理担当を通してからというのがこの世の正義だ。第一、そのご
大
 たい

 
層
 そう

 な宝珠の値段はいくらだ」

　ロルカとギギナが互いに互いの顔を見て、黙りやがった。ギギナの手から宝珠についた値札を奪いとり、確認……。

　暗転。

　気がつくと、俺は急性貧血で床に膝を落としていた。ギギナが俺の肩を

摑

 つか

 んで倒れるのを防いでいた。

「私への礼拝は止めておけ」

「んなわけあるかっ！　どこにそんな前兆があった！」

　問題はそこではない。

「俺が貧血を起こしたのは、あまりに巨大な金銭的衝撃を受けて、瞬間的に脳が現実拒否を起こしたからだ！　万年赤字である俺たちが、なぜに家一軒ほどの値段をしくさる咒式具を買うんだ!?
 」

「必要だからだろう？　私の宝珠はさらに交換する必要があった」

「必要だとしても、絶対に買わせるか！　買うなら俺を殺せ、さぁ殺せ！　いや俺が殺す！」

　絶叫して、俺は気づいた。

「ちょっと待って『あった』ということは？」

　ぐるりんと背後を振りかえると、ロルカが手に持った書類に熱い口づけをくりかえしていた。

「もしかして、いや言わなくていいよ？」

「うむ、ガユスが倒れていた間に、
月
 げつ

 
賦
 ぷ

 契約はすでに無事完了していた」

　手足の指の先に血液がまわらず、冷えていく。

「俺が倒れていたのはどれくらいだと思う？」

「一・一六秒から一・一七秒の範囲だ」

「その一瞬で契約？　そりゃあなた、素晴らしく手早いじゃないですか」

　泣きそうになっている俺に、ギギナは
慈
 じ

 
父
 ふ

 のような
面
 おも

 
持
 も

 ちで告げた。

「私だけでは悪いと思ってな。ついでに貴様が使うための
玩
 おも

 
具
 ちや

 も購入しておいた。喜べ」

　俺の手に、金属の
塊
 かたまり

 が押しつけられた。

　
鼻
 び

 
孔
 こう

 から長い息が吐きだされる。最後に目を閉じた。

　もう現実を見るのが
辛
 つら

 い。

　太古の時代、
貨
 か

 
幣
 へい

 経済を発明し、月賦制度を生みだした悪魔の
親
 しん

 
戚
 せき

 である人間に、
永
 えい

 
劫
 ごう

 の呪いあれ。

　いや、俺が直接出向いて
金
 かね

 
鑢
 やすり

 で削り殺し、最後に豚の
餌
 えさ

 にしてやる。









　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の護衛は昼からだから、ギギナとは、ロルカ屋の前で一度解散した。俺は俺で事務所に向かう前に、報告と準備をしなければならない。

　歩くには遠いので、電車で移動した。ドブ臭い俺は電車で周囲から不審の目を向けられた。通勤客に混じって西カルナ駅から出て、車が行き交うネレス通りの歩道を進む。

　マンションの前に到着する。玄関の前に、ジヴが立っていた。俺の姿に気づいて手を振ってきた。俺が近づくと、用意していたものを差し出してくる。

「はい、着替え」

「ありがとさん」

　礼を言って受けとると、ジヴの鼻がかわいらしく動く。

「うわ、本当にドブの臭いがする。水路に飛びこんだというのも冗談ではなかったの？」

「いや、いろいろと事情があってね」
噂
 うわさ

 の連続殺人犯に狙われているなど、ジヴを心配させるようなことは言いたくない。「ほら、ギギナってあれだろ？」

「ああ、なるほど、ギギナさん関係のせいね」

　ジヴが納得して、うなずく。悪いことはギギナのせいだと言っておけば、あとはジヴが勝手に想像してくれる。

　いや、だいたいにおいてギギナが原因であることが多いのは、たしかな事実である。

「じゃ、仕事に行ってくる」

「ダメよ。偉い人に会うお仕事でしょ？　ドブの臭いをさせたままでは行かせません！」

　ジヴに強引に手を引かれて、マンションに引き入れられる。十階のジヴの部屋に入る。

「はい、脱いで脱いで、お風呂は沸かしてあるから」

　玄関で、ジヴに上着とシャツを

剝

 は

 がされていく。

「いや、ジーンズや下着は自分で脱ぐから」

「よいではないかよいではないか」

　ジヴもなんだか楽しくなってきたようだ。俺のジーンズを

摑

 つか

 んで引っぱる。仕方ないので、俺はジヴに引っぱられるままにジーンズから足を抜く。下着を脱ぐときは、さすがに遠慮してもらった。

　浴室に入って、シャワーを手にとる。自分で自分の臭いを嗅いでみる。うーん、たしかにまだかすかにドブ臭い。

　シャワーを
捻
 ひね

 って湯を浴びる。髪を洗い、次に体を洗う。
浴
 よく

 
槽
 そう

 を見ると、すでに湯が張ってある。俺の恋人は準備がいい。浴槽に足を入れると適温。湯船に全身を沈めていく。

　熱い湯が、俺の全身を包む。ああ、気持ちいいです。

　湯から上がり、ジヴが持ってきてくれた服を手にとる。常備してある下着とジーンズに足を通し、シャツを
羽
 は

 
織
 お

 る。

　掃除と洗濯についてジヴは素晴らしく気が利く。

　髪を
拭
 ふ

 きながら部屋に戻る。湯上がりで肌が
火
 ほ

 
照
 て

 るので、素足のままだ。

　ジヴが
顎
 あご

 で示した先には、
椅
 い

 
子
 す

 。俺が座ると、ジヴが髪を乾かしてくれる。機械で温風を当てられていると気分がいい。なにがいいって、背後でジヴが動くたびに柔らかな感触が
肩
 けん

 
胛
 こう

 
骨
 こつ

 のあたりにある。

　俺はジヴの手を摑
 んで、引きよせる。

「ジヴ子さん、なんだかとってもしたいです」

「ダメですよ～だ」

　冗談を言ったあと、ジヴの顔は真剣になっていた。

「今日は午後から仕事でしょう？　徹夜のあとにそんなことしたら、途中で寝てしまうでしょう？」

「それでもいいよ」

「ダ～メ。あなたの仕事が危険なのは分かっているつもりです」

　ジヴは笑った。

「だから少しでも危険性を増やすようなことはさせられない」笑みが
翳
 かげ

 った。「ううん、本当は仕事そのものも……」

　ジヴはその先を言わなかった。言ってはいけないのだと分かっているのだ。

「すまない」ジヴの髪に手を差し入れる。問題のすり替えを起こしておく。「急な仕事でエリダナ祭に行けなくて」

「ううん、行けないのは残念だけど、大事なお仕事なんでしょ？」

「要人の観光案内など、今からでも放りだしたい。本当はジヴといたいよ」

　髪から肩へと手が動く。ジヴの体を抱きしめると、恋人の体温を感じる。俺も自分の仕事に疑問を感じている。

　ジヴの緑の瞳が、俺を見上げる。

「お仕事は昼からでしょ？　お昼ご飯は食べていく？」

「いいよ。そこらで買っていく」

「なに？　私の料理を食べたくないわけ？」

「いやその……」おれは善後策を練る。結論。「二人で作ろう」









　台所に二人で並んで料理を作ることになった。

　背景音楽として、ルル・リューの陽気な歌声が響く。ジヴが包丁を握り、人参や
玉
 たま

 
葱
 ねぎ

 をルル・リューの曲の鼻歌に合わせて切っていく。俺が材料を受けとって、
炒
 いた

 めたり煮たりしていく。

　正直に判定すれば、一人暮らしと料理を始めたのが同じジヴと、小さいときからソレル家の台所を預かっていた俺とでは年季が違う。

　ジヴに見つからないように、俺は二日前に冷蔵庫に入れておいた材料を取りだす。

　隣では、ジヴが
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 した
鍋
 なべ

 に材料を入れ、煮こんでいくのに必死だった。周囲を見る余裕などないらしい。よしよし。

「あとは待つだけね」

　ジヴが火台の前で腰に手を当てる。俺は
匙
 さじ

 を出して、鍋のスープに突っこむ。中身を少しだけ
掬
 すく

 って、熱いスープを吹いて冷ます。

「はい、ジヴ。あーん」

「つまみ食いはいけないんですよ？」

　笑いつつもジヴが口を開く。舌先で味わい、考えこむ。

「う～ん、ちょっと塩と
胡
 こ

 
椒
 しよう

 が足りないかな？」

　ジヴが背を伸ばして、調味料の棚から塩と胡椒の
瓶
 びん

 を取る。鍋の上で瓶の
蓋
 ふた

 を回し、適量の塩と胡椒が黄金色のスープに落ちる。満足したようにジヴが大匙で混ぜる。今度は自分で匙を入れて、味見をする。

「うん、これでよし」

　料理が苦手な人の特徴のひとつは、味見や調整をしないことだと俺は思う。目分量で作っても、途中で味見しつつ調整していけばだいたいなんとか料理になる。指摘すると傷つけるので、自分で気づいてもらうことが大事だ。

「はいできました～」

　応接間の机に、二人で作った料理を並べていく。
仔
 こ

 
牛
 うし

 肉のリップル
香
 こう

 
草
 そう

 包み焼き、北海
[image: ]

 たら

 のジンバラ風味、竹の子と人参と
芋
 いも

 の田舎煮、野菜盛りあわせナラカントソース
和
 あ

 え、飲み物は牛乳に
夏
 なつ

 
蜜
 み

 
柑
 かん

 のジュース。そしてジヴの
南
 かぼ

 
瓜
 ちや

 のスープ、ついでに俺のびっくり料理だ。

　部屋の壁に掲げられた立体光学映像では、報道番組をやっていた。モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 と議員が会談していた。

　背後にツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の地図があり、聖地が大きく拡大されていた。相手が質問を続ける。

「では
猊
 げい

 
下
 か

 は戦争反対主義者であると？」

「いえ、必要とあらば戦争も
厭
 いと

 いません。しかし現在の国家間関係は絡みあい、可能ならば関係両国が勝利できる程度の合理性が求められています。次に、政治や外交、経済の失敗として軍事行動が必要とされるだけのことです」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「しかし聖地紛争においては断固として徹底抗戦を叫ぶべきでは？　それが愛国心ではないでしょうか？」

「もちろん敗北が分かっていようと戦わねばならないときがあります。しかし、さすがに現在の
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 はそこまで追いつめられるほど間抜けではありません。そうならないようにすることが、国政に関わるものの勤めですね。コンル事件の悲劇は、そういったことを忘れたものたちの、意味のない
威
 い

 
嚇
 かく

 から起こったことです」

「それでも愛国者としては、決然として引いてはならないと思います」

「有名な言葉に、愛国心は悪党が最後に逃げこむ場所だとあります。しかし……」

　モルディーン枢機卿長が薄く笑う。

「最近では、どうやら愛国心は悪党が最初に逃げこむ場所になっているようですね」

　モルディーン枢機卿長の言葉に、質問相手が口を引きむすぶ。議論の格が違った。

　ジヴが最後の一品を持って戻ってきた。どうでもいい映像を消して、二人で並んで座る。共同作業の料理を食べていく。ジヴが
匙
 さじ

 でスープを飲む。

「やった、これは
美
 お

 
味
 い

 しい」

「うん、さすがジヴ」俺も食べて叫ぶ。「驚いたことに、この物体は人類にも食べられますよ！」

「未知の星の物体を食べたような驚き方が腹立つ！」

　ジヴに怒られるが、そのうち笑いになる。二人でもしゃもしゃと食べていく。

「これなに？　こっちはすごく香りがいいけど、これは材料すら分からないし、味がない」

「それらは東方のヒナギという国の料理だよ。そちらは〈ミソスープ〉、こちらは〈トーフ〉って言うらしい。両方、大豆からできていてカロリーが低いから減量にいいよ。トーフには、こちらの〈ショーユ〉というソースや
葱
 ねぎ

 をかけて食べるといい」

　白い直方体にソースや葱、薬味をかけてやる。ジヴが匙で
豆
 とう

 
腐
 ふ

 を
掬
 すく

 い、口に運ぶ。

「ん、これだといけるわね」美味しさと減量効果に引かれたのか、ジヴの匙は豆腐と口を往復する。「で、なんで東方の料理をガユスが知っているわけ？」

「昔、旅をしていてね。旅の相棒になったのは、東方より流れてきた曲刀の剣士だった。そいつに東方のことを教わったんだよ」

　俺の話に耳を傾けているジヴは、一心不乱に食べている。

「東方は領主たちが
覇
 は

 を競った戦乱が統一され、ヒナギという軍事国家になった。曲刀や独特の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を使う〈侍〉に、コウガやフウマという〈忍者〉と呼ばれる暗殺者もいるそうだ」

　学院を出た俺は、傭われ
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 や
盗
 とう

 
賊
 ぞく

 まがいの生活をしていた時期がある。それこそ生きるためにはなんでもした。荒れた時期のことをジヴに正直に言うつもりはない。

「そして、ついでに東方の恵まれた山や海の素材を使った料理も教えてくれてね。こうやってジヴに作ってあげることもできる」

「
美
 お

 
味
 い

 しい料理がある国は、いい国だよね」

「なるほど」とジヴの言葉に、俺は妙に納得した。

　たしかに、戦乱に明け暮れ国土が
疲
 ひ

 
弊
 へい

 した国では、料理を工夫する余裕がない。対して、平和で豊かな国ほど料理が
美
 う

 
味
 ま

 い。調味料の多さが文明の度合いを測るとも言われるから、ジヴの基準はわりと正しい。

　すべての料理を食べおわる。二人で満腹し、笑った。

　いろいろなことがあり、さまざまな不安と
懸
 け

 
念
 ねん

 があるが、今は忘れよう。









　ネレス通りからなら、一駅ほどの距離なので、事務所に車を取りにいく。歩いているうちに思い出した。携帯を取りだし、登録番号で呼びだす。

「ガユスか」

　呼びだし音が鳴ることもなく、情報屋のヴィネルの電子合成された声が響く。続いて立体光学映像が起動して、夜会用の白い仮面が浮かびあがる。

　俺は息を吐く。

「
噂
 うわさ

 によれば、すでにおまえは死んでいて、電子化された意識だけが電子の海に漂っているそうだが？」

「さてね、その情報には高い値札がついているが、ガユスに払えるかな？」

「興味はない」

「おまえたちは、なにやらめんどうな事態に巻きこまれているようだな」

　ヴィネルの笑声。

「こちらの状況を摑
 んでいるのか、それとも俺がいつもめんどうな事態の最中にいるという予測による引っかけか。考えるまでもなく後者だな」

　俺の答えで、ヴィネルの電子合成された笑声がさらに響く。

「意地悪な問いかけは
挨
 あい

 
拶
 さつ

 代わりだと思ってくれ。それでなにを知りたい？」

　ヴィネルは俺へと
罠
 わな

 をかけてきただけだと白状した。

「ニドヴォルクかそれに近い発音の名前の女を調べてくれ。黒髪、緑の瞳で、アルリアンか東方セグ系人種の美女だ。重力系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を使い、到達者級かそれ以上の達人だったな」思い出せるものを述べていく。「ウルズとかいう地名か人名に関係しているらしく、ついでに夫はエニンギルゥドという名前だ」

「分かった。しかしそこまで分かっていれば一発で……出ないな」

　ヴィネルの声には、珍しく驚きの響きがあった。

「俺も調べてみたが、電網上には記録がないんだ」

「協会に属していても、個人情報をいっさい出さない咒式士は多いからな。これは咒式士協会や国家の記憶庫に
潜
 もぐ

 りこまないと出ないかもしれない。
洒
 しや

 
落
 れ

 にならない難易度だと分かっているか？」

「だからこそおまえに頼みたい」

「分かった。動いてみる」

　夜会用の仮面が

搔

 か

 き消えた。次に、登録番号を呼びだすと、すぐにつながった。

「ギギナ、今どこだ？」

「先に事務所へ到着している」

　相棒の
鋼
 はがね

 の声が受話器から
零
 こぼ

 れる。

「ギギナが先に到着とは珍しいな。てっきり女のところに寄ってから行くかと思ったが」

「家具に朝の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 と手入れをしに、事務所へ直行しただけだ」

「あのさ、おれはおまえの
侍
 じ

 
医
 い

 じゃないから、病状の悪化をいちいち
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に報告しなくてもいいぞ？　処置としては、道に立って、来る車に向かって行き先は『来世』と書いた紙を掲げるしかないと思うし」

「黙れ。これから車を回すが、昼食を取っていない。なにか買っておけ」

「交換条件かよ。分かった」

　通話を切って、携帯を
畳
 たた

 んで戻す。

　ちょうど「食事のことならプロウスへ」の看板が見えてきた。窓口へ足を向けると、縁石につまずく。手をついたゴミ箱が、転がっていく。

　光。撮影の音。

　プロウス屋の前の歩道に女が転がり、写真機を掲げていた。

「反射的に撮ったら、なんだガユスか」

　写真機が下ろされる。唇は、ポロック揚げを
囓
 かじ

 っていた。赤い髪は
跳
 は

 ねている。動きやすい軍用服の下に戦闘用
長
 ちよう

 
靴
 か

 、上は
袖
 そで

 なしのシャツ。
羽
 は

 
織
 お

 ったシャツの
裾
 すそ

 を
臍
 へそ

 の下で結んでいた。首から下げた写真機を戻しつつ、女が立ち上がる。好奇心に輝く瞳が俺を見つめていた。

「アーゼルか。なぜ俺を撮る？」

　立ち上がってゴミ箱を直しつつ、俺は尋ねてみる。そばかすが浮いているかわいらしい鼻先をしかめて、アーゼルが答える。

「物音で反射的に撮影しちゃうんだよ。もし事件だったら撮りのがしたくない」

「もう少し考えて撮れ」

　俺は店の注文口に立ち、ホートンにポロック揚げやパンを注文していく。

「今日は大量に注文するな」

「ギギナの食事だよ。
前
 ぜん

 
衛
 えい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は大量に食べくさるので、紙袋がいっぱいになるほど買っておかないと足りない」

　ホートンが調理していると、アーゼルが俺を見ていた。話しくらいしておこう。

「アーゼルはなにをしている？」

「あなたや相棒と同じで新聞記者は体力勝負よ。今は食事でエネルギー補給しているところ」

「新聞記者といっても、まだ契約社員だろうが」

「残念ながらね。自分で現場に
赴
 おもむ

 いて、写真を撮って記事を書いて、上司の名前で新聞に載るという
下
 した

 っ
端
 ぱ

 よ」
瑠
 る

 
璃
 り

 色の目には誇り高き光。「でも、夢は大きく報道ピュレーイ賞だよ」

　アーゼルが胸を張ると、シャツ一枚のため、豊かな
乳
 ち

 
房
 ぶさ

 の形がはっきりする。この
男
 おとこ

 
女
 おんな

 は、自分の肉の凶器をあまり意識していないらしい。

「他人の不幸が好物か。新聞記者は因果な商売だな」

「だから、たまにガユスに会いにくるんだよ。あなたの
傍
 そば

 にいると、よく不幸なことが起こる。他に取り柄はないけど、不幸と事故を呼びよせる確率だけは天才的だからね」

「俺より、他の事件を追っていろよ」

　アーゼルが写真機を
弄
 いじ

 る。

「今は昨夜犯人が
逮
 たい

 
捕
 ほ

 された
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 連続殺人事件を追っている。
一
 いつ

 
稿
 こう

 は入れたから、この後に少年の実家や学校へ行って、調査するつもり」

「ああ、あれか」

　ついでに、公共機関が俺の
掩
 えん

 
護
 ご

 として動くように報道操作をしてみるか。

「どうもあの少年が犯人とは思えない。べつに真犯人がいると思う」

「……実はあたしもそう見ている。
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士の警備員を少年が殺すことは難しい。で、そちらの推理の根拠は？」

　なかなか鋭い女だ。どこまで話していいか分からない。

「さあ、
勘
 かん

 に近いだろうね」

　俺は肩を
竦
 すく

 めておくにとどめる。アーゼルが俺の顔を
覗
 のぞ

 きこむ。小さな鼻に小さな口、大きな瞳だった。新聞記者という激務のわりには、どこか幼い顔立ちをしていることに気づいた。

「それよりさ、今このエリダナに教会の大物が来ているという
噂
 うわさ

 があるのだけど？」

　俺の心臓が跳ね上がる。モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の来訪は極秘のはずだ。
隠
 いん

 
蔽
 ぺい

 は完全ではないといえども、こんなに早く見つかると護衛計画が全面見直しになる。アーゼルは
珈琲
 コーヒー

 を口に含みつつ、考えこんでいた。

「なんかさ、綿密に隠しているつもりだろうけど、軍
官
 かん

 
僚
 りよう

 や教会の大物がエリウス群やエリダナに
頻
 ひん

 
繁
 ぱん

 に出入りしているのよね。これは、なにかあるわ」アーゼルが俺に言葉を向ける。「ガユス、あなたは街の情報通たちと知りあいだからさ、なにか知らない？」

「知るかよ」モルディーン以外の人物なら、所在がいくら
暴
 ばく

 
露
 ろ

 されてもいい。「エリダナに要人が出入りすることなど、珍しくもない」

「それはそうだけど」

　アーゼルがポロック揚げを
囓
 かじ

 る。強気な女が悩むと、なんかかわいいな。

　待っていると、ホートンの調理が終わったようだ。

「はい、できたよ」

　湯気をあげる紙袋を受けとる。よく考えると、店を開き、料理のすべてを考えて作っているのはホートンだが、
婿
 むこ

 
養
 よう

 
子
 し

 というだけで店の名前はプロウス家のものになっている。

　俺と似たような報われなさだ。足元で甘えるような鳴き声がした。

　猫のエルヴィンが、黄金色の瞳で俺を見上げていた。

「はいはい、姫様。
貢
 みつぎ

 
物
 もの

 をご
所
 しよ

 
望
 もう

 ですな」

　紙袋に手を入れて、猫でも食べられそうなものを探す。発見。紙の包装を空けつつ、膝を
屈
 かが

 める。取りだした
鯵
 あじ

 の
酢
 す

 
漬
 づ

 けをエルヴィンの鼻先に向ける。

　鼻先で臭いを嗅いで、害がないかをエルヴィンが確かめている。

「はいはい、味見がないと姫君は安心して食べられませんよね」と自分で少し
齧
 かじ

 ってみせ、またエルヴィンに向ける。

　今度は安心して。エルヴィンは鯵の酢漬けに小さな牙を立てる。そして俺の手からひったくっていった。黒い
尻尾
 しつぽ

 を揺らして疾走し、角のところで獲物を下ろす。そして優雅な食事をはじめる。

　食事に弱いところはジヴに似ているかもしれない。

「あんた、動物にだけは優しいのね」

「いや女性にも優しいよ」

「あたしにも優しくしろよ。さっきのことはやっぱり引っかかる。なにかを知っているのに隠していない？」

「知らないって。それに
男
 おとこ

 
女
 おんな

 に優しくしてもなぁ」

「男女ってどういうことよ？　格好はこんなだけど、けっこー女らしいよ？」

　アーゼルは憤然として俺に詰めよる。迫力満点の乳房が俺に近づく。シャツから谷間が完全に見えています。日焼けしていない
白
 はく

 
磁
 じ

 の肌が妙に
艶
 なま

 めかしい。

「そういうところが男女だと思うのだが」

「だからなにが？」

　俺の指摘をアーゼルは理解せず、さらに距離を詰めてくる。報道という大きな夢を見ていて、他のことには頭が働いていないらしい。甘い言葉から押したおして、俺の下で女であることを実地で教えてやろうとでも思った。

　が、それは自分の苦境からの八つ当たりなので止めておく。そういえば、アーゼルと予備校のテュラスは逆の性格だな。

　苦笑を浮かべつつ窓口に向きなおり、ホートンに代金を払っておく。見ると、窓口に立つホートンは珠算機を握っていた。

「そして今日のどっきどきホートン占い。水陸両用型が始まるよ！」

「始まるな。終われ。人生ごと」

　いつもどおりに答えたら、いつもどおりに無視され、ホートンの指が珠算機の上で踊る。

「出た、
眼
 め

 
鏡
 がね

 のあなたは、剣と光に注意……」

　沈黙。カウンターを挟んだ二人の間で、紙袋の湯気が揺れる。俺は尋ねてみる。

「続きは？　聞きたくないけど、止められるとそれはそれで気になる」

「いや、そのガユスが言えというから言うけど、怒らないで聞いてくれ。とても言いにくいのだけど、その、あんたの周囲にいる人間の死相が出て……」

　
呆
 あつ

 
気
 け

 に取られたが、すぐに戻る。

「あのギギナが死ぬと思うか？」俺は悪鬼の笑みを浮かべる。「もし占いが当たるなら、それはギギナに生命保険をかけることを受けた、勇気ある保険会社が出たからだ。もちろん保険金の受けとり人と犯人は俺だ」

「そのときはあたしを呼んでよ？」

　横からアーゼルの声。どこまでも事件を求める
凄
 すご

 い女だ。ホートンは珠算機を握って、俺を見ていた。

「いやその、本当に言いにくいのは、あんた自身の死相も出ているからだけど」

「ホートン、おまえは絶望的に客商売に向いていないよ」

　笑って返したとき、背後で激突音。振りかえると、事務所のヴァンが縁石に乗り上げていた。

　運転席には
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をしているギギナ。相棒は車の運転が絶望的に下手だ。アーゼルが顔を出して写真を撮る。すぐに残念そうな表情を浮かべる。

「音で反射的に撮ったけど、これも記事にならないよね」

　アーゼルに手を振って、相棒の運転する車に向かう。運転席の扉を開けて、ギギナを助手席に追いやる。
操縦環
 ハンドル

 を握って
溜
 ため

 
息
 いき

 を吐く。

「ギギナ、おまえ二輪は自在に乗りこなして階段すら登れるのに、四輪はまったくダメだな」

「二輪は馬の要領だ。しかし四輪は分からぬ。悪魔の乗り物だ」
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「文明社会に早く慣れろよ？」

　俺は加速板を踏みこみ、ヴァンを発車させた。

　プロウス軽食店の窓口では、ホートンが俺を心配そうに見ていた。アーゼルはまだ俺になにか聞きたそうな顔だ。不景気な顔の群れを無視して、右折する。

　今日は、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 というめんどくさい人物の護衛の最終日だ。






六章　闇の中の影なるものたち







絶対確実な統計が二つある。



一つ、人はいつか必ず死ぬ。



二つ、統計にはかならず例外が存在する。



ジグムント・ヴァーレンハイト「抽象的現実と物質的虚構」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四八九年










　天井には虹色に輝く水晶の照明が連なっている。

　リンツホテルのロビーでは背広姿の男が
椅
 い

 
子
 す

 に座って新聞を読み、隣接するバーでは若い女が朝から酒杯を傾けている。

　対照的に俺とギギナは、苦い顔をして柱に背を預けている。

　ギギナはホテルの椅子を眺めている。俺は、暇つぶしに頭のなかで未完成の二つの
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の組成式と発動方法を考えていた。学生時代に理論を聞いて昨年実験をしてからは放置していた。だが、ヘロデルと出会ったことで再開してみたくなったのだ。

　ひとつめは、発動ができても
制
 せい

 
御
 ぎよ

 が問題。二つめは、まず発動させることから開始せねばならない。

　エリダナの祝祭に繰りだす若い男女の姿を見ていると、そうでもしないとやってられない。

　専用自動昇降機が一階に到着し、鈴のような音が鳴る。扉が開き、まずは背広の男たちが作る護衛の壁が見えた。モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 とヘロデルを囲むように護衛たちが動く。一団が俺たちの前までやってくる。

　モルディーンが手を振り、昼前の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を
欠伸
 あくび

 まじりにしてきた。

「普通にロビーに降りてきたら、専用の自動昇降機を使う意味がないのでは？」

「こそこそと裏口から出入りするばかりだと、つまらないよ」

「失礼ながら、
猊
 げい

 
下
 か

 は本当に政治家ですか？」

「僧職だけど、いちおう、その範囲らしいね」

　モルディーンは、教会権力を
掌
 しよう

 
握
 あく

 したあと、実兄アスエリオの不審な事故死が発生したため、一時
還
 げん

 
俗
 ぞく

 した。
家
 か

 
督
 とく

 を継いだのが精神と肉体に影響を及ぼしたのか、三十歳まで生きられないとされたのが噓
 であるかのように、選皇王として国家経営に
辣
 らつ

 
腕
 わん

 を
揮
 ふる

 いはじめる。

　
皇
 こう

 
暦
 れき

 四八八年のハルマトの乱を
鎮
 ちん

 
圧
 あつ

 、四九一年の神聖イージェス教国との西グールト紛争での電撃的勝利と、その後の
卓
 たく

 
越
 えつ

 した講和交渉は有名だ。

　最近では、三年前に起こったアルカンドラ神殿の狂信派
僧
 そう

 
侶
 りよ

 の
蜂
 ほう

 
起
 き

 に対し、
大
 だい

 
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 を演出したとされる。

　亡くなった兄の隠し子が発覚したあとは、家督を
譲
 ゆず

 り、選皇王の代理となる。
僧
 そう

 
籍
 せき

 に復帰したあとは、教会の改革や先端
咒
 じゆ

 
式
 しき

 研究の推進政策を行い、また
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 の代理として外交や内政に関与する。枢機卿長というより、辣腕の戦略家兼政治家であろう。

　眼前の姿からすると、とてもそうは見えないが。

　枢機卿長の口から、再び
欠伸
 あくび

 が
漏
 も

 れた。

「しかし早いのにご苦労さん」ロビーの時計を見上げて、モルディーンが言った。「いや私たちが遅かったのか」

「モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 が約束の時間より三十分も遅れるとはな。ドラッケンの
諺
 ことわざ

 で『首をなくしてから剣は振れない』とあるのを知らないのか？」

　俺の隣で、ギギナの口が円を描いていた。

「ギギナが今言おうとしたのは、こういうことだろうと予測したのだが、そのままのようだな」

　相棒の
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうな表情が、俺にはたいへん愉快である。つくづく世の中の幸いと不幸は足し引きだと思う。

「貴様に猿
真
 ま

 
似
 ね

 をされるのは不愉快だ。貴様の真似をしたいところだが、道端の犬のクソによる名演技があるから、私は遠慮するしかない」

「ギギナという大量酸素消費機かつ大量二酸化炭素発生装置が、今日も全力作動しているな」

「貴様も
眼
 め

 
鏡
 がね

 や地味な顔という、女に見つからないための迷彩が今日も見事に作動しているようだな」

「ドラッケン野郎が言うじゃないか」痛いところを
衝
 つ

 かれた。「
無
 ぶ

 
頼
 らい

 を気取っているけど、実は絵日記をつけているくせに。しかも一人称が『ぼく』になっているのも知っているぞ？」

「貴様、勝手に読んだな！　事務所の棚の
鍵
 かぎ

 をどうやって外した!?
 」

「あんな鍵くらい、前に捕まえた賞金首に習った鍵開けの技術で簡単に開くっての！」

「貴様こそ、
淫
 みだ

 らな映像が詰まった記憶素子選びを『嫁選びより真剣に選ぶ』と言っていたのを知っているぞ！」

「なっ！　おまえこそ私室での俺のつぶやきをどうやって聞いていた!?
 」

「

簞

 たん

 
笥
 す

 のなかで修理をしていたら、貴様が勝手に入ってきて勝手につぶやいていただけだ」

「この家具バカ、人食い
椅
 い

 
子
 す

 に尻を食われて死ね！」

　ギギナが反論しようと口を開き、閉じた。

「そんな椅子があれば珍しいから欲しいかもしれぬ。尻を少々
齧
 かじ

 られるのも、椅子相手になら経験してみたい」

　一人で納得しはじめた。はい、ここでギギナが怖くなった人。あなたと俺は正常です。

　俺とギギナの会話は、悪口なのか不条理会話なのかよく分からない。

「昼前から
愉
 ゆ

 
快
 かい

 だね」モルディーンは微笑していた。「むしろ観光より、君たち二人を見ているほうが楽しいかもしれないね。そう、ガユス・レヴィナ・ソレル君に、ギギナ・ジャーディ・ドルク・メレイオス・アシュレイ・ブフ君をね」

　少し驚いた。

「たかが護衛の俺たち、とくにドラッケン族のバカ長い名前まで覚えておられますね」

「私には、関わった人間の名前を忘れないようにすることしかできないからね」

　
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 めいた響きすらある言葉だった。なぜかヘロデルや護衛たちが誇らしげな目を並べる。

　ああ、これは信念に
殉
 じゆん

 ずるものたちの目だ。だが、なんの信念だ？

　上司が上司なら、部下も部下で分からない人間たちがそろっている。

　どうでもいいことは忘れよう。

「それで、我らが
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 
猊
 げい

 
下
 か

 は、今日はどこへとご観光あそばすのでしょうかね？」俺の嫌味な言いかたも雑になってきた。「街に出て歌乙女エリダナの劇を観覧しますか？　それともやはり
賭
 と

 
博
 ばく

 
場
 じよう

 、もしくは
娼
 しよう

 
館
 かん

 で羽目を外しますか？　さらには
公
 こう

 
爵
 しやく

 館で後期啓示派の巨匠ボレッティが描いた『使徒たちの
連
 れん

 

禱

 とう

 』でも見学にいきますか？」

　ヘロデルが
睨
 にら

 んできたのも、もはや別次元的にどうでもいい。

「どれも止めておこう」

　モルディーンは手を振って、拒否を示した。

「私は観劇より脚本を書くほうを好むし、絵画も後期啓示派の主題性の強さは、どうも感性に合わなくてね」
悪
 いた

 
戯
 ずら

 を思いついたような顔でモルディーンが続けた。「そうだね、絵画なら事象派の鬼才ルグランや
混
 こん

 
沌
 とん

 派の幻視者イェム・アダー、もしくは詩情派エギル・エギレラあたりのほうが好きで、何点かは手元に収蔵しているよ」

「いやその、俺は趣味で絵を描くから知っているのですが、その三人は権力者に歯向かって精神が崩壊したうえに獄死、自殺した三人ですが？」

「おや、そうなのかね？」

　さりげなく俺に
釘
 くぎ

 を刺してきたのだろう。もちろんどういう真意を持って言ったのかは、まったく絶対知りたくもない。

「そうそう、今日はまず遠くからのお客とお茶会をすることになったのだよ」

　モルディーンの言葉に、ヘロデルや護衛たちが緊張する。俺は意味も分からず、苦い顔をしておく。

「満面の笑顔で喜ばなくてもいいよ」

「
猊
 げい

 
下
 か

 の表情観察力の正確さには頭が下がるばかりですよ」

「
美
 お

 
味
 い

 しい紅茶に甘い砂糖菓子も出るよ。ついでに
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な
幕
 まく

 
間
 あい

 
劇
 げき

 も
催
 もよお

 される。なかなか退屈はさせないお茶会になると思うよ？」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が片目をつぶってみせた。

　
可
 か

 
憐
 れん

 な少女がやっても、今どきどうかと思う動作だ。中年男がやれば、
悪
 お

 
寒
 かん

 しか感じない。









　エリダナの祝祭を横目に眺めつつ、俺たちを乗せた車が進む。街と人々の
喧
 けん

 
騒
 そう

 や狂騒が減っていく方向、郊外へと移動した。エリダナ市の境界線に近い、
閑
 かん

 
静
 せい

 な郊外へと到着した。

　別荘街のなかに、古くさい石壁が現れる。壁に沿って車が進み、古びた
鉄
 てつ

 
扉
 ぴ

 の前で停められた。
錆
 さ

 びが浮いた鉄扉を俺とギギナで開けて、敷地に入る。

　雑草まじりの芝生が広がる敷地には、まばらに木々が植えられ、緑の枝を天に伸ばしていた。敷地には
霊
 れい

 
廟
 びよう

 があった。石の天井を柱が支える、妙に
頑
 がん

 
丈
 じよう

 そうな廟だった。それこそ
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 でも壊れそうにない。
廟
 びよう

 には聖人の像の横顔がわずかに見えた。

　視線を戻すと、前方には小道が続き、終点に
廃
 はい

 
棄
 き

 された
煉
 れん

 
瓦
 が

 造りのラフォレス教会があった。

　天高くそびえる飾り窓を見ながら、教会に到着した。巨大な扉を開き、教会内部に入る。一般信徒用の礼拝堂には向かわず、
傍
 かたわ

 らにある
螺
 ら

 
旋
 せん

 階段を登る。

「この上だよ」

　年には似合わない
健
 けん

 
脚
 きやく

 で、モルディーン枢機卿長が段を登っていく。

　礼拝堂の上、四階ほどの高さの階には、
貴
 き

 
賓
 ひん

 信徒用に礼拝堂が
設
 しつら

 えられていた。

　
緩
 ゆる

 やかな半円の
橋
 きよう

 
梁
 りよう

 を描く、
天
 てん

 
蓋
 がい

 型の天上を見上げる。ガラスには、
色
 いろ

 
褪
 あ

 せた天使や聖人が描かれていた。

　採光用の
嵌
 は

 めこみ窓から、天使や聖人を通した日射しが投げかけられる。白色光のなかで、
埃
 ほこり

 が
極
 ごく

 
微
 び

 の天使のように舞っていた。

　信徒席の長
椅
 い

 
子
 す

 が、海原の
波
 は

 
濤
 とう

 のように連なる。長椅子の革は
綻
 ほころ

 び破れ、埃が積もっていた。ついでに熱力学第二法則に従い、不規則に並んでいる。

　礼拝堂の正面には、光翼十字印が高く掲げられていた。翼と光輪を背負った十字印は、
金
 きん

 
箔
 ぱく

 が

剝

 は

 がれ、合金製の地金を
晒
 さら

 している。

　聖なる十字に、
陶
 とう

 
製
 せい

 の
贖
 しよく

 
罪
 ざい

 の
御
 み

 
子
 こ

 が架けられていた。白い額には
亀
 き

 
裂
 れつ

 が刻まれ、
物
 もの

 
憂
 う

 げな
面
 おも

 
差
 ざ

 しをしていた。自らの救世の結果が、あまりにも
不
 ふ

 
甲
 が

 
斐
 い

 ないことにうなだれているのかもしれない。

　
磔
 たつ

 
刑
 けい

 に処せられた物言わぬ神の御子と、生ける人との視線が結ばれていた。

　モルディーンは、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 会議長としての名に恥じない
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な手順で礼拝を捧げていた。

　俺も
慌
 あわ

 てて幼少期以来の礼拝をしようと貴族の儀礼を思い出そうとし、止めた。

　考えなくても、戦争で
叙
 じよ

 
勲
 くん

 されただけでついには
没
 ぼつ

 
落
 らく

 したソレル
子
 し

 
爵
 しやく

 家には、貴族の儀礼などろくに伝わっていなかった。ついでに三男の俺が持つ準爵位など、とうに偽装結婚で売却していた。どうでもよくなったので、礼拝は止めた。

「君は神を信じないのかね？」

　礼拝の姿勢のまま、背中越しにモルディーンの声が投げかけられた。なぜか素直に答える気になった。

「結論は出ませんが、この世を見ているかぎり物理的に存在すると考える気にはなれません」

「信仰の守護者である枢機卿長たる私の前では

瀆

 とく

 
神
 しん

 の言葉になる、とは言わない」

　威厳がある声が、俺の胸の奥にあるなにかに、
無
 ぶ

 
遠
 えん

 
慮
 りよ

 に触れてきた気がした。

「神が存在するというのなら、人々を戦争や
疫
 えき

 
病
 びよう

 や事故で死なせた理由を尋ねたいですね」

　自分の口調が鋭いものになるのが分かるが、止められない。

「私の友人、あなたの秘書官の一人であるヘロデルの婚約者は、シファカは、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 と七都市同盟との間のつまらない
諍
 いさか

 いが原因で死にました」

　軍人は誰も死なず、死者はシファカ一人だった。シファカの
亡
 なき

 
骸
 がら

 を抱えたヘロデルの嘆きを思い出しただけに、止められない。

「戦争や病気、事故や殺人など、ヘロデルの婚約者や俺の妹のアレシエルがなぜ死なねばならなかったのか、その理由を求めることは間違っていますか？」

　俺の視線を、モルディーンは背中で受けとめた。

「よろしい。言論の自由とは、
真
 しん

 
摯
 し

 な信仰ですら
揶
 や

 
揄
 ゆ

 する自由を認めるところから始まった」

　枢機卿長は俺の言葉を受けた。

「そして君の言うとおりだと思うよ。神は存在しないか、慈悲を持たない存在であろう」

　モルディーンはあっさりと答えた。

「人は、言語という断絶によってはじめて人間になる。言語のみが断絶された同士の
意
 い

 
思
 し

 
疎
 そ

 
通
 つう

 を可能にする唯一の道具なら、同様に神もそうであろう」

　モルディーンが
謎
 なぞ

 を投げかける昔話の竜のように、言葉を投げた。

「どの論にしろ、あらゆる幸福と
災
 さい

 
厄
 やく

 も、すべては人の心とその営みより生まれ出ずるだけなのだろうね」

　振りかえったモルディーン枢機卿長の顔は、なぜかひどく優しい目をしていた。

「だが、人格神を便利な
欺
 ぎ

 
瞞
 まん

 だと規定せず、他の善や真理と置き換えてみよう。欺瞞なくして、人はいかに生きる？」

「それは……」

　明確な答えを
紡
 つむ

 ぐことはできなかった。

「分かりません。正しいという概念ですら、正しいのかと疑う誠実さがあるだけです。残るのは場の合理性と計算だけ。いや、その正しさも疑うしかない」

　それでも問いかけずにはいられなかった。

「だとしたら、ヘロデルや俺の哀しみは、どこで救われるのですか？」

「救われなどしない」

　モルディーンの眼差しは、教会の天井へ。いや、さらに上の
蒼
 そう

 
穹
 きゆう

 へと向けられていたのかもしれない。

「私とて、アスエリオを失ったことで、一度も神を、暴風のごとき世界と法則の無慈悲さを呪わなかった、とは言わない」

　俺はひとつの
噂
 うわさ

 を思い出した。

　モルディーンを皇国の
中
 ちゆう

 
枢
 すう

 に呼びもどすことになった兄王アスエリオの事故死は、実は暗殺だったとされる。
双
 ふた

 
子
 ご

 の実弟である、モルディーン自身の手によるものだと。

　オージェス王家の双子の兄弟は、僧職と王として別れたあとも連絡をとりあい、同じ誕生日は必ず
晩
 ばん

 
餐
 さん

 を囲んでいた。

　しかし、過激な皇国改革論を叫び、
寵
 ちよう

 
姫
 き

 の言いなりに王家を動かしていたアスエリオと
咒
 じゆ

 
式
 しき

 力を、龍皇と血族は
憂
 ゆう

 
慮
 りよ

 していた。いつか、国を二分する権力闘争、果ては内戦が起こる可能性すらあった。

　国家の破滅を防ぐために、彼は唯一の肉親、敬愛する兄のアスエリオを事故死に見せかけて暗殺したとも言われている。

　兄の死以来、モルディーンは
策
 さく

 
謀
 ぼう

 のための笑み以外には、笑ったことがないという。

　それはどんなに救いのない
無
 む

 
明
 みよう

 
地
 じ

 
獄
 こく

 なのだろうか。

「
辛
 つら

 いことを思い出させて、申し訳わけありません」

「いや、私こそすまなかった」

　モルディーンは許すように軽く手を振った。

「死んだものは
蘇
 よみがえ

 らない。奇跡は起きない。もし一度でも奇跡が起きたならば、世界は
崩
 ほう

 
壊
 かい

 する。我々と世界に本来的な意味も理由もない。だからこそ意味という
捏
 ねつ

 
造
 ぞう

 で
覆
 おお

 うことによって生きていくしかないのだろう」

　相手の言葉に、俺の唇は沈黙を守った。

「理由探しは、ほどほどにしたほうがいい」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の唇からは、哀れむような言葉が紡がれた。

「君は、いやすべての咒式士は世界を理解しようとしている。だが、それこそが
傲
 ごう

 
慢
 まん

 だ。我々は世界に直接触れることはできない。ただ訪れを受けとるだけだ。そして世界は我らの鏡像であることでしか存在できない」

　モルディーンの言葉は
謎
 なぞ

 から謎へと飛躍している。

「それ、は」言葉に詰まる。「いったいどういう意味なのですか？」

　なにかを指し示しているのは分かるが、手を伸ばしても俺には捕まえられない。指の間をすり抜ける、
陽
 かげ

 
炎
 ろう

 のような言葉だった。

　モルディーンは
謎
 なぞ

 めいた笑みだけを残す。

「それは私の、私だけの答えだ。君は君の頭で答えを、そして問いを考えたまえ。答えがない問いと
対
 たい

 
峙
 じ

 することのみが、世界に対して人間が唯一できる闘争だ」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の目が、俺にそそがれた。

「それは、人間の数ある行為のなかで、もっとも
真
 しん

 
摯
 し

 で尊い愚行だろう」

　モルディーン枢機卿長の声が、教会内部に静かに響いた。同時に
欠伸
 あくび

 の声。

　礼拝堂の柱に背を預けたギギナが、欠伸をしていた。

「神様にお祈りして言葉遊びをする時間は終わったのか？　さっさとお茶会とやらをして、終わりにしてくれ」

　ギギナの言葉に、俺は手を振って答えておく。

　雲の燃えつきる天の果ての果てまで、悩みがなさそうな男だ。

「今まで見ていて思ったのだが」

　モルディーンの声は近くから聞こえた。俺の
傍
 かたわ

 らに枢機卿長が立っていた。

「表面上はともかく、君と彼は仲良しだね」

「度が合っていないようなので、いい
眼
 め

 
鏡
 がね

 
屋
 や

 を紹介しましょうか？」

　苦い笑みが自然に浮かぶ。

「俺がギギナと組んでいるのは、あいつが低能で戦闘狂で家具バカで金銭感覚皆無ということを除けば、いい相棒だからですよ。俺がギギナを嫌う気持ちには果てがなく、夢の無限エネルギーとして期待されていますね」

　モルディーンの
謎
 なぞ

 めいた笑みが、俺に向けられた。

「自ら気づかないのなら仕方がないな。君たちは
相
 そう

 
補
 ほ

 的だ。存在をあるがままの存在として認められぬ、それが君たちの限界なのだろう」

　俺はゆっくりと首を振って否定しておく。

「私もひとつ思い出した。君たちは、私の周囲で言えば少しラキ兄弟に似ている」

「ラキ侯爵、ですか」

　ラキ侯爵家。

　咒式士の間では、
噂
 うわさ

 だけが一人歩きしている名前だった。

「たしか〈リヴェ〉の称号がつき辺境に配され軍事を
司
 つかさど

 る侯爵家でも、闘争と、そして暗殺を専門とするラキ侯爵家。
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 は絶対の死と言われたという？」

「よく知っているね」

　枢機卿長が笑う。

「彼らは
皇
 こう

 
暦
 れき

 二三〇年代の継承戦争において、龍皇の命じるままにバルドルク派の反乱貴族たちを暗殺した。反乱派が会議の場に集まると、五十八人の
首
 く

 
級
 び

 と内臓で『自死すら許さぬ』と文字が作られており、恐怖で
瓦
 が

 
解
 かい

 させたという史実がある」

「あれは、誇張ではなく真実だったのですか？」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 はうなずく。

「
皇
 こう

 
暦
 れき

 三五八年のゾフ
戦
 せん

 
役
 えき

 においては、ゾフ族にラキ家の血族八人が
捕
 ほ

 
虜
 りよ

 となった。しかし、ラキ本家は交換すべき敵の捕虜を肉片にして、送りかえした。ラキ家の人質たちは『
戦
 いくさ

 において、ラキ家に
妥
 だ

 
協
 きよう

 と
怯
 きよう

 
懦
 だ

 など皆無』と言いのこして、全員が自害。ラキ家本隊は戦闘を続行し、敵を
殲
 せん

 
滅
 めつ

 しつくした、ということも事実だ」

　近年ではアルカンドラ神殿の
虐
 ぎやく

 
殺
 さつ

 に暗躍したとされ、皆殺しのラキ家という恐ろしい
忌
 い

 み名が新たにくわえられた、ということは言わない。

「そんな殺し屋どもと俺のどこが似ているのですか？　ギギナはともかく俺は平和主義ですよ？」

「いつか会うことがあるかもしれない。そのときに確かめればいい」

　モルディーン枢機卿長が軽く笑う。俺は進まない話を進めたくなってきた。

　礼拝堂の出入り口の扉が開いた。秘書官ヘロデルが、一礼して入室してきた。

「お客様が到着されました」

「通してくれ」

　モルディーンが許しを与えると、ヘロデルが下がる。扉からヘロデルが再び姿を現し、九人の人間が列を作って出てくる。そろって鋭い瞳の大柄な七人の男と、秘書のような背広に
眼
 め

 
鏡
 がね

 の細い男。列の最後は老人だった。

　眼光鋭い男たちは、腰に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を下げた
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だった。足音をまったくさせない歩みからも、全員が十
階
 かい

 
梯
 てい

 以上の高位咒式士だろう。老人は裕福な商人のような姿をし、
白
 しら

 
髪
 が

 の下の顔は
皺
 しわ

 に埋もれていた。

「
猊
 げい

 
下
 か

 、今日はよろしくお願いいたします」

「こちらこそ。気軽に楽しみましょう」

　老人がうなずくと、モルディーンがうなずきを返す。

　俺とギギナは中央の道を空けるため、信徒席に動く。

　すれ違ったとき、老人の目に鋭角の光が宿っていた。
刹
 せつ

 
那
 な

 の瞬間、
交
 こう

 
錯
 さく

 した青灰色の瞳が、俺になにかを告げたようにも思えた。

　出入り口に到着し、振りかえる。老人とモルディーンが
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を交わし、奥の司教室へ向かっていくのが見えた。

　司教室へ一団の姿が消え、青銅飾りの
獅
 し

 
子
 し

 が
施
 ほどこ

 された扉が閉まっていった。









　無音の礼拝室。

　窓から見下ろすと、敷地を背広に魔杖剣の護衛たちが巡回している。

　最初は、館の外、周囲の警戒をモルディーン側と老人側の護衛四人ずつで分担。教会内部を双方から三人ずつ。一番腕利きであるギギナと俺が、礼拝堂内部に陣取る。十分ごとに連絡を取りあい、一時間ごとに護衛する場所を交代して、緊張感を保つ。

　護衛計画のとおりに各自が持ち場を守っている。下には
髭
 ひげ

 の巨漢と細身の護衛二人が見えた。髭の巨漢の目が上を向き、俺の姿に気づいた。携帯
咒
 じゆ

 
信
 しん

 
機
 き

 を開いて、耳にあてる。

　俺の携帯が鳴った。出ると「礼拝堂、聞こえて見えているか？」と声がし、下の巨漢が左手を掲げた姿が見下ろせた。

「ああ、大きなクソが手を掲げているのが見える」

「言うねえ。こちらは敷地北の庭園、先ほど西と東、南の班と連絡をとったが異状なし」

「司教室前礼拝堂班は、相棒のギギナの頭以外に異常はないね」

　携帯からは相手の苦笑が響く。

「ははは、変な二人だ。よくもまぁ、この重大な護衛に選ばれたものだ」

　ラペトデス七都市同盟の本式の発音だった。男が続ける。

「なんにしろ、俺たちも今は
傭
 やと

 われ
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だ」

「そうか。お互い苦労をしているな」

「だからこそ、同じ仕事で到達者階級と十二
階
 かい

 
梯
 てい

 という腕利きの攻性咒式士がいるのは心強い」男が気づく。「そうだ、そろそろ次の交代で南の班から食事をしていこう」

「ああ、俺たちは最後でいい」

　通話を切る。眼下の咒式士は
傍
 かたわ

 らにいた細身の
同
 どう

 
僚
 りよう

 に向きあい、なにごとかを
喋
 しやべ

 っている。髭の男の口が動き、
同
 どう

 
僚
 りよう

 が苦笑いをしていた。俺との会話を報告しているのだろう。なにがおかしいのかよく分からない。また、同盟本式の発音で雇われの攻性咒式士ということは、元々警察士なのだろうか。

　礼拝堂は
静
 せい

 
謐
 ひつ

 を取りもどす。

　俺は窓から離れ、一片の信仰心すらなく信徒席に腰を下ろす。ギギナは柱に背を預けたままだった。

　俺たちは長い間、会話も交わさずにそうしていた。

　視線を戻すと、青銅飾りがついた司教室の扉が見えた。唯一の出入り口がある教会四階の礼拝堂を守っておけば、護衛は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だ。

　ギギナの瞳は、信徒席、つまり長
椅
 い

 
子
 す

 にそそがれていた。長い沈黙にも飽きてきた。

「また椅子でも見ているのか？」

「ああ」ギギナは俺を見もせずに言った。「残念ながら手入れはされていないが、この教会の椅子たちは良い椅子だな」

「まったく完全に聞きたくはないけど、ギギナが定義する良い椅子と悪い椅子とやらの差はなんだ？」

「決まっているだろう？　
滲
 にじ

 み出る椅子の内面、その
気
 け

 
高
 だか

 さ、美しさだ」ギギナが不思議なものを見る目で、俺を眺めた。続いて再び椅子を見つめる熱い視線。「ここの椅子たちは血筋がいいためか、信仰心に
篤
 あつ

 く、表情にも気品がある。もう少し若ければ、我が椅子のヒルルカの
婿
 むこ

 に迎えたかったくらいだ」

　俺は考えこむ。
椅
 い

 
子
 す

 の花嫁と椅子の
花
 はな

 
婿
 むこ

 の、壮麗な結婚式の光景を想像してみた。

　静かな室内画となにも変わらない。想像する時間を損した。

　視線を窓の外に向ける。モルディーン側と老人側の護衛が周囲を警戒している。

「気づいたかガユス？」

　珍しくギギナから話しかけてきた。俺が喜ぶかどうかは別次元の話だ。

「なにを、だ？」

　ギギナの
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が
蛇
 へび

 のように細くなる。

「貴様を水に放りこんだら、比重の軽さで頭と尻が浮かぶだろうな」

「ギギナこそ、耳と耳の間のヘリウムに気をつけないと、空まで飛ぶことになる。天空へと旅立たないように、重しの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を頭に刺しておけ。深めに刺しておけ」

　相棒の言葉に、俺も適度に返しておく。二人の会話を大陸共通語に
翻
 ほん

 
訳
 やく

 するなら「こんにちは。今日はいい天気ですね」に「それはご
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に。ご機嫌はいかが」といったところだ。

「貴様と話すと会話が脱線する」ギギナが話を戻す。「モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の客人とは、あのラペトデス七都市同盟のアズ・ビータ下院議員だ」

「知っているよ」

　いつかの報道番組で見たことがある。俺も老人の護衛がラペトデス七都市同盟の発音で
喋
 しやべ

 ったあたりで思い出せた。

　ラペトデス七都市同盟。議会制民主主義を掲げた七人の英雄に率いられて、ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 からの独立戦争を起こし、三分の一の領土を奪って独立した隣国だ。

　百年ほど前の独立以来、領土や資源を巡って皇国と争ってきたが、数十年前からはエリダナを分けあってもいる。歴史的な
仇
 きゆう

 
敵
 てき

 でもあり、第一の友好国でもある。

「アズ・ビータ議員は、七都市最高議会長カイ・クヨウの
腹
 ふく

 
心
 しん

 の一人とされ、
民
 みん

 
自
 じ

 
党
 とう

 の幹事長だ」俺は続ける。「そんな大物議員とモルディーン枢機卿長の会談が、ただのお茶会であると信じるのは、さすがに物理的に不可能だ」

「理解して、なぜなにも言わない？」

「危険には近づかない。見ても見なかったことにしろ。それが親父の
遺
 ゆい

 
言
 ごん

 だ」

「ガユスの父親とやらは、たしか
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 
師
 し

 に全財産を
騙
 だま

 しとられ、貴様の生家を
没
 ぼつ

 
落
 らく

 させたはずだ。しかもよく考えればまだ存命だろうが」

「俺のなかでは父親は死んでいるし、そういう遺言を残さないならアホだ」

「ガユスを見ていると、遺伝子は正直だと思えるが？」

「ギギナの両親が
避
 ひ

 
妊
 にん

 に失敗したのが残念だね。
優
 ゆう

 
生
 せい

 
保
 ほ

 
護
 ご

 
法
 ほう

 を適用すればよかったのに」

　俺とギギナの視線が、また司教室の扉に向けられる。

「あのなかでは、龍皇国に対する反逆の相談でもしているのかもしれないな」

「ギギナの冗談はつまらないな。反逆を起こすつもりなら、そもそも俺たちのような外部のものを使うわけがないだろうが」

「外部のものなら、捨て石に使われることもあるかと思ってな」

「七都市同盟にでも亡命するか？」

「
眼
 め

 
鏡
 がね

 と私が平等に扱われる主義の国にか？」

　またも沈黙。

　護衛をすることは構わないが、ギギナ以外に誰もいないというのは退屈すぎて俺が困る。

「では問題。月刊誌『楽しい呼吸』の今月の特集記事は？」

　いつもの言葉遊びが、自然に口から出た。ギギナは目で迷惑を主張してきた。

「またそれか。答える義務が地球上に見あたらないな」

「おまえには、族長に認められ婚約者に怒られないように、社交性を養う必要があるんだろう？」

　俺の指摘にギギナが唇を

嚙

 か

 む。

「では練習。はい、月刊誌『楽しい呼吸』の今月の特集記事は？」

　暴君に
献
 けん

 
上
 じよう

 する詩を
命
 いのち

 
懸
 が

 けで
呻
 しん

 
吟
 ぎん

 するような詩人の表情が、ギギナの顔にあった。やがて重い唇が開かれた。

「死闘、光の呼吸派対闇の呼吸派」

「いまいちだなぁ」

「では、貴様ならどう答えるというのだ？」

「徹底討論。
蔓
 まん

 
延
 えん

 する子供の呼吸中毒問題。母親たちの悲痛な叫び『うちの子は、寝ていても呼吸を止めないんです！』とかね」

「……本当にその方向で合っているのか？　なぜだか非常に
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 な路線に感じるのだが」

「俺を信じろ、この誠実さあふれる瞳を見ろ、見まくるがいい」

「顔を
逸
 そ

 らして言われても困る」

　俺が顔を戻すと、ギギナの目には疑念の色がありありと浮かんでいた。

「もしかしてだがガユスよ、私で遊んでいないか？」

「まさか」と俺は失笑を

嚙

 か

 み殺すために
欠伸
 あくび

 をした。「それより、俺の
秘
 ひ

 
奥
 おう

 
義
 ぎ

 を無料で習おうという気か？」

　ギギナの眉根がひそめられ、腐りかけの猫の死体を踏んだような表情となった。いや、本当にあった話だから、俺の認識は正確だ。

「いくらだ？」

「おやおや、金で解決とはドラッケン族も落ちたものだ。それは冗談として」

　俺は
恭
 うやうや

 しく手を差しだす。

「それでは初級で一〇イェン、中級で一〇〇イェン、上級で一〇〇〇イェンとなっておりますよ、お客様」

　俺の
丁
 てい

 
寧
 ねい

 な言葉で、ギギナは
白
 はく

 
磁
 じ

 の額に
亀
 き

 
裂
 れつ

 のような
皺
 しわ

 を刻む。
懐
 ふところ

 を探り、腕が一振り。俺は一〇イェン銅貨を受けとる。

「初級の心得は『一番安く済まそうとすれば、一番安物を

摑

 つか

 まされるだけ。中級へ急げ』だ」

　ギギナは、赤い唇を引きむすんだ苦々しい表情。さらに一〇〇イェンの白銅貨を投げつけてくるのを受けとる。

「中級の心得は『
中
 ちゆう

 
庸
 よう

 は失敗も成功もしない。上級へ突進しろ』だ」

　男らしい
眉
 まゆ

 を
痙
 けい

 
攣
 れん

 させ、ギギナは不愉快さに耐える。俺の顔面へ飛来する一〇〇〇イェン銀貨を、なんとか
掌
 てのひら

 で止める。

「上級の心得は『金でなにもかも解決しようとするな。超上級へ全力突撃せよ』だ。超上級は一〇〇〇〇イェ」

　言おうとした瞬間、すでに
屈
 かが

 んでいた俺の頭上を
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が疾走していった。逃げおくれた髪の毛が十数本ほど切断される。わーい散髪代が浮いた。噓
 だけど。

　転がって起きた俺の前には、礼拝堂の
光
 こう

 
翼
 よく

 
十
 じゆう

 
字
 じ

 
印
 いん

 を背景に、巨大な屠竜刀を掲げたギギナの姿があった。怒れる美神のような光景だ。

「私の心得を教えてやろう。それは『ドラッケン族を
嘲
 あざけ

 るものは、ことごとく死ぬか、殺される』というものだ」

　宣告とともに、刃が
一
 いつ

 
閃
 せん

 。転がる俺の背後で、信徒席の長
椅
 い

 
子
 す

 が両断される。飛び
退
 の

 きつつ、俺は叫ぶ。

「やめろ、ちょい待て刃物バカ。というか椅子に対するおまえの愛とやらはどこにいった？」

「貴様が避けるから、恥ずかしがり屋のシャルーアは死んだ。血には血を。
遺
 ゆい

 
言
 ごん

 は一秒だけ聞く、終了。死刑執行」

「いちいち出会った椅子すべてに名前をつけるな、
気
 き

 
色
 しよく

 悪い！」俺はギギナの大振りの刃を必死に回避。「ってちょっと待て、ギギナの頭だけではなく、なにかがおかしい！」

　俺の鼻先で、ギギナの必殺の突きが停止していた。ギギナの
鋼
 はがね

 の眼差しは、俺ではなく外に向けられていた。

　先の定時連絡から時間が経ちすぎている。俺は急いで窓に駆けよる。眼下の寂れた庭園を巡回している護衛、先ほどの
髭
 ひげ

 の巨漢と、細身の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の姿が消えていた。振りかえると、反対側の窓を見ていたギギナが首を小さく振る。

　二人で礼拝堂の扉へ静かに近寄る。細心の注意をして、扉を無音で開けていく。

　扉の前にいるはずの護衛の姿がない。昼なお薄暗い廊下に出る。

　右は突き当たり。左を見ると、廊下の端で護衛二人が壁に背を預けて、足を投げだして笑っていた。

　半月のように切り裂かれた
喉
 のど

 を第二の口とする。そんな
歪
 ゆが

 んだ美意識があれば、笑みにも思えるだろう。

　喉から流れる血は、壁によりかかる護衛たちの喉から下を赤く染める。廊下には血の海。全身に猛烈な
悪
 お

 
寒
 かん

 が生まれる。

　
甲
 かん

 
高
 だか

 い金属音。白刃を迎え撃つ刃。

　ギギナの電光の抜きうちが、俺の頭上に迫る刃を受けとめていた。

　緋色の火花を散らして、ギギナが
膂
 りよ

 
力
 りよく

 で振りぬく。刃にかかる力を利用して、刃を放った人影は後方へ回転。奇術のような体術に、ギギナの追い撃ちの刃が空を切る。天井に着地し、さらに
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。右の壁に着地したかと思えば、すぐに
蹴
 け

 って跳躍。左右の壁を
撞
 どう

 
球
 きゆう

 反射のように飛んでいき、廊下の奥に降り立った。

　人影はまさに影だった。

　小柄ながら鍛え上げられた全身、鼻下までを暗灰色の装束と
鎖
 くさり

 
帷
 かた

 
子
 びら

 で包んでいた。右手には、見慣れぬ
緩
 ゆる

 く
湾
 わん

 
曲
 きよく

 した片刃の剣を握っている。ウコウト大陸の主流である〈剣〉ではなく、突きや引き斬ることを目的とした東方の〈刀〉だった。

　俺の
脳
 のう

 
裏
 り

 に
閃
 ひらめ

 く単語があった。

「こいつは〈忍者〉だ！」

　俺の叫びとともに、ギギナが疾走。ジヴに話した東方の暗殺者に、まさか自分が
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 することになろうとは。

　忍びの者、忍者と呼ばれる彼らは、暗殺と
諜
 ちよう

 
報
 ほう

 を
生
 なり

 
業
 わい

 としている。肉体と精神を極限まで鍛えあげ、手刀で人間の首を
刎
 は

 ねることすら可能にする、生ける殺人機械たちだ。

　
飛
 ひ

 
燕
 えん

 の速度でギギナが迫る。忍者は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 を振りぬく。化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が発動。高速飛来した物体が、ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 で弾かれた。

　床に突き立ったのは、
手
 しゆ

 
裏
 り

 
剣
 けん

 と呼ばれる八方に刃を持つ
投
 とう

 
擲
 てき

 用武器。命中すれば、どこからでも肉を切り裂く。化学鋼成系第一階位〈
矛槍射
 ベリン

 〉の東方版である〈
手剣射
 リケン

 〉の咒式だ。

　ギギナは突進。肩や交差させた腕を切り裂かれようと無視。体勢を崩す愚を犯さないための直進だった。
軸
 じく

 
足
 あし

 が廊下を踏みしめ、交差されていた右腕が放たれる。

　右腕の先から伸びるのは、刃渡り一〇七一ミリメルトルのガナサイト
重
 じゆう

 
咒
 じゆ

 
合
 ごう

 
金
 きん

 。忍者は左手の
籠
 こ

 
手
 て

 と右手の魔杖刀の刃の直撃を避け、脇へと受けながす。青い鋼の悲鳴と赤い火花が散っていった。

　ギギナの
凄
 すさ

 まじい一撃を防ぎきる咒式士は数少ない。忍者はギギナの圧倒的な力を流しきれないと判断し、左足を軸に回転。ギギナの刃を後方へ流しつつ、自身は右前
蹴
 げ

 りを放つ。ギギナの左膝が垂直上昇、
脛
 すね

 で蹴りを受けとめる。

　右足を引くのと入れ替わるように放たれる魔杖刀を、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の
柄
 え

 が弾く。
唸
 うな

 りをあげて旋回する巨大な刃、後方回転して避ける忍者。

　連係は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だった。俺は魔杖剣で
紡
 つむ

 いでいた化学錬成系第二階位〈
緋蛇舌
 サランダ

 〉を放つ。

　振り向きざま、先ほどまでの自らの後方へ。俺の首を
刎
 は

 ねようと接近してきた人影に、猛火が襲いかかる。

　咒式で合成されたアルミニウムナフテン酸塩二五％
 、アルミニウムオレイン酸塩二五％
 アルミニウムラウリン酸塩五〇％
 を、さらに
粗
 そ

 
製
 せい

 ガソリンに混ぜて
増
 ぞう

 
粘
 ねん

 して放射して燃焼させる。それは炎の舌となって忍者を包む。

　必ず二人組で行動していた護衛を連絡もさせずに殺すには、敵も必ず二人以上で行動していると予測できる。

　廊下で燃える忍者が、それでも前進してくる。炎で呼吸ができず、視界もないのに、正確な突進だった。俺の刃が相手の胴を
一
 いつ

 
閃
 せん

 。炎の装束をまとった忍者がようやく倒れる。

　
廊
 ろう

 
下
 か

 の奥、左右の角から黒装束の群れが現れる。背後ではギギナと最初の忍者が交わす
剣
 けん

 
戟
 げき

 の音が続く。

　前方の忍者たちの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 が
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放つ。弾丸のような
手
 しゆ

 
裏
 り

 
剣
 けん

 の群れが、転がって逃げる俺の肩や腕を
掠
 かす

 める。数が多い。どこかで後続を断ちたい。

　回転しつつ、俺は二重に
紡
 つむ

 いでいた化学錬成系第三階位〈
緋竜七咆
 ハボリユム

 〉を放つ。先ほどより強力な火炎が、廊下を吹き荒れる。猛火は忍者たちを一瞬で包み、廊下の床と壁、天井まで
舐
 な

 めつくす。

　ハイドロキシンアルミニウムビス、２─エチルヘキサン酸の白い粉末をオクタン価の低い
粗
 そ

 
製
 せい

 ガソリンに混ぜて
増
 ぞう

 
粘
 ねん

 したナパームが、炎の激流となったのだ。

　ナパームの炎の燃焼温度は一二〇〇度で、骨まで焼く。迫ってくる忍者たちがまとめて
劫
 ごう

 
火
 か

 で
葬
 ほうむ

 られる。

　俺は口元を
袖
 そで

 で
覆
 おお

 いながら、火炎から後退していく。
莫
 ばく

 
大
 だい

 な酸素を消費するので、近くにいるだけで一酸化炭素中毒になることもある。忍者の後続は、これで断てる。

　猛火から飛びだす炎の
塊
 かたまり

 。火炎に包まれた忍者が酔っぱらったように歩いている。目や口は、黒い穴となり炎を吐きだしている。炭化した指が何本か落ちていたが、恐るべき執念で魔杖刀を握っている。
紡
 つむ

 がれていた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を理解した途端、俺は叫ぶ。

「逃げろ、ギギナっ！」

　同時に横へ跳ねる。礼拝堂に飛びこみながら、ギギナの手が扉を閉めて、着地。一瞬遅れて
轟
 ごう

 
音
 おん

 。礼拝堂へと転がる俺とギギナの上を、爆風と破壊された扉の破片が吹き荒れていく。

　礼拝堂に降りそそぐのは、扉の破片と自爆した忍者の肉片。

　俺とギギナはすぐに立ち上がる。俺が放った炎の壁も、爆風でいくらか消火された。

　恐ろしい相手だった。人間とは思えない体術に組織戦闘術。そして任務のためなら自爆をも辞さない。

　どんな〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉より、人間の心、執念や狂信、そして信念が恐ろしい。

　司教室の扉が開かれ、ヘロデルが顔を出している。

「なにが起こった!?
 」

「味方の反対が来ているんだよっ！」

　ヘロデルの顔の真横、扉に手裏剣が突き立つ。
慌
 あわ

 てて扉を閉めるヘロデルから、礼拝堂の扉へ視線を戻す。

　弱まった炎の壁から、回転する影が飛びだす。火炎を回転で消しさった忍者が三人。上空から迫る刃を、ギギナの大刀が迎撃。

　忍者は両手の刀を左に掲げ、完全に受けとめる。そのまま刃を絡めとり流す、ことはできなかった。

　ギギナの刃は、重ねた魔杖刀をまとめて破壊。忍者の首に命中。首、鎖骨、
鎖
 くさり

 
帷
 かた

 
子
 びら

 で
覆
 おお

 われている
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 、肺、心臓、小腸を切断し、そして右脇腹から抜ける。
脳
 のう

 
漿
 しよう

 と血液を死者の上半身が、内臓を下半身がブチ
撒
 ま

 けながら吹き飛ぶ。

　刃がもう一度
翻
 ひるがえ

 り、今度は次に迫る忍者の
股
 こ

 
間
 かん

 から、腰、胸板、頭頂部までを駆けぬける。三人目が着地し、床に手足をついてギギナの右足を狙った刃を放つ。

　ギギナの右足が浮いて、刃を踏む。忍者の手が踏まれた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 に引かれる。体勢が
崩
 くず

 れた忍者の頭に、金属が垂直に叩きこまれる。

　頭頂部から顔面、
顎
 あご

 から首を両断して、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の刀身が床に突き立つ。刃の幅が人間の肩幅ほどもあるため、貫通ではなく両断になったのだ。

　刃との
摩
 ま

 
擦
 さつ

 で空気分子が焦げる幻臭すら漂ってきそうな、
凄
 せい

 
絶
 ぜつ

 な
斬
 ざん

 
撃
 げき

 だった。

　生体強化系の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は、地上最高峰の戦士の一角である。そのなかでも、
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 であるギギナは最強の一人であろう。

　ギギナの腕に、屠竜刀ネレトー、そして天才咒式具制作者ジュゼオ・ゾア・フレグンの
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 の力が加わったのだ。単結晶の刃に剣舞士の技が組みあわされれば、鬼神の剣に等しい。

　俺とギギナは背中を合わせて、礼拝堂の中央通路に立つ。礼拝堂まで敵が侵入してきたということは、護衛が全滅したのだろう。

　気さくな同盟側の
髭
 ひげ

 の咒式士のことを、俺は思い出した。いつでもそうだ。いい人間から先に死ぬ。

「さらに来るぞ」

　ギギナの声とともに、礼拝堂の
天
 てん

 
蓋
 がい

 や窓ガラスが砕ける。窓ガラスの破片に描かれた天使や聖人の断片とともに、黒装束の一団が降下してくる。

「司教室に一人も通すな！　あと
椅
 い

 
子
 す

 たちを傷つけさせ、殺させるなっ！」

　叫ぶギギナは背後を見もせずに
封
 ふう

 
咒
 じゆ

 
榴
 りゆう

 
弾
 だん

 を
投
 とう

 
擲
 てき

 。空中の忍者を巻きこんで爆裂。全身に穴を開けられた忍者は衝撃で垂直から水平に飛ばされ、壁に激突。

　俺も
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系第二階位〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を発動。落下中の忍者の頭部に電子の
毒
 どく

 
蛇
 じや

 が絡みつき、神経系や筋肉や内臓を
灼
 や

 きつくす。受け身もとれずに、感電死した忍者が落下。

　ギギナが大きく手を広げる。

「いざ闘争の
宴
 うたげ

 を
享
 きよう

 
受
 じゆ

 しよう、
殺
 さつ

 
戮
 りく

 を肯定しよう！」天井から降りそそぐ
手
 しゆ

 
裏
 り

 
剣
 けん

 を、ギギナは手で弾く。「命と命の刃が
交
 こう

 
錯
 さく

 し、火花を散らす！　その一瞬だけ私と世界は脈動を始める！」

　ドラッケンの戦士の全身を、六角形の金属が
覆
 おお

 っていく。合金骨格に従い、強化キチン質と硬化クチクラ、強化筋肉が生成され、〈
衂蟹殻鎧
 ドラメルク

 〉による生体
甲
 こう

 
殻
 かく

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 をまとっていく。着地していた忍者たちが、俺やギギナに疾風の速度で向かってくる。残る敵は十人。

「さあ、貴様たちの命と限界を私に見せてみろ！」

　ギギナの屠竜刀が
一
 いつ

 
閃
 せん

 。巨大な
円
 えん

 
弧
 こ

 が描かれ、忍者の鼻から上を消し飛ばす。

　俺が
紡
 つむ

 いだ〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉が発動。迫る忍者の頭部に電撃の帯が命中。感電死。

　忍者たちが咒式の手裏剣を放ちつつ、椅子を乗り越え通路を走って接近してくる。手裏剣の
唸
 うな

 りを耳元で聞きつつ、椅子と椅子の間を転がって回避。起き上がりつつ、椅子の背もたれ越しに再び〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を放つ。雷撃に撃たれた忍者が、
痙
 けい

 
攣
 れん

 。耳や鼻や口から蒸気と
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 した黒血を吐きながら、倒れていく。

　忍者を相手にして、通常
咒
 じゆ

 
式
 しき

 では遅い。秒速三十万キロメルトルほどの光学、または
雷
 らい

 
撃
 げき

 系咒式でないと
捕
 ほ

 
捉
 そく

 しきれない。

　横手から忍者が
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 してくる。掲げた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガで刃を受けとめ、俺は引き金を
絞
 しぼ

 る。二重咒式発動で〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を自らの刃に発動。

　自らが握る
鋼
 はがね

 から通電し、忍者の体が
痙
 けい

 
攣
 れん

 。刃を返して、
喉
 のど

 を切り裂く。喉を押さえて後方に倒れていく仲間を踏み台にして、
新
 あら

 
手
 て

 の忍者の
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 攻撃。打ち下ろされる刃を
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 で受けるが、膝をついてしまう。そこらの力自慢をねじふせる俺の腕力を、忍者の腕力が上回る。

　受けた刃が押しこまれ、俺自身の左肩に食いこむ。小柄なくせに恐ろしい
膂
 りよ

 
力
 りよく

 だ。前衛職と接近戦をした時点で失敗だった。

　先ほどと同じように対処しようにも、三重発動は俺にはできないし、この姿勢では自分まで感電する。

　忍者の左中段
蹴
 げ

 りが放たれる。
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 に体を
捻
 ひね

 って急所に当たることを避けるも、刃が
翻
 ひるがえ

 る。上着ごと胸板を切られる。
椅
 い

 
子
 す

 に足を取られて、後方に倒れる。胸部の血管が三本切断、自己診断では重傷。

　転がる運動慣性を切り替え、刃を逆手に握って迫る忍者の
軸
 じく

 
足
 あし

 に水面蹴りを放つ。倒れかかる相手の刀身は、俺の左耳のすぐ横の椅子に突き立った。

　背筋と足腰の筋肉で半回転。床に突き立てた魔杖剣を支点にし、相手の胸板に低空左回し蹴りを叩きこむ。続いて右の刃を返して、引き金を引きしぼりつつ後退していく忍者の胴に斬りつける。〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉をまとった雷神の刃は、不発。

　
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 が薬室に詰まって、咒式が発動しない！

　肩口と胸板を負傷した俺の刃では、忍者の
鎖
 くさり

 
帷
 かた

 
子
 びら

 と
強
 きよう

 
靱
 じん

 な筋肉組織を切り裂けない。

　続く相手の刃を受けて、手から魔杖剣を手放してしまう。体勢を戻すまえに、低空体当たりに切り替える。腹に受けた忍者とともに倒れこみながら、腰の後ろから金属の
塊
 かたまり

 を引きぬく。

　相手の胸板に
跨
 またが

 りつつ、忍者の顔に向ける。相手が左手で払おうとするが、かまわず引き金を絞り、六発全弾を発射。

　忍者の掲げた左上腕に、
喉
 のど

 に、気管に、額に、左の
眼
 がん

 
窩
 か

 に、口元に
大
 だい

 
口
 こう

 
径
 けい

 
軟
 なん

 弾頭が命中し、貫通。

　
覆
 ふく

 
面
 めん

 から血が
滲
 にじ

 み、
溜
 ため

 
息
 いき

 のような苦鳴をあげて、暗殺者は絶命した。咒式で骨格や筋肉を強化、変換していようと眼球や
口
 こう

 
腔
 こう

 までは強化していない。そして脳が破壊されれば、どんな
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士であろうと死ぬ。

　銃口からは、
鼻
 び

 
孔
 こう

 を突き刺す
硝
 しよう

 
煙
 えん

 の臭気が立ちのぼる。

　ギギナがロルカ屋で俺に持たせたのが、この火薬式[image: ]
 銃だった。

　攻性咒式や各種生体強化や装甲が発達したこの大陸で、単なる[image: ]
 銃を使いたがるものも少ない。体に穴が開き、片腕が吹き飛んでも平気で動く咒式士相手には、急所を的確に狙うか特殊弾頭を使用しないかぎり殺傷力が足りない。

　捨てるのももったいないので持っていたのだが、
早
 さつ

 
速
 そく

 役に立ってしまったのが腹立たしい。弾丸を失った銃を腰の後ろに戻し、床に転がる
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を

摑

 つか

 む。

　詰まった
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 を排出。
空
 から

 の弾倉を乱暴に抜きとり、十二発全弾を
装
 そう

 

塡

 てん

 した予備の
咒
 じゆ

 弾倉と交換。
遊
 ゆう

 
底
 てい

 を引いて、
初
 しよ

 
弾
 だん

 を薬室へ送りこむ。

　ギギナの激闘の脇を抜ける影。司教室へ向かう忍者の姿が見えたため、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を起動。化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第一階位〈
矛槍射
 ベリン

 〉によって三本の鋼の槍を生成、発射。忍者の胸板を槍が貫通し、体を
椅
 い

 
子
 す

 へ
磔
 はりつけ

 にする。

　さらなる咒式を
紡
 つむ

 ぎながら、ギギナの激闘へ向かう。









　巨大な刃が振り下ろされる。

　忍者が掲げた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 が折れて、脳天から
股
 こ

 
間
 かん

 まで
一
 いつ

 
刀
 とう

 
両
 りよう

 
断
 だん

 される。左から迫る忍者の
薙
 な

 ぎ払いを、頭を下げてギギナが回避。伸ばした手が、相手の右足首を摑
 み、引き上げる。

　
凄
 すさ

 まじい腕力で振り回された忍者の頭部が、迫ってきた暗殺者の頭に激突。両者の
頭
 ず

 
蓋
 がい

 が砕ける。頭部が砕けた死体を、さらに後方の忍者に投げつける。胸板で受けとめた忍者へ、ギギナの残忍な刃が水平に疾る。

　
真
 しん

 
鍮
 ちゆう

 製の
燭
 しよく

 
台
 だい

 に忍者の
頭
 ず

 
蓋
 がい

 、そして説教台を両断した。忍者の両手が、口から上が消失した頭蓋の断面を

搔

 か

 きむしるが、
脳
 のう

 
漿
 しよう

 と血液が
零
 こぼ

 れるだけ。受けとめた仲間の死体とともに膝から崩れて絶命する。

　ギギナの周囲は、すでに
屍
 しかばね

 が何体も横たわる血の海だった。生体
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 にも
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 が跳ね、壮絶な姿になっていた。

「
都
 つ

 
合
 ごう

 十体、終わったな」

　俺はギギナに近づいていく。

「装備や動きからすると、〈フウマ〉や〈イガ〉ではなく、〈コウガ〉の忍者みたいだな」

「大陸にもかなりの流派が来ているらしい」

　ギギナの後方、陽光が作る影が動いた。動いたと思った瞬間には、影が人型となって
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していた。

　
凄
 すさ

 まじい魔杖刀の
刺
 し

 
突
 とつ

 を、振りかえりざまにギギナの刃が受けた。完全には防御できず、
逸
 そ

 れた刃がギギナの
兜
 かぶと

 の装甲を切り裂く。強敵の出現に喜ぶ、ギギナの口元が
露
 あら

 わになった。

　続く中段回し
蹴
 げ

 りを、左腕を掲げてギギナが防御。返す
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を、魔杖刀に左手を添えて、忍者が防御。刃を旋回させて、突きを返す。今度はギギナが左手で抜いた防御用の短剣が防ぐ。
甲
 かん

 
高
 だか

 い音を立てて、チタン合金の短剣が砕ける。

　互いに距離を取る、ギギナと忍者。

　ギギナの技倆に驚いたのか、他のなにかなのか。忍者が首を軽く振って、動きだす。司教室へと向かって疾走する忍者を追って、ギギナも
椅
 い

 
子
 す

 の上を
併
 へい

 
走
 そう

 する。

　二陣の
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 の間に、刃の銀の
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 が飛び交う。
燭
 しよく

 
台
 だい

 や長
椅
 い

 
子
 す

 がまるで薄紙のように解体され、破片が舞う。俺の位置からでは忍者に咒式を放てない。自らも走って、二人を追う。

　先回りしたギギナが、礼拝堂の床を踏み割って急停止。顔には
椅
 い

 
子
 す

 が破壊されたことへの激怒。椅子を越えてくる忍者へと、
下
 げ

 
段
 だん

 
斬
 ぎ

 り、変化して三段突きへと必殺の刃。最初の一撃を刃で受けて急停止、後方へと忍者が
逃
 のが

 れる。身代わりになって三段突きを受けた長椅子が、爆散した。

　椅子が破壊されたことによって開いた道を、ギギナが進む。暴風のように吹き荒れる刃が、椅子を、床を
破
 は

 
砕
 さい

 。刃のすべてを忍者が
躱
 かわ

 す。

　ギギナが椅子の破片を
蹴
 け

 って、忍者の退路を
塞
 ふさ

 ぐ。巨大すぎる刃が、立ち止まった忍者へ放たれる。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 で受けるも、超質量の一撃を
減
 げん

 
殺
 さい

 しきれずに左肩口が裂ける。

　
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 の向こうから、忍者の左腕が腰から刃を引きぬく。先が分かれた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
叉
 さ

 だった。

　ギギナの超感覚が、不自然な動きに反応。
勘
 かん

 で頭を大きく左に振る。

　輝く斜線が回避したギギナの
兜
 かぶと

 と肩の装甲を
掠
 かす

 め、後方へ走っていく。直線の軌跡の先、長椅子の背もたれや
燭
 しよく

 
台
 だい

 、十字印の下に位置する祭壇を破壊した。正確にいえば、削りとった。

　忍者が魔杖叉を振るい、再び斜線が放射される。ギギナが回避するも、
大
 だい

 
腿
 たい

 や上腕の一部を
掠
 かす

 める。

　鮮血を吹きながら、ギギナが後退。ようやく二人が離れたため、化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第一階位〈
矛槍射
 ベリン

 〉を全力発動。七本の槍を
紡
 つむ

 いで、発射。しかし、忍者の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 がさらに発動。輝く帯が鋼の槍に激突すると、瞬時に銀の破片へと分解された。

「なんだあれは？」

　刃を掲げるギギナの問い。俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 が、忍者の使う咒式の予測を表示した。

「相手が使用している咒式は、おそらく化学鋼成系第三階位〈
微塵極針
 チリアツト

 〉だ」

　極微の単分子の針を何億本も生成し、相手に放つ咒式だ。極小の針自体が、一個の巨大分子であり、分子間の引っ張り強度がそのまま強度になる。限界張力は直径一ミクロルあたり、約二・四トーンという超強度を持ち、原子ひとつぶんの針先はこの世でもっとも鋭利である。命中すれば、人体などたやすく貫通し、物体を
削
 けず

 りとる。

　忍者がおそるべき咒式を
紡
 つむ

 ぐ。ギギナと俺は、礼拝堂を逃げまわる。
椅
 い

 
子
 す

 が削られ、床が吹き飛ぶ。ギギナと俺が合流、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げる。

　刃を床に突き立て、盾とする。ガナサイト
重
 じゆう

 
咒
 じゆ

 
合
 ごう

 
金
 きん

 の表面に単分子の針が激突し、
凄
 すさ

 まじい悲鳴と火花をあげる。

　ギギナが作ってくれた一瞬の時間があれば、俺は咒式を紡げる。化学錬成系第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を紡ぎ、
淡
 たん

 
黄
 おう

 色状結晶を高速生成。トルエンに三つのニトロ
基
 き

 が結合したトリニトロトルエンを、ジアゾジニトロフェノールやアジ
化
 か

 
鉛
 えん

 や
雷
 らい

 
汞
 こう

 などの起爆薬で、
炸
 さく

 
裂
 れつ

 させる。

　爆風と鋼の散弾が、椅子や床を
破
 は

 
砕
 さい

 。烈風が俺やギギナにまで吹きよせる。

　予測していた忍者は、上空に
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 していた。回転して爆風や衝撃波の影響を最小限にし、空中に逃れる。

　だが、相手が
尋
 じん

 
常
 じよう

 でない達人であることは俺の予想の範囲。足場のない空中で、回避行動はできないと〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を放つ。

　しかし、水平の落雷は、落下する忍者を捉えきれなかった。

　忍者は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 から俺と同じ〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を発動。下方へと噴出する秒速六九〇〇メルトルという爆風の反作用で急速上昇し、礼拝堂の吹き抜けの天井に到達。
天
 てん

 
地
 ち

 
[image: ]

 そう

 
世
 せい

 
図
 ず

 が描かれた天井に、魔杖刀を突き立てる。逆さとなった忍者は、爆風で装束が破れ、鮮血すら流している。

　たしかに
鋼
 はがね

 の散弾を入れなければ爆裂での負傷は少ないが、俺が想像もしなかった、実戦への応用能力だった。

　逆さとなった暗殺者が、左手の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
叉
 さ

 の引き金を引きしぼる。単分子の針を、集中させずに放射状に放つ。皮肉な恵みの雨のごとく、拡散して降ってくる。

　ギギナが刃を盾とし、俺も長
椅
 い

 
子
 す

 の下へと隠れるが、完全には回避できない。肩や足首に針が突き立つ。

　今度は収束した刃で長
椅
 い

 
子
 す

 が破壊。長椅子から逃れた俺は、
天
 てん

 
蓋
 がい

 へ向かって〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を放つ。天井を破砕する爆裂。

　忍者はすでに天井から
逃
 のが

 れ、礼拝堂の出入り口に無音で着地した。
凄
 すさ

 まじい体術だった。遅れて天井の破片が礼拝堂に降り積もる。

　ギギナの化け物ぶりは知っている。そのギギナと同等以上に渡りあえる忍者は、他のものとあきらかに格が違う。到達者級の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 に
匹
 ひつ

 
敵
 てき

 する忍者だった。

　ギギナが礼拝堂の中央通路に立つ。

「この私、ドラッケン族の戦士であるギギナと
互
 ご

 
角
 かく

 に斬りむすぶ暗殺者がいようとはな」

　刃を掲げる。

「死ぬ前に名を告げていけ」

　実戦で敵に話しかけるギギナは、非常識すぎる。椅子の陰から相手を
窺
 うかが

 う俺こそ常識的だ。

　忍者は右手に魔杖刀、左手に魔杖叉を構えたまま、答える。

「名乗るわけにはいかぬが、コウガの一派をまとめる、ただの忍者だ」

　声は作られたものだった。そこまでして身元を隠す必要があるのだろうか？

「そしてコウガは任務を必ず果たす」

　刃先に
紡
 つむ

 がれた無色針状結晶に気づき、俺の血液が逆流する。

　叫びより先に、
轟
 ごう

 
音
 おん

 が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 した。






七章　光の
紡
 つむ

 ぎ手







逃げろ逃げろ、過去から逃げろ



過去の
深
 しん

 
淵
 えん

 は君を喰らい殺すから



だがしかし、過去から逃げきったとき



もはや君という存在は、そこにいない



ジグムント・ヴァーレンハイト「
曲
 きよく

 
面
 めん

 
虚
 きよ

 
像
 ぞう

 心理学」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四八七年










　腹に響く重低音の二重奏が、礼拝堂と教会そのものを揺らした。壁を窓枠を天井を、砕き散らせていた。

　
天
 てん

 
蓋
 がい

 が崩れて
蒼
 そう

 
穹
 きゆう

 が見えた。白煙と
瓦
 が

 
礫
 れき

 に埋まった礼拝堂のなかで、俺とギギナは生き残っていた。

　瓦礫を押しのけてギギナが立ち上がり、体にまとわりつく
塵
 ちり

 を払う。俺も
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を床に突き立てて、なんとか立ち上がる。

　コウガ忍者の頭領が放ったのは、化学錬成系第四階位〈
曝轟蹂躙舞
 アミ・イー

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 だった。

　ＲＤＸ、いわゆるヘキソーゲン、正式にはシクロトリメチレントリニトロアミンを合成し、電気的操作で平均爆速八五〇〇メルトルを誇る軍用爆薬を
炸
 さく

 
裂
 れつ

 させる咒式だ。威力は〈
爆炸吼
 アイニ

 〉が生成するトリニトロトルエンの一・六倍ほどとされる、強力な咒式だ。

　相手の
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式に気づいたとき、ギギナは後方
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を
盾
 たて

 とした。同時に、前に飛びだした俺が相手と同じ〈
曝轟蹂躙舞
 アミ・イー

 〉を高速展開。指向性を持たせて発動し、強引に超破壊力を
相
 そう

 
殺
 さい

 したのだ。これしかなかったといえど、よくも
上
 う

 
手
 ま

 くいったものだ。

　限界を超えた高速発動は俺に逆流していた。肩と胸に続き、脳と神経系の一部が焼き切れた。流れる血が、上着の下を濡らしている。

　ギギナにしても軽傷ではない。細かい負傷を全身に刻まれている。だが、横顔に激闘の感慨はなかった。

「アロアデ、モロコイ、エピネデス、フェレイラよ。貴様たちの尊い
犠
 ぎ

 
牲
 せい

 はけっして忘れない」

　破壊された
椅
 い

 
子
 す

 たちに
黙
 もく

 

禱

 とう

 を捧げる、奇特なドラッケン族は無視しよう。周囲を確認するまでもなく、すでにあの恐るべき忍者は退避したようだ。

「常識外れの体術に高位化学系咒式を使う、か。どんな怪物だ」

　
眼
 め

 
鏡
 がね

 の位置を直して、吐き捨てる。

「二対一では犬死するだけだと悟ったのだろう」ギギナの
秀
 しゆう

 
麗
 れい

 な鼻が動く。「ついでに、
偏
 へん

 
執
 しつ

 的に用意
周
 しゆう

 
到
 とう

 らしいな」

　ドラッケン族ではない俺の
嗅
 きゆう

 
覚
 かく

 も、焦げ臭さを感じはじめた。礼拝堂の出入り口からは、黒煙が
溢
 あふ

 れだしていた。窓に近寄り、階下を眺める。一階から三階の窓が、猛火と黒煙を吐きだしていた。

　燃焼剤を
撒
 ま

 き散らして、館ごと燃やそうというつもりらしい。

「こういう感じに家を燃やす、田舎の奇祭の話を聞いたことがある。なんだったかな？」

「すぐに
妄
 もう

 
想
 そう

 に逃避できる貴様の才能が、
羨
 うらや

 ましくなるときが来ようとはな」

　ギギナが信徒用の長椅子を両脇に抱えて移動。礼拝堂の扉に立てかけた。これでしばらくは炎の浸食と、黒煙による一酸化炭素中毒は防げる。しかし、長くは持たない。

「敵は退けたのか？　他の護衛はどうなった？」

　司教室の扉が開き、ヘロデルと秘書官が立っていた。背後には、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 とアズ・ビータ議員も顔を
覗
 のぞ

 かせている。

「俺たち以外の護衛は全滅した」

　ヘロデルが悪いわけではないが、突っかかるような口調になってしまった。俺とギギナは、壊れた椅子と忍者たちの体の破片を踏み越えていく。

　司教室の前で、ヘロデルと秘書が焦りの顔を並べていた。俺は告げておく。

「悪魔めいた暗殺者どもは退けたが、敵はどうしても枢機卿長とアズ・ビータ議員を殺したいらしい。礼拝堂からの出口から階下はすべて炎の海。窓から出るしかないようです」

「なぜ私がアズ・ビータだと分かった？　こんな老人の顔を覚えている人間が、この世にさほどいるとも思えぬが？」

　老人が
狷
 けん

 
介
 かい

 そのものの瞳で言い、モルディーンが「おやおや」と
悠
 ゆう

 
揚
 よう

 迫らぬ表情で苦笑した。

「その話は後で」

　俺は話を
遮
 しや

 
断
 だん

 して、周囲を見回す。

「脱出は無理だろうな」

　ギギナが窓を見る。四階の窓から外が見えないほど、教会は炎上している。

「一人ならともかく、四人とガユスを抱えては私も飛べない。また、暗殺者の頭領は
逃
 のが

 した。強引に窓から出れば、そこを狙われる。いくら私とガユスでも守りきれぬな」

「他の出口がどこかにありませんか？」

　俺はモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 に言葉を向けてみる。

「そんな都合のいいものがあるか」

　ギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を肩に
担
 かつ

 ぐ。

「貴族相手の教会で、緊急避難経路がないほうがおかしいんだよ」俺は苦い言葉を連ねていく。「貴族は、いや俺がそうだったように病的に臆病で、他人をまったく信じていないからな」

　モルディーン枢機卿長は静かに苦笑した。司教室を振りかえり、室内に入っていく。俺たちも枢機卿の背に続く。

　窓が存在しない小さな部屋。書類棚と小さな祭壇、中央には応接机と四脚の
椅
 い

 
子
 す

 。

　枢機卿長の手が掲げられ、指先は祭壇を示す。

「祭壇を動かせば、
納
 のう

 
骨
 こつ

 
堂
 どう

 に通じる階段が降りている。そこから敷地にある
廟
 びよう

 に出ることができる」

　退屈そうにモルディーンが告げた。









　背後から迫る焦げた臭いを
嗅
 か

 ぎながら、六人が地下通路を進む。

　ギギナを先頭に、ヘロデル、モルディーン枢機卿長、アズ・ビータ下院議員と秘書官、そして俺の順で、
狭
 きよう

 
隘
 あい

 な地下納骨堂の通路を進んでいた。

　ギギナが発動させた生体変化系第一階位〈
螢明
 ネミノン

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が、剣の切っ先に温度のない青白い光を灯らせていた。合成したルシフェリンにＡＴＰとルシフェラーゼ
酵
 こう

 
素
 そ

 を結合させ、ルシフェリンが発生する。そのときの化学エネルギーから光学エネルギーへの変換率は九八％
 以上であり、余分な熱がほとんど発生しない。
蛍
 ほたる

 の発光原理と同じ優雅な光であるところが、ギギナの
気
 き

 
障
 ざ

 さを示して気に入らない。

　光によって、左右の壁に積みあげられた聖職者たちの
棺
 ひつぎ

 が浮かびあがる。狭い通路を、俺たちはひたすら進む。

「そろそろ出口だよ」

　モルディーンの声が響き、進む速度が落ちる。

　ギギナの掲げる淡い光が、土砂に
遮
 さえぎ

 られていた。

　出口への階段が、途中で
瓦
 が

 
礫
 れき

 に
覆
 おお

 われているのだ。ギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を土砂に突き刺し、排除にかかる。ヘロデルも聖職者の
棺
 ひつぎ

 の
蓋
 ふた

 を

剝

 は

 ぎとり、土砂を
退
 しりぞ

 けにかかる。

　通路が狭いため、二人に任せるしかない。モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は落ちついた様子で、壁に背を預ける。負傷したのか、モルディーンは視線を左足に落としていた。

「こんなに走ったのは、その昔アルカンドラ神殿で逃走する狂信者たちを追撃した指揮のとき以来だよ」

　上げられた視線が、薄闇のなかの俺を見据える。

「ガユス君は、ここで私とアズ・ビータ議員がなにを話していたかを問わないのかな？」

「
下
 した

 っ
端
 ぱ

 はなにも聞かないのが、祖先から伝わる
処
 しよ

 
世
 せい

 
術
 じゆつ

 でしてね」

　言いながら自らの袖が濡れているのを感じていた。ギギナの応急的な
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で
塞
 ふさ

 いだ肩と胸、全身の細かい傷までが、激しい運動で開いて再び出血しはじめているのだ。失血で少し気分が悪い。

「それでも、推測してみましょうか」

　袖口を上げて傷口を
縛
 しば

 っておく。火災の熱気が背後から押しよせてくる。枢機卿長と会話でもして、
焦
 じ

 れる時間をつぶすしかない。

「モルディーン枢機卿長とアズ・ビータ議員という、二大巨頭の会談の目的は、おそらく皇国と七都市同盟の間に横たわる問題、第九次聖地紛争についてのことでしょう」

　俺のつぶやきに対し、白い眉毛の下に隠れるようなアズ・ビータ議員の目に興味の光が宿る。

「第九次聖地紛争は、歴史的に宗教的に両国の間に位置する、聖地アルソークの
割
 かつ

 
譲
 じよう

 
線
 せん

 を争っている。というのが
建
 たて

 
前
 まえ

 ですが、実際は東方二十三諸国家方面につながる、交通利権と
要
 よう

 
衝
 しよう

 の確保が問題になっています」

　俺には政治のことなど分からない。が、政治のことが話されていると分かれば、損得計算くらいはできる。

「
猊
 げい

 
下
 か

 はすでに南方のソリティア共和国と結んだ海路の新設により、紛争の経済的原因そのものが無意味になるように向けた」

　続けてみる。

「だが、教会と信徒たちは、宗教的情熱で熱くなりすぎ、一部の軍人たちと軍事産業は戦争を望んでいる。同盟側も同じような状態だった。
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 と七都市同盟が争えば、神聖イージェス教国やバッハルバ大光国が、薄笑いを浮かべて足下をすくいに来ます」

　俺の解説に、モルディーンが薄く笑みを浮かべてうなずく。

「そこであなたは、自分と同じくらいには合理的で冷静なラペトデス側の有力者を求めた。つまり、同盟最高議会の長であるカイ・クヨウ氏が話に乗ってきた。カイ・クヨウ氏は腹心のアズ・ビータ議員を代理として
派
 は

 
遣
 けん

 し、皇国側は龍皇の代理としてモルディーン枢機卿長を派遣し、機密会談で和平の道を探った」

「和平、だけで済むのなら簡単なのだがね」モルディーンが言葉を割りこませてきた。「実は、もう成立したので隠すほどのことではないのだが、両国の主戦派の顔をつぶさないくらいの、適当な落としどころなどを探していたのだよ」

　アズ・ビータ議員が額の汗を
拭
 ぬぐ

 う。

「七都市同盟の
駐
 ちゆう

 
屯
 とん

 
軍
 ぐん

 は、聖地のダエフ線まで引く用意がある。そこで双方の紛争は、開始前に終わる」

　老人が告げ、モルディーンが言葉を受けた。

「現状は戦争で躍進しようとしていた、最強硬派と
軍
 ぐん

 
需
 じゆ

 産業のどちらかが暗殺者を送ってきた、というところだろう。ここから我らが出て正式に条約が調印されれば、敵を倒したいだけの愛国心や利権の発生が終わるからね」

　俺が知りえない情報を補足されると、裏が分かってくる。アズ議員が苦笑する。

「こんな地下通路にも、ツェベルンには少しは考えられる人間がいて
羨
 うらや

 ましいですな。我が同盟の正義バカどもと交換してはいただけませんか？」

「それは
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に辞退させていただきます。宮廷の飾りにしては不細工な頭を乗せている無能な政治家と、戦争ごっこを好む不良軍人なら、差しあげますよ。ついでにタンタル鉱山の採掘権つきでいかがです？」

「安すぎますね。皇国の領土の半分をいただいても、それは割にあいません」

「お互いに、無能な愛国者と、愛国者の仮面を被った無能には苦労しているようですな」

　二大巨頭である政治家が、社交辞令の笑みを交わす。

　この狂気の世界にあっても、より合理的により我慢できる狂気という政治が成立しているのだろう。

　しかし、俺には疑問がひとつ残った。

「
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 の東方諸国家への交通路を開くために、同盟側がダエフ線まで引く。だとするなら、皇国が一方的に有利なだけ。龍皇国は、なにを
代
 だい

 
償
 しよう

 として差しだすのです？」

「開いたぞ！」

　俺の問いは、ギギナの声に

搔

 か

 き消された。階段の上から
零
 こぼ

 れる光が、土と汗、
埃
 ほこり

 と血で
斑
 まだら

 に彩られても美しい、ドラッケンの戦士の顔を照らしていた。

　全員が階段に向かう。俺も政治的疑問の解決より生存の道を選んで、一団に続いた。









　出口を抜ける。清浄な外気。石床と、石柱に支えられた石の天井があった。

　聖人の像に見覚えがある。教会に入るときに見た、頑丈そうな
霊
 れい

 
廟
 びよう

 だと分かった。

「どうやら助かった、らしいな」

　俺は膝をつく。失血が限界だった。ギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を俺の左肩に当てて〈
胚胎律動癒
 モラツクス

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動。未分化細胞が生成され、肩や胸板の傷口をそれぞれの細胞に変化して
塞
 ふさ

 いでいく。ようやく肉体が本格的に修復されていった。

　背後から
轟
 ごう

 
音
 おん

 。地下階段から、
崩
 ほう

 
壊
 かい

 の音と土煙が噴出する。全員が
咳
 せ

 きこみ、袖で口や鼻を押さえる。

　ついに炎が地下まで達し、
崩
 ほう

 
落
 らく

 が起こったのだろう。あと十数秒ほど脱出が遅れれば、
納
 のう

 
骨
 こつ

 
堂
 どう

 の聖職者たちと仲良く生き埋めだった。

　それでも、
霊
 れい

 
廟
 びよう

 に
溢
 あふ

 れる煙はたまらない。一酸化炭素中毒になりそうだ。

「とにかく、外に出ましょう」と
眼
 め

 
鏡
 がね

 の秘書官が霊廟から出る。

　
芝
 しば

 
生
 ふ

 を進む男の背広の胸板に、小さな穴が開いた。

　赤黒い穴からは、血も噴出しない。

　自らの胸に開いた穴を、秘書官が眺める。次の瞬間、
溜
 ため

 
息
 いき

 のような声とともに、前のめりに倒れた。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 狙撃だっ！」

　秘書官を助けようとヘロデルが走った。倒れて
痙
 けい

 
攣
 れん

 する秘書官の腕を

摑

 つか

 んだ時点で、ヘロデルの右肩に穴が開く。続いて右膝に穴が開いた。苦痛の声とともに半回転して、ヘロデルが倒れていった。

　走り出ようとするアズ議員の肩をギギナの手が摑
 み、強引に霊廟に引きもどした。

　寸前まで議員の体が占めていた空間を、光が過ぎさり、大地に焦げ穴が開く。雑草が炎上し、土は溶岩のように
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 していた。

　霊廟に止まった俺やモルディーン、アズ老人の顔には混乱。なにがどうなったのか、俺にも分からない。

　ギギナだけが、厳しい視線で霊廟の外に倒れるヘロデルと秘書官を見据えている。ヘロデルと秘書官は苦痛で
呻
 うめ

 き、動くことができない。アズ議員は頭二つ高いギギナを見上げる。目には責める光。

「なぜ助けに出ない！」

「ドラッケン族の狩りにも、こういう方法がある」

　目線は外に据えられたままだった。生体強化系第一階位〈
鷹瞳
 ルコン

 〉によって、レチオールを合成し、
網
 もう

 
膜
 まく

 内のオプシンを最活性化。
黄
 おう

 
斑
 はん

 の中心にある中心窩を拡大する。強化された視力で、ギギナは周囲を探索している。

「狙撃手は初弾で秘書官を殺さなかった。それは秘書官を救いに我らが物陰から出るように誘うためだ。助けに出たヘロデルを即死させなかったのも同じ理由だ」

　ギギナの
顎
 あご

 が、転がる二人の秘書官を指し示す。

「あれは、貴様たち、つまりアズ議員とモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 をここから引きずりだすための毒入りの
撒
 ま

 き
餌
 え

 だ」

　ドラッケンの
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 は従軍経験があるだけに、こういったことにも詳しいようだ。土煙を手で払いながら、ギギナが続ける。

「相手は光学系の咒式を使う
凄
 すご

 
腕
 うで

 の狙撃手だ」

「発動しているのは
電
 でん

 
磁
 じ

 光学系第四階位〈
光条灼弩顕
 レラージェ

 〉の咒式だろうな。熱線で狙撃されたから、音がしない」

　俺としても呼吸が苦しいが、相手の咒式の正体を解説していく。

「光の矢の正体は、光速にまで加速した自由電子を、強力な
電
 でん

 
磁
 じ

 
場
 ば

 
干
 かん

 
渉
 しよう

 で電子
軌
 き

 
道
 どう

 を
蛇
 だ

 
行
 こう

 させ、共鳴的な相互作用によって位相をそろえた近赤外線の光だ。それを高密度に集束させている」右手の指で蛇行する電子を示す。次に指で表した光を、左手に衝突させる。「放射される光線は、地上の大気で通用しやすい、波長が一・三一五マイクロメルトルの赤外線レーザーを選択しているようだ、空気中でも拡散による
減
 げん

 
衰
 すい

 が小さく、長距離狙撃に向いている」

　俺の指が自らの首に当てられる。

「狭い面積に極めて高密度の光エネルギーが集中させられれば、標的を
灼
 や

 き、溶解させる。レーザーを移動させれば、標的の切断も簡単だ」

　ギギナがうなずき、続ける。

「単なる射撃というより、光速、つまりは秒速約三十万キロメルトル、実際には大気で減速するから秒速約二十九万キロメルトルの刃というわけか。ここまで遠距離から放たれると、おそろしく
厄
 やつ

 
介
 かい

 だな」

　ギギナの目が外を向く。

「光の方向と威力からすると、左から来ている。付近に高層建築はないから、数百メルトル先にある商業地のビルのどれかよりの狙撃だろう」

「絶望的な距離だな」

　俺の唇は苦笑いの形に
歪
 ゆが

 む。出していた携帯も畳む。とうぜんのように通信妨害までされている。

「相手は走って動く人間の、しかも正確に急所を外して狙撃してきている。測量レーザーで絶えず調整しているとはいえ、
尋
 じん

 
常
 じよう

 な腕ではない」

「ここまで腕が立つということは、相手は現役か元軍人だ。この手口からすると、
噂
 うわさ

 に聞く長手のエルザロル、射光のブレナンテあたりだろうな」

　ギギナが相手を予測する。

「俺もそのあたりの
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だろうとは思う。どちらだろうが、厄介さは変わらないな」

　
霊
 れい

 
廟
 びよう

 の外で倒れているヘロデルの左足に、さらに
冷
 れい

 
酷
 こく

 なレーザーが突き刺さる。跳ね上がる左足と、ヘロデルの悲鳴。
瀕
 ひん

 
死
 し

 の友の悲鳴が、俺の耳に突き刺さる。

　ヘロデルに向かおうとすると、顔が上がる。苦痛を
堪
 こら

 える目が、俺の動きを制した。

　さらに俺の肩を

摑

 つか

 む五本の指。横に立つのは、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 だった。

「ガユス君、冷静になりなさい。ただ出ていっても狙撃されるだけです」

「ここで救援を待つと？　このままでは地下から出ている一酸化炭素で
窒
 ちつ

 
息
 そく

 死しますよ？」

「だからこそ、狙撃手は君や私たちが出てくる瞬間に狙いをつけている、という
罠
 わな

 だよ」

　モルディーンの静かな指摘だった。俺は冷静さを取りもどす。負傷は
塞
 ふさ

 いでも、血がまだ戻っていない。だが、考えるしかない。

「外に出れば狙撃され、留まれば窒息死。または時間がかかるといえども、この霊廟ごと破壊してくるかもしれない。救援を待つのは
愚
 ぐ

 
策
 さく

 すぎる」

　言った途端に、霊廟の出入り口で鈍い音。石材が落下し、砕けた。〈
光条灼弩顕
 レラージェ

 〉の光線が、切断しやすいところから切りはじめたのだ。

「狙撃手は俺たちが
窒
 ちつ

 
息
 そく

 死するのを待つ気はないらしい」

　ギギナが
霊
 れい

 
廟
 びよう

 の石床に
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を突き立てる。時間がない。

「
前
 ぜん

 
衛
 えい

 職である私には、相手に届く
咒
 じゆ

 
式
 しき

 がない」

「
後
 こう

 
衛
 えい

 である俺にも遠すぎる。せめて狙撃地点が分かればいいが、俺が捕捉したときには相手の狙撃が終わっているだろう」

「手詰まりだな」

　二人で思考する。打開策はないが、結論は決まっている。

「俺とギギナで外に出よう。命をかけてでも、血路を開くしかない」

「無駄死には私の趣味ではないよ？」

　モルディーンが抗議を発した。再び霊廟の壁の一部が崩れる。熱線が床を刻んでいき、ギギナが足を
退
 しりぞ

 けた。絶体絶命の状況にあっても
慌
 あわ

 てないギギナの姿を見て、俺の心が決まる。

　俺は
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 めいた笑みを口元に浮かべる。

「ある意味で、俺は冷静ですよ。考えてみれば、俺やギギナ、ヘロデルや秘書官の命は誰かと交換ができる」

　俺は冷静さとともに続ける。

「だが、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 とアズ議員が死ねば、ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 とラペトデス七都市同盟は引き際を誤り、紛争を開始する。本格的な武力衝突に発展するかもしれない。そうなれば、ヘロデルの婚約者と同じ悲劇が起きる」

　ジヴの姿が痛みとともに
脳
 のう

 
裏
 り

 をかすめたが、強引に振りきった、ことにする。

　俺の言葉にアズ議員は沈黙し、モルディーン枢機卿長が口を開く。

「事実そのとおりになるだろう。そして他人の命で語る愚か者より、自らの命で語る愚か者に敬意を払いたい」

　俺はしばし考える。さまざまな断片を組みあわせて、結論が出た。

「敬意や
勲
 くん

 
章
 しよう

 などより、欲しいものがひとつ、いや二つほどあるのですが？」

「ここを生きて出られるのなら、なにを与えても惜しくはないよ」

「ならば真実をお願いします」

「真実が欲しければいくらでも語ろう」

　言葉とともに、壁の一部が崩れた。狙撃が続いているようだ。

「約束を絶対に覚えていてください。答えを手に入れずに死ぬことはできないので」

　
咳
 せ

 きこんだ俺は、しばらく呼吸を整える。落ちついてから、目を閉じて条件を考える。

　まず、相手の位置が分からない。次に、相手の位置を理解したときには、俺は狙撃されている。この二つの条件をどう切りぬけるか。

　倒れているヘロデルの
苦
 く

 
悶
 もん

 の声。俺の古い友はもう絶命寸前だった。

　解決策が出た、ような気がした。俺はギギナに向きなおる。

「やるしかない」

「戦術は？」

「賭けになるが、ある」

　俺はギギナに戦術を告げた。ギギナは苦い顔をした。









　
霊
 れい

 
廟
 びよう

 から、矢のごとく弾丸のごとくに走りでる人影。

　生体
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 をまとったギギナの疾走だった。

　風となって進むギギナが、倒れたヘロデルと秘書官に向かうと見せて、跳躍。直後に、熱線が大地に突き立ち、
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 させる。

　狙撃手の呼吸を読んだ方向転換だった。

　初弾を外した狙撃手が、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 反動を処理し、次の精密狙撃用に調整した光学咒式〈
光条灼弩顕
 レラージェ

 〉を
紡
 つむ

 ぎ、狙いをつけるのに一秒弱。

　着地と同時に、狙撃手のいる方向へとギギナが疾走する。俺も霊廟を飛びだす。

　化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第一階位〈
斥盾
 ジルド

 〉の咒式を発動。疾走する俺の左側、雑草まじりの
芝
 しば

 
生
 ふ

 から、鈍色の壁が跳ね上がる。咒式で瞬時に発生した
鋼
 はがね

 の壁の陰に、走りこむ。

　光線は、ついでのように俺を狙ってきた。大気を渡るレーザーが鋼に命中。赤い火花があがり、一瞬で壁が水平に切断。

　壁の背後で身を
屈
 かが

 めていたため、俺の首は飛ばずに済んだ。残念ながら、一瞬で人間が隠れる大きさの壁を構築すれば、厚さは十数センチが限界だ。

　ギギナが大きく右へ
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、狙撃の射線が追尾。
爪
 つま

 
先
 さき

 と
背
 せ

 を熱線が
掠
 かす

 め、ギギナが木陰に逃げこむ。すぐに木の幹を
蹴
 け

 って反転飛翔。追尾してきた死神の光は、太い樹木を両断。

　
葉
 は

 
擦
 ず

 れの音を立てながら木が倒れていき、重々しい音を立てて敷地に横たわる。切断面は激しく炎上している。

　こちらも赤熱した切断面を見せた鋼の壁が落下する前に、次の〈
斥盾
 ジルド

 〉を発動。前方に鋼の壁が生みだされる。敷地のあちこちに、次の壁、次の壁、次の壁、次の壁、次の壁、次の壁、そして次の鋼の壁！

　
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が連続で排出される。俺が可能なのは二重発動が限度だ。同時多重発動でないといえども、超高速での九連続展開は
脳
 のう

 
髄
 ずい

 が
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 しそうだ。

　狙撃手は迷ったはずだ。自分に向かって疾走するギギナと、標的の逃走経路を生みだそうとしている俺と、どちらを狙うべきか。ギギナに向かえば、俺が壁を構築する。俺に向かえばギギナが距離を詰める。

　狙撃手の第三射が開始。

　ギギナを追う光線。ギギナは生体強化系第二階位〈
飛迅燕
 セエレ

 〉により、筋肉神経伝達物質アセチルコリンとエストラーゼ酵素を制御して反応速度を、第二階位〈
疾惟隼
 セレー

 〉によりドーパミン、ノルアドレナリン、アドレナリンなどのカテコールアミン類を合成し、戦闘に不必要な脳の回路を
遮
 しや

 
断
 だん

 。高速思考により、高速跳躍と反射を繰りかえし、相手の狙撃を回避している。

　
凄
 すさ

 まじい速度で、ギギナは敷地を抜けていく。熱線が猟犬のように追っていく。

　光の線はギギナを追うと見せかけて、反転。俺が構築した金属の壁の列に着弾。熱線が水平に動き、八枚の
鋼
 はがね

 の壁が一刀両断。溶解する切断面を見せて、八枚の壁が根本から倒壊していく。

　八枚の壁の背後に、俺はいなかった。もちろんモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 も、アズ・ビータ議員も逃げこんでいない。

　八枚の壁のさらに後ろに、俺は逃げていたのだ。
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 で射線を
分
 ぶん

 
析
 せき

 。

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の表示によると、
霊
 れい

 
廟
 びよう

 から直線にして七五三・三四メルトル先の、商業ビルの屋上からの狙撃だ。

　まず発射から着弾までレーザーを通す
媒
 ばい

 
体
 たい

 である大気による
減
 げん

 
衰
 すい

 
率
 りつ

 、μ
 の値を考える。気温十五度、一気圧、Ｖを射程 〇・七五三三四キロメルトル、λ
 を赤外線の波長一・三一五マイクロメルトルとすると、一〇‐
 三×三・九一÷
 Ｖ×（〇・五五／λ
 ）×（〇・五八五×Ｖの〇・三三乗）となる。

　減衰率は、〇・〇〇一一五六六〇六％
 と出た。距離の二乗に比例する減衰率、大気のプラズマ化による減衰率もあるが、こちらにとって都合のいい威力低下など起こりそうもない。やはりやるしかない。

　同時に、視覚の増幅率を上げていく。五〇倍ほどに増幅したところで、一瞬だけ壁から顔出す。狙撃手の姿を捕捉できた。

　屋上のコンクリ床に伏せて、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
長
 ちよう

 
弓
 きゆう

 をこちらに向けて構え、光学式の照準
鏡
 きよう

 を右目で
覗
 のぞ

 いていた。

　狙撃手も、俺が自分の居場所を正確に捕捉したことを理解したらしく、左目に残忍な笑みを浮かべていた。姿からすると、
噂
 うわさ

 に聞く射光のブレナンテだろう。

　相手を確認するのは一瞬だけ。すでに先行入力で構築していた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が発動。一瞬の連続発動で三枚重ね、五〇センチメルトルを超える厚さがある鋼の壁が立ち上がった。同時に火花。

　熱線が乱舞し、一枚目の壁が切断された。

　壁の背後で、俺は荒い呼吸を吐いていた。この壁の厚さであっても、〈
光条灼弩顕
 レラージェ

 〉の破壊力には十秒も持たないだろう。十二の咒式、十二発の
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 を使った。再
装
 そう

 

塡

 てん

 する時間はないため、残りは一発。

　先に立てた鋼の壁は切断されてはいるが、ヘロデルと秘書官の体を隠してくれる。ギギナも最前列に構築した壁の背後に隠れた。ギギナはよくやってくれた。

　ブレナンテの注意は、俺に集中しているはずだ。

　狙撃手であるブレナンテは、俺たちが霊廟で
窒
 ちつ

 
息
 そく

 死するのを待たなかった。そしてギギナと俺が飛びでた瞬間から、常に二人を狙ってきた。最大目標であるモルディーン枢機卿長とアズ議員を狙わずに。

　ブレナンテは冷静ではあるが、狙撃で人を殺すのが大好きだ。だから大目標ではなく、護衛の俺たちの派手な動きに釣られて、
執
 しつ

 
拗
 よう

 に狙ってきている。猟師のつもりなのだろうが、その心理傾向がやつの命取りになる。

　ブレナンテの狙撃、それ自体が俺たちにつけいることが可能な唯一の
隙
 すき

 だ。

　すぐに二枚目の壁が熱線で切断された。

　最初の壁は切断されることが目的だった。俺たちを獲物としているブレナンテは、一定の場所から撃ちつづけている。ならば、
鋼
 はがね

 の壁に刻まれた切断面の角度は、そのまま相手の射線の角度だ。
耐
 たい

 
熱
 ねつ

 
壁
 へき

 を作らず、切断される壁にしたのは、相手の位置を正確に探るためだ。

　俺は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動させるべく、深く深く意識のなかへと降下していく。精神の
混
 こん

 
沌
 とん

 の世界で、意識を使って咒式を
紡
 つむ

 ぎはじめる。

　暗い意識の海の底に、青白い
燐
 りん

 
光
 こう

 が組成式を描いていく。
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な組成式の六角形の頂点に、各種原子を配置していき、分子合成をさせる。

　
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 は多重
螺
 ら

 
旋
 せん

 を描き、複雑に組みあわさり、上昇していく。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 〈断罪者ヨルガ〉の
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 の演算能力によって、再配列し練りあげられる。

　三枚目の壁が、斜めに斬られる。

　呼吸を測って、俺は伏せていた。上がっていた左肩と左腕と右足に熱。左肩、そして左
肘
 ひじ

 と右足首から先の感覚が消えた。考えると怖いから、後で考える！　今は考えるなっ！

　転がりつつ引き金を
絞
 しぼ

 り、薬室内部で
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。
置
 ち

 
換
 かん

 物質と補助咒式が放出し、
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式と結びあわされる。

　咒力が無意識の道を抜け、仮想力場を通り、剣の切っ先に描かれた咒印組成式を境に、
虚
 きよ

 
数
 すう

 
界
 かい

 
面
 めん

 から事象界面へと
位
 い

 
相
 そう

 転移。周囲の物質の
作
 さ

 
用
 よう

 
量
 りよう

 
子
 し

 定数と波動関数を書き換え、強制
干
 かん

 
渉
 しよう

 していく。

　ブレナンテの光線が反転、上空から襲いかかる。

　後方に倒れつつ、俺はついに化学錬成系第五階位〈
三晶転咒珀鏡
 サブナケ

 〉を発動させていた。

　物質表面にさまざまな波長の光をあてた場合の反射率を、波長の関数として表わした、光学反射スペクトル率で、約九八％
 を誇る水酸化炭酸マグネシウム。その無色の立方晶系結晶を、分子ひとつまで
制
 せい

 
御
 ぎよ

 した完全平面の鏡として、三枚生成。

　光を反射する性質を持った炭酸マグネシウムに一兆分の一の反射層を作った完全平面を、それぞれ直角に三枚組みあわせた、いわば立方体の半分が、狙撃手に向かって立ち上がっていた。

　俺を
灼
 や

 き殺そうと殺到した〈
光条灼弩顕
 レラージェ

 〉の光線が、天から振り下ろされる。

　しかし、赤外線レーザーならば、光線がどのような
入
 にゆう

 
射
 しや

 
角
 かく

 で咒式の鏡面に入ろうと、同じ角度で反射が可能だ。ある角度で出ると、二倍曲がることになり、次の鏡面で直角から最初の角度が引かれ、出る角度は直角引く最初の角度となり、直角二つぶんの角度引く最初の角度の二倍ほど曲がることになる。

　合計すると、最初の二倍の角度に直角二つぶんの角度を足し、また最初の角度の二倍を引くことになる。つまり最初に来た方向へ戻る
再
 さい

 
帰
 き

 性反射を起こす。

　反射スペクトル率で約九八％
 、都合三回の反射で、元の九四・一一九二％
 ほどにエネルギーが
減
 げん

 
殺
 さい

 された〈
光条灼弩顕
 レラージェ

 〉の光線が、元の角度で狙撃手に
撥
 は

 ねかえされる。

　反転させられた死の光は、七五三・三四メルトル先の商業ビルの屋上に到達。反射された光は、角度と方向は正確だが位置は少しずれる。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
長
 ちよう

 
弓
 きゆう

 の先端ではなく、光学式
単
 たん

 
眼
 がん

 
鏡
 きよう

 に命中。

　光は、レンズを破壊し、内部を貫通して、再びレンズを抜ける。そしてブレナンテの視界に飛びこむ。眼球を蒸発させ、
脳
 のう

 
髄
 ずい

 を
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 。
硬
 こう

 
膜
 まく

 と
頭
 ず

 
蓋
 がい

 
骨
 こつ

 を貫通して、後頭部より天空へと抜けていった。

　
射
 しや

 
出
 しゆつ

 時点で約九四・一一九二％
 ほど、命中地点まででさらに
減
 げん

 
殺
 さい

 されていても、〈
光条灼弩顕
 レラージェ

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 は、人一人を殺すには充分以上の殺傷力を持っていた。

　俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の増幅された視界で、
喜
 き

 
悦
 えつ

 の表情を浮かべたまま、ブレナンテの顔が横に倒れる。続いて、魔杖長弓と体が倒れていった。

　そこで限界に達した俺は、
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の増幅率を戻す。掲げていた右手を下ろして、上体を支える。

　教会の敷地には、静寂が広がる。

　前方で伏せていたギギナが、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を
盾
 たて

 にしつつ体を起こす。

「終わった、ようだな」

　
霊
 れい

 
廟
 びよう

 のほうでは、アズ議員が息を吐いた。

「どうやら、そのようだ」

　一酸化炭素中毒になる前に、霊廟からそれでも用心深く出てくる。モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 も続いて出てきた。

　俺は二人の安全を確認して、自分の体を眺める。左肩が削られ、左
肘
 ひじ

 から先がなかった。大地に投げだした右足首から先も消えていた。

　左腕と右足首を探すと、足下に転がっていた。拾おうと思って右手を伸ばすと、激痛に襲われる。見たくはないが、左肘の断面を見る。炭化した断面から、赤黒い肉が見え、血を吐きだしていた。足も同じように出血しているだろう。

「見、なければ良、かったな」

　唇が勝手に
紡
 つむ

 いだあと、俺は上体を支えきれなくなって背後に倒れた。雑草の上に血が流れていくのが分かる。緑に散った赤は黒く見えた。

　
前
 ぜん

 
衛
 えい

 職ならこの程度の出血や負傷は平気かもしれない。しかし、通常の人間より少し
丈
 じよう

 
夫
 ぶ

 なだけである俺の肉体は限界だ。

　そして、なにより限界を超えた咒式の大量発動で、脳が沸騰し、神経系が
灼
 や

 ききれていた。心身ともに
瀕
 ひん

 
死
 し

 の状態、いや、もう死ぬ寸前だろう。

　精神が浸食され、
混
 こん

 
沌
 とん

 が
溢
 あふ

 れていた。

　視界が暗くなる。倒れていたヘロデルが、俺を見つめていた。どこか不満げな顔。ギギナが駆けよってくる姿が見えたが、
滲
 にじ

 んで見えなくなる。意識が、保てな……。









　暗転。









　それは抽象的な風景。

　すべてが
忘
 ぼう

 
却
 きやく

 に塗りつぶされ、
輪
 りん

 
郭
 かく

 すら定かではない。

　それは二つの人影。

　俺とは違う髪と瞳の色をした、妹のアレシエル。

　少年と青年の間の、俺自身。

　アレシエルは、美しい少女だった。

　俺はいつも彼女を見つめていた。二人の兄たちといるときも、友人たちとバカ騒ぎをするときも、アレシエルの目を意識していた。

　世界が回転する。

　兄妹は立っていて、座っていた。

　
曖
 あい

 
昧
 まい

 な舞台、
朦
 もう

 
朧
 ろう

 とした記憶。高速度上映された映画のように、二人は
戯
 ぎ

 
画
 が

 的に
幾
 いく

 
重
 え

 にも連なり、揺らめく。

　時間の流れは遅く、そして静かだった。

　事後関係は不自然に省略され、空間は
凍
 こご

 えていた。燃えていた。

　やがて、時間はその瞬間に至る。

　アレシエルの服の白と紺色の
清
 せい

 
楚
 そ

 な色合いは、血の赤に染まっていた。

　俺はアレシエルを抱きかかえていた。手にはアレシエルの体から流れる血の熱さを感じていた。止まらない。止まらない。

　すべては絶望的に手遅れだった。空気密度が万倍にも増したかのように、驚くほど
緩
 かん

 
慢
 まん

 に時が流れていく。

　腕に抱えたアレシエルの長い
睫
 まつげ

 が震え、俺を見上げる。深い湖のような、澄んだ瞳だった。瞳のなかに俺の姿が映る。

　アレシエルを失う恐怖と、怒りの色を浮かべる、少年時代の俺の姿があった。

　妹の紅の唇が、震えた。

「　　　　　　　　」

　妹の放った言葉が、俺には聞きとれない。

「なんて言ったんだ!?
 　もう一回言ってくれ！」

　絶叫するように問いかける。アレシエルは
瀕
 ひん

 
死
 し

 の激痛と、薄れていく意識のなかで、それでも言葉を発した。

「　　　　　　　　　　　」

　子供をあやす
慈
 じ

 
母
 ぼ

 のような表情だった。

　俺はアレシエルを抱きかかえて、言葉の衝撃に耐えていた。俺にはアレシエルの言葉の意味を理解できない。

　いや、理解はできるが、納得ができないし、したくない。人間はそのような言葉を発してはならない。

　俺は、アレシエルから目を
逸
 そ

 らせなかった。アレシエルの唇が

嚙

 か

 みしめられ、鮮血に染まった手が差しのべられる。

　アレシエルの左手が、俺の頰
 に触れた。アレシエルの熱い血と冷えた体温を感じた。

　そして赤い唇が開いた。
真
 しん

 
珠
 じゆ

 色の歯が見えた。震える声が、
最
 さい

 
期
 ご

 の言葉を
紡
 つむ

 いだ。　　　

「　　　　で　　　　、　　　　　　」

　アレシエルは笑った。いつも輝いていた瞳から、急速に光が失われていく。

　瞳は闇色に沈み、細い首が落ちた。俺の頰
 に触れていた左手が落下した。

　俺の胸中には、恐怖と
喪
 そう

 
失
 しつ

 。そして圧倒的な
安
 あん

 
堵
 ど

 感が湧いてきた。

　すぐさま、恐ろしい嫌悪感が襲ってきた。妹に死に安堵する自己への憎悪が、鋭利な破片となって全身の血管を駆けめぐり、傷つけ、食い破る。

　俺は、俺だけは理由を知っている。

　あれはアレシエルの断罪の宣告だったのだ。

　それは世界に対する
呪
 じゆ

 
詛
 そ

 の絶叫。

　それは兄に対する告発。

　すべてが破砕されるかと思ったが、そうはならなかった。

　平凡な日々は、愛も哀しみも押しながし、
摩
 ま

 
滅
 めつ

 させ、やがて
忘
 ぼう

 
却
 きやく

 させていく。ただただ、
残
 ざん

 
酷
 こく

 なまでに。

　あのとき、あの場所で、俺も死んでいたら。

　そう、今でも、いつでも。

　存在の
輪
 りん

 
郭
 かく

 が薄れていく。自分が薄れ、保てなくなっていく。

　これでいい。これでいいのだ。

　消滅に身を任せようとした俺を、衝撃が襲う。

　俺という存在を

摑

 つか

 む、巨大な黒い手。

　五指の先にある爪が、俺を虚無から引きあげていく。

　止めてくれ。俺は消滅したい。意識があるという呪いから解放されたい。

　だが、爪は
容
 よう

 
赦
 しや

 しない。虚無から引き

剝

 は

 がされた俺は、存在そのものの苦痛に絶叫する。

　懐かしい無に帰ろうとする俺と、
残
 ざん

 
酷
 こく

 な有に引きあげようとする
鉤
 かぎ

 
爪
 づめ

 が激しく争う。

　自らが平面化し、立体化した。

　自らが
微
 み

 
塵
 じん

 となり、喪失した。

　そのそして割れた俺の破片が集束し集中し消えて消えてゆき俺の俺が思考としている主体の主観が客観的に消失消滅喪失し俺が消えていく。

　無

　無

　声

　
混
 こん

 
沌
 とん

 へと向かう俺の意識を、白金色の髪が横切る。横顔の口元には柔らかな微笑があった。俺の手は、後ろ姿を求めて伸ばされた。

　黒い爪が
閃
 ひらめ

 き、再び俺の意識を

摑

 つか

 んだ。

　圧倒的な力が、俺を俺とさせた。

　エネルギーが力場が引力が、俺の私の僕の、部品を破片を断片を
微
 み

 
塵
 じん

 を、結集し集結し収集し、回復させ再生させ再構成させ復活させていった。

　呼吸。肺の痛み。

　そして
眩
 まばゆ

 い光が広がった。






八章　帰郷する魂







あなたがなにも行為しないとしても、なにも行為しないという行為を行為している。



あなたがなにも選択しないとしても、なにも選択しないという選択を選択している。



ここまで言わなければ、私が答えないという答えを出していることが理解できないのかね。



　ジグムント・ヴァーレンハイト　トリビュレン紙の質問への応答　
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九二年










　一面の白。

　目を開けているようだった。

　死後の世界とも思ったが、そんなわけがない。
魂
 たましい

 の不滅も転生も論理的に信じない。

　目を
凝
 こ

 らして確認すると、白い合板の天井が広がっているだけだった。

　顔を左に動かすと、窓があった。窓の外には、庭園が見下ろせた。女性看護師が
車
 くるま

 
椅
 い

 
子
 す

 を押しており、座っている患者が笑っている。患者と看護師の頭頂部が見えたから、俺がいるのは二階か三階らしい。

　ああ、俺という概念がなぜか使いづらい。

　顔を右に動かすと、俺が横たわっている寝台の
傍
 かたわ

 らに、何台もの機械がつながれている。機械や点滴から伸びた管が、俺の腕や
喉
 のど

 につながっていた。

　機械の先、扉のところに
革
 かわ

 
靴
 ぐつ

 が見えた。続くのは細い足首だ。あ、好みの足だ。

　視線を上げると、扉の取っ手を握ったままで固まる女の姿があった。

　
翡
 ひ

 
翠
 すい

 のような瞳だ。ジヴだった。

「こんにちは」

「こ、こんにちは」

　ジヴが答える。
律
 りち

 
儀
 ぎ

 な女だ。

「ここは病院ですか？」

「え？　ええ、ここはエリダナ市立中央病院です」

「外国語の教科書みたいな会話だな」

　俺は素直にそう思った。

「なんにしろ、妙な治療をされるツザン診療所でなくてよかった」

　それだけ言葉にすると疲れた。頭を戻して、枕に沈める。

「ガユス！　生き返った！　ガユスが！」

　原始人のような単語のみの言葉を放ったあと、ジヴが駆けよってくる。寝台に横たわる俺に両手で抱きついてきた。

「痛い」

　俺の素直な感想は無視され、さらに強く抱きしめられる。胸板にジヴの鼻先が埋められる。本気で痛いので、ちょっと離れてもらおうと、左手を上げる。あ、切断された俺の左腕がくっついていた。シーツの下で足を動かすと、右足首から先も存在していた。

　だからといって、痛むという事実は変わらない。俺の胸板に顔を埋めるジヴの頰
 に手を添えた。離そうとして、止めた。

　ジヴの緑の瞳から透明な涙が
零
 こぼ

 れ、頰
 を濡らしていたのだ。「良かった、本当に良かった」と押し殺したジヴの
嗚
 お

 
咽
 えつ

 が響く。

　掲げた左手を、どこに向けるべきか困ってしまった。結論としては、嗚咽しつづけるジヴの頭に乗せた。

　大丈夫だよ、というように白金の髪の毛を
撫
 な

 でた。

　無心で撫でつづけた。

　ジヴと妹のアレシエルはどこか似ていた。面影や性格に似たところはないのだけど、それでもどこか似ている。

　
呪
 じゆ

 
縛
 ばく

 はいつまでも続く。だけど、愛しさも死滅することがないのだ。

　思い出した。

　忘れずに保険をかけておかないとね。ジヴに頼みごとをしておこう。









「ガユスさんは、六日間も
昏
 こん

 
睡
 すい

 状態に
陥
 おちい

 っていました」

　俺の体を点検しながら、中年の医師が語った。

　しかし俺は聞いていなかった。意識が復活してから、ずっと考えていたのだ。

　医師の指示で、看護師が俺の腕や体についていた計測器を外していく光景が目に入る。俺の横で、白い制服に包まれたお尻が揺れる絶景に、思考が乱れた。

　女の尻に興味が出てくるということは、精神が健全に復調してきたようだ。分かったよ俺の本能。思考はあとにして今は尻に集中しようではないか。

　寝台から上半身だけを起こした俺の視線に、医師が
咳
 せき

 
払
 ばら

 い。仕方なく退屈な診断を聞くことにする。

「一時は完全に
心
 しん

 
拍
 ぱく

 が停止し、脳波までも消失していました。死亡していたといってもいい。看護師が私を連れてもどると、医学的奇跡が起こって
蘇
 そ

 
生
 せい

 したのですよ。あ、ノジェ君、採血を頼む」

　女性看護師が注射器に生理食塩水を吸いこむ。針の空気を追いだして、握る。俺は左手に握っていた新聞を横に置き、腕を差し出す。女性看護師が俺の左腕を消毒し、浮きでた血管に針を当てる。

　俺の腕に針が刺さる。血管を
逸
 そ

 れたらしく、痛い。

「ノジェ君、またかね？」

　
椅
 い

 
子
 す

 に座る医師も
呆
 あき

 れ顔だった。

「もしかして新人さん？」

「え、ええ、ノジェと言います」ノジェと名乗った女性看護師が、採血に再挑戦。「実は昨日から急に配属されたもので……」

「上もなぜこの子を配属したのやら。人手不足といえども、これは……」

　医師はそれでもノジェに任せていた。
初
 うい

 
々
 うい

 しくていいな、と言う感想を俺は飲みこんだ。注射はまた外れた。
素
 しろ

 
人
 うと

 に近い。

「ソレルさんにはご迷惑をかけると思いますが、なんとかがんばります」

　今度は注射器が血管に入った。俺の血液が抜かれていく。採血された俺の血液が入った注射器を、携帯電話のような検査機械に接続する。ノジェの指が検査機のうえで迷う。医師が横から手を出して、操作する。小さな液晶に各種数値が出る。医師は首を
捻
 ひね

 る。

「数値も正常。死といってもいい状態から六日で健康体になるとは、やはり奇跡としか思えないですな」

「奇跡、か。経済的な奇跡が起こったことはないというのに、生き返るとはね」視線をノジェに向ける。「恋の奇跡は起こるかな？」

　俺のくだらない言葉に、女性看護師が微笑む。医師が苦い顔をして、足を組み替える。

「あなたの相棒、ギギナ氏にお礼を言っておくことですな。左腕と右足をつなげた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 は見事なものでした。私は細かな処置をしただけです」

　医師が感嘆の言葉を述べたので、左手を眺めてみる。

　左腕は、滑らかな肌をしており、どこで切断されたのかも分からない。
肘
 ひじ

 の裏を見ても、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だった。

「相手と斬りむすぶ剣士であり、
治
 ち

 
癒
 ゆ

 もこなす生体系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は、刃や咒式による負傷の治療に関しては、咒式医師にも
匹
 ひつ

 
敵
 てき

 することを知っています。ですが、ここまで綺麗に治せる人も珍しいですよ」

　そうでもなければ、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士は
縫
 ほう

 
合
 ごう

 
痕
 こん

 で全身を
覆
 おお

 われるしかない。

「女に好かれなくなるのは嫌だから、その点だけは感謝しよう」

　ジヴは男の傷跡など気にしないだろうが、負傷の事実のほうはおそろしく心配する。なんでもなかったと通すためには、傷痕がないに越したことはない。看護師が俺の左腕や手を

摑

 つか

 んで
覗
 のぞ

 きこむ。

「腕と指のほうはどうですか？　いちおう骨から筋肉から神経系から、完全接合しているのは確認できたのですが」

「大丈夫っぽいですね」

　俺は左腕を動かす。手が動いて、看護師さんの手を握る。

「うお、大変だ。ギギナの治療が失敗だ。俺の意志とは逆に、看護師さんに触れようと!?
 」

「頭脳以外に異常はないようですね」

　看護師は笑顔で俺の手を振りほどく。医師は苦い顔をしていた。

「退院の前に、唯一の患部のために安定剤を処方しておきましょう」

　医師が
椅
 い

 
子
 す

 から立ち上がる。
傍
 かたわ

 らの看護師に向かって、本当に安定剤の指示を出していた。女に対して全方位に優しいというだけで頭の病人扱いかよ。

　俺は枕に頭を戻しながら、ふと思い出した。

「そういえば、
昏
 こん

 
睡
 すい

 状態のときに、昔の夢を見た。最後に黒い爪が俺をこちらへ引きもどしたような気がしたのだけど……」

　病室の扉の付近で、医師が立ち止まる。

「さぁ？　
崩
 ほう

 
壊
 かい

 した精神を自己修復するために、過去から再構成したのかもしれませんね」

　一瞬考えて、なんの説明にもなっていないと医師自身も気づいたようだ。「お大事に」と定型句を告げて、病室から去っていった。「腕や足は咒式治療だろうが、死ではないにしろ
近
 きん

 
似
 じ

 
値
 ち

 状態からの
蘇
 そ

 
生
 せい

 はやはり説明できない」とつぶやきながら。

　医師の姿が消えてから、ノジェが軽く頭を下げた。

「本当にすいませんでした。結局ソレルさんには痛い思いをさせてしまって」

「いいよ、べつに。それにソレルではなく、ガユスでいいよ」

「いえ、でも」ノジェがそれでも笑顔を作った。「なにもできませんでしたが、退院、おめでとうございます」

「そうだね」

　ノジェが注射器や検査機械を、移動式の棚に収めていく。医師が座っていた椅子を、台に戻す。俺はつぶやいてみる。

「でも退院はあまり
嬉
 うれ

 しくないかもしれないね」

「え？」

　棚の間から、ノジェの驚く顔が見えた。

「美人のノジェさんと会う口実がなくなるから、なんてね」

　ノジェが小さく吹き出す。俺の言葉に緊張が解けたようだ。

「かわいい恋人さんに言いつけますよ？」

「それは困るね」

「そういえば、うるさい女性記者は警備員が止めておきましたが、お知り合いで？」

　口調は俺を
咎
 とが

 めるようなものだった。

「記者、ああアーゼルか。ここを探しあてるとは、
凄
 すご

 い
嗅
 きゆう

 
覚
 かく

 だな」

「学生服の娘さんも来ていましたよ」

「俺に学生の浮気相手がいたことはないけど」すぐに思い出す。「そうか予備校の生徒だな」

「長い紅茶色の髪、青い目のかわいらしいお嬢さんでしたよ」

　なんとなく分かった。俺に見当外れな好意を見せていた生徒、テュラスだろう。

「病室に恋人さんがいるときに来ていました。廊下にいた私に『お大事に、とだけ伝えてください』と伝言だけして帰っていきました」

　わざわざ見舞いに来てくれるとは、勘違いの感情だと断じてしまったことは間違いだった。だとしても、どうしようもない。

「残念だけど、俺は浮気をするわけにはいかない。なんといっても彼女が
凄
 すご

 くてね」

　真剣な顔で告げると、ノジェがまた小さく笑う。

「いや、彼女、ジヴーニャというのだけど、本当に凄い女なんだよ。前に浮気したことがバレて、現場を問いつめてきた。腕ひしぎ十字固めをかけながらね。そこで、耐えられなくなった俺は、応接
椅
 い

 
子
 す

 でいけないことをしたと白状したんだ」

　ノジェは聞いていないふりをして、医療器具の片付けを続けた。しかし女性の耳はこの手の話を聞きのがすことがない。

「ジヴは俺とともに椅子に向かい『今すぐその椅子を焼きなさい』と優しい顔で言ったんだ。本当に俺は焼かされた。ジヴは炎上する椅子を見ながら『もったいないから、椅子を焼くのは今回だけにしましょうね』と続けた。本当に怖かったよ」

　
堪
 こら

 えきれずに、ノジェが笑う。

　いや、本人的にはあのときほどジヴが怖かったこともない。心の底から恐怖した。燃やされたのは椅子ではなく、俺の浮気心だ。次に燃やされるのは、俺自身でないと保証できない。

「激怒しているとき、女性はなぜ笑顔を作れるのかな。男と女が同じ生物だとは、とても信じられないよ」俺は話を落としておくことにした。「たまたま同じように人類の母から生まれるけど、別の種族だと思うよ」

　移動式の棚にすべての医療器具を収めたノジェが、小さく笑う。

「浮気しなければいいんですよ」

「いやその、それはそうなんだけど。女の人が泣いていると慰めたくなるし」

「……それ、女好きで流されやすいだけですよ。やはり私も遠慮しておいたほうがよろしいようですね」

「優しい男と言ってほしかったね」

　しかし、冷静に考えればどちらなのか。俺は平均程度には女好きで流されやすいが、ギギナの
漁
 りよう

 
色
 しよく

 のような夜のヒマつぶしとは断じて違う。困っている女は助けろ、という次兄のユシスに受けた教育を
歪
 ゆが

 んだ形で実行しているのかもしれない。

　どちらにしろ、もうジヴを泣かせたくない。

　考えだした俺に「お大事に」と言って、ノジェが棚を押していく。横顔に見えた
清
 せい

 
楚
 そ

 な笑みが、なにかを思い出したように
翳
 かげ

 る。俺は女の表情には敏感だ。

「どうかしました？」

「そういえば、ソレルさんは
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 さん、ですよね。事務所を開いている」

　棚を押す手と、歩むべき足が止まった。

「そうだけど？」

　俺が言葉を投げると、ノジェが呼吸を繰りかえす。何回か両肩が上下したあと、振りかえる。口元には弱々しい微笑みがあった。

「いえ、私の周囲で少し困ったことがありまして」気弱な笑みだった。「またソレルさんが退院したあとで、事務所へ相談に乗っていただきにお
伺
 うかが

 いしてもよろしいでしょうか？」

「いいよ。それが仕事なら歓迎だし、美人割引もあるからね」

　街の攻性咒式士の仕事は、ほとんどがそのようなものだ。俺は寝台の上で、ノジェに向きなおる。

　ノジェが考えこみ、長い
睫
 まつげ

 が頰
 にかかる。ようやく目を上げた。

「事情が複雑なので、また相談しにいきます」

　ノジェと移動式の棚が、病室から出ていく。扉のところで、棚がつまずいた。棚から落ちそうな機材を男の手が止める。

「ちょうど入れ替わりだったようだね」

　指輪が

塡

 はま

 った指、黒い僧服に包まれた袖に続き、中年男の横顔が見えた。

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 だった。

「ありがとうございます。恐縮です」

　支えてもらった礼を言って、ノジェが去っていく。入れ替わりにモルディーン枢機卿長と、秘書官のヘロデルが入室してくる。

「元気そうだね」

　モルディーンは枢機卿長の地位を示す帽子に、長い
裾
 すそ

 の僧服。正式な枢機卿長の服だった。ヘロデルは黒背広だ。いつもの似合わない
髭
 ひげ

 を生やした顔には、俺を気遣うような表情が貼りついていた。

「ガユス、よく生き返った」

　上司を追いぬいて、ヘロデルが俺のもとに駆けよる。
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は苦笑しつつ、あとに続く。

「ありがちだけど、見舞いの品だよ」と、ヘロデルが左腕に下げていた
籠
 かご

 を、病室の台の上に置く。
果
 くだ

 
物
 もの

 の盛り合わせと、
薔
 ば

 
薇
 ら

 と
霞
 かすみ

 
草
 そう

 の花束だった。花束のほうは、病室に似合わない
華
 はな

 やかさだった。モルディーンは薄く笑っていた。

　ヘロデルは、俺の手や足を触ってくる。

「腕はどうだ？　動いているな。足はどうだ？　立って歩いてみせろ」

　俺は仕方なく寝台から降りて、病室を歩いてみせる。上司の前だというのに、心配性な男だ。俺はヘロデルを見つめる。

「ヘロデル、おまえこそ大丈夫か？　俺ほどではないにしろ、両足と肩を撃ち抜かれたはずだが？」

　今度は俺が悪友の肩に触れる。服の上からでは、大丈夫かが分からない。

「ギギナ氏の応急手当でほぼ完治したうえに、最高級の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 医師による治療もあって、むしろ前以上に調子がいいくらいだ」そこで余裕の笑み。「
労
 ろう

 
災
 さい

 が利かなかったら、請求書を見ることができないけどな」

「そうか」

　俺は右の五指を握り、ヘロデルの腹に突き入れる。ヘロデルが体を曲げて、
咳
 せ

 きこむ。驚いた顔で俺を見上げる。

「な、な？」

「変なことに巻きこんだことに対する、学院伝統の返礼だ」

　虚を衝かれたヘロデルの表情。

　俺は枕元に置いていた新聞を手にとる。エリュシオン紙、トリビュレン紙ともに同じ一面を、ヘロデルとモルディーンに示す。

　事件のその後は、大きな余波を起こしていた。

　モルディーン枢機卿長とアズ議員の暗殺
未
 み

 
遂
 すい

 事件は、
公
 おおやけ

 になっていた。狙撃手ブレナンテの死体と、
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 の入手経路から背後関係が
速
 すみ

 やかに捜査された。捜査のすえ、
啓
 けい

 
示
 じ

 派教会の最強硬派オルケンティウス長老が証人
喚
 かん

 
問
 もん

 に呼ばれ、追及がなされた。

　証拠が不十分だったために、起訴も実刑も避けられたが、同長老の政治的
失
 しつ

 
脚
 きやく

 は確実であり、強硬派は
領
 りよう

 
袖
 しゆう

 を失った。

　事件に関わったとされる、最強硬派の僧職者や軍人はそうもいかなかった。失脚し、または暗殺の指示を出したものは
逮
 たい

 
捕
 ほ

 された。

　モルディーン枢機卿長の
仇
 きゆう

 
敵
 てき

 とされるグズレグ統合
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 次官は、さすがに追求を回避したようで、容疑線上にも浮かばせなかった。

　事件後は国民世論からも主戦論は大幅に後退した。改めてモルディーン枢機卿長とアズ議員両名主導による、聖地
割
 かつ

 
譲
 じよう

 に関する二国の
暫
 ざん

 
定
 てい

 会談が開かれることとなった。春か夏には、正式な条約が
締
 てい

 
結
 けつ

 されるだろう、と事情通が紙面で語っている。

　カイ・クヨウ議長も条約を後押しする形で、自分の政治的立場を強化するのだろう。

　ビルの屋上で、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 狙撃手のブレナンテの死体が発見されていた。しかし、あの恐るべき忍者、コウガの者は、徹底的な捜査にも拘わらず
行方
 ゆくえ

 が

摑

 つか

 めないままだった。

「最初から言っていてもらえれば、俺はあの仕事を断った」

「たしかに。だが、だからこその護衛依頼だったのだよ」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は肩を
竦
 すく

 めてみせた。体を折ったままのヘロデルは目を
逸
 そ

 らした。

「いつかこの借りを返せよ？」

　俺の軽い言葉に、ヘロデルは黙りこむ。

「そこのところを含めて、私はガユス君と二人で話したい」モルディーン枢機卿長がヘロデルに視線を向けた。「病院前に停めたままだと、患者さんたちの邪魔になる。先に車を回しておいてくれないか？　ほら、人がいない病院の駐車場のほうがいいだろう」

　ヘロデルがうなずき、俺から離れる。

「さて、
果
 くだ

 
物
 もの

 を切ろうにも包丁を忘れたね」とモルディーン枢機卿長が病室の台を探る。病室の扉に手をかけたヘロデルが、俺を
顧
 かえり

 みた。旧友の唇は「すまない。借りは返せそうにない」と小さく
囁
 ささや

 いたのが聞こえた。

　なにもそこまで真剣に謝らなくてもいい、と俺には思えた。しかし一面で友の心配と義理堅さが嬉しかった。

　小さな病室に、俺とモルディーン枢機卿長の二人だけになった。病室の
椅
 い

 
子
 す

 を持ちだして、モルディーンが腰を下ろす。

「改めて礼を言おう」

　皇族が口を開いた。

「今回、ガユス君とギギナ君の働きのおかげで、私ことモルディーン枢機卿長とアズ・ビータ下院議員の命が救われた。そして、なにより会談が成立したことにより、
無
 む

 
辜
 こ

 の民が救われた」

　
銀
 ぎん

 
縁
 ぶち

 の
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥で、知的な瞳が俺を見つめていた。

「重ねて礼を言いたい。私にできることならなんでもしたいと思っているのだが？」

「仕事ですから」

　窓に寄りかかりながら、俺は答えた。階下の正面玄関前には、患者や看護師が出入りしていた。人々の流れのなか、ヘロデルが高級車の扉に手を掛けている光景が見えた。ヘロデルが窓際に立つ俺に気づき、手を挙げる。俺も軽く振りかえす。ヘロデルがうなずいて車に乗りこむ。車が動きだし、敷地の外れにある無人の駐車場に向かう。

　いろいろあったが、これで終わりだ。ここ一週間のことが思い出せた。まさに危機
一
 いつ

 
髪
 ぱつ

 からの大逆転だった。

「ああ、そうか」

　俺は気づいた。

　すべてとは言わないが、この劇の脚本の大筋がようやく分かった。

　室内に向きなおる。モルディーン枢機卿長の静かな瞳が、俺を迎えた。

　言わねばならないことがある。

　そう、ここからが真の戦いだった。

「ではあのときの約束どおり、二つほど聞かせていただきたいですね」

　真実を知る機会は、今を除いて
外
 ほか

 にない。大きく息を吸って、
腹
 ふつ

 
腔
 こう

 から吐きだす。言葉をひとつひとつ慎重に並べていく。

「初めまして。
栄
 は

 えある龍皇の血に連なる、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 会議議長
猊
 げい

 
下
 か

 」

　一拍の間があった。モルディーン枢機卿長は
怪
 け

 
訝
 げん

 、というより少し楽しむように口の
端
 は

 を
歪
 ゆが

 めた。

「奇妙な
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をするね。それが君の故郷の挨拶なのかな？」

「いいえ、なにも間違っていません。俺があなたに会うのは、これが初めてですから」

　俺は最初の言葉の刃を突きつける。モルディーンは疑わしい目をしている。俺は相手の演技を
貫
 つらぬ

 くべき言葉を連ねる。

「俺が知るモルディーン枢機卿長は、出会ったときから暗殺
未
 み

 
遂
 すい

 事件の終結まで、別人でした。おそらくは、ジェノン・カル・ダリウスという変装名人の十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 が演じていたものでしょう」

　モルディーン枢機卿長が、初めて心からの感嘆を顔の表面に浮かべた。

「正解」

　簡単に肯定された。困難な敵だとは最初から分かっている。

「だけど、事実にいつ気づいたのかな。ジェノン君の変装は、あらゆる
識
 しき

 
別
 べつ

 装置を
騙
 だま

 し、私が
全
 ぜん

 
幅
 ぷく

 の信頼を寄せるほどのものなのだけど？」

　相手の問いに、息を吐く。そして返していく。

「まず、身代わりを六人も用意せねばならないほどの身の危険を感じ、また
偏
 へん

 
執
 しつ

 的に用心深い猊下が、いくら重要とはいえ、カイ・クヨウ本人でもない相手のために、暗殺の危険がある場所に出向くことが不自然でした」

「だけど、私の趣味としてありえない範囲ではないね」

「俺もその時点では気づきませんでした。ただ、脳のどこかに違和感があっただけです」

　続けるしかない。

「疑念を抱く契機となった違和感は、あなたが氷菓子を口にし、熱々のウルク料理を好きだといい、アルカンドラ神殿の記憶を語ったことを思い出した、つい先ほどです」

　枢機卿長は耳を傾ける。俺は右手を掲げてみせる。

「猊下も身代わりのジェノンも、右利きです」

　右手で自らの瞳を示す。

「心理学で言うと、右利きの人間が見たことがある場所を思い出すときには、眼球は左上へと動きます」右手で自分から見て左上を示す。「同じように、暑い寒い、感触など体感に関係することを思い出すときには右下へ。音や声に関係があることを思い出すときは左下へと向くことが多いとされています」

　右手でそれぞれの方向を示す。

「その場の料理の好みや、過去の体験を語ったモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の眼球は左下へと向けられました。一度ではなく、何度も何度も」指は左下を指す。「これはあのときの
猊
 げい

 
下
 か

 は、誰かに『声』で演技のための事実を教えられたものではないか、という疑念を呼び起こしました。肉体的に同じで記憶を
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に覚えようと、思考や反応までは演じられません」

　モルディーン枢機卿長は、長い指を膝の上で組んでみせた。

「では眼前の私が本物である保証は？　この場にいる私が真実を言ったとでも思うのかな？」

「厳密には証拠がありません。疑いは疑いであり、今の反応もそうであることが多いというだけです」

　両の
掌
 てのひら

 を見せて、俺にはもう手札がないことを示す。

「あえて言えば、
戯
 たわむ

 れをなにより愛するモルディーン枢機卿長は、自分で幕切れを告げないと、劇としては締まらないと考えるはず。そして、私と身代わりのジェノンが真実を話すという約束をしました。自分であるとした人間の言葉を、あなたが裏切ることをすれば、劇の脚本が通らなくなります」

　
椅
 い

 
子
 す

 に座った枢機卿長は、青い宝石の指輪が
嵌
 はま

 った手で小さな拍手をした。

「そうだね。真実を話す約束を他人の言葉だとすれば、脚本が通らなくなる」手が止まる。「そして己の演技に、
命
 いのち

 
懸
 が

 けの誇りを抱くジェノン君が聞いたら、さぞ再挑戦をしたくなるだろうね」

「まだ前座にすぎません。核心を
衝
 つ

 くのはこれからですよ」

　息を吸って、吐く。また吸って吐く。

　震えそうになる声を必死で抑えて、つとめて平静に問いかける。

「モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 、なぜあなたは自らを暗殺しようとしたのですか？」

　俺とモルディーン、二人の間には、氷河のように冷たい
静
 せい

 
謐
 ひつ

 が張りつめた。

　枢機卿長の
高
 こう

 
雅
 が

 な微笑みは、なにひとつ変化しなかった。

　ただ、淡い喜びの声を舌に乗せてきた。

「よく気づいたね。これは私の予想以上だった」

「推測から投げた
罠
 わな

 です。あと、ご
丁
 てい

 
寧
 ねい

 に俺の罠にかかった演技をされなくても結構です。俺が気づくこともあなたの予想範囲のはずです」

「お約束に従って素直に答えようと思ったが、失礼な言いかたになってしまったようだ」

　俺の返答は、モルディーン枢機卿長の顔から笑みを

剝

 は

 ぎとることができなかった。

「そう考えた論理の道筋が気になるが、どうなっているかな？」

　恐怖ではなく、
畏
 い

 
怖
 ふ

 だった。

　俺は
萎
 な

 えそうになる心を
鼓
 こ

 
舞
 ぶ

 し、続ける。

「暗殺者たちは、猊下の行動を知りすぎていました。七重の身代わりを立てて
攪
 かく

 
乱
 らん

 した機密会談の、日時や場所まで

摑

 つか

 まれていた。これは内通者がいるとしか思えません」俺は自分で反証を述べる。「だが、それにしては祭りの最中やホテル滞在時ではなく、もっとも護衛が強固な俺やギギナ、同盟側の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 がいるときに行われました。それでも結果として暗殺は失敗し、あなたが望むように政敵や
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 に害をなすものたちが
一
 いつ

 
掃
 そう

 されました」

　条件から出る予想はひとつ。

「つまり、あなた自身が、わざと情報
漏
 ろう

 
洩
 えい

 を行い、暗殺を失敗させるための日時を
制
 せい

 
御
 ぎよ

 したという結論が出ます」

　俺の指摘にも、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の表情は
泰
 たい

 
然
 ぜん

 
自
 じ

 
若
 じやく

 としたままだった。

「残念。惜しいが厳密には不正解だ」

　
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥の瞳には、冷たい光があった。

「内通者は、私ではない」効果を試すように、ゆっくりと告げた。「内通者はガユス君の古い友人、ヘロデル君だよ」

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。

　開けはなたれた窓の側にいた俺の体に、
烈
 れつ

 
風
 ぷう

 が叩きつけられる。一歩を踏みだして体を支える。病院全体に響くような爆音だった。

　眼前のモルディーン枢機卿長は、一筋だけ乱れた前髪を指で直していた。無視して、窓に駆けよる。

　誰もいない駐車場の外れで、車が炎上していた。

　俺の悪友、ヘロデル一等咒式秘書官ごと、車が燃えていた。

　もう一度爆発。屋根が吹き飛び、炎の尾を
曳
 ひ

 いた部品が、駐車場に落下する。病院の患者や看護師、医師たちが悲鳴をあげた。

　黒煙を噴きあげる
業
 ごう

 
火
 か

 のなかで、車はすでに黒い
輪
 りん

 
郭
 かく

 しか残っていなかった。

「噓
 だ、ヘロデルが死んで、ヘロデルが裏切る、だって!?
 」

　俺は、
唐
 とう

 
突
 とつ

 すぎる友の死に混乱していた。意味が分からない。

「今の爆発は、ヘロデル君がガユス君に持ってきた
果
 くだ

 
物
 もの

 と花束が爆発したのだろうね」

　窓から離れられない俺に、モルディーン枢機卿長の言葉が投げられた。振りかえると、中年の聖職者が、ヘロデルが持ってきたものと交換したらしき
林
 りん

 
檎
 ご

 を
囓
 かじ

 っていた。

「真実は常に退屈で
凡
 ぼん

 
庸
 よう

 なものだよ」

　皮も

剝

 む

 かずに囓り、告げていった。

「さすがに高性能爆薬入りの果物をいただくという趣味が、私にもなくてね、途中で普通の果物と交換した。ヘロデル君のおみやげは、彼自身に味わってもらうことにしたのだ。さぞや刺激的な味だろうね」

　背景音楽に人々の混乱を聞きながら、モルディーンの言葉があった。俺は、まだ思考がまとめられない。

「な、ぜだ。ヘロデルにはあなたを、俺を裏切る理由、なんてない!?
 」

　言いながら、俺はすでに気づいていた。モルディーンは俺の内心を読んだかのように、うなずいてみせる。

「結局、ヘロデル君はラペトデス七都市同盟による、婚約者の死を忘れられなかった。
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 しか思いつけなかったのだ」

　残念そうな言葉だが、モルディーンの表情は変わらない。

「ヘロデル君は、最初に入った軍部で、最強硬派のグズレグ統合
幕
 ばく

 
僚
 りよう

 次官の飼い犬になっていたというわけだ。軍部に反発したと偽装して、私のほうへ接近してきた。軍部に私が狙われているという、一応は本当の情報とともにね」

　モルディーンが淡々と告げていく。

「内通者だった彼に
騙
 だま

 され信用している演技をし、逆にこちらの情報を強硬派に流させ、誘導に使った。敵を
制
 せい

 
御
 ぎよ

 するために飼っていたのだけど、道化の出番は終わった以上、
速
 すみ

 やかに舞台から退場してもらっただけのことだ」

「殺す、殺す必要はなかった」俺は悲痛な声を出した。「法の裁きを受けさせるべきだった！」

「ヘロデル君が
穏
 おん

 
健
 けん

 派の私を殺すために、友であるガユス君まで殺そうとした事実から目を
逸
 そ

 らしてはいけない。私は、彼から君の命をも救ったのだよ？」

　返す言葉もなかった。ヘロデルは救われない。モルディーンは
椅
 い

 
子
 す

 の背に深くもたれる。

「今なら、ヘロデル君は亡くなった護衛たちとともに、暗殺という悲劇の
犠
 ぎ

 
牲
 せい

 
者
 しや

 として、遺族年金も出る。そして、さらなる強硬派
排
 はい

 
斥
 せき

 のための追及材料となってくれる。彼自身のために、私のために、死んでもらわねばならなかった」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が真相を連ねる。

「そして、ガユス君の語った真相は少し外れている。ヘロデル君を操るだけでは、危険すぎた」

「そうか……」俺の思考はまだ甘かった。最悪の可能性を考えた。「つまり、暗殺者そのものも、あなたの……」

「そのとおり。暗殺者の忍者、コウガ者も私の手の者だ。キュラソー・オプト・コウガという十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 の一人だが、身分を偽らせて強硬派にわざと接近させた。忍者の各流派が大陸に流れてきているから、疑うことは難しい。また、暗殺者そのものを
制
 せい

 
御
 ぎよ

 しなくては、荒事は制御できない」

　モルディーンの顔には
悪
 いた

 
戯
 ずら

 を告白するような、軽い微笑みがあった。

「あとは臆病で口先だけで、実際には行動しない強硬派を、私がキュラソー君を使って
煽
 あお

 った。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 狙撃手のブレナンテ君は、キュラソー君だけだと出るかもしれない私の臭いを消すためと、緊迫感と真実味を出すためのおまけだ」

　モルディーンの笑みが強くなる。

「私を亡き者にする暗殺計画は、最初から最後まで私自身が立てて、安全に失敗させたのだよ」

　俺は圧倒されていた。言葉にすると、恐ろしい。

「キュラソーとやらの配下のコウガ忍者たちと、俺たちに殺しあいをさせ、護衛たちの命を奪ってまで、ですか」

　モルディーンは聖職者のような
謹
 きん

 
厳
 げん

 な
面
 おも

 
差
 ざ

 しになっていた。

「死ぬことも忍者の仕事のうちだ。護衛たちも同様だ。死んでもらわねば、事件に真実味が欠ける。被害者がいなくては、国を滅ぼす強硬派を
葬
 ほうむ

 ることはできない」

　俺の前に座るのは人間だった。どこまでも人間だった。しかし人間だからこそできることが、俺には恐ろしかった。

「和平会談そのものは、神、いや死んだ双子の兄、アスエリオに
誓
 ちか

 って本当だ。そして忍者や護衛たちの死の全責任は私にある。より多くの命を救うためといえども、許されることでもないと分かっている」

　モルディーンは真剣な顔で告げた。

「戦争だ。戦争の前の戦争、戦争を起こさないための戦争だった。私はその戦いを
厭
 いと

 うことなどしない」

　眼前に座る平凡な
容
 よう

 
貌
 ぼう

 をした中年男に、俺は恐怖していた。

　すべては最初から最後まで、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の
掌
 てのひら

 の上だった。

　どの地点においても、ジェノンや関係者は安全で、どうなろうとモルディーンの望む結果が出る。

　ヘロデルも、強硬派も、モルディーンの脚本どおりに動いた。俺やギギナも添え物だった。予定された死者名簿の一人にすぎない。味方であるはずの七都市同盟すら、もうひとつの役目を負わされていたにすぎなかった。

　モルディーンは微笑んでいる。

　微笑みつづけている。

　俺は問わねばならない。

「わざわざ俺たちを使った理由はなんです？　アズ・ビータ議員が
漏
 も

 らしたように、七都市同盟がダエフ線まで引いたとして、皇国はなにを支払うのです？」

　モルディーン枢機卿長が右手を掲げる。

「君たちを使ったのは、ひとつには、裏切り者のヘロデル君に自分が思ったように計画が進んでいると思わせるためだ。ヘロデル君の側が自由に使っていると思わせる駒が必要だった」

　指輪が
嵌
 はま

 った人差し指が上げられる。

「二つには、ガユス君とギギナ君という外部の人間を入れることにより、事件に第三者の証言が加わる。本当に驚く人間がいれば、真実味も増す」中指が掲げられる。「三つには、ヘロデル君に聞くかぎり、ガユス君は本当の国家権力に逆らうほど愚かでも勇者でもない」

　薬指と小指が掲げられる。最後に全部の指が
畳
 たた

 まれた。

「そして最後の理由と、皇国が支払う
代
 だい

 
償
 しよう

 は秘密だ。あとのお楽しみにしておこう」

「ムダに複雑で、無意味な策略ですね」

「私の趣味だよ。人が織りなす裏切りと
陰
 いん

 
謀
 ぼう

 、闘争と死。そして愛。きわめて劇的だと思わないかね？」

　俺の背筋に
悪
 お

 
寒
 かん

 が走る。

　モルディーンの
策
 さく

 
謀
 ぼう

 劇に巻きこまれた人間は、知らないうちに舞台の登場人物にさせられている。その愛憎すら、あらかじめ決められたとおりの配役でしかないのだ。

「俺がすべてを報道や世間に告白すれば、どうなります？」

「かわいい疑問だが、どうにもならないし、ガユス君は無意味なことを命がけで行わない」

　証拠はまったくない。利益は本人が暗殺されかかったという偽装の
大
 たい

 
義
 ぎ

 
名
 めい

 
分
 ぶん

 の
下
 もと

 に隠れてしまう。平和のために動いているモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 を告発したとしても、医学的奇跡で
蘇
 そ

 
生
 せい

 した俺の
妄
 もう

 
想
 そう

 にしか聞こえない。

　俺が告発すれば国が乱れる。俺に、そしてジヴにも苦難が降りかかるだろう。

「私は、ツェベルン
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 だけでなく、ウコウト大陸、この星をも見据えているつもりだ」

　だからこそ、この男は、モルディーンは危険だった。

　俺に対してだけではない。ツェベルン龍皇国、いや、ウコウト大陸、この星をも
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 の場に載せるかもしれないのだ。

　誰かが殺す必要がある。救国の英雄であろうと、生かしてはならないと思えた。

　俺は窓際から右手を離し、[image: ]
 を握りしめる。相手は
咒
 じゆ

 
式
 しき

 も使えない、学者肌の中年男だ。一秒あれば、俺なら素手で殺せる。

　やらなければならない。

　だが、俺は踏みだせなかった。

　怖かったのだ。俺の一存で、なにかを、歴史を左右していいのか分からなかったのだ。握られた[image: ]
 は、開かれた。

　
鍔
 つば

 
鳴
 な

 りの音。

　見上げると、いつの間にか病室の扉が開いていた。扉の陰に、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の
柄
 つか

 を握る右手だけが見えた。

　鍔鳴りの音は、陰に隠れていた
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 が、刃を
鞘
 さや

 に収める音だったのだ。

　十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 の存在を忘れていた。ヘロデルが
葬
 ほうむ

 られることが決定していた以上、モルディーンほど用心深い人物が、護衛もなしに来るはずがなかった。

「あなたの思惑どおり、というわけですか」

　おそらくは、俺が
軽
 けい

 
挙
 きよ

 
妄
 もう

 
動
 どう

 することを止めるために、わざと鍔鳴りの音をさせてくれたのだ。

「ただひとつ誤算があったとすれば、ガユス君とギギナ君が予想以上に強かったことかな」モルディーンが息を吐いた。「予定ではどちらか一人は死んでもらって、感情的に強硬派を責める一般人が出るはずだった。忍者たちも全滅寸前になる予定ではなかった」

　モルディーン枢機卿長が俺を見つめた。
銀
 ぎん

 
縁
 ぶち

 
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥の瞳は、深い
思
 し

 
慮
 りよ

 の色を
湛
 たた

 えていた。

「私と君は、考えかただけは少し似て、また違っている。好意にも似た感情を抱く。だからこそ私は君を観測者として選んだのかもしれないね」

　寂しい笑みとともに、言葉は病室の床に落ちた。

　こともなげに答え、モルディーンが
椅
 い

 
子
 す

 から立ち上がる。軽く右手を掲げて
挨
 あい

 
拶
 さつ

 の代わりとして、病室の扉に向かっていく。

「エリダナ祭の意味を、知っていますか？」

　
陰
 いん

 
謀
 ぼう

 
劇
 げき

 の脚本家の足が止まった。俺を振りかえることはなかった。

「歌乙女エリダナが
騙
 だま

 し討ちをした意味か」考えこんで答える。「単純に事実を見れば、目的のために手段は正当化されてしまう悲しい現実があるだろう。しかし、君が言いたいのはもうひとつの意味だろうね」

「ええ」

　言葉を切り、皮肉であり、真実を投げつける。

「俺が思う意味は『あらゆる行為は、必ず誰かに記憶される』ということです」

「君にしては
捻
 ひね

 りのない答えだね」

　一言で切ってすてられた。俺の言葉はモルディーンに
掠
 かす

 り傷すらつけられない。

「では、こちらからもひとつだけ意味を教えてあげよう。君がギギナ君の
傍
 かたわ

 らにいる理由をね」

　予想もしなかった話題が出てきた。

「それは、君が自らの欠落を彼で
補
 おぎな

 っているからだ。おそらく周囲の人間すべてに対して、そういう態度をとっているだろう。それがある種の欠落で、断絶でもあると理解できずにね」

　モルディーンの言葉が、病室の空気を埋めつくす。

「年寄りの忠告をするなら、欠落を欠落で埋めようとしても、なにも

摑

 つか

 めない。いや、君は手を伸ばそうともしていない」

　意味の分からぬ言葉は、途切れた。

「
分
 ぶん

 
析
 せき

 に意味はあるまい。では」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は扉に向かう。足が止まった。

「私は君とは縁があるらしい」背中越しに言葉が投げられた。「またすぐに楽しく再会することもあるだろう」

「……どういう、ことです？」

　モルディーンは答えなかった。扉の陰から手が伸び、静かに閉めた。

　窓に背を預ける。会話で俺は疲労しきっていた。

　爆裂や炎を呼び、雷を放つ
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の力も、魔剣を振るう咒式剣士の力も、まったく通用しなかった。

　ただの一人の
怜
 れい

 
悧
 り

 な頭脳が生みだす場の前に、敗北した。

　頭部が窓枠に触れる。窓の外では、まだヘロデルが車のなかで
火
 か

 
葬
 そう

 されていた。

　ようやく消防車や警察
車
 しや

 
輌
 りよう

 の警報が近づいてきていた。

「ガユス、もう退院できるって本当!?
 　病院前で爆発があったみたいだけど大丈夫!?
 」

　息せき切ってかけられたジヴの声が、俺の
憂
 ゆう

 
鬱
 うつ

 を
拭
 ぬぐ

 っていった。

　俺の唇は、小さく笑っていた。

　それは
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 の笑みではなかった。









　病院の正面玄関から出るのは、モルディーン枢機卿長だった。

　駐車場の周囲には、患者や病院関係者だけでなく、近所の人間までもが集まっていた。人波の向こうから、黒煙が立ちのぼっている。消防車からは、消防士が消火作業に走っている。火災に野次馬が近づかないように、警官が制止している。

　騒然となっている災害現場と、それに向かう新たな野次馬たちとは反対に向かってモルディーンの歩みが進められる。

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の左斜め後方に、影のように付きしたがう人物がいた。黒背広に黒い靴、男にしては細い後ろ姿だった。

「お屋形様、問いかけに正直に答えるなど、お
戯
 たわむ

 れがすぎます」

　低く押し殺したような声だった。

「キュラソー君は少し遊び心に欠けるところがあるね。私の言葉にガユス君が
懊
 おう

 
悩
 のう

 すると考えれば、なかなか
愉
 ゆ

 
快
 かい

 だろう？」

「忍者に
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 を理解しろというのは、無理難題かと。とくに今回は我が部下たちにも
犠
 ぎ

 
牲
 せい

 が出ておりますゆえ」

「ごもっとも。そういえば、君の手料理はいつ食べられるのかな？」

「そろそろ熟成するかと。
猊
 げい

 
下
 か

 のために
樽
 たる

 ごとエリダナに持ちこんでおります」

「それが楽しみでね」

「少しは真面目に仕事をしてください」

「まだまだ仕事は残っている、か。だけど楽しむ気持ちを忘れてはいけない」

　枢機卿長と護衛は軽快に歩いていく。病院の敷地を抜けて、裏通りに出る。ヘロデルが運転してきた車とは、別の帰り用の大型高級車が停まっていた。モルディーンの視線の先で、野良猫が歩いていく。

　枢機卿長の顔には、穏やかな表情があった。

「すべて世はこともなし、だね」

　キュラソーが扉に手をかけて開こうとしたとき、モルディーンの瞳は扉越しに別の方向を見ていた。

　視線の先、車の先の路上には、落ちる影すら美しい男が立っていた。

　
鋼
 はがね

 の刃の色をした髪と瞳。ドラッケン族の誇り高き戦士、ギギナだった。

　ギギナは進む。内心の
動
 どう

 
揺
 よう

 などなく、モルディーンは開かれた扉越しにギギナの歩き姿を見ていた。

「我々を
上
 う

 
手
 ま

 く利用した、と思っているのだろうな」

「私がここに来るのを見越して待っていたわけか。なるほど、意外や意外、
眼
 め

 
鏡
 がね

 君より鋭いかもしれない」

　モルディーンは感心したように、
傍
 かたわ

 らのキュラソーに説明してみる。ギギナの歩みは止まらない。

「あのガユスの間抜けは、そして間抜けは、途中から薄々気づいていながらも
貴
 き

 
様
 さま

 の計画を無視した」

　ギギナの歩みは止まらない。キュラソーが前に出ようとするのを、モルディーンの手が制した。

　路上で、極限の戦士と、普通の人間が向きあう。ギギナの歩みは止まらない。

「あの男は自分で思っているほどには頭が良くない。祭りと菓子に喜ぶ少女の笑顔を肯定する、と身代わりに代弁させた貴様の信念を、単純に信じたがったのだ」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は、恐れも
怯
 おび

 えもしなかった。開かれた車の扉越しに、モルディーンが戦士に応える。

「彼の気遣いには感謝している」

「それだけでは大きく料金不足だ」

　ギギナの目に
獰
 どう

 
猛
 もう

 な光が宿っていた。大理石から生みだされたかのような、美しい右手が掲げられた。

「勘だが、貴様は危険だ。その首、半分ほどいただこう」

　路上を圧するほどの殺気が
膨
 ふく

 れあがる。道を横切る野良猫が、悲鳴のような鳴き声をあげて逃げていく。

　キュラソーは瞬時に反応。腰に下げていた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 に手をかけて、主君の前に飛びでる。

　ギギナの右手が消えた。次の瞬間には、柄と刃が連結され、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が誕生。突進していた。応えるように突きだされた忍者の刃。

　金属音を発して弾かれたのは、魔杖刀だった。

　ギギナはさらに一歩を踏みこむ。屠竜刀が
閃
 ひらめ

 く。要人警護のために強化されている車の扉が、紙のように一刀両断。

　アスファルトに角から落下し、重い音を立てて、車の扉が倒れた。

　装甲車なみの車を軽々と切断した屠竜刀の刃は、モルディーン枢機卿長の
喉
 のど

 の前で停止していた。

　ギギナが自らの意志で止めた、わけではなかった。ギギナの肩から腕、全身には
渾
 こん

 
身
 しん

 の力が込められている。巨大な刃の切っ先は、モルディーンの喉の前で微細に震えていた。

　切っ先は喉に触れており、
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 を押して赤くしていた。

　まるで不可視の巨人の手で押さえつけられたかのように、刃が止まっていたのだ。

「竜族なみの高位
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
干
 かん

 
渉
 しよう

 
結
 けつ

 
界
 かい

 、か」

　ギギナの横顔には
驚
 きよう

 
愕
 がく

 。刃の先には微細な
紫
 し

 
電
 でん

 がまとわりついていた。

　モルディーンが笑みを返す。

「咒式の達人たる、ヨーカーンの結界があると分かってはいても、恐ろしいものだね」

　喉に触れた刃の冷たさを楽しむかのようなモルディーンの
慨
 がい

 
嘆
 たん

 だった。

「これは単純な空気の圧力らしいね。ただし、数百トーンの圧力がかかっているらしいけど」モルディーンの瞳はエリダナの青空に向けられていた。「問題は、私の喉を切り裂かないとはいえ、触れていることだ。これはギギナ君の
技
 ぎ

 
倆
 りよう

 の
凄
 すさ

 まじさなのか、ヨーカーン君から私への
悪
 いた

 
戯
 ずら

 なのか」

　視線が前に戻される。狂戦士と、枢機卿長の視線が正面から激突する。

「首を半分、ということは警告だろう？」

　ギギナの内心を見透かすように、モルディーンが告げた。

「君もガユス君と同様に、この斜陽の
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 に、私のようなものが必要なのだとどこかで理解していた。一瞬だけとはいえ、迷ったからこそ警告の剣となってしまった」

　今度は自らの内心を探るように、目を閉じた。

「危険性に気づいたのは二人。だが、実際に行動を起こしたのはギギナ君のほうだった。いやはや、思考を
紡
 つむ

 ぐ相手ならいくらでも
騙
 だま

 せるのだが、警告程度であろうと
勘
 かん

 に従って動ける相手は難しい」

　ギギナの歯が

嚙

 か

 みしめられる。

「これだから中途半端に頭が回る人間は気に入らない。貴様もガユスも、自らの命すら効果を測るために、
天
 てん

 
秤
 びん

 に乗せている」

　ギギナが刃を引いた。瞬時に折りたたんで、背中に刃を戻す。足首の力だけで、大きく後方に跳躍する。元いた場所を、忍者の刃が駆けぬけた。

　キュラソーが主君の前に立つ。切断されたギギナの前髪が数本、アスファルトに落ちる。

「会話の間もずっと狙っていたか。完全に回避したと思ったが、さすがに速い」

　数本失った前髪を左手で
弄
 いじ

 り、ギギナが感嘆の声をあげる。視線がモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 に戻される。

「私とドラッケン族以外のことなど知らぬ。ただ、我らをつまらぬ
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 に巻きこんだ礼をしただけだ」

　モルディーンは一瞬だけ戸惑った表情を見せ、次に
口
 くち

 
許
 もと

 を
綻
 ほころ

 ばせた。

「君も自己完結しているわけでもないようだ」

「あたりまえだ」

「君も自分自身を理解していない。一見すれば君が主導権を握っているように見える。しかし、君こそがいろいろなものに依存しているのだろうな」

　虚を
衝
 つ

 かれたように、ギギナの眉が跳ね上がる。

「くだらぬ。言葉遊びは、よそか地獄でやれ」

　
長
 ちよう

 

軀

 く

 を反転させ、ギギナの背が見えた。そのまま道路を歩いていき、やがて消えた。

　エリダナの街に襲撃者の姿が消えた。モルディーンは右手で
喉
 のど

 を
撫
 な

 でる。

「おもしろい組みあわせだ」

　まだ警戒状態を解かない、眼前の忍者の背に顔を向ける。

「キュラソー君、彼を暗殺できるかね」

「ご命令とあらば、今すぐにでも」

　微動だにしない背が応えた。

「ただ、あくまで虚を衝いた暗殺でなら、の話です。純粋な決闘者相手に、真正面からの剣技比べはしたくないですね」細い指が魔杖刀を握りこむ。「先ほどの一撃を受けてから、まだ手の
痺
 しび

 れが取れません」

「ああ、たしかに忍者に決闘ごっこは向かないね」

　モルディーンが楽しげに言った。

「ついでに、キュラソー君は少し手加減したからね」

「手加減などは……」

「無意識にだよ」

　モルディーンの指先が胸元を押さえる。
銀
 ぎん

 
糸
 し

 
縫
 ぬ

 いに見せかけた超小型通信機が作動する。

「さて、終幕の計画をそろそろ始動させよう。あの釣り
餌
 え

 たちと遊んで、お客様を歓迎する元気な子たちが到着する時間かな」

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の目は、エリダナの街並みを越え、
遙
 はる

 かな場所に向けられた。

　受信機の向こうでは、女と二つの影がうなずいた。









　枢機卿長と十数分の入れ違いで、ギギナが病室の入り口に立っていた。

　ジヴーニャが

剝

 む

 いた
林
 りん

 
檎
 ご

 を、俺と彼女が両端から
囓
 かじ

 っていく、まさにその瞬間に。

　三人の視線がそれぞれを見つめ、三角形の辺となる。俺の体感気温が氷点下へと下がっていく。反比例してジヴーニャの顔面温度が急上昇する。

　壮絶な静寂が、狭い病室を支配した。

　なぜかわずかな殺気をまとったギギナはなにも見なかったように歩き、モルディーンが出したままにしていた
椅
 い

 
子
 す

 に腰を下ろした。

「気にせず続けてくれ」

「できるかっ！」

　俺は気恥ずかしさから叫んだ。ギギナは軽く驚きの色を瞳に乗せていた。

「なんだ、貴様もある意味で衝撃映像だという自覚はあったのか」

　アルリアンの血が入った証明である、ジヴの
尖
 とが

 った耳の先まで
紅
 こう

 
潮
 ちよう

 していた。

「あ、あたし、おんもに出てお耳をお日様に当てて、光合成しないと！」

　
謎
 なぞ

 の言葉とともに、病室から去っていくジヴ。全力疾走だった。逃げられない俺は叫ぶしかない。

「ああ、とっても間の悪いときに現れた不愉快な君は誰なんだ？　なぜだかギギナの名前が思い出せないっ！」

　俺の頭脳は、ギギナの記憶を永遠に喪失させる方法を探して全力回転。

　論理的結論。
殺
 や

 るしかないっ！

　寝台の側にあるはずの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を、手探りで求める。

　ギギナは本当に気にしていないようで、
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が置いていった見舞いの
果
 くだ

 
物
 もの

 に手を伸ばした。正確に値段の高い果物から手にとって、皮を

剝

 む

 きもせずに食べていく。ギギナの七つの迷惑な特技のひとつだ。本当は七つ以上あるのだろうが、七つ以上を数えると、俺の精神が
崩
 ほう

 
壊
 かい

 するから数えないだけだ。

　左手に握った最高級の林檎を囓りながら、ギギナが病室の扉を眺める。

「あの女、おもしろいな」

「ジヴの
名
 めい

 
誉
 よ

 のために言っておくが、普段はいい女なんだ。いや本当に」

「知っている」

　ギギナが薄く
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。彼女とギギナが図書館でなにを話したのか詳細が気になる。

「それより、まだ生きていたようだな」

「おまえの熱望に反して、な。体はだいたい快調。あとは精神的な疲労だけだ」

「そうか。私はすでに全快して、事務所の仕事をこなしている」

　俺と同じくらいに重傷だったはずのギギナは、健康そのものだった。

　距離を取って
遠
 えん

 
隔
 かく

 
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放つ俺のような
後
 こう

 
衛
 えい

 職とは違い、相手の咒式を受けとめて斬りこむ
前
 ぜん

 
衛
 えい

 咒式士の
頑
 がん

 
健
 けん

 さは、超人というのも愚かしいほどだ。

「貴様が
蘇
 そ

 
生
 せい

 してくれて、本当に良かった」

　ギギナが俺を眺める視線には、優しさ元素のヤサシニウムがさらに
含
 がん

 
有
 ゆう

 されていなかった。

　素晴らしく嫌な予感。俺はなにかを忘れている。俺は右手をさらに伸ばしていく。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 を

摑

 つか

 んでおいた。

「ええと、ギギナを狙撃咒式の
囮
 おとり

 にしたのは、戦術ですよ？」

「貴様に一一一〇イェンを
騙
 だま

 しとられたことを、私は忘れていない」

　ギギナの笑み。右手は腰にある
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の柄に添えられていた。

「死人は殺せないが、生者は殺せる」

「ははは、最悪の結論が来た」

「私と貴様は長いつきあいだ。遠慮は無用！」

　ドラッケン族の言葉とともに、手が背中に回される。
刃
 やいば

 と柄が連結して、
抜
 ばつ

 
刀
 とう

 、落下。

　俺は魔杖剣を摑
 んで、両手で掲げる。屠竜刀の刃を、
鞘
 さや

 で受けとめることができた。鞘が砕けて、刀身が

嚙

 か

 みあい、衝撃を受けて寝台の四つの脚が
軋
 きし

 む。

　両腕が
痺
 しび

 れながらも、眼前に迫る刃と向こう側のギギナを見据える。

「あの、ギギナさん？　今現在、本気に真剣に、俺を殺そうとしているように見えるのですが？　これはもしかしてあれか？　鉛筆振ると曲がって見えるとか、線の両端にある矢印の向きの違いで長さが違って見えることとかと同じ、目の
錯
 さつ

 
覚
 かく

 か？」

「本気だ。先ほど腹の立つことがあったのでな、原因を排除しようと思っただけのことだ」

　ギギナの瞳に、地獄の
業
 ごう

 
火
 か

 が見えた。それほど力を入れてもいない片手で握られたギギナの刃が、両手で支える俺の全身の力を圧倒していた。巨大な刃先が、少しずつ、だが確実に俺の額に接近してくる。左手に握った
林
 りん

 
檎
 ご

 を
綺
 き

 
麗
 れい

 に食べて、ギギナの唇が皮を飲みこむ。

「安心しろ。今ならこのネレトーの刃は、人工ではない天然素材の油で手入れされており、大自然にも優しい切れ味だ。死ぬにも安心だろう？」

「安心できるかっ！」

　俺は叫んでおく。

「自然より、俺に優しくしろよ！　というか、俺はおまえの相棒だろうが！　地上で数少ないギギナの敵ではない人間を殺してどうする！」

「私の気が晴れるではないか？」

「そのあとは!?
 　依頼人との
交
 こう

 
渉
 しよう

 や事務所の経営などのめんどうごとは誰がやるっ!?
 」

「…………………ぁ」

「おまえ、今『ぁ』と言ったな!?
 　しかもかなり考えないと分からないほどのことか!?
 　俺の命はそこまで軽いのか!?
 」

「いや、ガユスを殺そうという
愉
 ゆ

 
快
 かい

 なことを思いついたら、もう後のことを
考
 こう

 
慮
 りよ

 するという
隙
 すき

 がなかった。うむ、目先の快楽とはおそろしいものだ」

「わー、相棒殺しに目が
眩
 くら

 む人なんて、地上でもギギナだけだと保証できるよ」

　
短
 たん

 
絡
 らく

 的にもほどがある言葉を吐いたギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が、やっと折りもどされる。なぜだか残念そうな顔をしてやがる。

「雑事担当がいなくなると困る。春の中ごろに税務もあるしな、一時保留だ」

「それでも一時保留かよ。しかも春先までとは短い保留だな」

　俺も
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を窓と寝台の間に戻す。代わりに木材を

摑

 つか

 む。

「しかし、ギギナはどうやって社会生活を営んでいたんだ？」

「
勘
 かん

 」

　ギギナの自信満々な答えに脱力した。

「周りに
侍
 はべ

 らしている女がすべてやっているのだろうけど、よく社会生活ができているな」

　洗濯や料理に掃除に、ギギナが家庭活動をしている風景が思いつかない。

「気が変わった。やはり片腕くらいはもらおう」

　ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が再び
雷
 いかずち

 となって振られる。すでに予想していた俺は

摑

 つか

 んでいた木材を掲げる。ギギナの刃は、木材に半ばまで刺さった。恐ろしいまでの反射速度と自制力で、ギギナは完全切断にいたるのを止めた。

「こ、こここ、これは！」

「なにって、事務所にあったギギナ君が愛する
椅
 い

 
子
 す

 のヒルルカだけど？　忘れちゃったの？」

　口を酸欠の
鯉
 こい

 のように開閉させながら、ギギナの腰が後方に倒れていく。刃がヒルルカの脚から外され、病室の床に落下した。
甲
 かん

 
高
 だか

 い音がギギナの内心なみに虚ろに響いた。

　弱った俺をギギナが殺しにかかる可能性を考え、ジヴに取りにいってもらったのだが、本当に俺の命を救った。ジヴ、最高。

　ギギナの顔には混乱。

「これ、これがどれだけの芸術品か！　ヒルルカの脚に傷が、傷が！」

「そうだね大変だね。斬りつけた
極
 ごく

 
悪
 あく

 
非
 ひ

 
道
 どう

 の怪物は誰だろう？　あれれ？　意外や意外、真犯人はギギナくんだった！」

　大理石のような肌をしているギギナの顔は、もはや蒼白だった。

「ドラッケン式
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 
法
 ほう

 として、ガユスの裏ものの
猥
 わい

 
褻
 せつ

 な記憶素子の場所を、ジヴーニャに教える。そして祝！　領収書の大展覧会！」

「どれかひとつでもやるなっ！」

「安心しろ、全作戦はすでに完了している」

　
神
 こう

 
々
 ごう

 しいまでの
威
 い

 
厳
 げん

 を顔に浮かべ、ギギナは床に倒れた。

　俺は寝台の上で
眩暈
 めまい

 を覚えた。まぁ、引き分けといったところだろう。

　寝台から起きて、いつもの服に着替えていく。さっさと退院しよう。床のギギナは放置しておいた。






九章　暗雲









狡
 こう

 
猾
 かつ

 で
獰
 どう

 
猛
 もう

 な悪意より、
遙
 はる

 かに恐ろしいものがある。



愚かなまでに
真
 しん

 
摯
 し

 な善意ほど、手に負えないものはない。



善意による
災
 さい

 
厄
 やく

 は、誰にも止められない。



ジグムント・ヴァーレンハイト「
屹
 きつ

 
立
 りつ

 する愚者の巨塔」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四八一年










　エリダナ西市街ネレス通りのマンション、一〇一号室からの夜景を眺めていた。

　退院した俺は、ジヴの家にいた。

　応接机を挟んで、応接
椅
 い

 
子
 す

 に俺とジヴが座る。机の上には空の
酒
 さか

 
瓶
 びん

 が並ぶ。

「退院したばかりの俺に、酒を勧めるなよな」

「じゃあ飲まなければ？」

　酒杯に口をつけながら、ジヴが冷たく切ってすてる。

「ジヴに一人酒をさせるわけにもいかないよ」

　俺はジヴに対抗するように酒杯を
煽
 あお

 る。一人酒だとジヴはつぶれるまで飲む。いまだに自分の限界酒量が分かっていないらしい。俺が酒の飲み方を教えたのは、楽しいけどちょっと失敗。

　俺の体はほぼ復調している。だとしたら、ジヴの酒につきあってやるべきだろう。

「だいたいさ、この記憶素子はなんなわけ？　内容は私に対する当てつけ？」

　ジヴの手に握られているのは、俺の
秘
 ひ

 
蔵
 ぞう

 の記憶素子。とびっきりやらしいやつでした。ギギナめ、おまえは地上の男たちすべてが守っている鉄の
掟
 おきて

 を破ったのだぞ。

「この『
淫
 みだ

 らなアルリアンの午後、緑の瞳と白金の髪の誘惑』って、そのまんまアルリアン系の私がいるじゃろがいっ！」

　ジヴの手が全力で振られて、記憶素子が床に叩きつけられる。ああ、真っ二つに割れました。裏もので、二度と手に入らない品なのに。いや、そんなことを考えている場合じゃない。

「いやその、なんだ」

「なに、私じゃご不満なわけ？」

　すんごい目で
睨
 にら

 まれました。ジヴが胸を張り、服の上からでも形のよい
乳
 ち

 
房
 ぶさ

 が分かる。

　普通はこんなことで怒るジヴではない。しかし、去年一回浮気した前科があって、
椅
 い

 
子
 す

 の焼き捨て事件からは、この手の夜の恋人すら俺には許されていないのだ。ここは
平
 ひら

 
謝
 あやま

 りしかありません。

「すいません、気の迷いでした」俺は床に片膝をついて謝る。「俺はジヴを、ジヴだけを愛しています。ただ、会えない夜が寂しくってそのジヴの代わりにと。いやもちろんジヴとは比べものにはならないのですが……」

　長い沈黙。ジヴの瞳でいろいろと考えられ、結論が出た。

「それなら、まぁ男の人なら仕方がない、わね」

　ジヴが酒杯を空ける。俺も椅子に戻り、ジヴの空いた杯に新しい酒をそそぐ。自分の杯にもそそいで、一気に
呷
 あお

 る。

　ふう、
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 に「ジヴの代わりに」という
台詞
 せりふ

 を
紡
 つむ

 いだ、自らの舌先の
閃
 ひらめ

 きに感謝せねばならない。

　他に所蔵している
傑
 けつ

 
作
 さく

 記憶素子、「特別病棟の看護婦」系に「婦人警官の夜」系、「女教師エレイナ」系に「女
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の夜のお仕事」系が見つかったら、半殺しではすまない。かつての応接椅子のように、本気で俺が
火
 か

 
葬
 そう

 にされる危険があります。

「でも、話はそれだけじゃない」

　つぶやいたジヴの酒杯に透明の液体が足される。なにを話そうとしているのかも少しは分かっているつもりだ。会話もなく、ただ黙々と酒杯を傾けていく時間がすぎる。

　机の上を眺める。

　気まずさから、俺が手製のダイクン酒とギレンテ酒を二杯ずつ空けている間に、ジヴは果実酒を五杯、ボルク産の
白
 しろ

 
葡萄
 ぶどう

 
酒
 しゆ

 を六杯も空けていた。

　口あたりは甘いが、アルコール成分は俺が飲んでいる酒と変わらない。さすがに飲みすぎだ。

「ジヴ、飲みすぎじゃないか？」

　俺の忠告に、ジヴは
翡
 ひ

 
翠
 すい

 の瞳を半眼にして
睨
 にら

 んでくる。

「おい、ガユス・レヴィナ・ソレル。ちいっとこっちに来い」

　ジヴが細い
顎
 あご

 で、俺を招く。やはり来た。早くも酔ってきているらしく、ジヴの声は巻き舌で
瞳
 どう

 
孔
 こう

 は定まりきらない。

　そして、俺の名前と称号と
家
 か

 
名
 めい

 まで呼ぶということは、かなり怒っている。俺は忠犬のように、ジヴが座る長
椅
 い

 
子
 す

 に近づく。隣に腰を下ろす。

「ん、よろしい。素直で
愛
 う

 いやつじゃ」

　彼女は酒杯を持ったまま横に倒れ、俺の膝にころりんと頭を乗せてくる。白金の髪が白い頰
 を流れていく。酒杯からは酒が
零
 こぼ

 れない。酒好きの意地を見た。俺としては、手の甲で彼女の頭を支えておく。

　そのまま
緩
 ゆる

 やかな時間だけが過ぎた。

　窓の外、エリダナの
喧
 けん

 
噪
 そう

 も今は遠い
潮
 しお

 
騒
 さい

 のようにしか聞こえない。

　なにか言わなければならないのは分かっていたが、俺には言葉がなかった。

　手の甲に熱さを感じた。見ると、透明の
滴
 しずく

 があった。

　俺の膝で、ジヴは静かに涙を零していた。俺の手は金色の清流のようなジヴの髪を
撫
 な

 でるだけしかできなかった。

「ほ、んとに、ほんとに心配し、したんだから」

　
嗚
 お

 
咽
 えつ

 まじりの声が唇から零れた。

「六日、よ？　六日も目を覚まさなくて、心、臓まで止まって、お医者さんは死んだと言って、私もそう思ったのよ！」

　見下ろしたジヴの横顔。涙が横に零れ、俺の手の甲に落ちていた。涙と鼻水が出て、ジヴが
啜
 すす

 りあげる。深い湖の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 からは、止めどなく熱い涙が零れつづけた。

　俺には
寡
 か

 
黙
 もく

 な男を演じきることができなかった。

「すまない」

「すまない。じゃ、ない、わよ」

　嗚咽のために、一言一言が
細
 こま

 
切
 ぎ

 れとなる。

「いつもいつもドラッケンの子と遊ん、で、勝手に死にそうになれば、私、に仕事を休ませてまで病院に駆けつけさせ、る。私の心は、いつでもどこでも引きだし自由なものじゃない。女をバカにするなっ！」

　鼻水を
啜
 すす

 りあげてジヴが言った。

　俺は繰りかえすしかなかった。

「すまない」

　俺はジヴの涙と鼻水を
拭
 ぬぐ

 ってやろうと伸ばした俺の手は、邪険に払われた。

「うるさいっ、あんたなんか勝手にのたれ死ね！」

　ジヴが体を起こして、机の上に酒杯を置いた。代わりに紙を手にとった。盛大に鼻をかんだ。一枚では足りなかったのでもう一枚。さらにもう一枚で涙を拭って、乱暴に投げすてた。

「できることなら」

　ジヴは続けた。

「できることなら、あなたの
側
 そば

 には私が立ちたい。いっしょに戦って生死をともにするのは、私だけにしたい。だけど私には
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の力なんてない。普通の女であることが、
辛
 つら

 く悔しい！」

　ジヴは右膝に右
肘
 ひじ

 を乗せ、
掌
 てのひら

 で顔の半分を
覆
 おお

 った。

「私、こんなんじゃなかった。こんなバカみたいに泣いている女じゃなかった。本当はカッコいい大人の女として、帰ってきたあなたに優しく微笑んで『おかえりなさい』と言うつもりだったのに。できない、私にはそれすらできなかった」

　ジヴの叫びが、俺の胸に突き刺さる。

「すまない」

　ジヴの左手が消えた。[image: ]
 で
顎
 あご

 が打ちぬかれたのだと気づいたのは、天井を見ながらだった。俺が護身術として格闘技を教えたというのに、体重は乗っていないし、座ったままの姿勢からの[image: ]
 だった。だけど、それはとても痛かった。胸を撃ちぬくような、重い[image: ]
 だった。

　自らの左[image: ]
 をジヴは右手で抱えていた。

　ジヴの瞳は俺を見ていた。俺はジヴを見ていた。

　こんなことは、よくある男女の
愁
 しゆう

 
嘆
 たん

 
場
 ば

 だ。世界のあちこちで毎夜繰り広げられている。

　少し違うのは、ジヴは俺にはもったいないほどのいい女で、俺はろくでなしの腐れ
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だということだ。

　目を赤く
腫
 は

 らしながら、ジヴーニャは長い長い息を吐いた。瞳にはひどく優しい感情が宿っていた。

「次からは、あなたが立ち向かうときを、私にだけはそっと告げておいて」

　震えを抑えた、決意の声だった。

「そうしたら私はいつかあなたの無惨な死体と対面しても、くだらない涙を半分に節約できる。だから、いい？　絶対よ？」

　ジヴの顔には微笑みがあった。

　愛するものの苦難に対し、なにもできない哀しみ。無力さという絶望に耐えること。

　
諦
 あきら

 めではなく、違いと結末を受け入れること。

　かつての俺や、そしてヘロデルが
足
 あ

 

搔

 が

 き、苦しみ、知と力で埋めあわせようとした
傷
 きず

 
痕
 あと

 。ジヴは直線で見据え、
遙
 はる

 かに強くしなやかに立ち向かうことにしたのだ。

　俺にはまだできない。弱さを抱きながら、それでも強くあるということが。

　ジヴが手を振って、空気を拒否した。

「あー、もう酔っているから、心配する演技で気を引こうとする、頭の弱い女の役をしちゃったじゃないの」

　ジヴの頰
 には朱が差していた。自らの熱い言葉が恥ずかしくなったのだろう。俺としては、乗ってやるべきだろう。

「なんかさ、ジヴは意外に計算高いよね」

「そうよ、ってまたバカ女をやらせないでよ。なんかすっごく恥ずかしいことを言った気がしてきた」ジヴが両手で頰
 を押さえる。「ガユスも今夜の記憶を失ってほしいから、もっと飲みなさいよ！」

　両手で酒杯を握り、俺に突きつけてくる。俺はジヴの
睨
 にら

 むような目を見て、そして酒杯を受けとった。一気に飲んだ。
喉
 のど

 を
灼
 や

 く
酒
 しゆ

 
精
 せい

 。

「はい、忘れました」

「それ忘れてない」

　ジヴが俺の右肩に頰
 を乗せてくる。柔らかな髪の先が、俺の
顎
 あご

 をくすぐる。

「これも演技ですか？」

「そうですよーだ」

「じゃあ
騙
 だま

 されておきますか」

　俺は彼女の頭頂部、つむじを眺めていた。ただひたすらに。

「あなたって普段は愛しているとか平気で言うのに、肝心なときには言わないよね」

　俺はかけるべき言葉を忘れていたらしい。

「あのさ、ジヴ」

「なに？」

「本当に疑問だから聞くけど、俺のどこが好きでつきあうことにしたわけ？」

「顔」

　即答された。

「あのぅ、普通は誠実で優しい性格とか、そういう内面的なことを言うものじゃないか？」

「冷静に考えてよ。いつガユスが誠実で優しかったの？　ついでにあなたみたいに危険な仕事をしていつ死ぬか分からないうえに、収入も安定しない、しかも『自分のどこが好き？』なんて聞いてくる自意識
過
 か

 
剰
 じよう

 男に、他にどんな取り柄があると？」

「だって、本当に疑問だったんだ。あとひでえ」

「性格や趣味の一致は気分次第だけど、好きな顔はいつまでも嫌いにならない。だから私は男を好きな顔かどうかで選ぶことにしているの」

　右手に握る酒杯に映っていた自分の顔を見つめた。そういえば、俺を映画俳優のラグマノフにたとえたのもジヴだった。

「よく不幸顔と言われるけど、そういうのが好みなわけ？」

「
美
 び

 
醜
 しゆう

 はどうでもいいの。私は不幸顔が好きなの。好みを変えられないのが残念ね」

　膝に置いていた右手に、ジヴの右手が重なる。

「あと、手が好き。指が男のくせに細く長いから。それが私の好きなすべて」

　ジヴの手が俺の手と指を
撫
 な

 でていく。逆に捕まえようとしたら、逃げられた。

「ええと、
褒
 ほ

 められている、わけじゃないよね？」

「本当にバカね。それこそ本当に褒めているのよ」

　まったく理解できない。ジヴが自分の酒杯を口に含む。甘えるような動作だった。

「ガユス、なにか話してよ」

「なにか、ってなにを話せばいいんだ？」

　ジヴの会話の
無
 む

 
軌
 き

 
道
 どう

 さに、俺はまったくついていけない。

「なんでもいいのよ。私が知らないあなたの昔のこと、恥ずかしい思い出とか、失恋話とかね。そしたら、私を泣かせた悪い男を許してあげる」

「そうか、そうだったな」

　俺はジヴに自分のことをあまり話してこなかった。

「そう、今話したいのは俺の学生時代の話だ。ヘロデルという迷惑な、でも最高にいいやつがいてね……」

　俺の学院時代の笑える、そして笑えない
悪
 いた

 
戯
 ずら

 や失敗、失恋話を語っていく。

　今はもういないヘロデルのことを、ジヴに知ってほしかったのかもしれない。

　酒杯が重ねられていく。ジヴの飲む速度に合わせたので、すぐに意識が
酩
 めい

 
酊
 てい

 してきて、舌先がもつれる。

　誰にもほとんど話したことがない、俺と妹のアレシエル、両親や二人の兄のことを話した。そしてこれからの二人のことを話そうとしたとき、寝息が聞こえた。

　ジヴは、俺の膝の上で安らかな寝息を立てていた。

　俺のことで心配をかけて、病院と職場を往復させてしまったのだ。酒が疲労を後押ししたのだろう。

　起こさないように手を伸ばしていく。
椅
 い

 
子
 す

 の背もたれに掛かっていた厚手の膝掛けを手にとる。ジヴを起こさないように、細い体に掛けてやる。

　ジヴの唇が動き、俺は起こしたかと
動
 どう

 
揺
 よう

 した。寝言だった。

　口元から
涎
 よだれ

 が出ているので、指先で
拭
 ぬぐ

 ってやる。くすぐったいのか、眠るジヴの唇が微笑むように
綻
 ほころ

 んだ。

　俺の胸を甘い痛みが
貫
 つらぬ

 いた。

　愛するものがいて、愛されるという単純な事実が、俺の支えになっていた。

　そして、自分のなかに、そういう感情があったという事実に驚いた。

　俺のジヴは、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 などという
無
 ぶ

 
粋
 すい

 なものがなくても、小さな奇跡を起こせるらしい。

　しかし、いつか心は移ろい
翳
 かげ

 っていくことも分かっている。

　顔を上げて、窓越しにエリダナの街を眺めた。

　それでも、今はこの時間を愛している。

　しばらくジヴの寝顔を見ていたが、
瞼
 まぶた

 が重くなった。

　酒杯を置いたところで、俺の記憶は定かではなくなった。









　三月十一日午前０時二分。

　車輪と線路の長い長い口づけの金切り声をあげながら、列車が止まる。
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
都
 と

 ギネクンコン発エリダナ終着の列車が、エリダナ中央駅構内、六番降車場に到着した。

　八つある発着場には、他に列車もなかった。

　貨物列車に係員たちが近づき、早速荷下ろしの作業が始まる。木や金属の箱が下ろされ、輸送用の小型車に積まれていく。

「ああ、やっと到着した。ねえ兄貴、どうして列車ってこんなにトロトロしているのかなぁ」

「少し黙れ。誰もおまえのように直線で行けるわけではない」

「はいはい、低血圧の兄貴に、国土の端から端まで徹夜させるべきじゃなかったね」

　列車の七号車の扉から、二人の男が降りたった。

　一人は鍛えあげられた肉体を地味な灰色の背広で包んだ、長身の男。腰には二振りの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を下げていた。

　短く刈りこんだ闇色の髪に同色の瞳。ただし左目だけだった。右目は厳しい眼帯に
覆
 おお

 われていた。
隻
 せき

 
眼
 がん

 は歴戦の武人の光を宿している。

「初めて来たけど、エリダナってどんなところかな？　あ、あれなに兄貴？」

　隻眼の男の
傍
 かたわ

 らには、青年が立っていた。黒地に細い銀線が入った背広に、大きな荷物の箱を引いていた。周囲を見回すたびに、箱につけられた車輪が鳴り、言葉とともに騒々しい。

　
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の髪に、興味のままに動く同色の瞳。笑顔だけしか想像できない顔だった。頭に跳ねあげていたのは、角張った飛行眼鏡。春の陽気に浮かれた観光客にしか見えない。

　まったく正反対の言動を見せた二人だが、
佇
 たたず

 まいはどことなく似ていた。
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「あれおもしろい。見て見て、兄貴。大きな箱が運ばれていくよ」

「急ぐぞ。すでに列車の遅延で予定から五分も遅れている。あのお方の呼びだしに遅れるわけにはいかぬ」

　低温の声とともに眼帯の男が歩きだす。

「大丈夫だって兄貴」

　
呆
 あき

 れ声で青年が兄と呼んだ男の背に続く。

「先行した二人でも計画は順調だそうだし、僕たちは単に後詰めに立候補しただけだよ」待たない兄の背を、それでも追いかける。「標的を誘いだす時間に間に合えばいいんだからさ、ね、ついでにエリダナ観光に行こうよ」

　跳ねつつ、兄の背に続く青年。

「僕、エリダナで料理を食べたいし、ウルク料理の
美
 お

 
味
 い

 しい店に行きたい。女の子たちともモヘモヘっと遊びたいなぁ」

「
却
 きやつ

 
下
 か

 だ」

　
隻
 せき

 
眼
 がん

 の冷たい言葉。

「
遅
 ち

 
参
 さん

 は俺の忠誠の
汚
 お

 
点
 てん

 となる。行くなら一人で行け」

　弟の提案など
一
 いつ

 
顧
 こ

 だにせず、隻眼の兄は構内を進んでいく。

「分かったよ。先に仕事する」飛行眼鏡の位置を直して、弟が早歩き。兄の前に飛びでる。「じゃあ僕は先に行っているよ。この子を連れてね」

　引きずってきた箱を手で叩いたあと、青年の右手が掲げられた。駅構内にある壁に、右掌が触れる。

　右手が触れたコンクリ壁。堅いはずの表面が、小石が落ちた水面のように幾重もの
波
 は

 
紋
 もん

 を描いた。

　次の瞬間、青年の右手の五指が波紋に沈む。指先から
掌
 てのひら

 、手首、腕、肩が一気に壁へ
潜
 もぐ

 っていく。最後に背広の
裾
 すそ

 と引きずる箱が消えていった。

　最後にコンクリ壁から右手が戻り、兄へと手を振る。くぐもった音がして、手は壁の内部へと戻っていった。

　一連の流れるような動作に、駅構内の誰も気づかなかった。

「壁のなかで
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしてどうする」

　隻眼の男が一言で論評して、再び歩きだす。早足で改札を抜け、階段を上る。

　夜の冷たい空気が、隻眼の男の全身を包んだ。

　眼前には、夜を
煌
 こう

 
々
 こう

 と照らすエリダナの街の灯。

　男は一歩を踏みだした。

　エリダナの灯に
呼
 こ

 
応
 おう

 するように、男の腰の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 で九つの
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 が光った。









　事務所に到着し、単車を停める。愛車のセルトゥラを車庫に入れて、玄関に戻る。

　郵便受けに手を突っこんで、新聞と請求書、封筒の束を手にとる。やたらと重い。警報や防犯装置を解除して、事務所に入る。

　日程表では、三月十一日。頭が重い。退院した当日にジヴと酒を飲んで、翌日に早朝出勤とは俺の真面目さに感心してほしいものだ。いや、元気なかぎりは動かないとならない経済状態であるだけだが。

　応接室を抜けて、私室兼倉庫に入る。ギギナが立っていた。
傍
 かたわ

 らには、ギギナが愛する
椅
 い

 
子
 す

 、ヒルルカが
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 していた。持ち主に脚を切断されたヒルルカは、応急修理されて包帯が巻かれていた。怪奇現象は無視しておこう。

「貴様が寝ている間に、エリダナは大きく動いた」

「そうか」

　自分の椅子に座って、エリュシオン紙を広げる。

「たしかに
凄
 すご

 いことになっているな」

　俺が寝ている間に、オラクルズの連敗は十二になっていた。このままでは、万年最下位とされるタルフォルズの八四年の記録、ヴォックル競技歴代最悪の十四連敗に並んでしまう。

「ベイリックやイアンゴに、おもいっきりバカにされるだろうなぁ」

　イアンゴが
贔
 ひい

 
屓
 き

 にしているタルフォルズの連敗記録を常におちょくっていたのだが、連敗が止まるまでは観戦仲間に会わないようにしよう。

「そちらではない。政治面だ」

　ギギナの苦い表情。

　興味もない政治面を広げる。モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 がエリダナに再訪問しているという記事があった。

　昨日会ったから、なにごとかと思っていたが、市庁舎でエリダナに感謝しているとかなんとか言いにきたらしい。明日は皇都で
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 その人と会見するために、すぐに帰還するらしい。忙しいのか暇なのかよく分からない要人だ。

　ついでに、ラペトデス七都市同盟のティエンルン合意条約の
批
 ひ

 
准
 じゆん

 は、失敗に終わったという記事。

「ああ、あれか」思い出せた。「リンツホテルの前で、抗議団体が反対し、モルディーンが語った同盟の動きだったか」

　竜との交流を持って、被害をなくそうとするとかなんとかだ。
賢龍派
 ヴアイゼン

 はけっきょく同盟側の要請に姿すら現さなかったらしい。条約を推進していたヤーウェン下院議員は、おおいに面目を失った。

「待てよ。ヤーウェン議員といえば、カイ・クヨウ議長の反対
派
 は

 
閥
 ばつ

 だったな。ということは、アズ・ビータ議員の政敵にもなるな」

「深読みをすれば、条約批准の失敗は、モルディーン枢機卿長が
賢龍派
 ヴアイゼン

 に
干
 かん

 
渉
 しよう

 してやらせたことかもしれない」

「考えすぎだ。竜たちが龍皇国の意を汲んでくれるには、取引材料がない」

「そうだな。モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 にしては、遊び心がないしな」

　俺は新聞を閉じる。なにかが引っかかるが、別のことを思い出した。

「そういえば、仕事はどうなっている？」

「私一人で受けられるものは受けておいた」

　日程表を見る。うわぁ、ギギナが一週間でやったことは、〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉の追跡のみだった。

「エリウスの辺境に大鬼の群れが出たため、他の事務所と共同で追っていた」

　力で解決できる仕事は、第一に相手がたまたま近くにいること、そして運に左右されやすい。浮気調査や人捜し、護衛という地味な仕事もやらないと事務所の経営が持たない。

　俺は事務所の電話を起動させる。予想どおりの〈
反
 はん

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 共同人民解放戦線〉からの嫌がらせ電話は無視して、
一
 いち

 
覧
 らん

 を開く。六日も意識不明で死んでいたわりには、仕事が少ない。

「思い出した」

　携帯を取りだす。やはり、俺が死んでいる間に、ジヴか看護師かが気を利かせて切っていてくれたようだ。起動させると、
凄
 すさ

 まじい数の着信
履
 り

 
歴
 れき

 。仕事の依頼電話も転送させているから、二百件以上も来ている。

　三十回もかけてきているのは、新聞記者のアーゼル、そして情報屋のヴィネルと咒式具のロルカ屋からだった。

「ロルカやヴィネル、アーゼルに連絡をとったか？」

「いや、通信を切っておいた」

　社会で生きていることが大いなる
謎
 なぞ

 である相棒を無視して、まずはアーゼルの伝言を聞く。

「アーゼルか？」

「あら、生きていたんだ？　今は忙しいんだけど」

「そちらからの留守電があったからかけたのだろうが。で、なにかあったのか？」

「今日さ、事件の容疑者として
逮
 たい

 
捕
 ほ

 された少年が、警察の護送車で別の場所へと護送された。その護送車に炸薬弾が撃ちこまれ、爆発炎上してね。今はその取材中」

　俺は無言。

「でさ、容疑者の少年は死亡。護送していた警官四人が重傷。周囲の車に乗っていた人間や歩行者にも負傷者が出て、今はすごいことになっている」アーゼルが続ける。「あ、そういえばガユスって、ちょっと前のモルディーン枢機卿長の護衛をしていたって本当な……」

　俺はアーゼルの電話を切って、立体光学映像を起動。

　速報で事件が起こっている。事件後、各報道機関や新聞社に〈反咒式共同人民解放戦線〉という組織から、声明文が届いたらしい。内容は「咒式による殺人をここに裁く」という
趣
 しゆ

 
旨
 し

 のものだった。

「俺たちの事務所にもたまに電話が来るよな」

「この事務所は二人だけだ。エリダナでも
零
 れい

 
細
 さい

 すぎる事務所に来るということは、エリダナすべての咒式士事務所にやっているのだろう」

　一般人と
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 の
反
 はん

 
目
 もく

 はまだ続いている。俺は手にしていた郵便物から、新聞を投げすてる。

「俺たちにとって重要なのは、これで真相は永遠に闇の中ということだ。もう誰も助けてくれない」

「元々そうだった。これからも変わらぬ」

　次にヴィネルから送られていた文書通信を読む。

「ギギナ、クソ楽しい情報だ。ウルズなどという地名も人名も、大陸には存在しない。さらに重力系咒式士でニドヴォルクという人物も存在しないそうだ。ＥＭＥＳやＥＮＯＫの経歴情報にも
該
 がい

 
当
 とう

 人物なし。咒式士としての資格試験を受けたこともなく、公開咒式の購入もしたことがないことになる」

「正規の咒式組織や学院、師匠に学んだことがない咒式士か。いないこともないが、少ないだろうな」ギギナが可能性を探る。「しかし、すべての条件が組みあわさるとなると、我らを襲ってきた相手は誰なのだ？」

　俺は首を振るしかない。なにもかもが分からない。

　携帯でロルカを呼びだす。

「ガユスか。やっとかけてきやがったな。やはり生きていたか！」

「大きい声を出すな。こちらは軽く二日酔いなんだ。祝いついでに
月
 げつ

 
賦
 ぷ

 をなかったことにしてくれ」

「おや、急に回線が混線……、ガユスの……えない」

　支払いどころか、声量を下げる気もないらしい。

「それよりやっと報告できる。おまえが預けてきた破片について、大変な事実が分かった」

　ロルカの声が一変し、真剣そのものといった口調になる。俺はギギナに空いている左手を振って、同時に聞けと示す。

「あれは
鎧
 よろい

 や服ではない。重力咒式で組成を変えられた、生物の組織だ」

　ロルカが成分表を転送してくる。俺はある程度予想していた。

「これはなんなんだ？　どういうことなんだ？」と問うてくるロルカの声にも、
怯
 おび

 えがあった。

　強引に礼だけ言って切る。料金の請求が来る前に。

　相手の正体が分かってきた。俺の背筋に
怖
 おぞ

 
気
 け

 が走る。

　新聞と請求書をゴミ箱に投げていく。残った封筒を開ける。咒式士最高
諮
 し

 
問
 もん

 
法
 ほう

 
院
 いん

 からだった。

　勝手に調査していたらしく、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士として、俺が十三
階
 かい

 
梯
 てい

 に到達したという報告書だった。
併
 あわ

 せて資格申請の書類があったが、十三階梯の資格を取ると法的にめんどくさくなるので、請求書と同じく机の上に投げておく。肩書きはあとで取ればいい。

「絶望的な状況に、光明が射してきた」

　俺は上着を

摑

 つか

 む。

「少し出てくる。あとで合流しよう」









　ビルとビルの間の谷底。女は荒い息を吐いた。薄暗い路地で、なお黒い服をまとっていた。

　
甲
 かん

 
高
 だか

 い音。ふらつく足で
蹴
 け

 ってしまった空き缶が、耳障りな音を立てて路地を転がっていく。

　ニドヴォルクは疲労
困
 こん

 
憊
 ぱい

 していた。ビルの壁に右手をついて体を支えなければ、立っていることもできない。左手は握りしめられており、紙を

摑

 つか

 んでいた。

「これほど、強大な
咒
 まじな

 いは、さすがに、我でも、
辛
 つら

 いようだ」

　
陶
 とう

 
磁
 じ

 
器
 き

 のような白い顔は、蒼白といってもいいほどの色になっていた。

　壁を摑
 む右手。
凄
 すさ

 まじい握力で、コンクリ壁に
亀
 き

 
裂
 れつ

 が入る。脳に神経系、全身を
貫
 つらぬ

 く苦痛にただ耐えるしかなかった。

　深呼吸を繰りかえすと、女の呼吸が少し落ちついてきた。

　標的の復活を確認した以上、すぐにでも
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の儀式を始めるべきだった。しかし、標的の二人の側には、常に強力な咒い士の集団が控えていた。安易に手を出すべきではなかった。

　今の状態では、動くこともできない。

　視線を上げる。濡れたアスファルトの上には黒猫がいた。四本の足で
毅
 き

 
然
 ぜん

 と立ち、黄金の目が彼女を見上げていた。

「我がおかしいか？　猫族よ」

　黒猫はニドヴォルクに
怯
 おび

 えることなく、小首を
傾
 かし

 げていた。

「
汝
 なんじ

 は怯えないのだな」

　ニドヴォルクは背をビルの壁に預けた。ニドヴォルクは街に不慣れにすぎた。エリダナにおいて何回か失敗もした苦い経験があった。標的のことを尋ねようとしただけで、人間たちは彼女の体に触れてきたり、襲いかかったりしてきた。やむを得ずに自己防衛をしたが、加減が分からずに相手を殺してしまった。

　誓いから考えれば、
不
 ふ

 
手
 て

 
際
 ぎわ

 にすぎた。

「不手際と言えば、先日の不手際は最たるものだ。まさか標的が別のものに殺されそうになるとはな」

　ニドヴォルクの唇に皮肉な笑みが刻まれる。目には緑の炎。

「だが、標的は
蘇
 そ

 
生
 せい

 した。目印はつけた。目標はまだ
遂
 と

 げられる」

　猫は「にあ」と小さく鳴いた。

「ああ、やはり我は正気を失っているのであろう」

　ニドヴォルクは猫の声を疑問と取ったようだった。

「我と背の君は、血族に背き故郷を捨ててまでも、一族の本来の誇りを取りもどそうとした。それがこの結果だ。追手もそろそろこの街に到着したころであろうな」

　声は自らに問いかけはじめていた。疲労しきっていたが、右手を掲げる。

「だが、これは、なんのためのものだったのだ？　古老どもはなぜこんなものを？」

　薬指に
嵌
 はま

 った指輪は、紅の宝玉が怪しい輝きを見せていた。

「いや、もはやどうでもいい。知っていた背の君はもういない。ただ、彼の形見とともに復讐に
赴
 おもむ

 くだけだ」

　ニドヴォルクは
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 の瞳を閉じた。

「今は、ただ眠、る……。目覚めたと、き……、すべ、てが終、わる……」

　背が下がっていき、路地に
崩
 くず

 れた。左手が開かれ、紙片が落ちる。そこには赤毛の
眼
 め

 
鏡
 がね

 の男と銀髪をなびかせた
美
 び

 
貌
 ぼう

 の男の顔、そして事務所の所在地が描かれていた。

　黒い衣装が踊り、彼女の全身を包んだ。

　ビルとビルの間の谷底で、魔女は深い眠りに落ちた。黒猫は、不思議そうに女を見ていた。

　黒猫の黄金の瞳が見開かれた。防壁のなかで眠りにつく魔女の上空、路地に球体が浮かんでいたのだ。透明の
外
 がい

 
殻
 かく

 の内部に、
薄
 うす

 
桃
 もも

 色の物体が詰まった球体だった。

　猫を見下ろすように、球体は明滅していた。

　黒猫は逃げだした。路地を曲がって、すぐに姿が見えなくなった。

　浮遊する球体は、眠れる魔女を守護するように空中で静止しつづけていた。









　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を下ろして、甲板に突き立てる。

　荒い呼吸が止まらない。頭痛がして、
嘔
 おう

 
吐
 と

 感に
苛
 さいな

 まれる。

　数分ほどして、ようやく通常の呼吸に戻ってきた。

　
難
 なん

 
破
 ぱ

 した輸送船の屋根に座る。立っているのが限界だった。やはり理論と実際は違う。

　潮風が吹き、汗ばんだ俺の額を
撫
 な

 でていった。体の熱が引いていく。落ちついてきて、風景を見る余裕が出てきた。海鳥が鳴いていた。

　眼前に広がるのは、マズディ
突
 とつ

 
堤
 てい

 の風景。ルルガナ内海の海面は見えず、代わりに埋めつくすのは船、船、船だった。

　輸送船が突堤に乗り上げ、船底を
晒
 さら

 していた。漁船や小舟が重なり、埋め立て地のようになっている。遠くには巨大タンカーの
威
 い

 
容
 よう

 が見えた。

　エリダナ西部沿岸地帯。マズディ突堤。通称は船の墓場。

　十二年前の大地震で、ルルガナ内海に停泊していた巨大タンカーや輸送船が津波に流されて突堤に激突した。
撤
 てつ

 
去
 きよ

 には
莫
 ばく

 
大
 だい

 な予算がかかると予想されたが、エリダナに本社があったロロフェス船運の本社が地震で倒壊、社長以下、経営陣が全員死亡した。

　行政も廃止が決まっていたマズディ突堤の復旧を
諦
 あきら

 め、今にいたっても放置されたままだ。

　無人の船の墓場で、すべての予定や依頼を放置してもやるべきことがあった。
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の組成式を脳内で構築し、魔杖剣の三連
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 で演算。発動できるかどうかを計算する。ひたすら繰りかえす。

　
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式においても、おそろしく危険度が高い二つの咒式に対し、慎重にすぎるということはない。

　船の
死
 し

 
骸
 がい

 が連なる先、ルルガナ内海の海面に太陽が差しかかる時刻になっていたようだ。この時間までかかって、ようやく二つの咒式の発動が可能になってきた。

　足音。

　振りかえると、
突
 とつ

 
堤
 てい

 から船の群れを渡ってくる人影があった。ギギナだった。

「やはりここか」

　ギギナはさらに飛んで、船から船を移動してくる。俺は右側に視線を向ける。ギギナが
傍
 かたわ

 らで
座
 ざ

 
礁
 しよう

 している漁船の帆柱に立つ。

「ガユスよ」

　ギギナの声が海を渡る。

「やはり来ると思うか？」

　俺は答えた。

「本気で俺たちを始末したいのなら、意識不明状態の俺を一億回は殺せていたよ」

「では、どちらの襲撃もないと？」

　海鳥の群れが上空を渡っていく。思えば故郷より遠いエリダナに流れついていた。

「いや、来るという予感がしている」

　海鳥が海面に飛びこみ、上昇する。
嘴
 くちばし

 には
銀
 ぎん

 
鱗
 りん

 を輝かせた魚を
咥
 くわ

 えていた。

「彼女にとって俺たちは
仇
 かたき

 だ。彼にとって俺たちはなにかの
鍵
 かぎ

 になっているような気がする。最小限の可能性でも、極大の危険性があるなら、備えておくに越したことはない」

　俺はギギナに告げる。

「ギギナにしても、同じ結論に達したからこそ、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 の再調整をしていたのだろう？」

「私は危機と遊びには敏感だ」

　ギギナが思案する。

「エリダナの他の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を頼る手もある」

　意外な言葉に、俺はギギナの横顔を見る。海風に、銀の髪が躍っていた。男らしい眉の下で、
鋼
 はがね

 の瞳が刃に変わる。
美
 び

 
姫
 き

 のような唇が皮肉に
歪
 ゆが

 められていた。

「さらに言えば、
剛
 ごう

 
毅
 き

 なるラルゴンキンに、恐るべき
緋
 ひ

 のパンハイマ。魔術師にして隠者であるイムホテプを頼る、という手もある」

「誰がラルゴンキンを頼るか！　パンハイマのような真性変質者を頼ったり、所在不明のイムホテプを捜すことはむしろ俺たちの命取りになる！」

　俺の反論に、ギギナが静かに言葉を足していく。

「クエロを捜してもいいだろう」

「誰が……」

「分かっている」

　ギギナは嫌なやつだ。いつでもどこでも嫌がらせを忘れない、嫌なやつの
鑑
 かがみ

 だ。

　俺がかつて愛したクエロは、すでに去った。俺が傷つけ、俺を傷つけた女の記憶で、心は血を流しつづけている。

　ジオルグ事務所時代という過去を共有しているギギナと話すと、ろくなことはない。

「とにかく、他の攻性咒式士を
傭
 やと

 う金がない。そのうえ助けてもらえるほどの友情も不足している」

「我らを助けるのは、我らだけ。いつでもそうだったな」

　ギギナが
鋼
 はがね

 の声で告げた。俺も答えておく。

「準備だけはしておいた。急造だが、切り札になる」

　ギギナの顔が俺を見た。眼差しは俺を飛び越えて、マズディ
突
 とつ

 
堤
 てい

 の右方向を見ていた。ギギナが
顎
 あご

 の下に右手を添えて、
分
 ぶん

 
析
 せき

 の眼差しをそそいでいた。

「問題は、実戦には時間がかかりすぎることと、集束率だな」

「ああ。今の俺では瞬間的な発動ができない。どうしても近距離に誘いこみ、
罠
 わな

 に
嵌
 は

 める必要がある」

　俺もギギナに
倣
 なら

 って、右側を向いた。

　
座
 ざ

 
礁
 しよう

 した輸送船や漁船の連なりの向こうに、斜めに傾いたタンカーが、七階建てのビルほどもありそうな
断
 だん

 
崖
 がい

 となってそびえていた。

　
錆
 さ

 びた壁面の向こうに、ルルガナ内海の赤銀色の海面が見えた。漁を終えた漁船がエリダナに戻ってくるのが見えた。

　巨大なタンカーの横っ腹に、大穴が空いていたのだ。

　分厚い船側の装甲に空いた直径一〇メルトルほどの穴の断面で、分断された船倉が見えた。断面からは船の構造材である金属が赤熱し、飴色の液体が
滴
 したた

 っていた。

「気休め程度にはなるだろう」

　俺は精一杯の強がりを言ってみた。









　ギギナの単車と俺の単車が、エリダナを走る。俺の単車のセルトゥラも古いが、ギギナのバルバトゥスもそうとう古い。また大きい。排気量一六〇〇ｃｃという怪物のような二輪は、古代の戦車にも見える。

　事務所前で二台の単車が停まる。車庫に入れるまでもなく、事務所前に放置。

「疲れた」しかし準備がムダになるといいなと思ってもいる。

　携帯が鳴った。すぐに出る。

「だから、ロルカよ。金はあとで払うと言っているだろうが。おそらく、たぶんだけ……」

「あ、あの助けてくださいっ！」

　切迫した女の叫びが、俺の声に
被
 かぶ

 さる。携帯から耳を離して、また戻る。なるべく優しい声を出す。

「落ちついて、まずは深呼吸。軽くもう一呼吸」

　俺の言葉で、相手の叫びが止まる。たとえるなら道を尋ねる声だ。深呼吸する吐息が聞こえてきた。

「そこで、あなたが誰なのか教えてくれ」

「あの、市立病院でガユスさんをお世話させていただいた、看護師のノジェです。覚えていらっしゃるでしょうか？」

　とうぜんだ。事情はどうあろうと、美人は忘れない。ジヴに怒られる俺の特技だけどな。

「実は、ガユスさんが
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 事務所の人だということで、相談したいことがありまして」

　俺はうなずいて、先を進める。

「誰だ？」

　ギギナが声を掛けてくる。

「仕事になりそうな話だ」

「今やるべき仕事か？」

「今やるべき仕事だよ」

　俺の意図を察して、ギギナがうなずく。携帯からは、ノジェの叫びが続く。

「実は、ガユスさんたちの事務所の前まで来ていますっ！」

「今、ここに？」

　俺たちの背後でタイヤとアスファルトが
擦
 こす

 れる悲鳴があがる。事務所の前に、エリダナ市立中央病院と書かれた車体、救急車が急停止した。扉が開かれ、ノジェの切迫した表情が現れた。

「急いで乗ってください！」

　俺とギギナは顔を見合わせた。俺の視線を受けて、ギギナがうなずいた。

「いいから乗ってっ！」

　俺は助手席に乗りこみ、ギギナは長身を屈めて後部座席に飛びこむ。乗った瞬間には、救急車が急速発進。

　加速で俺の体が座席に押しつけられる。救急車は、大通りへと出る。

「で、どこに向かっているわけ？」

「話はあとです！　追われていますのでっ！」

　首から上だけを動かし、背後を確かめる。後部座席で
瞑
 めい

 
目
 もく

 しているギギナの背後、路地を左折してこようとする黒い車が見えた。

「あれのこと？　べつに普通の……」

「飛ばしますっ！」

　俺の声は、ノジェの
怒
 ど

 
号
 ごう

 に

搔

 か

 き消される。

　ノジェの運転によって、救急車が疾走する。夕日が落ちていくエリダナの街を、弾丸のように
疾
 しつ

 
駆
 く

 していった。

　車の列を乱暴に追いぬいていく車内で、俺は大事な約束を思い出した。握っていた携帯でジヴに連絡をしようとして、止めた。
懐
 ふところ

 に戻さず、腰の後ろに差す。

　心中でジヴに謝罪しておき、車が進むのに身を任せた。






十章　翼持つものたちの群舞







戦争とは、死の計量化という
娯
 ご

 
楽
 らく

 である。



最前線の兵士には分からない。





帷
 い

 
幄
 あく

 で
指
 し

 
揮
 き

 する将軍にも分からない。





玉
 ぎよく

 
座
 ざ

 に座る王様にも分からない。



娯楽と戦争の違いは、誰にも分からない。



レオニダス・プロッツェル「闘争と
妄
 もう

 
想
 そう

 の
饗
 きよう

 
宴
 えん

 」
皇
 こう

 
暦
 れき

 一二一年










　夕暮れの
茜
 あかね

 色に染まるトレル川を右手に見ながら、救急車が走っていく。

　助手席の座り心地は悪くない。運転席のノジェは車を
疾
 しつ

 
駆
 く

 させる。仕事中は後ろで束ねていた長い髪が解かれ、背中に垂れている。白いシャツとジーンズ姿が清潔だった。

　赤信号で車が止まる。ノジェの指先が、
苛
 いら

 
々
 いら

 と
操縦環
 ハンドル

 を叩いていた。

「女、事態を説明しろ」

　後部座席に座るギギナが、ノジェに質問を投げかける。後ろ見の鏡のなかで、ギギナとノジェの目が合う。決心したように口を開く。

「突然すいません。実は……」

　信号が青に変わり、ノジェが車を発進させる。
緩
 ゆる

 やかにエリダナの街を進みながら、ノジェが言葉を連ねる。

「実は、一週間ほど前のことです。私が勤務しているエリダナ中央病院で盗難事件が起こったのです。金庫にあった病院の現金と有価証券が盗まれていました」

　救急車はエリダナを南下していく。車の流れに混じって走る。

「最初に発見したのは朝番だった私なのですが、犯人は金庫に入っていた書類を周囲に投げだしていました。そこで床に落ちていた保険
申
 しん

 
請
 せい

 の書類が、偶然目に入りました」運転しながらノジェが続ける。「その書類には、私が受け持っている患者さんたちの医療記録もありました。しかし、担当看護師である私の記憶にない診療や投薬がなされたことになっていました」

「つまり、それって」俺は問いかける。「そういうこと、ですか？」

「ええ、つまりやってもいない診察や投薬をしたことにして、
虚
 きよ

 
偽
 ぎ

 の医療保険を引きだす
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 行為です」ノジェの顔には
苦
 く

 
渋
 じゆう

 の色があった。「他の医療記録も点検していくと、大なり小なり
改
 かい

 
竄
 ざん

 されていました。すなわち、医師たち全員、いえ病院そのものが不正を行っています」

　俺はうなずいた。よくある話だ。よくありすぎるほどに。

「即座に院長を問いただしましたが、逆に犯罪の
黙
 もく

 
秘
 ひ

 を持ちかけられました。私は不正を止めれば告発はしないと
妥
 だ

 
協
 きよう

 しました。しかし、翌日から、脅迫電話がかかってきたり、誰かに付きまとわれたりしました」

「そこで病院で誰かに相談すべきだと決心したところ、今日はついに車で連れさられそうになりました。なんとか即座に救急車に乗りこんで逃げたのですが……」

　ノジェが俺を見た。進退
窮
 きわ

 まり、
縋
 すが

 るような目だった。

「それで、俺たち
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 を、ということか」

「はい。どうしたらいいか、結局私には分からなくて……」

　俺たちを乗せた車は、川辺の
緩
 ゆる

 やかな坂を下っていく。対向車もない狭い道を進み、何度も曲がる。車内に吹きこむ風に、潮の香りが混じる。

　周囲には、灰色の壁に灰色の建物。
煙
 えん

 
突
 とつ

 を生やした段々屋根が並んでいた。

　不景気で操業停止に追いこまれた、工場街だった。潮風と
併
 あわ

 せて考えると、ルルガナ内海に面したカラガン地区あたりの工場街だった。高いコンクリ壁に沿って、救急車が進む。

　壁の向こうに、「ラズリー造船会社」という看板が掲げられた建物が見えた。視線を戻すと、前方では壁が途切れていた。ノジェの手が回り、救急車は左折。敷地内に入って徐行していく。

　港に面した工場の敷地はかなり広く、いくつもの建物が並んでいる。遠くには
貯
 ちよ

 
蔵
 ぞう

 
塔
 とう

 も見えた。

　車は正面の建物に向かう。

「ここに例の証拠、つまり改竄書類を隠してあります」

　見上げるように高い建物は、七、八階建てのビルほどもある。巨人が出入りするような正面大扉は、開かれたままだった。

　車は潮風で
錆
 さ

 びついた大扉を抜けて、工場内部に入っていく。
赤
 あか

 
錆
 さび

 が浮いた機械の間を抜けて車が進み、停止した。

　ノジェに続いて、俺たちも車から降りる。コンクリ床を踏みしめる俺たちの足音が、大きく反響して聞こえる。

　見上げると、巨大神殿の
大
 だい

 
伽
 が

 
藍
 らん

 のような広大な空間だった。役所の庁舎がまるごと一棟は入るだろう。

　吹きぬけの構内。三階ほどの高さで
橋
 きよう

 
梁
 りよう

 が交差している。垂れ下がる吊り上げ用の
鉤
 かぎ

 が、死刑囚を待つ首吊り縄にも見えた。

　中央には、巨大な鉄の
塊
 かたまり

 。巨大にすぎる
果
 くだ

 
物
 もの

 の断面のようにも見えたのは、輸送船の断面だった。

　
舳
 へ

 
先
 さき

 のほうから輪切りで作っていて、途中で
放
 ほう

 
棄
 き

 されたらしい。

　すべてが大きく、距離感がくるいそうな空間だった。

　工場の屋根や壁の窓から、西日が射しこむ。工場内部の機械や船が、
橙
 だいだい

 色と黒に塗りわけられている。古代帝国の落日のような風景だ。

　視線を戻す。構内中央、船の前で停車した救急車の前に、ノジェが立っていた。

　ノジェの顔には得意げな表情。赤い唇が開かれる、前に俺は告げた。

「説明しなくてもいいよ。
罠
 わな

 だとは分かっているから」

　俺の言葉に、ノジェの唇が開いたまま停止した。それでも続けようとした言葉を、またも俺が
遮
 さえぎ

 る。

「病院の保険
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 や追われていることが、全部作り話ということも分かっている」

　女性看護師の瞳は、大きく見開かれた。

「君は、いやおまえはモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の
麾
 き

 
下
 か

 、十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 の一人だ。たしかジェノン・カル・ダリウスだったかな？」

　ノジェの
可
 か

 
憐
 れん

 な顔立ちは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の表情のまま凍りついていた。俺は三度先取りしておく。

「なにをバカなことを、という返事もいらないよ。時間のムダだ」

　俺の宣言に、ノジェの表情が一変する。視線に鋭いものが宿り、唇は
憎
 ぞう

 
悪
 お

 に曲がる。

「どうして分かった？」

　可憐な女の唇から、
老
 ろう

 
婆
 ば

 か
老
 ろう

 
爺
 や

 のような
嗄
 しわが

 れた声が出てくるのは、できそこないの悪夢のようだった。

「一度ならず、二度までも、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 なはずの我が変装を見破るとは、どういうことだ？　おまえが言った、心理学的な視線まで注意していたはずだが？」

　俺は疲労を感じていた。隣のギギナも興味なさそうに立っていた。

「演技と変装は
完
 かん

 
璧
 ぺき

 なものだ」

　反抗心から、世界で一番嫌いな
喋
 しやべ

 りかたをしてみることにした。

「ひとつには、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が今夜エリダナを発つ以上、今日中になにかを仕掛けてくる可能性が高い。二つ、変装の名人が見破られたことで、
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 戦を挑みたいと、
外
 ほか

 ならぬモルディーンが保証してくれた。起こる可能性があるなら、備えただけだ」俺は続ける。「三つ、おまえの会話の中で多用された『つまり』に『即座に』や『すなわち』という単語は、統計心理学的に男性が多く使う言葉で、全体的に妙に脚本的な会話だった」

　俺が誰を
真
 ま

 
似
 ね

 ているかが分かり、ギギナの目が鋭角の光を
孕
 はら

 んだ。言いたくはないが、続けておく。

「四つには、美人の看護師が俺に好意を寄せて頼ってくる、という設定は現実にはありえない」

　予想どおりギギナが深くうなずいたのが、
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 だ。

「五つ、認めたくはないが、ギギナの異常な
美
 び

 
貌
 ぼう

 を見て、いっさい反応もしない女は珍しい。反応しないまでも、なにかを言うはずなんだよ」

　俺の指摘で、ノジェの顔をしたジェノンは
苦
 く

 
渋
 じゆう

 の表情を作った。

「最後のひとつは、言わなくてもいいだろう」

「まだなにかあるのか？」

　ジェノンの本気の
反
 はん

 
駁
 ばく

 に、俺は
溜
 ため

 
息
 いき

 を吐いた。

「やつらにでも聞けばいい」

　巨大な船の陰から、陽光のもとへと靴先が歩みでてきた。靴は
都
 つ

 
合
 ごう

 四つ、影から光のなかへと、二人の人物が姿を現す。

　一人は、長身を完全装備の
積
 せき

 
層
 そう

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 で
装
 そう

 
甲
 こう

 された男だった。

　腰に下げた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 には、昆虫の複眼のような九つの
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 が配されている。柄には右手が添えられていた。右目を眼帯で
覆
 おお

 っており、残った左目が
炯
 けい

 
々
 けい

 とした眼光を
湛
 たた

 えている。
佇
 たたず

 まいは、歴戦の剣士だった。

　剣士の左には、頭半分ほど低い背の青年、いや少年かもしれない男が立っていた。

　額には飛行眼鏡をかけており、口には
飄
 ひよう

 
々
 ひよう

 とした笑みが貼りついていた。
後
 こう

 
衛
 えい

 か
前
 ぜん

 
衛
 えい

 職か判断できない軽装で、長い
袖
 そで

 が指の中ほどまでを隠す。

　背後には車輪つきの箱。目には、この場を楽しんでいるような興味の色があった。

　対照的な二人だった。しかし、どことなく
雰
 ふん

 
囲
 い

 
気
 き

 に共通項を感じてしまう。

「あのさジェノン君さ」青年だか少年だかが口を開いた。「ジェノン君が変装して、ノジェって名前を使うのは、僕でなくてもやっぱり安易だと思うよ♪
 」

「
攪
 かく

 
乱
 らん

 と誘導というおまえの役目は終わった。後は暗殺と戦闘が専門の我らに任せよ」

　
隻
 せき

 
眼
 がん

 の剣士が、低い声で告げた。ジェノンは皮肉に笑って肩を
竦
 すく

 め、二人と俺たちの間から
退
 しりぞ

 いていった。

　造船所の構内で、三人と俺たちが
対
 たい

 
峙
 じ

 する。

「名くらい名乗ったらどうだ？」

　ギギナの問いにも、隻眼の剣士は沈黙していた。二人はそれぞれの腰に下げた柄に手をかけたままだった。青年だか少年だかが、剣士の前に出る。

「隠すこともないから正直に言っちゃうよ。僕たちはモルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 、あのおじさんの十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 、その二翼」

　青年の頭を、
隻
 せき

 
眼
 がん

 の左手が叩く。

「おじさんではなく、モルディーン枢機卿長
猊
 げい

 
下
 か

 、だ」

「いったーい、兄貴がぶった～」

　青年が頭を抱える。恐ろしいことに、剣士のほうの右手は
柄
 つか

 から、左目はギギナから一瞬も離れない。こいつは
只
 ただ

 
者
 もの

 ではない。

　青年が口を
尖
 とが

 らせて名乗る。

「
愛
 あい

 
嬌
 きよう

 
溢
 あふ

 れる僕は、ベルドリト・リヴェ・ラキ。横にいる最高に無愛想なのが僕の兄貴で、イェスパー・リヴェ・ラキ」

「ラキ兄弟、だと？」

　俺とギギナの唇から、同じ
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の声が
漏
 も

 れた。ラキの家名が示す事実に、俺は
戦
 せん

 
慄
 りつ

 していた。モルディーン枢機卿長と語ったときの
逸
 いつ

 
話
 わ

 を思い出す。相手はよりにもよって、あのラキ家なのだ。

　ギギナの唇が続ける。

「兄弟、しかも双子なのか。親子かと思った」

　俺とギギナで、驚くところが違った。隻眼の剣士、イェスパーが苦い顔をした。ベルドリトが微笑とともに自己紹介を開始する。

「そうそう、二卵性双生児でもここまで似ていないと
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 だよね。運動でいえば、僕はヴォックルが好きなんだけど、兄貴はベイルス派なんだ。それでえーと……」

　そこでベルドリトの目が左足を見つめて、顔を上げる。

「用事を言うのを忘れていた。ええと、モルディーンおじ……」そこで青年は右の兄を見て、急いで口を手で押さえる。「いや、猊下はご自身の
策
 さく

 
謀
 ぼう

 を見抜いた君たちを警戒していてね。『今後のためにも警告を与えておこうか』という猊下語を
翻
 ほん

 
訳
 やく

 すると、さっくりこんと殺しちゃえってことだと思ったわけ」

「勝手に翻訳するな。猊下のご真意は分からないが、かならず理由はある。我らはただ従うだけだ」

「そうかな？　万全の相手を叩きつぶすことが、遊びとしてはおもしろいからじゃない？」

　モルディーン枢機卿長の狂気の
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 はまだまだ終わらない、ということらしい。

「逆に聞くけど、
罠
 わな

 だと分かっていてなぜここへ来たのかな？」

「さあ、ね。寝ている間にやられるよりはマシだ」

　俺にも枢機卿長が今動く理由は分からない。

　短い間での結論だが、モルディーン枢機卿長は
策
 さく

 
謀
 ぼう

 に遊びを入れるが、遊びで策謀を起こすことはない。予感としか言いようがない。

「あ、そ」ベルドリトが軽く言った。「ちなみに助けを呼ぶことは不可能だから気をつけてね。警察も別件で動けないようにしているから」

　俺は腰の後ろに差していた携帯を握って、
懐
 ふところ

 に戻す。いちおう試していたが無理だった。

「じゃ、ぴょっこり殺しにいくから、がんばって抵抗してみてね」

　ヘリウム元素なみに軽い死刑宣告とともに、ベルドリトとイェスパーが動く。

　脳内で
紡
 つむ

 いでいた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を高速展開。
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 ヨルガを抜くと同時に、化学錬成系第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉が発動。

　トリニトロトルエンの爆裂が、造船所の機器を吹き飛ばす。









　爆風。歯車に油圧管、
螺
 ね

 
子
 じ

 に計機といった金属の破片が
撒
 ま

 き散らされる。

　俺の前に立つギギナが、掲げた
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 と
無
 む

 
造
 ぞう

 
作
 さ

 な腕の一振りで爆風の余波を防ぐ。

　爆煙を抜けてくるのは、
鈍
 にび

 
色
 いろ

 の全身
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 。爆裂咒式が直撃してもほぼ無傷。厚い装甲と、その重さを苦にしない筋力は、
前
 ぜん

 
衛
 えい

 の咒式剣士ゆえのものだ。

　爆裂を防ぐために掲げられた左腕の下、光る
隻
 せき

 
眼
 がん

 。
籠
 こ

 
手
 て

 に
覆
 おお

 われた右手は、腰の長剣の柄に掛けられたまま。

　疾走するイェスパーに
呼
 こ

 
応
 おう

 するように、ギギナが前進していた。屠竜刀が巨大な
円
 えん

 
弧
 こ

 を描く。

　イェスパーの
踵
 かかと

 が、床のコンクリを削って急停止。同時にギギナの刃が弾かれる金属音。

　隻眼の剣士の剣は、後から放たれたにも関わらず先の刃を弾いていた。イェスパーの刃は、すでに
鞘
 さや

 に戻っていた。ギギナが警戒して横へ移動。

　ギギナの
牽
 けん

 
制
 せい

 の突きを、翼将が
躱
 かわ

 す。続く突きで柄が変形、長剣から長槍の長さとなり、イェスパーの黒髪が切断。

　イェスパーは間合いを詰めず、後退。ギギナが一歩を踏みこんで柄を戻す。最適な長さでの、
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの
斬
 ざん

 
撃
 げき

 。隻眼の機剣士は、ギギナの左へ左へと移動して回避していく。

　イェスパーの移動が、ギギナへの突進に変化した。円の回避ではなく
螺
 ら

 
旋
 せん

 状に半径を縮めていたのだが、近すぎる。前傾姿勢から柄を握ったイェスパーの右手が
霞
 かす

 む。剣士の握る
柄
 つか

 
頭
 がしら

 が、ギギナの
鳩
 みぞ

 
尾
 おち

 へ放たれていた。ギギナの左
肘
 ひじ

 が超反射で
柄
 つか

 
頭
 がしら

 を防御。

　しかし、一連の前傾姿勢からの動作はイェスパーに
抜
 ばつ

 
刀
 とう

 させていた。ギギナの間合い、腕の内側であるため、巨大な屠竜刀が戻せない。密着姿勢から体を引きおこしつつ抜かれたイェスパーの刃が、上への半円を描く。
凄
 すさ

 まじい円弧を、ギギナが大きく仰け反って回避。

　頭上に跳ね上がったイェスパーの剣が反転、落雷のごとき斬撃へ。後方のコンクリに突き立てられた屠竜刀を支点に、腕力のみで体全体を水平回転。
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の刃がコンクリ床を
飴
 あめ

 のように切断。三度反転する刃が、ギギナの
顎
 あご

 を狙ってくるも、さらなる水平回転で避ける。

　低空の円弧は、終点においてイェスパーが立てた右膝への水面
蹴
 げ

 りになっていた。強烈な一撃と、柄を逆手に握り返した刃が下がるのは同時。

　
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 にイェスパーは刃の側面でギギナの蹴りを受ける。左手と右膝を剣にあてて、衝撃を受けとめる。吸収しきれない威力を、左への跳躍へと変換。

　
蝶
 ちよう

 のように
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 するイェスパーへ、俺が放った
鋼
 はがね

 の槍が高速殺到。銀の光が
閃
 ひらめ

 き、イェスパーが着地。刃は腰の左に下がる
鞘
 さや

 に納められ、柄に手が掛けられた不動の姿勢に戻る。

　遅れて、俺の〈
矛槍射
 ベリン

 〉が放っていた七本の槍の破片が落下していった。俺自身も後方へ退避。追いすがるようにコンクリ床へ
投
 とう

 
擲
 てき

 用短剣が次々と、七本も突き立っていく。

　ギギナは
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げて急停止し、後方へ。俺の
掩
 えん

 
護
 ご

 射撃がギギナの追撃の邪魔になる。踊るように跳ねるベルドリトも、
前
 ぜん

 
衛
 えい

 越しには短剣程度の
牽
 けん

 
制
 せい

 だけしか不可能だった。

　どちらの前衛が勝つかで、今後の戦いの
帰
 き

 
趨
 すう

 が定まる。

　ギギナとイェスパーが
緩
 ゆる

 い
円
 えん

 
軌
 き

 
道
 どう

 を描いて移動。背後ではベルドリトが俺を意識しつつ、後に続く。

　移動するギギナの横顔が見えた。白い左頰
 からは、鮮血。

「
猊
 げい

 
下
 か

 の
喉
 のど

 に対する非礼を返すため、切り裂いてやろうと思ったが、さすがに狙いすぎた、か」

　イェスパーの静かな宣告が響く。

「居合いか」

　
鋼
 はがね

 の声でギギナがつぶやいた。
隻
 せき

 
眼
 がん

 の剣士は答えることなく、円運動で間合いを取る。

　昔の知りあいに聞いたことがあるのだが、居合いとは、東方の剣技のひとつだ。
鞘
 さや

 に刃を納めたまま、敵と
対
 たい

 
峙
 じ

 。間合いに入った瞬間に刃を
鞘
 さや

 
走
 ばし

 らせ、
斬
 ざん

 
撃
 げき

 を繰りだす技術体系だ。物理的に言えば、高速で軽い刃を斬りつけることで衝撃係数を大きくする。

　刃の
初
 しよ

 
太
 だ

 
刀
 ち

 、抜き付けの一刀で機先を制し、連続する理詰めの剣技で圧倒していく
抜
 ばつ

 
刀
 とう

 
術
 じゆつ

 とも聞く。実際に見るのは二回目だが、居合いの刃が斬撃の瞬間まで鞘に納まっていることで、間合いが測れない。

　最初の一刀を超反射神経で回避し、続く居合いの組みたてを知っていたからこそ、ギギナは今も生きている。

　居合いは刃の起点があまりに明確であり、太刀筋が限定される。分かれば、ギギナならいくらでも対応可能。円軌道を描くのを止め、突進。イェスパーは動かず完全に後の先を取る姿勢。ギギナの左手が一振り。

　
投
 とう

 
擲
 てき

 されたのは金属の正三角形。縦に三本。下から上へと着弾するように時間差で投げられた刃が狙うのは、
鎧
 よろい

 の
隙
 すき

 
間
 ま

 、
兜
 かぶと

 に
覆
 おお

 われていない
喉
 のど

 、死角である眼帯に
覆
 おお

 われた右目。防ぐには、居合いの命である最初の抜刀で弾くしかない。弾けば空いた脇へギギナの一撃。刃ではなく体で受ければ負傷し、これもギギナの一撃を呼ぶ。

　イェスパーは居合いの刃を放った。
飛
 ひ

 
燕
 えん

 の刃が縦の斬撃。開いた脇へ、ギギナは踏みこむ、わけにはいかなった。

　投擲された三つの刃を一刀で弾いたイェスパーの
剣
 けん

 
尖
 せん

 は、間合いから遠いギギナの眼前に到達していた。

　顔を振ってギギナは回避。足でコンクリを削りつつ、回転し、後退。

　戻ったギギナの目には、理解しがたいものに
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 した
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の色。唇を

嚙

 か

 みしめる
犬
 けん

 
歯
 し

 。

　ギギナの左手が自らの喉に触れる。喉には、小さいが鮮血が流れる切り傷が刻まれていた。

「こだわるな」

「ようやく
猊
 げい

 
下
 か

 への非礼と同じものを返せた」

　イェスパーが掲げる刀身は、異常だった。全長七〇〇〇ミリメルトルを超えていた。

　あきらかに、腰に下がっている
鞘
 さや

 に納まるはずがない長さだった。

　ギギナの前方に掲げられた先細り剣の切っ先が、波打った。瞬時に収縮し、通常の長さの刀身に戻っていく。イェスパーの右手首が
捻
 ひね

 られ、鞘に帰還。

　再び腰を落とした
盤
 ばん

 
石
 じやく

 の居合いの構えに戻り、
緩
 ゆる

 やかに移動していく。俺は
慌
 あわ

 ててギギナの背から離れる。

　
翼
 よく

 
将
 しよう

 が使ったのは、刀身の分子を
制
 せい

 
御
 ぎよ

 する
咒
 じゆ

 
式
 しき

 、化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第一階位の〈
錬成
 ベリス

 〉だった。基本中の基本といえども、金属への
干
 かん

 
渉
 しよう

 はありえないほどの高速だ。

　つまり、居合いと刀身の長さの変化にだけ特化した
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 なのだ。
掩
 えん

 
護
 ご

 のつもりでいた俺も、下手をすれば間合いのうちだったのだ。

　間合いを自在に詰められる剣と、居合い。そして鋼成系を操る高位の
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 。三つの組みあわせは危険すぎる。

「あとは切り刻むだけだ」

　イェスパーの宣言。一方で、ギギナの横顔に笑みが浮かぶ。俺は走りだした。









　工場内を俺と
併
 へい

 
走
 そう

 するのは、青年に女性看護師。ベルドリトとジェノンだった。

　間合いが近くても俺に被害がない〈
矛槍射
 ベリン

 〉を放つ。槍がコンテナを
串
 くし

 
刺
 ざ

 しにしていくも、左右に分かれた二人の翼将には命中しない。水平に
薙
 な

 ぎはらうように〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を放つ。ベルドリトが抜いた剣で受けとめられ、無効化。

　姿勢の無理ゆえか、引きずる箱にベルドリトがつまずく。同時に、箱から
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な青白い
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式が噴出。俺の
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 は無害と判断。相手より一瞬でも早く咒式を放ったほうが勝つなら無視すべきだと、間合いを詰める。

　咒式に包まれながらも、再度の〈
矛槍射
 ベリン

 〉を放射。鋼の槍がベルドリトとジェノンを貫く、前に弾かれた。

　俺は背中を
這
 は

 い上がる寒気に従って、強引に体を
捻
 ひね

 る。熱。
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 が腕を
掠
 かす

 める感触。自らの血の
飛沫
 しぶき

 を見ながら、後退。

　負傷を軽傷と確認し、〈
矛槍射
 ベリン

 〉に〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を連射しつつ後退しつづける。眼前の咒印組成式が、鋼の槍や
雷
 いかずち

 の殺到を弾きかえす。

　工場内の大気は、まるで水面に小石が落とされたかのように、
波
 は

 
紋
 もん

 を広げていく。波紋の中心に、俺の血に濡れた五本の短剣が見えた。

　短剣に見えたのは、五本の
鉤
 かぎ

 
爪
 づめ

 だった。波紋からは、続くのは
鱗
 うろこ

 に
覆
 おお

 われた巨大な指、手首。
逞
 たくま

 しい筋肉が束ねられた腕が生まれようとしていた。

　長い
尻尾
 しつぽ

 の先は、数字の
羅
 ら

 
列
 れつ

 となり、ベルドリトの箱へと続いていた。

　ついに全身が
顕
 けん

 
現
 げん

 した。巨大な質量を支える爪が、コンクリ床を踏み割る。
口
 こう

 
腔
 こう

 に並ぶ鋭利な牙の列の間から、蒸気となった高温の吐息が
漏
 も

 れる。

　俺は反射的に〈
緋竜七咆
 ハボリユム

 〉を展開。ナパームの猛火を放射する。

　一二〇〇度もの高温を誇る七つの炎が、前に立つ生命体に命中。だが、水浴びでもするかのように、赤い
鱗
 うろこ

 が炎を弾き散らした。

　現われたのは竜だった。

　輸送車ほどもある
巨
 きよ

 

軀

 く

 を、紅の鱗で装甲。胴体から続く太く長い首の先に、巨大な
鰐
 わに

 にも
蜥蜴
 とかげ

 にも似た巨大な頭部。

　火竜と分類される竜だった。額には
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 が光る。煮えたぎる
双
 そう

 
眸
 ぼう

 があるはずの
眼
 がん

 
窩
 か

 には、無惨に金属の
制
 せい

 
御
 ぎよ

 
桿
 かん

 が
貫
 かん

 
通
 つう

 している。脳まで達しているだろう。

「君たちにふさわしいように呼びだした、僕の友達で
下
 げ

 
僕
 ぼく

 だよ」

　竜の背後に立つのは、ベルドリトだった。

「さぁ、元気いっぱいに遊んであげろっ！」

　
尻尾
 しつぽ

 と箱をつなぐ
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の
臍
 へそ

 の
緒
 お

 を、ベルドリトの
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 が断ち切る。指示式が
翼
 よく

 
将
 しよう

 の魔杖剣の先端に宿る。

　竜が誕生から闘争の
産
 うぶ

 
声
 ごえ

 を號と吠えた。









　
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を握り、ギギナは工場内を駆けた。

　ノルアドレナリン、ドーパミンなどのカテコールアミン類が脳内
青
 せい

 
斑
 はん

 
核
 かく

 などで疾走。極限の闘争において、全身が活性化。苦痛も悲哀も
束
 つか

 の
間
 ま

 だけ
灼
 や

 きつくしてくれる。

　火竜が大気を震わす
咆
 ほう

 
吼
 こう

 を背景音楽とし、ギギナとイェスパーが駆け抜けていく。

　
隻
 せき

 
眼
 がん

 の剣士が急停止。魔杖剣の引き金を引きしぼりつつ、
刺
 し

 
突
 とつ

 を放つ。
鞘
 さや

 から放たれるのは毒蛇の帯。

　足下をつんざく刃。ギギナは刃をコンクリに突き立てて防御した。そこからさらに跳ねる刃が来襲。ギギナは刃で防御しながら後退していく。

　ギギナは後方
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。背後にあった階段の八段目に着地。銀の
閃
 せん

 
光
 こう

 は、鋼鉄製の階段の八段目を貫通。
翻
 ひるがえ

 って九段目を
破
 は

 
砕
 さい

 。速射砲のように十五段目、続いて十六、十七段目へと突き刺さる。

　ギギナは鳥となって後方へ跳躍。構内の四方の壁に備えつけられた回廊に着地。通路を走る。下を走るイェスパーも伸びる刃を連射。

　通路を下から撃ちぬく刃、走るギギナ。遠距離では仕留めきれないとイェスパーが跳躍。
迸
 ほとばし

 る刃が、
欄
 らん

 
干
 かん

 を貫通。手首を
捻
 ひね

 る。

　長さが戻る刃に導かれ、通路に着地する
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 へ、ギギナが殺到。二人の刃が

嚙

 か

 みあう。

　引かれた二条の刃が再び欄干や通路を切断しつつ、互いの首筋へと向かっていく。激突。体を押しあって、離れる。

　イェスパーが鞘に納まった魔杖剣の弾倉を排出。新しい弾倉を
装
 そう

 

塡

 てん

 。ギギナは屠竜刀を構えなおす。

　イェスパーが
鞘
 さや

 に当てた手から、銀の光が
迸
 ほとばし

 る。足への一撃を、ギギナによって回転させられた
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が受ける。跳ねあげる刃が
喉
 のど

 を狙うも、ギギナは首を振って回避。自在に曲がる刃が旋回して、胴への一撃。柄の中心を回転させて、弾かれる。
眉
 み

 
間
 けん

 への突きを、左手の装甲で弾いたギギナが間合いを詰める。

　ギギナの突き。イェスパーが刃を
畳
 たた

 んで受ける。即座に
薙
 な

 ぎはらいを返す。反転して避けるギギナへ、足下を狙った
斬
 ざん

 
撃
 げき

 。屠竜刀が受け、また弾きかえす。

　弾かれ、吠え猛る刃によって、通路の床が
欄
 らん

 
干
 かん

 が工場の壁が、裂かれ
穿
 うが

 たれ切り刻まれる。

　金属音で奏でられる
剣
 けん

 
戟
 げき

 の交響曲に、排出された
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が調子外れの音階をつけくわえる。

　剣の暴風のなか、ドラッケン族の戦士が間合いを詰める。
生
 せい

 
体
 たい

 
強
 きよう

 
化
 か

 系第五階位〈
鋼剛鬼力膂法
 バー・エルク

 〉が発動。全身の筋肉が強化。束ねた剛力を乗せられた刃が放たれる。

　イェスパーが刃を戻して、超質量の一撃を受ける。重ねられた刃が、
軋
 きし

 り声をあげた。

　運動
慣
 かん

 
性
 せい

 が
相
 そう

 
殺
 さい

 されず、刃が横に弾かれる。柄を握る二人の体が流れ、工場の窓ガラスに激突する。

　耐火ガラスの破片と
破
 は

 
砕
 さい

 
音
 おん

 を
撒
 ま

 き散らしつつ、二人の剣士は工場の外へと落下していった。









　
唸
 うな

 る竜の前脚を避けて、大扉から工場の外へと転がって逃げる。

　体を起こすと、鈍い音。視線を横に向けると、工場から落下する二人の影。ギギナにイェスパーだ。視線を工場のほうへと戻す。

　視界を
覆
 おお

 いつくす火竜の喉。奥に
咒
 じゆ

 
印
 いん

 
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 の灯が見えた瞬間、炎が破裂した。敷地へと転がって逃げる。

　吐きだされた猛火は、長々と敷地を走っていき、雑草や砂利を焼いていく。最後に敷地に立つ貯蔵タンクに着弾、一気に破砕し、炎上させた。
劫
 ごう

 
火
 か

 は天まで噴きあがる。

　熱風が俺の上着と髪の毛を焼いた。髪のタンパク質が焦げる悪臭が、鼻先に漂う。

　工場の大扉から、
鱗
 うろこ

 に包まれた脚が差しだされる。続いて火竜の巨大な全容が出てくる。
口
 こう

 
腔
 こう

 から
滴
 したた

 る炎が、敷地に落下し、小さく炎上する。火竜の
傍
 かたわ

 らには、ベルドリトが跳ねるように歩いている。

　俺は立ち上がって敷地を逃げる。

　最悪だった。

　数や方程式を支配する
数
 すう

 
法
 ほう

 系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 は、
量
 りよう

 
子
 し

 
確
 かく

 
率
 りつ

 に
干
 かん

 
渉
 しよう

 することも可能とする。物質に物質を
透
 とう

 
過
 か

 させたり、場の限定未来を計算したりと、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士のなかでも法則それ自体を操作する一派である。

　眼前のベルドリトは、巨大な火竜を量子的に分解して持ちはこぶ。
使
 し

 
役
 えき

 したいときに
召
 しよう

 
喚
 かん

 して物質化させる。こんな芸当ができるのは、数法量子系咒式士の上級職、
虚
 きよ

 
法
 ほう

 
士
 し

 しかいない。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 と
制
 せい

 
御
 ぎよ

 
桿
 かん

 で火竜を支配し、統制のとれた攻撃をしてくるのは
厄
 やつ

 
介
 かい

 だ。咒式を
紡
 つむ

 ぎつつ逃げる俺を、火竜が追ってくる。背後からはタイヤの音。

　俺の脇を、救急車が走りぬけていく。車輪を
軋
 きし

 ませて停車した救急車のうえに、ジェノンが膝をついていた。

「
逃
 のが

 さぬよ」

　ジェノンの
輪
 りん

 
郭
 かく

 が揺らいだ。ジェノンが演じた女性看護師の制服と、女の
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 が弾けた。同時に足下にある救急車、ついでに周囲にある機器が

蠟

 ろう

 のように
融
 ゆう

 
解
 かい

 、ジェノンの体と溶けあっていく。

　なにが起こっているか分からないが、反射的に〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を放っておく。背後からの火竜が追いついてきたので、横へ逃げる。

　爆煙のなかから、肉や
鋼
 はがね

 が飛びでる。

　
粘
 ねん

 
土
 ど

 が
捏
 こ

 ねられるように、ジェノンは各種物質と混ぜあわされた姿になった。
仮
 かり

 
初
 そ

 めの女の姿が、爆発したかのように
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 する。

　短剣のような
犬
 けん

 
歯
 し

 が
下
 した

 
顎
 あご

 と上顎から飛びだす。背筋が曲がり、そのままの曲率で巨大化していく。小山まで膨張した
体
 たい

 

軀

 く

 を、赤い
鱗
 うろこ

 がさざ波となって
覆
 おお

 っていった。

　老人の嘆息のような、長い長い蒸気の吐息が
零
 こぼ

 れた。

　
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と見るしかなかった俺を二階の高さから見下ろすのは、体に歯車や
螺
 ね

 
子
 じ

 や金属を埋めこんだ、竜の
戯
 ぎ

 
画
 が

 だった。

　救急車の車体に描かれたエリダナ市立中央病院の文字が、
歪
 ゆが

 んだ竜の顔から首、肩へと続いていた。まるで、戯画であることを強調しているかのようだった。

「サあ、私の変装ヲ見破っテみ、るガいイ」

　つい先ほどまでジェノンであった竜が、
爬
 は

 
虫
 ちゆう

 
類
 るい

 の口で人語を
喋
 しやべ

 った。

　ジェノンが変装の達人だというのは、噓
 偽りない事実だ。身体組織を細胞から操り、周囲の物質まで取りこみ、俺の
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で負傷しても、
治
 ち

 
癒
 ゆ

 しつつ巨大化させたのだ。ジェノンは、生体系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 のなかでも、変化系咒式士の上級職である
変
 へん

 
幻
 げん

 
士
 し

 だった。

　竜で統一してきたのは、モルディーンの指示か、趣味か。

　ジェノンだった竜の
口
 こう

 
腔
 こう

 には、赤い光が灯っていた。再びの〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を散弾なしで超至近距離で発動。燃えさかる
劫
 ごう

 
火
 か

 の殺到を、横に
逸
 そ

 らす。

　爆風の衝撃で、俺自身も背後に吹き飛ばされる。耳鳴りがしつつも、空中で姿勢
制
 せい

 
御
 ぎよ

 。足から着地し、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を敷地に突き立てて体が流れていくことを阻止。

　前方には機械と肉が混ざった竜。左方向からは、ベルドリトが召喚した火竜が首を伸ばしていた。すでに口腔の前に
咒
 じゆ

 
印
 いん

 
組
 そ

 
成
 せい

 
式
 しき

 が紡がれていた。

　再び
炸
 さく

 
裂
 れつ

 する、
緋
 ひ

 
色
 いろ

 の猛火。

　
恐
 きよう

 
慌
 こう

 に
陥
 おちい

 る前に、火竜が出現した瞬間から
紡
 つむ

 いでいた咒式を発動させる。

　大地より金属が跳ね上がり、迫る猛火を受けとめる。金属の壁は地獄の
業
 ごう

 
火
 か

 を防ぎ、散らしていった。

　化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第五階位〈
遮熱断障檻
 フオエニク

 〉で生成したニッケル
基
 き

 
超
 ちよう

 
合
 ごう

 
金
 きん

 やチタン・アルミニウム金属化合物に、ホウ素や
高
 こう

 
融
 ゆう

 
点
 てん

 金属であるハフニウムを添加し、耐熱効果を高めた
積
 せき

 
層
 そう

 金属の壁となる。

　一千度を軽く超える竜の炎の
息
 い

 
吹
 ぶき

 であろうと、燃えたり
融
 ゆう

 
解
 かい

 したりすることはない。弾かれた炎が壁の左右の貯蔵タンクを爆裂させ、風景を赤に染めていく。

　壁から
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を突きだして
応
 おう

 
射
 しや

 しようとすると、ジェノンの竜の火炎が放射される瞬間だった。俺は舌打ちして耐熱金属の壁の裏に戻り、防壁を上下左右に広げていく。同時にさらなる炎の着弾を感じた。

　炎は壁を叩きつづける。

　
召
 しよう

 
喚
 かん

 された火竜と、ジェノンが変身した疑似火竜が火炎を吐きつづけているのだ。

　
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 のほとんどは一瞬から数十秒程度の発動を想定している。咒式原理のひとつである
作
 さ

 
用
 よう

 
量
 りよう

 
子
 し

 定数ｈの変異には限界があり、物質の大きさに比例した時間でしか操作できない。つまり〈
遮熱断障檻
 フオエニク

 〉の耐熱壁はすぐに消失する。

　俺の思考は危険すぎる事態を理解していた。

　同じ咒式を再発動すれば、炎に
晒
 さら

 される。耐熱壁にも限界がある。

　竜にはありえない、
虚
 きよ

 
法
 ほう

 
士
 し

 と
変
 へん

 
幻
 げん

 
士
 し

 という人間だからこその高等戦術だった。恐るべき使い手たちだった。

　対策はひとつ。耐熱咒式を解除、もしくは限界が来て消失した瞬間に、左右の竜を一撃で
葬
 ほうむ

 るしか俺の活路はない。

　だが、〈
緋竜七咆
 ハボリユム

 〉の火炎や〈
爆炸吼
 アイニ

 〉の
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 に高い耐性を持つ火竜を倒すのは難しい。しかも、俺の反撃を警戒して左右に位置する二頭を一撃で
葬
 ほうむ

 る咒式があるだろうか。

　耐熱咒式を維持しながら、考える俺の
脳
 のう

 
裏
 り

 に一条の光が射す。

　金属の
檻
 おり

 が、竜の猛火によって
崩
 ほう

 
壊
 かい

 しはじめていた。









　血色に染められた夕暮れの大気のなか、二つの影が落下していく。落ちながらも互いに
鋼
 はがね

 の一撃を放ち、回転。

　ギギナの靴裏が
瓦
 かわら

 を踏み割る。イェスパーも屋根の
峰
 みね

 を挟んだ向かい側に着地していた。

　二人が立つのは、造船所の工場に隣接する、
棟
 むね

 工場の屋根の上だった。長い屋根と点々と立つ短い煙突が左に続いていく。遠くには建材を作る鉄塔が見える。

　ギギナが自らの右に一歩を踏みだすと、イェスパーも一歩を左に向ける。すぐに両者は屋根を
併
 へい

 
走
 そう

 していく。

　ギギナの背後、敷地では火竜の炎が吹き荒れていたが、二人には関係なかった。

　落陽を遠景に、二人の剣士が刃を放つ。
怒
 ど

 
濤
 とう

 の銀の
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 が放たれ、
剛
 ごう

 
剣
 けん

 が迎え撃ち弾く。

　交わされる刃の一条一条が、常の剣士の速度と質量の比ではなかった。

　通常人類は、
筋
 きん

 
繊
 せん

 
維
 い

 や
腱
 けん

 の損傷を防ぐために、全筋肉出力の六割しか出せないとされる。

　もし限界を外せば、成人男性の親指だけで一六キログラムルの押す力、片腕で一二〇キログラムルを持ち上げることも可能である。ギギナのような
生
 せい

 
体
 たい

 
強
 きよう

 
化
 か

 系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
剣
 けん

 
士
 し

 が操る咒式は、二十二種類のアミノ酸とあらゆるホルモンで構成される、数千万種のタンパク質を合成し、体そのものを改変し強化せしめる。

　ギギナの一撃が放たれ、屋根に立つ
煉
 れん

 
瓦
 が

 の
煙
 えん

 
突
 とつ

 が爆砕。イェスパーが破片の雨を抜け、屋根を走る。

　対するイェスパーは
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 。
鋼
 こう

 
成
 せい

 系咒式によって、武器そのものを変成させ、また人体の骨格や筋肉を機械化し、金属に
置
 ち

 
換
 かん

 する。いわば自らを戦闘機械とする咒式剣士だった。

　生体限界の枠を無視するかのように、人類を
遙
 はる

 かに超越した筋力、反射速度、耐久力、
治
 ち

 
癒
 ゆ

 速度を持つ、
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 と機剣士。両者が激突する。

　戦闘機械たるイェスパーの
刺
 し

 
突
 とつ

 を、戦鬼であるギギナの刃が受ける。

　屋根の向こう、敷地では炎の狂乱があったが、二人には別世界の出来事だった。

　イェスパーの刃が
飛
 ひ

 
燕
 えん

 となって回転し、ギギナへの下段斬り。ギギナの刃が旋回して受けるも、左膝をついてしまう。

　わずかな
隙
 すき

 に
潜
 もぐ

 りこませるように、再びイェスパーの刺突が放たれる。七〇〇〇ミリメルトルを超える、長大な突きをギギナが回避。ギギナの左の
耳
 じ

 
朶
 だ

 が切り裂かれ、背後にあった煙突に着弾。紙細工であるかのように貫通。

　誘いを成功させたギギナは、
軸
 じく

 
足
 あし

 で踏みこんで
瓦
 かわら

 を砕きつつ、左足を伸ばす。一〇七一ミリメルトルの巨大な刃が、水平の
瀑
 ばく

 
布
 ふ

 となって突きだされる。

　イェスパーの前に伸びたままの右腕の上空を刃が走り、
積
 せき

 
層
 そう

 
鎧
 よろい

 の肩を
粉
 ふん

 
砕
 さい

 。顔面を貫通するはずの刃は、頰
 の手前で停止していた。

　刀身と柄に、白銀の毒蛇が七重に巻きついて
拘
 こう

 
束
 そく

 していた。ギギナの刃は強制阻止されて、一ミリメルトルも進めない。

　
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を拘束する帯は、ギギナの背後に伸びていき、煙突の向こう側に回る。煙突の煉瓦を拘束して戻る長い刃の柄は、イェスパーが握っていた。

　伸縮と
湾
 わん

 
曲
 きよく

 が可能にしても、おそろしいほどの自在さだった。

　刃に絡まる白銀の毒蛇が
鎌
 かま

 
首
 くび

 をもたげ、跳ねた。動けないギギナの
喉
 のど

 
笛
 ぶえ

 に向かって一直線の攻撃。

　誰も聞いたことがないような音が、夕暮れの大気に響いた。

　ギギナの顔から響いた音だった。

　超近距離での喉への刃は、ギギナの
門
 もん

 
歯
 し

 と
犬
 けん

 
歯
 し

 に

嚙

 か

 まれていた。

　
刹
 せつ

 
那
 な

 の
膠
 こう

 
着
 ちやく

 。

　イェスパーの無機質の左目に、はじめて淡い感情の
波
 は

 
紋
 もん

 が広がる。

「おまえは鬼か悪魔か、それとも竜か」

　答えずにギギナが歩を進め、左手が
閃
 ひらめ

 く。腰の後ろから無骨な短刀を引きぬき、イェスパーの死角である右目を狙う。イェスパーも左の逆手で短剣を引きぬき、垂直に掲げて刃を防ぐ。

　両者が振るう刃が超至近距離で
乱
 らん

 
舞
 ぶ

 。銀の
閃
 せん

 
光
 こう

 と火花と金属音が
弾
 だん

 
幕
 まく

 となる。
頸
 けい

 
動
 どう

 
脈
 みやく

 を狙う突きはギギナの刃に弾かれる。ギギナが右手を狙えば、イェスパーの
籠
 こ

 
手
 て

 が
翻
 ひるがえ

 って流す。

　
剣
 けん

 
舞
 ぶ

 の間にドラッケン族の戦士が半歩踏みこんで、左肩をイェスパーの右頰
 へ叩きつける。イェスパーが後方へ下がりつつ、右手首を
捻
 ひね

 る。連動した剣が
蛇
 へび

 のように戻りつつ跳ねる。ギギナの歯の
戒
 いまし

 めから逃げるついでに、美しい上唇を浅く裂いていった。

　両者が離れつつも一撃を放ち、
甲
 かん

 
高
 だか

 い音が響く。弾かれた刃とともに、双方が後方へ大きく跳躍。

　工場の
峰
 みね

 を挟んで、再び
剣
 けん

 
舞
 まい

 
士
 し

 と
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 が
対
 たい

 
峙
 じ

 する。接近戦以外では役に立たない短刀と短剣を双方が納め、長剣を構える。

「まさに良き戦いだ」

　ギギナが上唇から流れた血の
滴
 しずく

 を舌先で
舐
 な

 めとる。

「己と敵。敵と己。私の世界は今ここだけでいい」笑みは
美
 び

 
貌
 ぼう

 を
悽
 せい

 
愴
 そう

 な表情に変えていた。「極限の闘争、二つの命の軌道が激しく交差し、火花をあげる。その
刹
 せつ

 
那
 な

 だけが、それだけが私と他者の
魂
 たましい

 を深く結びつけてくれる」

　
溜
 ため

 
息
 いき

 のような声が続く。

「弱き味方より、強大な敵のほうが私には愛しい」

　対峙するイェスパーは
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の切っ先をあげていく。

「
精
 せい

 
妙
 みよう

 の極地かと思えば、野獣のごとき太刀筋。なるほど、ドラッケン族は戦闘民族だ」

　イェスパーが足を踏みしめ、低い声で問う。

「
汝
 なんじ

 に問おう。汝の剣には信念はあるか？」

　
呼
 こ

 
応
 おう

 するようにギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が掲げられる。美しい唇は、
犬
 けん

 
歯
 し

 を

剝

 む

 きだしにした獣の笑みを作っていた。

「貴様も我が相棒と同じ、理由屋のようだな。私と闘争にそのような余計なものはない」

「だろうな」

　機剣士の剣は
正
 せい

 
眼
 がん

 の構えで停止。

「だが、そのような
脆
 もろ

 い剣では、俺や他の
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちには到底勝てぬ」

　イェスパーの全身から発せられるのは必殺の殺気。剣の
鍔
 つば

 
元
 もと

 に
鎮
 ちん

 
座
 ざ

 する、九つの
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 が輝きはじめる。ギギナの背に、
凍
 とう

 
土
 ど

 が生まれたような
悪
 お

 
寒
 かん

 があった。

「行くぞ
狂
 きよう

 
剣
 けん

 
士
 し

 、
猊
 げい

 
下
 か

 に
下
 か

 
賜
 し

 された〈
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
牙
 が

 
剣
 けん

 〉の真の
顕
 けん

 
現
 げん

 を見て、死ぬがいい」

　宣告と同時に、イェスパーが掲げる刃の切っ先が割れた。
多
 た

 
頭
 とう

 
竜
 りゆう

 の名前のとおり、九つに割れていき、根本に達した。

　九つの
剣
 けん

 
尖
 せん

 がそれぞれ竜の長い首のように動き、白銀の波となってうねる。

　ギギナも気づいた。九頭竜牙剣とは、化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第一階位〈
錬成
 ベリス

 〉を九つ同時に発動させるためだけに九つの
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 を配し、特化した剣だった。

　一振りの刀身でさえ、なんとか対応しているといった状態なのに、それが九倍になる恐怖。

　九条の白刃が垂直に伸び、
孔
 く

 
雀
 じやく

 の羽のように、
鳳
 ほう

 
凰
 おう

 の羽ばたきのように広がっていく。

　超剣士が発するのは、物質化したような圧力。

嚙

 か

 みしめられたギギナの犬歯が鳴る。









　耐熱金属の
檻
 おり

 が
崩
 ほう

 
壊
 かい

 しはじめた。竜たちは
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 の炎を吐くために大量酸素吸入を始める。

　檻がついに崩壊。金属が崩れ、量子崩壊していく。ベルドリトが
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を振ると、竜の口から
煉
 れん

 
獄
 ごく

 の
劫
 ごう

 
火
 か

 が放たれる。

　炎が一瞬だけ
漏
 も

 れ、すぐに竜たちの口から胃液混じりの泡が吐かれた。

　俺が昼間に再現していた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 のひとつが、密やかに展開していたのだ。

　化学
錬
 れん

 
成
 せい

 系第六階位〈
髑翁腐界腫蝕雲
 アシタルテ

 〉の咒式は、
琥
 こ

 
珀
 はく

 色の油状の液体から、無味無臭の
霧
 きり

 となった物質を限定空間内に
撒
 ま

 き散らしたのだ。

　合成した物質は、典型的な神経ガスの構造を
併
 あわ

 せ持つ、Ｏ‐
 エチル‐
 Ｓ‐
 （２‐
 ジイソプロピルアミノエチル）メチルホスホノチオラート、いわゆるＶＸガスだった。

　
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 の息吹を吐くために呼気吸入を行った火竜たちは、猛毒ガスを大量に吸い、全身に浴びたのだ。

　俺が咒式を解除すると、空気中の毒素成分が瞬時に消失。自分が引きおこす
惨
 さん

 
劇
 げき

 を予測して、一歩下がる。

　ジェノンの疑似火竜の
瞳
 どう

 
孔
 こう

 が収縮。ベルドリトの火竜は
口
 こう

 
腔
 こう

 から長い舌を
零
 こぼ

 しつつ、傾斜していく。大気を震わす重低音を響かせ、大地に倒れた。

　有機リン系の神経ガスが体内に入ると、酵素アセチルコリンエストラーゼのアセチルコリン認識部位と有機リンの有毒成分が結合し、アセチルコリンエストラーゼの分解が阻止される。
中
 ちゆう

 
枢
 すう

 神経が混乱し、アセチルコリンが分解されずに増大していくため、神経信号の伝達が阻害され、全身の筋肉が収縮しつづける。

　あわせて
副
 ふく

 
交
 こう

 
感
 かん

 神経の
熱
 ねつ

 
代
 たい

 
謝
 しや

 を破壊し、全身を
摂
 せつ

 
氏
 し

 五〇度近くまで上昇させ、生体組織を構成するタンパク質を凝固させる。筋肉や
分
 ぶん

 
泌
 ぴつ

 
腺
 せん

 や臓器にも破壊的な効果を
発
 はつ

 
揮
 き

 し、涙や鼻水や
涎
 よだれ

 を垂らす。
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 からも吸収され、長く残る。

　ＶＸガス原液は、半数致死量がおよそ一五マイクログラムルと言われる最悪の毒性を示す。

　あまりに凶悪で非人道的な咒式は、五十年も前のジェルネ条約で国際的に使用と所持が禁じられている。

　だが、学生時代のあの日、俺とヘロデルは自分たちの無力を認めたくなく、過去を取りもどしたいという狂気と
焦
 しよう

 
燥
 そう

 
感
 かん

 に突き動かされた。だからこそ
禁
 きん

 
忌
 き

 の咒式を構成し、再現したのだ。

　
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 が足りなかった過去とは違い、今の俺なら完全に、そして確実に操れる。

　火竜たちは全身の穴から体液を流して、前脚から
尻尾
 しつぽ

 の先まで
痙
 けい

 
攣
 れん

 させる。地獄とはまさにこの世だと確信させる光景だった。

　俺の
脳
 のう

 
裏
 り

 に、これで借りは返したとばかりに手を挙げる、ヘロデルの後ろ姿が
掠
 かす

 めた。

　甘い幻影を追いはらいつつ、俺は右手の魔杖剣ヨルガを旋回。柄を逆手に握って脇から後方へと突きだす。

　俺の刃は、背後の機械の表面に突き立つはずだった。が、魔杖剣に受けとめられた。

「あれ？　ホロリンっと読まれちゃった？」

　体を返すと、機械の金属の肌から上半身を突きだしたベルドリトがいた。幼さが残る顔には、
悪
 いた

 
戯
 ずら

 が見つかった子供のように
邪
 じや

 
気
 き

 のない表情。

　剣を返して、
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの
斬
 ざん

 
撃
 げき

 。機械が火花を上げて両断されるも、ベルドリトはすでに抜けだしていた。
翼
 よく

 
将
 しよう

 は敷地に猫のように転がり、立ち上がる。

「僕の攻撃をよく読んでいたね～」

「
召
 しよう

 
喚
 かん

 が量子的な圧縮と移動ならば、本人も自分を確率的に操れる」俺は刃を構える。「量子確率を操って空間を移動してくる暗殺者が、派手な召喚を行うのは不自然だ。ラキ侯爵家の
苛
 か

 
烈
 れつ

 な家風と、最初に長剣を握って現れたことを
併
 あわ

 せて考える。結論として火竜は
囮
 おとり

 で、失敗した瞬間に俺の背後からの必殺の一撃で来る、と予想できる」

　俺は解説しつつ、ベルドリトの
隙
 すき

 を
伺
 うかが

 う。隙だらけに見えて、隙がない。

　敷地で
対
 たい

 
峙
 じ

 していた、ベルドリトの視線が動く。俺ではなく、横手に向けられていた。

　初めて見せた隙だったため、俺は迷わず突進。
刺
 し

 
突
 とつ

 はベルドリトの刃が軽く払う。相手の腕が格上なら、やることはひとつ。ひたすら剣を振って詰めていく。

　遠くからは金属音が響く。ベルドリトは眼前の俺と、横手の風景に気を散らされて荒い
剣
 けん

 
捌
 さば

 きになっていた。ベルドリトの切っ先が俺の肩を
掠
 かす

 め、痛みが跳ねる。

　しかし俺の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の切っ先も、ベルドリトの胸板に刺さる。勝機はここしかない。
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 の間を抜け、刃は一気に心臓から左肺を貫通し、背中に抜ける。
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な致命傷。

　だが
虚
 きよ

 
法
 ほう

 
士
 し

 は
微
 ほほ

 
笑
 え

 みすら浮かべていた。肉と内臓を
貫
 つらぬ

 いたはずの刃は、空気を斬ったような手応え。

　ベルドリトが魔杖剣を振るってくるのを、頭を屈めて避ける。反転し、下から上がってくる切っ先を後方に飛んで回避。俺より
小
 こ

 
柄
 がら

 なくせに、
凄
 すさ

 まじい太刀筋だった。

「
噂
 うわさ

 に聞く、
数
 すう

 
法
 ほう

 量子系第五階位〈
量子過軀
 遍移
 タプ・ス

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 による無効化か！」

　接触時に巨視的量子効果により自らの体の分子と、対象の分子の間を
透
 とう

 
過
 か

 させて、致命傷を避ける防御咒式がある。一〇に一〇の二十四乗分の一以下という、超々低確率の奇跡以上の現象を強制的に起こさせる。普通は透過する物体に作用させるはずだが、自らの体に使用するなど聞いたこともなかった。

「兄貴のほうが先に決着つきそうだね」

　ベルドリトが俺の横を抜け、
棟
 むね

 
工
 こう

 
場
 じよう

 へと走っていく。固い壁に飛びこんでいく青年の足。腰から体まで、あっという間に飲みこまれていく。後には
波
 は

 
紋
 もん

 の
余
 よ

 
韻
 いん

 を残した壁。

　戦いは引き分け、といったところだ。

　いや、ベルドリトの役目は最初から俺とギギナの分断だったのだろう。

　弾倉を排出。新しい弾倉を魔杖剣に叩きこみつつ、俺も走りだす。









　工場の屋根の上で、暴風が吹き荒れていた。

　イェスパーが振るうのは、
九
 く

 
条
 じよう

 の刃という暴風だった。

　右から飛来する三条の刃を、ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が防ぐ。左からの三条の
閃
 せん

 
光
 こう

 はギギナが左手の
籠
 こ

 
手
 て

 を破壊されながらも弾き、上方から垂直降下してくる三条の死の雨を、後方跳躍して回避。足下にあった
屋
 や

 
根
 ね

 
瓦
 がわら

 を切っ先が
貫
 かん

 
通
 つう

 。

　ギギナの左足が、屋根瓦を踏んで急停止。反転して間合いを詰めにかかる。

　屋根瓦から、刃が噴出。潜った刃が、工場の屋根を潜行して再度噴出してきたのだ。

　自らを狙う
剣
 けん

 
尖
 せん

 を、装甲された足の裏でギギナが踏みつける。さらに加速するドラッケンの戦士。

　イェスパーの
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
牙
 が

 
剣
 けん

 の刀身が、一瞬で手元に引きもどされる。ギギナを
迎
 げい

 
撃
 げき

 すべく再発射。九条の刃が絡まり、一振りの剣となり、伸びていく。切っ先が直角に曲がって高速回転。

　芝刈り機を突きつけられたかのような光景を、屠竜刀ネレトーが迎撃。刃と刃が触れあう寸前、イェスパーの刃が
分
 ぶん

 
裂
 れつ

 。再び九つに分かたれた刃が、九頭の竜となって、それぞれの方向から敵の急所へと
毒
 どく

 
牙
 が

 を走らせる。

　ギギナは防御も後退もせず、さらに前進した。イェスパーの左目に勝利の予感と絶望が同時に
閃
 ひらめ

 く。

　ギギナの左上腕、左手首、右肩、胸、左腹部、右
大
 だい

 
腿
 たい

 部、右
脛
 すね

 、左大腿部、左足の装甲と肉に刃が刺さる。

　だが、ギギナは全身から鮮血を噴きあげながらも突進を止めず、屠竜刀の切っ先も止まらない。巨大な刃はイェスパーの
積
 せき

 
層
 そう

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 の装甲を
破
 は

 
砕
 さい

 。
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 を破り、筋肉と骨を切り裂き、心臓へと迫る。

　
冷
 れい

 
酷
 こく

 なギギナの刃は、心臓の直前で停止させられた。

　皮膚や筋肉繊維のなかにあるコラーゲン繊維を、化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第二階位〈
化刎網
 ザガン

 〉で、重量強度で鋼鉄の五倍というポリパラフェニレンテレタフルアミド、いわゆるケブラー繊維の網に変換。切っ先を絡めとり、ギギナの腕から柄から剣までを固定したのだ。

　左手で再び引きぬいた短刀で、ギギナは
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 を断ち切る。右手の刃を深く突き入れようとして、ギギナが後退。戻ってくる九頭竜牙剣が屋根瓦を貫通していき、ギギナが追いたてられる。

　胸板から
溢
 あふ

 れる鮮血に、イェスパーの右膝が落ちる。

　対するギギナも全身九か所から血を噴出させ、左膝をつく。

「九条の刃にあえて突っこんでくるとは、正気か？」

　イェスパーの
隻
 せき

 
眼
 がん

 には疑問。対するギギナはとうぜんのように答える。

「貴様の咒式が単に金属を操るだけで、質量を増大させないことは見切った。ならば、分かれた九つの刃のそれぞれが持つ威力は九分の一。九分の一の威力なら、急所さえ外せば致命傷にならぬ」

「分かったとしても、刃の
渦
 うず

 に飛びこむとはな」

「それ以外で相打ちに持ちこめる方法がない」

　ギギナの笑みに、イェスパーが苦笑を浮かべる。

　ドラッケンの戦士の背後から、よく知った歩幅で
瓦
 かわら

 が踏み割られる音。

「死んでいたら返事しろよ、腐れドラッケン族！」

　背後からかけられる
容
 よう

 
赦
 しや

 ない言葉に対し、ギギナの口元には不敵な笑みが刻まれていく。

「ああ、見ているだけで視力が下がるガユスよりは、死んでいないな」









　俺が屋根の上で暖かい声をかけてやったというのに、ギギナはあいかわらず失礼だ。血に全身を染めた相棒の傍らに到着すると、イェスパーの横手の瓦からベルドリトが生えてくる。

「さて、第二幕といくか」

　獣の
咆
 ほう

 
吼
 こう

 とともに、膝を振るわせながらもギギナが立ち上がる。
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動させ、全身の傷口を修復。血が増やされ、頰
 に血の
気
 け

 が差していく。

「そうだな」

　イェスパーも
隻
 せき

 
眼
 がん

 に闘志を
漲
 みなぎ

 らせ、胸から恐ろしいほどの鮮血を
零
 こぼ

 して立つ。「ダメだよ兄貴、死んじゃうって！」と弟が胸の傷を塞ごうと伸ばす手を、イェスパーは払う。〈
錬成
 ベリス

 〉の咒式で
鎧
 よろい

 と肉体の金属を変成させ、強引に傷口を塞いだ。

　俺には剣に生きるものたちの狂気を見た。俺にはまったく理解不能な、非論理的な世界観だった。

　背後から
轟
 ごう

 
音
 おん

 が湧きおこる。

　屋根
瓦
 がわら

 が空中に巻きあげられる。工場の端に掛けられたのは、巨大な
鉤
 かぎ

 
爪
 づめ

 を持った五指。続いて
鱗
 うろこ

 に
覆
 おお

 われた影が工場の上に身を乗りだしてくる。

　疑似火竜の頭部が出現。金属や歯車を
[image: ]

 ねじ

 りあわせたような前足で、
巨
 きよ

 

軀

 く

 を屋根に上げていく。

　巨大質量で屋根瓦が
粉
 ふん

 
砕
 さい

 され、工場の屋根全体が
軋
 きし

 む。疑似火竜の頭部に、滑らかな肌があった。赤い鱗から、白い肌が生まれてくる。

　毛髪一本ない頭頂部が抜け、目、鼻筋、
喉
 のど

 。
乳
 ち

 
房
 ぶさ

 を持った女の骨格と、滑らかな腕。人間の上半身が、竜の頭部から生えていた。

「ざ、残念。この私、千貌のジェノン、は、あの程度では死、なないよ」

　女にしか見えないジェノンから男の声が放たれ、苦しげに片目を
瞑
 つむ

 ってみせた。

　誤算だった。高位生体系咒式士なら、神経ガスの対処薬として、多少の毒性を持つヒヨスチアミンのラセミ体であるアトロピンを合成する。

　化学系も使えるなら、
酵
 こう

 
素
 そ

 活性中心に結合した有機リン剤を切断して
乖
 かい

 
離
 り

 させ、コリンエステラーゼの活性を回復させるプラリドキシムヨウ化メチル、プラリドキシム
酸
 さん

 
化
 か

 メチルなどのオキシム剤を合成する。ついでに損傷部位を排除し、作り替えるくらいのことはしてくる。

　俺とギギナは負傷しているが、もちろん
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちも軽傷ではない。どちらが勝つにしても、死者が出る。

「なんなんだ？　なんのために続ける？」俺には意味が分からない。「目的すら知らされていないというのに、命をかけるというのか!?
 　国家のために、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の命令ならなんでも従うのか!?
 」

　俺の恐怖にも似た叫びに、
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちは顔を見合わせる。

「この腐れた国など、知ったことではない」

　意外なことに、もっとも重傷で
寡
 か

 
黙
 もく

 に見えるイェスパーが口を開いた。

「この国を愛し、
護
 まも

 るために命と死技を尽くすのは、あの御方が望むからだ」

　
隻
 せき

 
眼
 がん

 の剣士の押し殺した声が、夕日に染まる屋根に響いた。

「
猊
 げい

 
下
 か

 は異端の我らの捨てた命に、向かうべき理想と戦う場所を与えてくださった。ならば、いつでも命令のとおりに命で返すのみ」

　異常な言葉に、ジェノンはうなずく。ベルドリトは苦笑い。俺には異常としか思えない。

「あの男は、モルディーンは、自分の信念とこの国、いやこの世界のためなら、おまえたちの死に涙すら
零
 こぼ

 さない！」

「それでよし」

　イェスパーの返答は明快だった。

「
彼
 か

 の御方は涙など流さぬ。一人に泣けば
皇
 おう

 
国
 こく

 全土、大陸全土の民のために泣かねばならぬ。だから泣かず、怒らぬ。喜ばず、笑わぬ」剣士は言いはなつ。「だから我々がこの命を
矛
 ほこ

 とし、
盾
 たて

 とする。
猊
 げい

 
下
 か

 のお遊びに、一瞬の微笑に一命を
賭
 か

 けて悔やまぬ」

　隻眼の剣士は淡々と告げる。

「しかし、猊下は理想のために現実的に出さねばならぬ
犠
 ぎ

 
牲
 せい

 を忘れぬ。だからこそ戦死し
殉
 じゆん

 
死
 し

 したものたちの名前を、一人残らず覚えておられる」

　剣士のただひとつだけの視線は、俺たちなど見ていなかった。

「数々の栄光ある
戦
 せん

 
役
 えき

 と歴史に現れることもない暗い戦いで
没
 ぼつ

 した、その誇り高き勇者たちは、現在一万六千三百四十三名」

　数字に圧倒される。そして、モルディーンの特技が人の名前を覚えていることだけと語ったことを思い出す。

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 は
卓
 たく

 
抜
 ばつ

 した政治家であり、軍略家であろう。しかし、神ではない。いくつかの戦争に関わってきた以上、必ず犠牲が出る。

　おそらく、人にはそれしかできないのだ。
屍
 しかばね

 の山を積みあげて、なおなにかを
為
 な

 すしかないとしたら、人にできる
贖
 あがな

 いなどない。ただ忘れないことだけが可能なのだろう。

　イェスパーの瞳には、
憧
 しよう

 
憬
 けい

 があった。

「俺はその勇者たちの一人になりたい。猊下の記憶の片隅に残りたい、それだけなのだ」

　
饒
 じよう

 
舌
 ぜつ

 からもっとも遠いはずの男の熱い言葉に、ジェノンが耳を傾けていた。

　だが、それでも俺は否定せねばならない。翼将たちの言葉は、恋の狂熱を、狂信の殉教を告白しているとしか思えないからだ。

「おまえは、勇者でも英雄でもない。ただ、モルディーンという男に、心と魂のすべてを焼きつくされた、哀れな
殉
 じゆん

 
教
 きよう

 
者
 しや

 だ」

「だろうな。我らは父母を慕う幼子たちとなんら変わらぬ」

　イェスパーはあっさりと認めた。

「そして少し違う。世界の痛みと無慈悲さに、頭脳などという無力な武器だけで立ち向かうモルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 こそが、
脆
 もろ

 く
儚
 はかな

 い少年なのだ。我らはそれを護る騎士を演じることを、自ら絶対的に任じた幼子たちなのだよ」

　
自
 じ

 
嘲
 ちよう

 でもなく事実を語る力強い声だった。

「我らには忠義では足りず、愛でも
生
 なま

 
温
 ぬる

 い。ただ己から流れる血しか捧げられないのだ」

　俺は
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちの強さの根源が分かった。ただ強いだけのものは、
犠
 ぎ

 
牲
 せい

 の大きな戦いになれば引く。だが、こいつらは退くか進むかの判断をしない。

　翼将たちを見据えながら、俺はギギナに向けてつぶやく。

「理性的な狂信者か。危険すぎるな」

「ああ」ギギナが肯定する。「狂気であることを理解して、なおその狂気を肯定するものは、手に負えないぞ」

　ベルドリトが跳ねて、
煙
 えん

 
突
 とつ

 に背中を預ける。体はゆっくりと
煉
 れん

 
瓦
 が

 の壁に沈んでいく。

「ま、見た目に反比例して実はムダに熱～い兄貴と僕は違うよ。猊下といるとモゲモゲと楽しいからなだけ」

「そろそろ幕引きを始めようではないか」

　横手からはジェノンの低い声が響き、屋根が
軋
 きし

 む。ギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を肩に担ぐ。

「ひとつ聞くが、先のキュラソーや貴様らは、十二翼将のうちでどのくらいの位置にいる？」

　イェスパーは
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
牙
 が

 
剣
 けん

 を掲げながら、口を開く。

「コウガ忍者であるキュラソーの本業は
諜
 ちよう

 
報
 ほう

 
屋
 や

 であり、席次は十二番目。そこのジェノンが暗殺と護衛で十一番目。弟のベルドリトが十番目。俺は九番目の席次を預かっている」

　
隻
 せき

 
眼
 がん

 の剣士の左手が、腰の後ろに伸びる。

「猊下のお心は分からぬが、絶対に一瞬で決着をつけてはならないと厳命されていてな。そろそろ行くが、俺の九頭竜牙剣は、本来は
雌
 し

 
雄
 ゆう

 二刀流だ」

　腰の
鞘
 さや

 から抜き放たれたのは、短剣だった。右手の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 と同じく、九つの
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 が
妖
 あや

 しい輝きを帯びる。瞬時に
尖
 せん

 
端
 たん

 が分かれ、広がっていく。

「こちらの短剣の銘を、
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
爪
 そう

 
剣
 けん

 という」

　右に九条、左に九条の銀の刃が、放射状に展開。まるで剣士の背中に見える夕日の光輪のようだった。

「今までの戦いは全力ではなく、しかも十一から九番目、だと？」

　俺の奥歯が

嚙

 か

 みあわない。無理というか無理。

　屠竜刀を握る、ギギナの手が小さく震える。

「
嬉
 うれ

 しい誤算だな。まだ上の戦いができるとは」

「そちらの震えかよ」

　俺は絶望的な声で言った。ギギナの人としての
美
 び

 
貌
 ぼう

 は、死闘に対して
凄
 せい

 
絶
 ぜつ

 な武神のものへと変わっていった。

　俺は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を握りしめる。逃げることはできない。









「なかなか燃える対戦だね」

　立体光学映像には、屋根の上に立つ五人の姿が映っていた。

　リンツホテルの十三階、
貴
 き

 
賓
 ひん

 
室
 しつ

 。
椅
 い

 
子
 す

 に座って観戦しているのは、オージェス選皇王後見人、モルディーン・オージェス・ギュネイ
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 だった。

「個人戦闘能力でいえば、
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちが上だ。しかし、仲の悪い翼将たちに対し、
腐
 くさ

 れ
縁
 えん

 で結ばれているガユス君とギギナ君の
連
 れん

 
係
 けい

 ではどちらが上かな」

　モルディーンが考えこむ。

「それでも八割五分の確率で、私の翼将たちが勝つ。だけど結末が逆でも構わない」

　
掌
 しよう

 
中
 ちゆう

 には、夕日と血を混ぜあわせたような酒杯があった。

　モルディーンは、まるでヴォックルの大陸大会決勝でも見ているかのような、気楽な姿勢と態度だった。

「
猊
 げい

 
下
 か

 、一言よろしいでしょうか？」

　モルディーンが座る椅子の背後に、影のように立つ背広姿の人物がいた。キュラソーは背広に身を包み、切れ長の目で上司を見つめていた。

　枢機卿長は、右手を伸ばす。握られていたのは、二本の棒。
箸
 はし

 の先が皿の上のものを器用に
挟
 はさ

 み、口に放りこむ。

「うん、キュラソー君の作ったこの〈ツケモノ〉というものは、なかなかお酒に合うね」

「
拙
 せつ

 
者
 しや

 が畑から野菜を作っておりますからね。わざわざエリダナにまで持ってきた
甲
 か

 
斐
 い

 があります。猊下こそ箸の使いかたが上達なされて……」

　誇らしげに薄い胸を張るキュラソー。すぐに話を
逸
 そ

 らされたことに気づき、苦い表情になる。

「お館様。恐れながら申し上げます。始末なさるだけなら、やはり寝込みを不意打ちするか人質を取れば、簡単ではないでしょうか？」

「ダメだよ。意外にキュラソー君はいい男には弱いところもあるしね」

「そんなことはありません！」我知らず少し大きな声になったキュラソーは、すぐに声を落とす。「だからこそ、今一度だけ我らコウガ忍者に汚名返上の機会を……」

「
無
 ぶ

 
粋
 すい

 」

　モルディーンは振りかえることもなく一言で斬ってすてた。女忍者は口を開けたまま硬直していた。

「退屈なことはいけない。
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 の絶対の
掟
 おきて

 が理解できないから、私は君を参加させなかった。同じ理由で、劇のここからの展開も教えてあげなかったのだよ」

　男の声には、怒りや説教の成分はなにも含まれていなかった。

　だが、東方の島国の戦乱を生きぬき、大陸を流浪するという激烈な経験をしたキュラソーの
心
 しん

 
胆
 たん

 すら寒くさせるものがあった。

　
怜
 れい

 
悧
 り

 な頭脳などに、人はついてこない。ただの便利な道具としか思われない。

　他人を従わせるのではなく、従ってくる人間というものが存在することを、キュラソーは再確認した。

　それは人間としての圧倒的な格の違いだった。だからこそキュラソーと一族は、忍者にはありえない雇用関係を超えた絶対無比の忠誠を捧げている。

　だが、キュラソーの切れ長の瞳に、危険な光が混じる。

　この知性と
酔
 すい

 
狂
 きよう

 の怪物を殺さねばならないと感じている自分に気づいた。

　落雷のごとき
戦
 せん

 
慄
 りつ

 が忍者の背を
貫
 つらぬ

 く。

　もしかしたら、モルディーンはキュラソーの最近の忠誠を、その揺らぎを見抜いていたのかもしれない。だからこそ、他の部隊ではなく、キュラソーと部下の忍者たちをあの教会という死地へと向かわせ、
綱
 こう

 
紀
 き

 
粛
 しゆく

 
正
 せい

 を図ったのではなかろうか。

　キュラソーは自らの心臓に絡みつく、モルディーンの冷たい意志を感じた。

　
椅
 い

 
子
 す

 に座る男の背が、キュラソーには恐ろしかった。

「私の最優先事項を理解しなさい」

　背後を見ることなく、言葉が投げかけられた。

「私はちょっとした事件をわざわざ見るほど、世界に絶望しているわけではないのだよ。脚本が退屈なら、演出
過
 か

 
剰
 じよう

 にしてあげたいのさ」

　枢機卿の指が、見えざる楽団を
指
 し

 
揮
 き

 するように軽快に振られる。

「さて、遅れていた最後の配役が舞台に上がる。復活の時期も、街中にちりばめさせた貼り紙から場所に気づくことも思ったとおりだ。これで様式美も整い、一連の劇が終幕に向かって盛りあがるよ」

「それはどういう意味なのでしょ……」

　言いかけたキュラソーは、主君の眼差しに気づく。

　立体光学映像の五人とは別の映像が、小さく立ち上げられていた。

　造船所に向かって、恐ろしい速度で疾走する影があったのだ。






十一章　復讐の女神







夢破れ、剣折れし勇者たちよ



今は
束
 つか

 の
間
 ま

 の安らぎにまどろむがいい





汝
 なんじ

 の戦は
語
 かた

 り
部
 べ

 に返し、
猛
 たけ

 き体は大地に返し、
気
 け

 
高
 だか

 き志は
蒼
 そう

 
天
 てん

 に返そう



だが、汝の心だけは草原を
疾
 はし

 る風に乗せ、



そして故郷の愛しい人の胸へと
還
 かえ

 る



ドラッケン族の狩猟の祈り「クドゥー」の一節　作者および成立年代不詳










「失敗顔のガユスよ、楽しくなってきたな」

　ギギナはあいかわらず
傲
 ごう

 
慢
 まん

 だった。背中合わせになっている俺は考えこむ。

　周囲はイェスパーが円軌道を描いて歩み、
隙
 すき

 を
伺
 うかが

 う。ベルドリトが屋根から出たと思ったら、
煙
 えん

 
突
 とつ

 へと沈む。ジェノンは背後から火炎を吐こうとしている。

　冷静に
彼
 ひ

 
我
 が

 の戦力を計ると、ギギナは元から、俺はつい最近に十三
階
 かい

 
梯
 てい

 となる。向こうもジェノンが十三
階
 かい

 
梯
 てい

 。イェスパーとベルドリトの実力は聞いたこともない、十四階梯といったところだろう。

　最初に攻撃したいが、
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 か回避をされると一気に決着がつく。俺としては慎重にならざるを得ない。

「打つ手なしだ」

「ガユスよ、それが楽しいということだ」

「それがギギナの
遺
 ゆい

 
言
 ごん

 にならなければいいけどね」

　
包
 ほう

 
囲
 い

 
網
 もう

 を作る
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちから、目を離さずに忠告しておく。全身
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 に身を包んだギギナの
兜
 かぶと

 の下、横顔は笑みすら浮かべていた。

「だが、なぜだか負けて死ぬ気はしない」

「その不思議な予感が現実になる、具体的な方程式を教えてくれよ」

　非常時にも俺たちはこんなものだ。延々と
喋
 しやべ

 る俺たちを、イェスパーは計りかねて攻撃を仕掛けてこない。余裕がありすぎるように見えるのだろう。実は、軽口を叩いていないと気力が
萎
 な

 えて死ぬだけだからだが。

　俺とギギナは包囲網を破るべく疾走。

　会話は相手に聞かせるための
詐
 さ

 
術
 じゆつ

 。狙うは
疑
 ぎ

 
似
 じ

 火竜のジェノン。

　勝機があるなら、一番勝てる確率の高いジェノンを二人がかりで倒し、その後ラキ兄弟との二対二の対決に持ちこむしかない。

　屋根に半ばまで登った巨竜に向けて、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放つ、と見せかけて左足を
軸
 じく

 に一八〇度反転。後方から迫るイェスパーの姿があった。

　俺たちの読みくらい翼将たちも読んでいる、とこちらが読んでいるのを読んでくるだろうが、防げるものなら防いでみろ！　

　俺は化学
鋼
 こう

 
成
 せい

 系第四階位〈
鍛澱鎗弾槍
 ウアープ

 〉を展開、発射。戦車の主砲にも
匹
 ひつ

 
敵
 てき

 する、直径一二〇ミリメルトルのタングステンカーバイド製の砲弾が放たれる。

　イェスパーの胸板に砲弾が着弾、
轟
 ごう

 
音
 おん

 をあげる。

　
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の足が浮き、着地した。

　相手を肉片に変える砲弾は、イェスパーの胸の前で停止していた。左右の手からそれぞれ九条、合計一八条の刃が帯となって砲弾を絡めとり、減速。ついには停止させたのだ。さすがに腕力だけでは完全には止めきれず、胸に着弾している。

　変形して分厚くなり角度をつけた
胸
 きよう

 
甲
 こう

 に、弾頭の
尖
 せん

 
端
 たん

 がめり込んではいるが、本体は無傷。化学鋼成系第三階位〈
積鎧装軀

 コムプジ

 〉で生みだされる、
鋼
 はがね

 やセラミック、強化
繊
 せん

 
維
 い

 
樹
 じゆ

 
脂
 し

 で構成される
積
 せき

 
層
 そう

 
装
 そう

 
甲
 こう

 は、均質圧延装甲の二倍から三倍の強度を持つのだ。

　戦車の前面装甲すら貫通する砲弾を、ありえない反射神経と腕力、そして咒式力で完全に阻止しやがった。

　イェスパーが両手を広げると、
拘
 こう

 
束
 そく

 していた刃が立てられ、砲弾が解体される。
翻
 ひるがえ

 った十八条の刃が俺やギギナに殺到。半分はギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が弾く。しかし、俺の左肩、右上腕、脇腹、左
脛
 すね

 へと刃が命中。

　着弾の衝撃のまま、後方へ飛ばされる。屋根
瓦
 がわら

 に背中から落ちて、そのまま刃で
縫
 ぬ

 い止められる。

　仰向けになった俺が見たのは、ジェノンの竜の左前脚が掲げられる瞬間。ギギナへと振り落とされる。ギギナが回避して、竜の脚は屋根に大穴を
穿
 うが

 つ。
瓦
 が

 
礫
 れき

 が噴きあげられる
傍
 かたわ

 らをギギナが進み、竜の胸元へと
刺
 し

 
突
 とつ

 を繰りだす。

　ギギナの足が止まる。
甲
 こう

 
殻
 かく

 
鎧
 よろい

 に
覆
 おお

 われた背中から突きでる細い刃。柄はギギナの左脇に伸びていた手が握っていた。手は、火竜の左前脚の表面から生えていたベルドリトの上半身に続いていた。

　ベルドリトは竜の体内を
量
 りよう

 
子
 し

 
透
 とう

 
過
 か

 して攻撃してきたのだ。ギギナであっても避けられる攻撃ではない。

　体から暗殺の刃を抜きつつ、ギギナが
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を振るう。しかし虚空を
斬
 き

 るだけ。ベルドリトは
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうな笑声をあげながら、また火竜の前脚のなかに逃げこんでいた。

　左肺を
貫
 つらぬ

 かれ、ギギナの唇から血が
零
 こぼ

 れる。頭上には疑似火竜の右前脚が迫っていた。

　倒れている俺にも、イェスパーが放つ刃が再度襲来していた。振り下ろされる疑似火竜の左前脚、五指の先の爪までが見えた。
翼
 よく

 
将
 しよう

 たちは強すぎる。

　突然、
鱗
 うろこ

 に包まれた巨木のような竜の腕が弾けた。
肘
 ひじ

 から折れた骨が飛びだし、鮮血を噴いた。俺やギギナに血の雨が降りそそぐ。

　十八の刃の先端が砕け、同じく銀の破片となる。

　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 の放射された方向を、全員が探す。視線は
遙
 はる

 か上空、一点に集中した。

　工場の傍らに立つ鉄塔に、俺とギギナが、イェスパーがベルドリトがジェノンが視線を向けていた。

　鉄塔から突きでた鉄骨に、黒一色の姿が下がっていた。









　靴の裏を鉄骨の裏側につけ、重量を無視した人影が逆さに下がっていた。長い黒髪が、落日に流れる微風に
煽
 あお

 られ揺れていた。

　人影はニドヴォルクだった。

　あの死神が、ついにここまで追ってきたのだ。

　
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に混乱、不安に疑問、
憤
 ふん

 
怒
 ぬ

 に恐怖とあらゆる感情がその場にあった。

　イェスパーは俺を見ていなかった。魔女を見上げて、刃を引きもどしていた。

「
猊
 げい

 
下
 か

 の筋書きどおりだ。ようやく現れた」

　
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 の唇には笑み。

「あとは魔女を倒して、奪うだけだ！」

　俺には意味不明なイェスパーの言葉だった。

　疑問の間にも、魔女は鉄骨の裏側を歩み、先端で跳ねる。重力を思い出したかのように斜めに落下。
螺
 ら

 
旋
 せん

 を描いて夕日のなかを急速降下してくる。

　ジェノンの上半身を支える火竜の頭部が
咆
 ほう

 
吼
 こう

 をあげる。
口
 こう

 
腔
 こう

 からは、
紅
 ぐ

 

蓮

 れん

 の猛火が放たれる。空中を行くニドヴォルクが火炎に包まれた。炎を抱きしめるような動作で、魔女が爆発。

　炎の尾を
曳
 ひ

 いて、数十もの肉の破片が落下していく。

　落下するニドヴォルクの右手首。指先の指輪が赤い輝きを見せる。人差し指と薬指が、黒い羽毛を生やす。親指と小指が
鉤
 かぎ

 
爪
 づめ

 の生えた脚を瞬時に形成。中指の傷口に生まれた小さな眼球が動き、爪が
嘴
 くちばし

 となって開かれる。

　一声、不吉な
嗄
 しやが

 れ声をあげる。

　
漆
 しつ

 
黒
 こく

 の
鴉
 からす

 だった。左手首、両足首、頭部、胃や腸や心臓などすべての肉片が同じような
変
 へん

 
貌
 ぼう

 を
遂
 と

 げ、百匹もの鴉となった。羽ばたきは、
時雨
 しぐれ

 のような音を立てた。

　鴉の群れは、嘴を大地に向けて垂直降下。

　ジェノンの下、疑似火竜に黒い流星が次々と着弾していく。竜の赤い
鱗
 うろこ

 が紙のように破られ、鴉たちが肉に
埋
 まい

 
没
 ぼつ

 していく。着弾するたびに火竜の
巨
 きよ

 

軀

 く

 が
痙
 けい

 
攣
 れん

 し、ジェノンと竜の口から悲鳴が
漏
 も

 れる。

　鱗に
覆
 おお

 われた疑似火竜の体の数十か所で、
瘤
 こぶ

 が盛りあがる。
肉
 にく

 
腫
 しゆ

 が移動していき、首を
這
 は

 い上がり、竜の首の後ろに集結。巨大な
腫
 しゆ

 
瘍
 よう

 となって、破裂。肉と骨に内臓、歯車に
螺
 ね

 
子
 じ

 に金属板が飛散する。ジェノンと竜の唇からは絶叫。

　鮮血とともに現れたのは、白い手。五指が握るのは、静脈や動脈の血管を垂らした、巨大な心臓。人間の上半身ほどもある心臓は、脈動とともに動脈血を噴きだす。

　手に続いて現れたのは、黒い髪に黒い服、ニドヴォルクの
威
 い

 
容
 よう

 。起き上がっていく全身に小腸がまきついている。右脚がジェノンの背を踏みつけていた。

　雪のように白い魔女の肌は傷ひとつない。ただ、鮮血に染められていた。

　緑の
燐
 りん

 
光
 こう

 を宿す瞳は、自らの右手が

摑

 つか

 む心臓を見据えていた。

　絶望した画家が悪魔に魂を売りわたして描いた、残酷な美神の誕生の光景だった。

　ニドヴォルクは、圧倒的な力で俺たちの世界観を破壊した。

　俺たちは動くことを忘れた彫像となっていた。ニドヴォルクの目が、心臓から自らの
足
 あし

 
下
 もと

 を見下ろす。

　そこには、エリダナ市立中央病院という文字が鱗に浮かんでいた。魔女の人形めいた顔に、嫌悪にも似た感情が
露
 あら

 わになる。

「これが竜、だと？　
汝
 なんじ

 らが考える竜とは、怪物の
紛
 まが

 い物だというのかえ？」

　ニドヴォルクが嫌悪感とともに吐き捨て、腕を一振りした。心臓が弾け、大量の血液が振りまかれる。ジェノンと疑似火竜が絶叫し、倒れた。竜の頭部とジェノンの上半身が
屋
 や

 
根
 ね

 
瓦
 がわら

 に激突し、重低音を響かせる。

　ニドヴォルクの全身、白い肌が血液で染まっていた。
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 の表面の赤い
滴
 しずく

 が、吸収されて消えた。

「さて、
仇
 かたき

 を殺すか」

　魔女の緑の瞳が、俺とギギナを捉えた。緑の
燐
 りん

 
火
 か

 となった瞳に、俺の全身が硬直する。

　俺とギギナ、そして屋根に降りたったニドヴォルクの間には、イェスパーとベルドリトが立っていた。

「
退
 しりぞ

 け、弱きものどもよ。邪魔をするなら、仕方なく殺すことになっても知らぬぞ？」

　言葉だけで、突風が吹いた。イェスパーの足が、動いた。半歩後ろへと。

　
隻
 せき

 
眼
 がん

 の
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 が、自らの足を信じられないような目で見下ろした。

「恐怖、だと？　神をも殺すこの俺が？」

　ニドヴォルクを相手にしては、無理もない。指ひとつ動かせない俺よりは
剛
 ごう

 
胆
 たん

 だろう。ギギナにしてもその場に踏みとどまるのが精一杯だ。ベルドリトにいたっては、大きく動いてイェスパーの
傍
 かたわ

 らに寄りそっている。

　俺たちは、
獅
 し

 
子
 し

 を前にした
徒
 と

 
手
 しゆ

 
空
 くう
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 けん

 の人間に等しい。前に進めるのは、力の差が分かっていない赤子だけだ。

　自らの
怯
 きよう

 
懦
 だ

 を憎むかのように、イェスパーが足を戻す。

「関係ない。分かっていたことだ」歯を食いしばり、声を
絞
 しぼ

 りだす。「ベルドリト、あらかじめの戦術で行く！」

「分かったよ兄貴」

　ラキ兄弟の足が屋根
瓦
 がわら

 を踏み割り、前進した。
凄
 すさ

 まじい
胆
 たん

 
力
 りよく

 だった。前進は疾走になり、二陣の
颶
 ぐ

 
風
 ふう

 となった。ニドヴォルクは寂しげな表情を浮かべた。

「やはり是非もなし、か」

　ベルドリトが先行し、ニドヴォルクに迫る。
無
 む

 
造
 ぞう

 
作
 さ

 に掲げた魔女の右手が、刃を受けとめた。

　剣を止められたベルドリトの額、
喉
 のど

 、胸板、両手両足の十八か所に銀の
斑
 はん

 
点
 てん

 が生まれた。銀の斑点は、鋭い切っ先となって魔女に向かっていく。

〈
量子過軀
 遍移
 タプ・ス

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 によって物体
透
 とう

 
過
 か

 を可能にするベルドリトの体を、イェスパーの
九
 く

 
頭
 ず

 
竜
 りゆう

 
剣
 けん

 が背後から貫いたのだ。弟の体が壁となって、兄の剣の軌跡は見えない。零距離からの一八条の刃を防げるものなどいない。

　十八条の小さな竜の牙は、ニドヴォルクの全身十八か所の急所に命中。

　しかし、着弾した切っ先は、魔女の柔らかそうな額と喉の表面で、
蛇
 じや

 
腹
 ばら

 のように収縮させられ、心臓や
鳩
 みぞ

 
尾
 おち

 の上で砕けて散った。

　イェスパーの隻眼が
驚
 きよう

 
愕
 がく

 に見開かれる。剣を受けられたベルドリトが〈
量子過軀
 遍移
 タプ・ス

 〉を再展開。魔女の体に突進。

　ベルドリトの額と、ニドヴォルクの豊かな胸の谷間が激突。ニドヴォルクの体を構成する物質の原子核と電子の間へ、自らの体の原子核と電子を透過させる。

　背後に抜けて、反転しようとした瞬間。動きが止められる。量子的に
制
 せい

 
御
 ぎよ

 されたベルドリトの右肩を

摑

 つか

 む、五指があった。

　五指は左腕、右肩、ニドヴォルクの長い黒髪の後ろ姿に続いていた。

「噓
 ん!?
 　なんで触れられるの!?
 」

　ベルドリトの右肩が、血と肉を
撒
 ま

 き散らせて破裂。

　ニドヴォルクの手には、重力
力
 りき

 
場
 ば

 系第一階位〈
重爪
 フィツグ

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 。原子や電子がどこにあろうと、重力の
圧
 あつ

 
搾
 さく

 からは
逃
 のが

 れられない。

　
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 と苦鳴をあげながら、ベルドリトが屋根を転がっていく。
虚
 きよ

 
法
 ほう

 
士
 し

 の右肩は完全に破壊され、白い骨や鮮血色の三角筋が見えた。右腕は
千
 ち

 
切
 ぎ

 れかけていた。

　弟の追撃を阻止するべく、イェスパーが間合いを詰める。先端が折れたままの十八条の刃を引いて、自らを包む刃の竜巻とし、再発射。

　イェスパーはニドヴォルクの肌が高硬度と判断。眼球に
口
 こう

 
腔
 こう

 、
鼻
 び

 
孔
 こう

 や
耳
 じ

 
孔
 こう

 といった、体内へと直結する
粘
 ねん

 
膜
 まく

 や穴に刃が殺到。

　四方から魔女に襲いかかる白銀の帯は、一気に中央に集められ、
微
 み

 
塵
 じん

 に砕け、圧壊した。まるで不可視の巨人に握りつぶされたような光景だった。

　周囲の大気も引きよせられ、俺やギギナは屋根に刃を突き立てて耐える。

　重力力場系第三階位〈
重波障弾
 ベヒー

 〉により、強力な重力が周囲すべての物質と大気を引きよせ、中心部に達した刃を
圧
 あつ

 
壊
 かい

 させたのだ。

　突然重力と突風が消えて、俺は前のめりになる。役目を終えた重力球が瞬時に消失し、ニドヴォルクが前進。

　魔女は腕を一振りした。
機
 き

 
剣
 けん

 
士
 し

 が掲げた刃と、戦車の前面装甲なみの強度を誇る
積
 せき

 
層
 そう

 
装
 そう

 
甲
 こう

 が破壊。衝撃でイェスパーは後方に吹き飛ぶ。

　屋根の
峰
 みね

 を越え、数十メルトル後方の
煉
 れん

 
瓦
 が

 
壁
 へき

 に激突。

「死んじゃダメだっ！」

　寸前で受けとめたのは、屋根から
量
 りよう

 
子
 し

 
透
 とう

 
過
 か

 してきたベルドリトだった。自らも右腕が千切れそうだが、なんとか耐える。全身を破壊されたイェスパーとともに後方へ飛び、煉瓦壁に背中から激突。煉瓦に
波
 は

 
紋
 もん

 が浮かび、透過。

「兄貴を死なせないっ！」

　大量出血のために

蠟

 ろう

 のような蒼白の顔色をしながら、ベルドリトが咒式を展開。背中から兄とともに屋根のなかへと沈んでいく。

　ニドヴォルクが右腕を振り上げた。しかし咒式を放たずに元に戻した。









　長く続く工場の屋根は、惨状となっていた。

　屋根
瓦
 がわら

 が踏まれて砕けていた。一〇メルトル
間
 かん

 
隔
 かく

 で並ぶ煉瓦造りの
煙
 えん

 
突
 とつ

 も、いくつも倒壊し
破
 は

 
砕
 さい

 されていた。

　一方では、性別不明の人間の上半身を頭部に飾った疑似竜が、屋根の端に倒れている。前衛芸術のような奇怪な光景だった。

　右にある造船所本体の建物は火竜の
息
 い

 
吹
 ぶき

 で炎上し、黒煙を吐きつづけている。

　全身を刃に
貫
 かん

 
通
 つう

 された俺は、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を支えとして立つ。
満
 まん

 
身
 しん

 
[image: ]

 そう

 
痍
 い

 のギギナが
傍
 かたわ

 らに立つ。

　眼前の魔女は
悠
 ゆう

 
然
 ぜん

 と立っていた。

　おそらく皇国でも最強の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 、十二
翼
 よく

 
将
 しよう

 のうち三人を同時に相手し、軽々と
粉
 ふん

 
砕
 さい

 した。そしてまったくの無傷。

　翼将が俺たちを無視してニドヴォルクに向かった理由は分からない。また恐怖が歩みよってきて、俺の思考は乱れる。

「障害物には去ってもらった」

　女の声は屋根を響きわたった。

「命の、恩人、だな」

　全身を血に染めて、左肺を痛めたギギナが吐き捨てた。

「他のものたちに、
汝
 なんじ

 らを殺させるわけにもいかぬ」ニドヴォルクが応える。「我が、この手で引き裂いてやらねばならぬ」

　ギギナは
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を構える。俺も切っ先をゆっくりと上げていく。ニドヴォルクの顔には問うような目があった。

「仕方がない。やるしかないようだな」

「まだ我が分からぬのか？」

　魔女の怒声に、俺は疲労したように応える。

「なにものだ、とはもはや問わない」

　俺は長い息を吐いて、吸った。そして告げる。

「ニドヴォルク、おまえは黒竜で、俺たちが以前倒したグラシカの黒竜の妻だ」

「正確に発音すれば＃
 ド※ォルクだろうな。人間の姿のため、竜語とは気づかなかった」

　ギギナが淡々と続けた。俺はギギナの横顔を眺める。どうやら相棒も同じ結論にいたっていたようだ。

「よく分かったな」ニドヴォルクの目がギギナを見据える。「しかして、なぜその発音を可能とする？」

「ドラッケン族は、多少だが竜の言語を理解する」

　ギギナが平然と告げた。

「正体が分かったのはつい最近だ」

　俺は相手の疑問に答えてやることにした。時間稼ぎをしないと、今のままでは立つことすらままならない。

「奇妙な名前からはたどれない。登録されていない人間や、大陸外になればいくらでもいるだろうからな」

　続けてみる。

「だが、おまえはあまりにも強すぎた。俺やギギナを
退
 しりぞ

 け、今また翼将まで退けた。それほど強力な咒式士が協会に属さず、しかも完全に無名などということは、人間ではありえない」慎重に続ける。「ギギナの剣についたおまえの服の破片は、超重力で変化していたが元々は
爬
 は

 
虫
 ちゆう

 
類
 るい

 の
鱗
 うろこ

 に
酷
 こく

 
似
 じ

 した組成で……」

「
爬
 は

 
虫
 ちゆう

 
類
 るい

 扱いは、
侮
 ぶ

 
辱
 じよく

 であろう」

　ニドヴォルクが
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 さの
皺
 しわ

 を鼻の頭に浮かべた。そういえば、言語といい表情といい、人間の演技が上達してきている。俺もかつて練習した竜言語を使ってみせる。

「それは失礼、＃
 ド※ォルクさん」

「人族どもの口で、我らの名を口にするな」

　眼前に立っているのは、不吉な美女ではない。竜が生体変化系
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
駆
 く

 
使
 し

 して、人間の姿を取っているのだ。

「わざわざ人間の姿をとるとは、ご苦労なことだな」

「誓約だ。そして人族全体を相手にして我が勝てるとは思わぬ。目的は
汝
 なんじ

 ら二人だけだ」

　自分の目で見ていても、信じられない。

　だが、一か月ほど前に
討
 とう

 
伐
 ばつ

 した、準
長命竜
 アルター

 級の黒竜はたしかに存在していた。そしてその妻は力で自らの存在を示した。

「
堕
 だ

 
落
 らく

 した故郷を捨て、その手段を奪った、誇り高きエ※ンギ＃
 ド。我が愛しの君の
仇
 かたき

 は忘れてはならぬ」ニドヴォルクの夢見るような目が、
憎
 ぞう

 
悪
 お

 に染まった。「汝にはもう一度、そして二度目の死を与えよう」

　女の発言と
残
 ざん

 
酷
 こく

 な笑みらしき表情を、ギギナは計りかねていた。

　意味不明な言葉を
反
 はん

 
芻
 すう

 し、俺は真実に気づいた。手足の先から急激に血液が逆流し、冷えていく。

「やはりそうか、そういうことか」

「ようやく理解したようだな」

　ニドヴォルクが笑う。

「そう、汝は刃で刻まれ遠くから
咒
 まじな

 いで撃たれ、さらに限界を超えた咒いを使ったことで一度死んだ。あの
癒
 いや

 しの施設とやらでな」

　ギギナの
鋼
 はがね

 の瞳が、横の俺に向けられた。ニドヴォルクが
朗
 ろう

 
々
 ろう

 と告げていく。

「汝の心身が死ぬ寸前に、我が竜の咒いを施した。汝の
崩
 ほう

 
壊
 かい

 した精神に侵入し、過去から再構成させ、
併
 あわ

 せて肉体も怪しまれない程度に
治
 ち

 
癒
 ゆ

 し、
蘇
 そ

 
生
 せい

 させたのぢゃよ」

　死ぬ寸前からの蘇生は、現代咒式でも可能だ。

　だが、限界以上の発動で破壊された脳や神経系まで再生させ、精神や記憶まで回復させるなど、ありえない。

　脳や神経はどこまでも物質だし、精神や記憶も電気信号や各種化学物質から成立しているが、人類はいまだに作ることができない。

　今ここにいる俺は、前の俺と同じだが、あきらかに作り替えられた俺だった。

「なんのためだ？」震える俺の唇は疑問を
紡
 つむ

 ぐ。「なぜ
仇
 かたき

 である俺をわざわざ蘇生させた？」

　俺にはニドヴォルクの答えが分かっていた。答えに耳を
塞
 ふさ

 ぎたかった。

「決まっているであろう」

　魔女は笑う。笑ったように見えるだけだが、恐ろしい笑みだった。

「他の誰でもなく、我のこの手で引き裂くためだ。我が背の君であるエ※ンギ＃
 ドの
鎮
 ちん

 
魂
 こん

 のためには、我以外の手にかかって死ぬことは許さぬ」

　愛するものを殺されての
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 心は分かる。しかし、異種族の姿となって潜入することを自らに課して、相手を探す。そして相手が他のものに殺されかければ、死から
蘇
 そ

 
生
 せい

 させてでも自らの手にかけることを望む。

　竜族の
倫
 りん

 
理
 り

 
観
 かん

 など知らないが、
凄
 すさ

 まじい執念。いや、すでに狂気だった。

「なぜそこまで……」

　俺は
喉
 のど

 から出かけた言葉を飲みこんだ。最初は、竜の誇り高さを
貫
 つらぬ

 くべく、黒竜エニンギルゥドが
緩
 かん

 
衝
 しよう

 
区
 く

 を出たこと。そして緩衝区の境界線で人間に出会ってしまったこと。人間が
怯
 おび

 えて襲撃したこと。そしてそいつが死んだこと。

　竜にとっては人間など地上に
溢
 あふ

 れる虫だ。人間にとって竜は凶暴で強大な怪物だ。

　どちらが間違っているとも言えない。ただ、種族の断絶があるということだ。

　ギギナの生体生成系第四階位〈
胚胎律動癒
 モラツクス

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が終了した。未分化細胞が傷ついた肉体組織の代わりを急速に作りあげ、傷口が完全に
塞
 ふさ

 がる。血液も作られ、全身に巡る。

　会話をしながら隠して発動していたのだが、ニドヴォルクも気づいていたはずだ。だが、魔女はなにもしなかった。

　おそらくわざわざ待っていたのだろう。余裕か、それともそれが竜の
流
 りゆう

 
儀
 ぎ

 なのか。

「では、我が背の君の
仇
 かたき

 どもよ」

　魔女の
双
 そう

 
眸
 ぼう

 に地獄の
業
 ごう

 
火
 か

 が再点火した。

「
捻
 ひね

 りつぶす！」

　宣言とともに、ニドヴォルクが一歩を踏みだす。屋根
瓦
 がわら

 が乾いた音をたてて砕けた。

　退路などない。俺は屋根を疾走し、ギギナが
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、間合いを詰める。

　
無
 む

 
造
 ぞう

 
作
 さ

 にニドヴォルクが左右の手を振る。

　重力
力
 りき

 
場
 ば

 系第五階位〈
轟重冥黒孔濤
 ベヘ・モー

 〉の咒式により、左右から不可視の力が放たれる。俺とギギナが急停止、後方へ大きく跳ねる。寸前までいた場所に重力場が発生。

　強大な双子の重力波同士が反応し、重力の地獄が発生。瓦を
粉
 こな

 
微
 み

 
塵
 じん

 にし、峰を
梁
 はり

 を壁を砕き、工場内にあった機械を圧壊させる。

　長い工場の棟が圧壊。重力の反応地点から、工場の幅よりも巨大な
擂
 すり

 
鉢
 ばち

 状の大穴が
穿
 うが

 たれる。

　大きく回避した俺たちも、重力から逃げるのに必死だった。重力の作用は距離の二乗に反比例して弱くなるといえども、
凄
 すさ

 まじい力が俺たちを引きちぎろうとしてくる。屋根に
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 と
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を突き立てねば、引きよせられてしまう。余波でこの威力。殺傷範囲に入れば、即死だ。

　破片と
粉
 ふん

 
塵
 じん

 ですら、重力に引かれて
渦
 うず

 を巻く。大穴の断面、前後の工場の
棟
 むね

 が倒壊。
擂
 すり

 
鉢
 ばち

 状の大穴へと
雪崩
 なだれ

 を起こしていく。

　崩壊する工場に巻きこまれるわけにはいかない。俺とギギナはそろって右へと疾走、空間へと跳躍する。

　白煙を貫いて跳躍。左からはニドヴォルクが
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放つ瞬間が見えた。俺の
傍
 かたわ

 らと前方の空中に重力場が発生。白煙が
渦
 うず

 となって引かれていく。空中の俺たちも
殺
 さつ

 
傷
 しよう

 
圏
 けん

 に引きよせられていく。爆裂、そして爆裂。新たな爆発が発生し、ギギナと俺は急上昇。

　化学錬成系第三階位〈
爆炸吼
 アイニ

 〉のトリニトロトルエンだけ爆裂させ、ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 で爆風を受けての緊急回避だ。コウガ忍者が見せた回避の方法を
真
 ま

 
似
 ね

 たのだが、なんとか
上
 う

 
手
 ま

 くいった。

　斜め上空へと
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 するギギナが屠竜刀を振り、手近な金属に突き刺す。左手で俺の左手を

摑

 つか

 んで、振り子の要領で半回転。

　通路の上に投げだされた俺は、さらに回転して立ち上がる。ギギナは腕一本で自らも回転させており、超人の
登
 とう

 
攀
 はん

 を見せて着地。

　俺たちは鉄骨や機器でできた、立方体の上に立っていた。起重機の腕や
運
 うん

 
搬
 ぱん

 用の通路が複雑に交差しており、建造半ばの船が左にそびえていた。半分まで船側が造られている貨物船が、鉄骨でできた貨物室やタンクなどの断面を見せていた。

　金属を組みあわせた作業所は、作業員が行き交いできるように通路となっていた。そこは船を造る作業所だった。

　後方からは工場が倒壊した
轟
 ごう

 
音
 おん

 。白煙が俺とギギナを染める。

　
滲
 にじ

 む視界のなかで、作業所の通路前方にニドヴォルクが降りたつ姿が見えた。

　待つつもりがない俺は、前方に倒れて
遮
 しや

 
蔽
 へい

 をとりつつ〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を放つ。
凄
 すさ

 まじい爆裂の中心に、ニドヴォルクを捉えた。爆風と
鋼
 はがね

 の散弾が、魔女ごと
橋
 きよう

 
梁
 りよう

 を破壊する。白煙とともに、金属の橋が落下していく。

　俺とギギナは橋梁の
崩
 ほう

 
壊
 かい

 に巻きこまれないように、全速力で後退。通路の角、安全
圏
 けん

 まで待避した。

　空気の流れが変化。通路の右側の空間で、重力場が発生。

　急速に晴れていく白煙。ニドヴォルクが倒壊していく通路を駆け上がってくる。さすがに爆裂の直撃で魔女の顔の
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 が吹き飛び、露出した
鱗
 うろこ

 を急速再生しながらの突撃。落下をしはじめた橋を
蹴
 け

 って、重力咒式での飛翔。左右の手からは、重力咒式が放たれた。

「ここだっ！」

　化学錬成系第四階位〈
曝轟蹂躪舞
 アミ・イー

 〉を二重発動。

　
轟
 とどろ

 く爆音が、俺の前方の空間を
破
 は

 
砕
 さい

 しつくす。前方の作業用通路の落下が、俺たちの立つ場所まで迫っていた。破壊された足場は、もう自重を支えきれないのだ。

　視界が変化。ギギナが俺の
襟
 えり

 
首
 くび

 を摑
 んで、跳躍していたと気づいたときには、建造途中の船の甲板に着地していた。

　船の四方を囲む作業所は、爆裂咒式の連発で完全に倒壊。敷地に轟音と重低音が響く。

　
濛
 もう

 
々
 もう

 と立ちこめる
粉
 ふん

 
塵
 じん

 のなかで、俺たちは船側を見据えていた。

〈
曝轟蹂躪舞
 アミ・イー

 〉によって生みだされた、無色斜方形結晶たるシクロトリメチレントリニトロアミン。かつてキュラソーが使用したように、一撃で教会を破壊する威力を持つ軍用爆薬だ。いくら黒竜といえども、二重に喰らえば無事ではすまない。

　だが、俺の
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 は掲げられたままだ。あくまで、もしものときのためだった。

　白煙が急速に晴れていった。

　俺たちから離れた甲板に踏み出される足。

　上に続くのは、黒い髪をなびかせたニドヴォルク。白い頰
 にはもはや傷ひとつなかった。

　反射的に〈
爆炸吼
 アイニ

 〉を放つ。ギギナも抜きうちで
封
 ふう

 
咒
 じゆ

 
榴
 りゆう

 
弾
 だん

 を
投
 とう

 
擲
 てき

 。ニドヴォルクの顔面で二重の
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。

　爆裂が甲板を
破
 は

 
砕
 さい

 し、
抉
 えぐ

 る。
烈
 れつ

 
風
 ぷう

 が俺やギギナにまで吹きよせる。

　逆風を防ぐために掲げた左腕の陰から、前方を確認する。

　だが、爆裂はニドヴォルクの方向へは放射されなかった。まるで不可視の壁に激突して、なおかつ

搔

 か

 き消えているようだった。

「
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界で直撃を防いだ、のか？」

　ギギナの声と言葉は、自らの判断への疑問の色を
孕
 はら

 んでいた。

「バカな、重力咒式で
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 し、なおかつ必殺の咒式を放つ瞬間を狙った。咒式干渉結界まで展開できるわけがない」

　俺は〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を放つ。水平の落雷が
眩
 まばゆ

 い光とともにニドヴォルクに向かい、そして火花をあげた。ニドヴォルクの寸前の空間で、雷撃が光の粒子に変換されていく光景が見えた。

　
紛
 まが

 うことなく咒式干渉結界だった。

「無意味だな。この宝珠がいてくれるかぎりは、な」

　ニドヴォルクの唇が
余
 よ

 
裕
 ゆう

 の笑みを浮かべ、視線が右横を示す。ニドヴォルクの
傍
 かたわ

 らに、球体が浮かんでいた。

　半透明の外殻の内部に、桃色の内容物。生物の内臓のような器官が折りたたまれて収納されていた。桃色の肉は脈動しているように見えた。

　不気味な球体が、高位竜族が使う対咒式結界、いわゆる〈
反咒禍界絶陣
 アーシ・モダイ

 〉をニドヴォルクの周囲に張りめぐらしていたのだ。

　俺たちが使う演算用の
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 のようなものを、竜族も持っているなど聞いたことがない。竜は自らの頭脳だけで咒式を引きおこしているはずなのだ。

　ニドヴォルクの右手が伸び、球体に触れた。竜
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 とも呼ぶべき物体の透明な外殻を、愛しそうに指先が
撫
 な

 でる。球体もニドヴォルクに寄りそうように浮遊している。まるで主星を守る衛星だ。

　奥歯を

嚙

 か

 みしめる音が響く。ああ、自分の口から
頭
 ず

 
蓋
 がい

 に響いていたようだ。

「見誤った」

「ああ」

　ギギナが同意してきた。

「ニドヴォルクは攻撃に特化した竜のはず。だからこそ強力無比な重力咒式を使える。それが強力な防御結界を生みだす宝珠を従えているとなると、どうしようもない」

　ニドヴォルクの目が球体から俺たちへと戻された。一歩を踏みだしつつ、断罪の手刀を放つ。

　瞬時に出現した重力場。
咄
 とつ

 
嗟
 さ

 に大きく跳ねたが、俺の体が
軋
 きし

 む。重力場の
殺
 さつ

 
傷
 しよう

 
圏
 けん

 でなくても、内臓や血液が引きよせられる。ギギナにしても重力には勝てない。苦痛を
堪
 こら

 えた表情で、俺を抱えて後退。

　球体を引きつれて、ニドヴォルクが全力疾走。構えもなにもなく、腕が振りぬかれる。五指をそろえた突きを、ギギナの
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が受ける。

　ガナサイト
重
 じゆう

 
咒
 じゆ

 
合
 ごう

 
金
 きん

 の刀身と、魔女の指先の激突で赤い火花が散る。竜の剛力はギギナですら受けとめきれなかった。大型単車なみの体重のギギナが、後方に吹き飛ぶ。

　空中で膝を抱えて回転したギギナが、甲板に着地。
撓
 たわ

 めた膝を解放して、跳躍。すでに距離を詰めていた俺は、突きによって開いた魔女の脇へと
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を叩きこむ。

　魔杖剣に衝撃。跳ね上がった魔女の右膝が、剣を下から突き上げた。咄嗟に
柄
 つか

 を握る手を
緩
 ゆる

 めたため、指が砕けずに済んだが、魔杖剣は天高く舞い上がる。

　戻ってきたギギナの攻撃を左
肘
 ひじ

 で受けて、ニドヴォルクが反転。腕の一撃でギギナがまたも吹き飛ぶ。最悪。ギギナの
掩
 えん

 
護
 ご

 が作った時間で後退していく俺に向かって、突き上げられたニドヴォルクの右膝から下が回転。

　胸板へ向かう
蹴
 け

 りを回避。

　魔女の蹴りの半円
軌
 き

 
道
 どう

 から逃れたはずが、
血
 ち

 
飛沫
 しぶき

 。靴の
爪
 つま

 
先
 さき

 を破って、五本の鋭利な爪が生えていた。

　
防
 ぼう

 
刃
 じん

 ・防弾繊維の服が、胸板が、奥にある心臓の
左
 さ

 
心
 しん

 
室
 しつ

 と
右
 う

 
心
 しん

 
房
 ぼう

 が切断。
顎
 あご

 から顔面にまで爪が走っていく。

　ニドヴォルクの爪先に頰
 まで切られる。爪の先が、俺の左目を引っかけ、眼球の後ろから視神経の糸が伸びていく瞬間まで見えた。

　血、青い空。船の甲板が
唐
 とう

 
突
 とつ

 にとぎれて、敷地が見えた。

　ああ、俺は後方へ向かって倒れている。視界が暗転した。





　胸の傷から
溢
 あふ

 れる血液とともに自己が流れていく。いや逆だ。
霧
 む

 
散
 さん

 していく自己を痛みで
拘
 こう

 
束
 そく

 しようとしていたのだ。いやそれも違う。死にゆくのは俺ではなく、ニドヴォルクでありギギナであった。俺以外のすべてが死んでいた。いや逆だった。その逆も逆である。再びの生は苦痛だった。生まれたくない生きたくない。いや、死は快楽で苦痛で
堕
 だ

 
落
 らく

 で神で生だ。





　自らの胸板が熱い。痛みだ。逆だ、傷こそが自分そのものであり、死んだからこそ生まれたのであり、生まれたからこそ死ぬのだ。

　空気分子の流れ。風を感じた。ギギナが俺を脇に抱えて後退していた。

「意識をとりもどせ、貧弱後衛」

「今、今、もしかしてのもしかして、俺？」

「ああ、一瞬だけ死んでいた」

　聴力に続いて、視力が回復していく。眼前ではニドヴォルクが竜
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 とともに、
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を
紡
 つむ

 いでいた。
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式は、かろうじて肉体
治
 ち

 
癒
 ゆ

 の
箇
 か

 
所
 しよ

 だけ理解できるような、多重の式が組みあわされた超高度なものだった。

　虹色に輝く咒式の端は、俺の胸板や眼球につながり修復していた。
千
 ち

 
切
 ぎ

 れた左の眼球が駆け上がっていき、
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の下、
眼
 がん

 
窩
 か

 へと
潜
 もぐ

 りこむ。視神経がつながれ、視界が戻っていく異様な感覚に
総
 そう

 
毛
 け

 
立
 だ

 つ。

「死なせるものか。この程度で死なせては、我が背の君の苦しみには値せぬ」

　ニドヴォルクが咒式を停止させる。ギギナが離すと、俺は船の上に膝をつく。見上げると、前方にニドヴォルクの顔が見えた。

「百度殺し、百度
蘇
 そ

 
生
 せい

 させ、また殺す」

　超咒式の発動による疲労も気にしない竜の微笑み。まるで人間のようにも見える、愛情からの残忍さが浮かんでいた。

　ニドヴォルクは、俺を死の寸前からまた引きあげたのだ。

　再びの生は全身に違和感があった。視覚、聴覚、
嗅
 きゆう

 
覚
 かく

 、味覚、触覚が未知の体験であり苦痛だった。世界を見ているだけで
眩暈
 めまい

 がし、音は
轟
 ごう

 
音
 おん

 、嗅覚は生臭い血臭を感じ、風や大気は肌を刺す。

　死、ではなく死の近似値からの蘇生だろうが、
凄
 すさ

 まじい苦痛だ。次の蘇生、さらに次の蘇生をされれば、俺の精神は確実に破砕され粉砕され、
崩
 ほう

 
壊
 かい

 するだろう。

　半神に等しい
長命竜
 アルター

 の前では、死すら救いにならない。

　ギギナが拾っていた
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を投げてきた。受けとった俺は魔杖剣を握りこむ。ギギナは
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を掲げる。

「行くぞ、ガユス！」

　ギギナが横へ移動。ギギナが「大丈夫か？」などと聞いていれば、俺は立てなかった。ギギナの気遣いのなさが、俺の怒りと反発を呼び、理性と思考を取りもどさせた。

「
応
 おう

 ！　誰にものを言っている！　
欠
 けつ

 
陥
 かん

 剣振り機は黙って壁になっておけ！」

　俺は回転して、ギギナの
傍
 かたわ

 らに並ぶ。ニドヴォルクとの間合いを計り、ゆるく右回りに動く。高所に吹く強風が、二人の上着の袖と
裾
 すそ

 をはためかせる。

　前方のニドヴォルクも
緩
 ゆる

 やかな歩みで右へと動き、大きな
円
 えん

 
弧
 こ

 を描いていく。竜宝珠を頭上に従えたニドヴォルクの目には、殺意が
溢
 あふ

 れていた。俺たち、いやとくに俺の回避能力を甘く見ていないのだろう。

「倒す方法が見つからないな」

　間合いを計りつつ、弾倉を入れ替える。
遊
 ゆう

 
底
 てい

 を引いて、初弾を
装
 そう

 

塡

 てん

 。

「ここで問題だ」

　ギギナが
錆
 さ

 びた声で問うた。

「あの竜の女を倒す意外な方法は？」

　一瞬迷って、俺はギギナの意図を理解した。答える。

「離婚問題で
訴
 そ

 
訟
 しよう

 され借金問題で自殺寸前の税務署員を、税務調査に差しむける」

「たしかにそれは死ぬだろうな」

　ギギナはまったく笑いもしない。俺はギギナに余裕のなさを指摘されたのだ。いつものようにくだらないことを言っておけば、少しは思考が戻る。

「もしギギナが、魔王だか超ドラッケン族だかの血を引く、安っすい裏設定があれば出してもいいぞ。真の力を出す怪物になっても、今だけは許してやる」

「残念ながら、真の力の
覚
 かく

 
醒
 せい

 には仲間の死が必要らしい。言っておくが、先ほどガユスが九九％
 死んでいてもなにも起こらなかった」

「ははは、俺の死にも無感情なのかよ」

　どちらにしろ、怒りで超自然的な力が湧いてくるような都合の良い展開はない。
捻
 ひね

 りのない軽口が叩けるということは、俺とギギナはまだ正気らしい。

　しかし、事態は最悪のままだ。ニドヴォルクは、俺の心臓や眼球を修復したが、折れた六本の
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 や
裂
 れつ

 
傷
 しよう

 はそのままだ。生命活動に直結する負傷以外は、ニドヴォルク医療保険の補償範囲外らしい。

　ギギナにしても同じだ。ニドヴォルクの打撃で内臓を損傷したらしく、呼吸のたびに唇や
鼻
 び

 
孔
 こう

 から鮮血を流している。

　ギギナは
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を発動させているが、二人同時に完治するには時間が足りない。

「どうやら我々は対人戦法を行うという間違いを犯していたようだ」




[image: ]




　言葉を連ねつつ、ギギナの足が右へと動いていく。

「これは竜相手の戦闘だ。細い手足の一撃が竜の前脚の一撃。受けることがまず間違いだ。柔らかそうな肌や服は、竜の
鱗
 うろこ

 。
牽
 けん

 
制
 せい

 や半端な
咒
 じゆ

 
式
 しき

 など通じない」

「そのうえ、防御不可能な重力咒式。ついでに竜
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 の豪華なおまけつきで、むしろ笑えてくるな」

　魔女の足下で、甲板の
鋼
 はがね

 の板が
歪
 ゆが

 む。竜の一歩一歩が金属の表面に刻まれていく。

　人間の姿をしているが、ニドヴォルクの真の姿は竜なのだ。

　竜の姿では都市を歩けないし、地形的に不利になるため、重力咒式で逆方向に重力をかけて軽量化している。打撃を当てる瞬間にだけ、重力を解除し、本来の質量を乗せてきている。

「外見で判断するドラッケン式測定法では、ニドヴォルクの強さを判定できない」ギギナが語る。「しかし、超絶の咒式能力と体術から推測するかぎり、夫の黒竜と同じ。いや、あきらかに格上の力を持っている」

　ドラッケンの戦士が告げた。

「ニドヴォルクは九百から一千歳級、真の
長命竜
 アルター

 だろうな」

　他はともかく、ギギナの家具と敵の力の計測は確実だ。

　眼前のニドヴォルクの
可
 か

 
憐
 れん

 な美女の姿を、脳内で竜に変換する。全長で二八メルトルから二九メルトル、体重数十トーンもあるであろう巨大な黒竜の姿が想像できた。最悪。

「
長命竜
 アルター

 、しかも宝珠つきの相手にどうしろと」

「私に聞くな」

「すいませんごめんなさい。物理的に無理なことを言って本当にごめんなさい」

「貴様は、私の脳の程度をどれくらいだと思っているのだ？」

「ギギナが思っているところの、三段ほど下の扱い。進化系統樹でいうと、虫の隣あたり」

　苦笑したギギナが、
甲
 こう

 
殻
 かく

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 の
面
 めん

 

頰

 ぽお

 を引き下ろす。
美
 び

 
貌
 ぼう

 の上に、悪鬼の顔が
顕
 けん

 
現
 げん

 する。俺は前を見据えて、決断する。

「が、相手が俺たちだけを狙うために人間の姿をしているなら、勝てる、かもしれない」

「
長命竜
 アルター

 を相手に軽く言う。だが、行くしかあるまい」

「結界を無意味にする接近戦か、竜宝珠を破壊して
遠
 えん

 
隔
 かく

 咒式戦に持ちこむしか手はない。行けるか？」

　俺の作戦に必要な条件を提示してみる。

「
善
 ぜん

 
処
 しよ

 はしてみる」

　円の軌道で距離を取るのを止めて、直線で間合いを詰める。俺とギギナの全力疾走。

「
遺
 ゆい

 
言
 ごん

 は終わりか。ならば参る」

　ニドヴォルクも間合いを詰めてくる。

　
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 で
紡
 つむ

 いでいた〈
緋竜七咆
 ハボリユム

 〉を二重展開。それぞれ七条、合計十四条の猛火がニドヴォルクに殺到。ほとんどの生物を焼き殺す一二〇〇度の
劫
 ごう

 
火
 か

 も、ニドヴォルクの寸前の空間で
遮
 さえぎ

 られ、消失していく。

　効果範囲外で結界にまとわりつく火炎を衣装とし、ニドヴォルクが歩く。

　魔女の胸が
膨
 ふく

 れ、唇には青白い
咒
 じゆ

 
印
 いん

 組成式が浮かんでいた。俺は確実に読んで
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の引き金を
絞
 しぼ

 る。ニドヴォルクの口元から、大量の液体が
迸
 ほとばし

 る。

　荒馬のように水平疾走する
瀑
 ばく

 
布
 ふ

 が、甲板や周囲の機器の金属を溶解させていく。化学練成系第三階位〈
硝硫灼流
 プロケ

 〉によって、濃硝酸と濃塩酸の混合液である
王
 おう

 
水
 すい

 が放たれたのだ。

　俺とギギナに届く寸前で、液体が破裂した。俺が放った液体の
奔
 ほん

 
流
 りゆう

 が、ニドヴォルクが吐いた王水の瀑布と激突したのだ。大量の
水
 みず

 
飛沫
 しぶき

 と蒸気が
濛
 もう

 
々
 もう

 と立ちこめる。

　強酸の
濁
 だく

 
流
 りゆう

 を、化学錬成系第二階位〈
瑞障流
 フオネウス

 〉による水とアルカリ物質が
塩
 えん

 
基
 き

 中和反応を起こさせ、防いでいるのだ。

　黒竜の死の
息
 い

 
吹
 ぶき

 が強酸だと分かっていれば、なんとか反応できる。ただし、
長命竜
 アルター

 の
膨
 ぼう

 
大
 だい

 な
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 で合成される強酸と、人間の俺が生成できる中和剤では量が違う。

　ニドヴォルクが
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を強化する前に、激突する奔流の上に〈
雷霆鞭
 フユル・フー

 〉を発動。光速の電子の
蛇
 へび

 が、強酸の流れを
遡
 さかのぼ

 り、ニドヴォルクの
口
 こう

 
腔
 こう

 に
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。雷撃と強酸がニドヴォルクの顔面を
灼
 や

 いていく。

　魔女の瞳は、高熱と強酸で
白
 はく

 
濁
 だく

 していた。作戦的中。いくら咒式
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界が強力であろうと、自らが咒式を放つときには解除せねばならないのだ。そして
長命竜
 アルター

 といえども不死身ではない。

　好機は今しかない！

　同じ考えに達した俺とギギナが間合いを詰める。

　ニドヴォルクが眼球を修復しながらも重力咒式を放つ。視界が確保されないままの咒式など、当たりはしない。
掠
 かす

 める重力で内臓が
軋
 きし

 む程度。強引に足を進めるしかない。

　俺の咒式に反応した竜宝珠が発光、強力な干渉結界を発動。しかし俺が放った〈
矛槍射
 ベリン

 〉による十三本の鋼の投槍は、ニドヴォルクではなく、周囲の甲板に突き立つ。続く〈
爆炸吼
 アイニ

 〉もニドヴォルクの足下へと
炸
 さく

 
裂
 れつ

 させる。

　爆裂は魔女ではなく、甲板を
崩
 ほう

 
壊
 かい

 させた。

　建造途中の船は、砂上の
楼
 ろう

 
閣
 かく

 のように崩れていく。回復した魔女の
網
 もう

 
膜
 まく

 には、船の断面が見えただろう。

　床板や鉄骨、支柱、雑多な金属の瀑布となって船の内部へと落下していく。俺とギギナもニドヴォルクを追って落下していた。

　着地していたニドヴォルクの周囲には結界が展開。落下する
瓦
 が

 
礫
 れき

 は、干渉結界によって弾かれていく。魔女の手が振られ、上空に向けて〈
轟重冥黒孔濤
 ベヘ・モー

 〉を放射。ギギナは落下する鉄骨を
蹴
 け

 って、
横
 よこ

 
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 して回避。鉄骨が重力に捕らえられ、紙のように
圧
 あつ

 
壊
 かい

 。

　横飛翔から船の支柱に着地。急速降下の跳躍へと方向転換。瓦礫の雨とともにニドヴォルクに接近。一〇七一ミリメルトルの長さを誇るガナサイト
重
 じゆう

 
咒
 じゆ

 
合
 ごう

 
金
 きん

 の刃が、振り下ろされる。

　干渉結界がギギナの刃を受ける。
電
 でん

 
磁
 じ

 
波
 は

 で物理攻撃を制止しようとし、刃と結界が

嚙

 か

 みあい、ギギナの体が空中で停止する。

　天才
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
具
 ぐ

 職人フレグンの
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 が超演算を開始。刀身に複雑な
紋
 もん

 
様
 よう

 が浮かびあがる。青白い発光。演算能力と複雑な式が一点に集中し、ついに竜
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 の結界の面の力を上回る。

　竜宝珠に向かうギギナの刃。反応していたニドヴォルクの左掌が受けとめる。
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 ネレトーの機関部で、二十二口径の超大型
咒
 じゆ

 
弾
 だん

 が火を噴く。生体強化系第五階位〈
鋼剛鬼力膂法
 バー・エルク

 〉が発動。ギギナの肩、背、腕、と全身に強化筋肉が生成、
隆
 りゆう

 
起
 き

 し
鎧
 よろい

 を押しあげる。

　ニドヴォルクの左手が切断。さらに手首、
尺
 しやつ

 
骨
 こつ

 、腕
[image: ]

 とう

 骨筋、上腕二頭筋、上腕三頭筋、左肩の三角筋、
大
 だい

 
胸
 きよう

 
筋
 きん

 、
肋
 ろつ

 
骨
 こつ

 、右肺を駆けぬけた。刃の通り道には、誇り高き心臓があった。

　勢いのままに回転したギギナが、船の内部に着地。即座に跳ねて、ニドヴォルクの右腕の旋回を避ける。

　ニドヴォルクの左腕から胸板に刻まれた傷に、強力な
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式が発動。だがフレグンの宝珠による咒式に阻害され、式が破壊される。

　降りそそぐ破片と
瓦
 が

 
礫
 れき

 の雨にまぎれて、俺は落下していた。竜の背後にあるタンクの上に着地。上空から
電
 でん

 
磁
 じ

 
雷
 らい

 
撃
 げき

 系第五階位〈
電乖鬩葬雷珠
 マーコキアズ

 〉を放つ。超高熱のプラズマ弾が降りそそぐ瓦礫や破片を

搔

 か

 き消しつつ、竜に殺到。

　おそるべき忠実さで、竜宝珠が
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界を再展開。不完全な結界では、原子核から電子が遊離するほどの破壊力を受けとめきれない。プラズマ弾が斜め上から結界を破り、続いてニドヴォルクの肉体を駆けぬけた。

　
轟
 ごう

 
音
 おん

 。船の床にプラズマが着弾し、爆音とともに
破
 は

 
砕
 さい

 した。

　破壊力はさらに天井となっている甲板を
崩
 ほう

 
壊
 かい

 させた。鉄骨や資材が落下してくる。俺は剣を掲げて
防
 ぼう

 
御
 ぎよ

 しつつ後退して金属の
瀑
 ばく

 
布
 ふ

 をやりすごす。次の咒式を
紡
 つむ

 ぎつづける。

　最後に鋼の板が落下して、崩落は終わった。

　途端に船内には静寂が広がる。

　眼前には、プラズマ弾の
炸
 さく

 
裂
 れつ

 で大穴が開いていた。金属の床が赤熱して消失していた。穴の向こう側では、連携攻撃を終えたギギナが立ち上がる。

　相棒の右後方には、工場の敷地、遠くには夜を迎えようとしているエリダナの街の光景が眺められた。俺たちは、建造途中である船の断面の真横に立っていた。

　穴に視線を戻すと、プラズマ弾は階下まで貫通していた。脳か心臓に直撃すれば、
長命竜
 アルター

 でも即死だ。

　熱。

　視線を下ろしていくと、腹部に黒い
円
 えん

 
錐
 すい

 の頂点が突き刺さっていた。円錐は黒い
鱗
 うろこ

 に包まれ、長く伸びていく。

　視線で追っていくと、穴から
這
 は

 いあがるニドヴォルクの尻から生えていた。

　一気にニドヴォルクが
飛
 ひ

 
翔
 しよう

 。俺の胸板を踏んで着地し、肋骨を砕く。肺に骨が刺さる苦痛に、苦鳴が
漏
 も

 れる。

　ニドヴォルクが人間の姿を一部解除していた。
尻尾
 しつぽ

 がうねり、両腕は黒竜の巨大な腕となり、床に垂れていた。

　プラズマ弾の直撃は、さすがにニドヴォルクの右脇腹を
抉
 えぐ

 っていた。炭化した断面はまだ
治
 ち

 
癒
 ゆ

 すら始められない。重傷がニドヴォルクの変身
制
 せい

 
御
 ぎよ

 能力を失わせたのだろう。痛みから
逃
 のが

 れるために、妙に冷静な思考だった。

　背後からはギギナが跳躍していた。空気分子を
灼
 や

 く
横
 よこ

 
薙
 な

 ぎの
斬
 ざん

 
撃
 げき

 。ニドヴォルクの竜である右の腕が受ける。なかばまで刃が切断し、鮮血が跳ねる。

　ギギナは巨木のような竜の腕に足をつき、反転。最初からの狙いだった竜
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 へ刃を切り返す。魔女の
傍
 かたわ

 らに浮遊する球体へ迫る刃は、ニドヴォルクの左腕が阻止していた。

「させるかぁあああっ！」

　苦痛に絶叫しながらも、魔女は巨大な腕を振りぬく。ギギナが吹き飛ぶ。受け身もとれずに、背中から船の壁へ激突。
甲
 こう

 
殻
 かく

 
甲
 かつ

 
冑
 ちゆう

 が砕け、強化筋肉が弾ける。唇から内臓出血の鮮血が吐きだされる。

　前に倒れる
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が船の床に突き立てられ、ギギナの足が着地。即座に疾走に変換。

　迎えるのは黒の暴風。長く長く、船底を横断するほどに伸びた竜の左腕、先端の五指の爪がギギナの左上腕、腹部、両
大
 だい

 
腿
 たい

 
部
 ぶ

 、右
肘
 ひじ

 を貫通。再び壁に
縫
 ぬ

 いつける。

　どう考えても即死の一撃。ギギナはそれでも生きていて動こうとする。だが、竜の五指から逃れることは不可能だった。

　ギギナを無力化させたことを確認し、ニドヴォルクが視線を移動。背後に竜宝珠を従えた姿勢で、俺を見下ろす。

　魔女は荒い呼吸を吐いていた。さすがのニドヴォルクも限界に近いのだろう。だが、俺たちを完全に制圧した事実は
覆
 くつがえ

 らない。

「よく逃げまわったが、ようやく我が手に捕らえた。いや、尾に捕らえたか」

　苦しげな表情をしながら、ニドヴォルクが告げた。背後では竜宝珠が薄く発光し、喜びを共有しているかのようだった。

「どうだ痛いかえ？」

　尾がうねり、俺の
腹
 ふつ

 
腔
 こう

 内に
潜
 もぐ

 りこんだ先端に振動が伝わると、悲鳴が出る。

「だが、我が背の君、エ※ンギ＃
 ドの苦痛は、こんなものではなかった」

　小腸や
腎
 じん

 
臓
 ぞう

 や
肝
 かん

 
臓
 ぞう

 が
尻尾
 しつぽ

 で

搔

 か

 きまわされる激痛に、俺の視界が真紅に染まる。
灼
 しやく

 
熱
 ねつ

 の苦痛。腹が
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 するほどの激痛。

　なにも考えられない。いっそ死にたい。

　精神崩壊寸前の俺は必死に動く。夫の
仇
 かたき

 の狂態を見下ろすニドヴォルクの顔に、
残
 ざん

 
酷
 こく

 な
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の笑みはすぐに消失した。

　俺の右手は
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 を動かし、先端を自らの
顎
 あご

 の下に向けた。ニドヴォルクの顔に恐怖。

　竜の
超
 ちよう

 
蘇
 そ

 
生
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 といえども、脳を完全に吹き飛ばして自殺した俺を復活させることはできない！

　引き金が
絞
 しぼ

 られ〈
爆炸吼
 アイニ

 〉が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 する寸前、竜の右腕が消失。巨大な腕が大きく水平に掲げられた。巨大化した爪にも

塡

 はま

 る、赤い指輪が不思議だった。

　船の断面の向こう、空中で
爆
 ばく

 
裂
 れつ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 が
炸
 さく

 
裂
 れつ

 。
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が俺の
傍
 かたわ

 らに落ち、澄んだ音をたてた。

　竜の腕の通り道にあった俺の右腕は、船の断面に引っかかるように落下。断面から血液を吐きだしていた。

「一瞬の安楽な死など許さぬ！」

　
竜
 りゆう

 
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 を従えたニドヴォルクが、
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の女神の宣告を行う。

　右腕に感じたのは風。
肘
 ひじ

 から先が消えていた。筋肉と骨と
脂
 し

 
肪
 ぼう

 の断面から
脈
 みやく

 
拍
 はく

 とともに血液が噴きだす。熱。激烈な苦痛の暴風は、あとから襲ってきた。腹部と腕と二つの激痛。

　だが、俺の頭脳は即死しないと判断。
鎮
 ちん

 
痛
 つう

 
剤
 ざい

 を合成することはしない。

　これが、これこそが最初からの狙いだったからだ。先の〈
爆炸吼
 アイニ

 〉も
囮
 おとり

 だ。竜の左腕をギギナに使わせられたのは
僥
 ぎよう

 
倖
 こう

 だが、右腕が開くようにしたのは策略だった。

　残った左腕が

摑

 つか

 んでいた、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
短
 たん

 
剣
 けん

 マグナスを腰の後ろから引きぬく。
紡
 つむ

 ぎつづけた咒式を急速展開。

　それはヘロデルとの学生時代から研究と実験をしていて、つい先ほど、マズディ
突
 とつ

 
堤
 てい

 で完成した咒式。十三
階
 かい

 
梯
 てい

 という到達者階級の
化
 か

 
学
 がく

 
錬
 れん

 
成
 せい

 系咒式士のみが可能とする、禁断の咒式。

　ニドヴォルクの瞳が自らの危機を直感した。右腕が
翻
 ひるがえ

 り、俺の頭部を破壊にかかる。

　美しい額が弾ける。後頭部から額の左側へと刃が貫通し、過ぎ去っていく。俺の傍らにある鋼鉄の柱に、
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 が突き立った。

　ニドヴォルクの割れた頭部からは、
脳
 のう

 
漿
 しよう

 と鮮血が噴出し、
眼
 がん

 
窩
 か

 からは左の眼球と視神経が
零
 こぼ

 れていた。

　
遙
 はる

 か後方の壁に、ニドヴォルクの左腕で
磔
 はりつけ

 となっていたギギナがいた。戦士の右腕が、前に掲げられている。爪の
拘
 こう

 
束
 そく

 から強引に逃れたため、右腕は赤黒い
肉
 にく

 
塊
 かい

 になっていた。

　斜め後方から脳を破壊する刃の
投
 とう

 
擲
 てき

 を受けても、
長命竜
 アルター

 は即死しない。しかし脳を貫通されて、思考と行動が一瞬だが完全に停止した。

　竜宝珠とニドヴォルク自身の咒式
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界の内側という、超至近距離。俺の自殺を防ぐために払われた竜の右腕。ギギナの
掩
 えん

 
護
 ご

 による思考の阻止。条件はそろい、マグナスの切っ先をニドヴォルクに向ける。

　それでも超高速反応でニドヴォルクが全身を
逸
 そ

 らし、回避しようとする。

　竜宝珠を背負った黒竜の動きが、なぜか一瞬だけ迷った。緑の瞳には極限の
懊
 おう

 
悩
 のう

 。

　致命的な
隙
 すき

 を見逃さずに、俺のマグナスは咒式を解放。
空
 から

 
薬
 やつ

 
莢
 きよう

 が跳ねた。ニドヴォルクの人間のような顔は、
眩
 まばゆ

 い
閃
 せん

 
光
 こう

 に塗りつぶされていく。

　
猛
 たけ

 りくるう爆風と超々高熱の刃がニドヴォルクに殺到。細い体と巨大な両腕と
尻尾
 しつぽ

 、竜宝珠ごと吹き飛ばす。俺も反動で後方に吹き飛ばされる。壁に叩きつけられて停止。それでも咒式の発動を止めるわけにはいかない。

　ごお　をえるれる　るるるうぅあっ!?


　光と熱の
波
 は

 
濤
 とう

 に押されて吹き飛んでいくニドヴォルクが
咆
 ほう

 
哮
 こう

 をあげる。干渉結界を体の表面で展開させ、防御咒式を発動しようとするが、手遅れだ。
塵
 ちり

 のように後方にとばされた魔女は、背中から船の壁に激突。

　
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界の阻止を完全破壊し、本来の威力が解放される。

　視界は虚無の白に染められた。

　発動したのは化学錬成系第七階位〈
重霊子殻獄瞋焰
 覇
 パー・イー・モーン

 〉の
咒
 じゆ

 
式
 しき

 だった。

　水素に中性子が一つ余計についた
重
 じゆう

 
水
 すい

 
素
 そ

 と、二個余計についた三重水素を極低温で液化させ、負の電荷を持ったミューオンを照射。負ミューオンが原子核を
束
 そく

 
縛
 ばく

 し、核の電荷を中和する。

　そこでは原子核内部で陽子と中性子を

繫

 つな

 ぎ止めているパイ中間子などの束縛、世界が世界であり、形作られている核力という神の
縛
 ばく

 
鎖
 さ

 からの解放が起こる。原子核同士が衝突し、ヘリウム核が生まれていく。

　質量が熱量に変換されると、たった一個の原子から一七・六メガ電子ボルトルもの熱量が放出される。練成したわずか一グラムルの重水素と三重水素の水滴が核融合爆発を起こすと、三億ジュールルを越える
莫
 ばく

 
大
 だい

 な熱が発生する。超々高熱は空間転移時に
減
 げん

 
殺
 さい

 されつつも、一方向に収束。重金属すら瞬時に
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 し蒸発させ、周囲の大気の原子核と電子を遊離させるプラズマ化現象すら起こす。

　核融合の

焰

 ほのお

 が吠え
猛
 たけ

 り、ニドヴォルクの体が
灼
 や

 きつくされる。船内に光と熱と暴風が吹き荒れた。

　
禁
 きん

 
忌
 き

 の咒式の白と
緋
 ひ

 の光が
渦
 うず

 を巻き、消失していった。

　
知覚眼鏡
 クルークブリレ

 の
遮
 しや

 
光
 こう

 機能が解除。壁から背中が離れ、膝をつく。

　ニドヴォルクが飛ばされた壁や天井を横断する大穴が
穿
 うが

 たれていた。マズディ
突
 とつ

 
堤
 てい

 で実験対象となった大型輸送船とまったく同じ、熱で穿たれた大穴だった。

　分厚い船の外殻の断面では、金属が
融
 ゆう

 
解
 かい

 した
飴
 あめ

 色の
滴
 しずく

 を垂らし、蒸気をあげている。余熱にすぎないのに、高温で
陽
 かげ

 
炎
 ろう

 が揺らめいていた。

　大穴の向こうには、工場街、そしてルルガナ内海の海面と、漁船が見えた。

　圧倒的な破壊の美に、俺は
呆
 ぼう

 
然
 ぜん

 と見とれていた。

〈
重霊子殻獄瞋焰
 覇
 パー・イー・モーン

 〉は、現在確認される
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式のなかでも、最高最悪と呼ばれるもののひとつに数えられる。直撃すればあらゆる物理・咒式防御が無意味だ。咒式による一方向への収束がなければ、巨大な船と俺たちごと消失していた。

　高温でイオン化した大気が、肌を刺す。大穴によって、支えをなくした壁や天井が崩れる。俺の全身が激痛を訴えはじめた。

　マグナスを床に突き立てて支えようとするが無理だった。崩れる体、近づく床。

　俺の鼻先で床が止まる。続いて右腕の断面や腹部に熱。
治
 ち

 
癒
 ゆ

 咒式と
鎮
 ちん

 
痛
 つう

 咒式が作用。

　右肩を

摑

 つか

 むのは血に
塗
 まみ

 れた白い五指。指に続くのは
逞
 たくま

 しい腕、肩、そしてドラッケン族の横顔だった。ギギナが俺を支え、治癒咒式を作用させていたのだ。

「死ぬのは後だ」

　竜の爪に
貫
 つらぬ

 かれたギギナの全身は流血しつづけていた。柱から引きぬいた
屠
 と

 
竜
 りゆう

 
刀
 とう

 を床に突き立て、ようやく立っている状態だった。
傍
 かたわ

 らには、熱で
灼
 や

 き切れた竜の巨大な左前足が転がっている。

　ギギナの厳しい視線は、俺ではなく、前方のニドヴォルクが飛ばされた大穴を見据えていた。

　ドラッケン族の戦士が俺を立たせる。激痛に唇から奇声が
漏
 も

 れる。だが、是非にでもニドヴォルクの生死を確認しなければならない。ギギナに肩を貸されて、俺たちは歩みはじめる。

「しかし、ニドヴォルクなら直撃を回避できたはずだが」

　ギギナの疑問に、俺は応えなかった。

　
融
 ゆう

 
解
 かい

 する金属が発生させる
陽
 かげ

 
炎
 ろう

 に
歪
 ゆが

 む船のなかを、二人で歩いていく。









　近づくと、大穴の周囲には
凄
 すさ

 まじい熱気が
渦
 うず

 
巻
 ま

 いていた。金属が
沸
 ふつ

 
騰
 とう

 し、泡立っている。大穴の縁に、ニドヴォルクの
残
 ざん

 
骸
 がい

 が倒れていた。傍らには、半透明の外殻が割れた竜
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 が転がっている。

　ニドヴォルクの
胸
 きよう

 
郭
 かく

 から下と左
肘
 ひじ

 から先が消失していた。超々高熱を受けたため、断面は完全に炭化している。竜の
鱗
 うろこ

 といえども、核融合の熱が直撃しては無力だった。

　炭化した
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 と鱗が、落下していく。左目を失い額が割られてなお美しい顔は、大穴から夕日に染まる空を見上げていた。

「……
汝
 なんじ

 、らの勝利、だ」

　沸騰した血液とともに、ニドヴォルクの唇が言葉を
零
 こぼ

 した。
長命竜
 アルター

 の生命力に、俺は今さら驚かない。

「運、とは言わない」

　俺は哀れみを感じてしまった。

「俺に
蘇
 そ

 
生
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を使いすぎ、本来の力を
発
 はつ

 
揮
 き

 できなかったことも原因だ」

　竜の顔には苦笑めいた表情があった。おそらく、残る右目も視力を失っているだろう。

　ギギナが一歩踏みだし、倒れるニドヴォルクの顔を
覗
 のぞ

 きこむ。

「
貴
 き

 
様
 さま

 、完全とはいわなくても致命傷を受ける咒式を避けられたはず。なぜ正面で受けた？」

　ギギナの声には怒りが込められていた。横顔には誇りを傷つけられた戦士の表情があった。

　竜は答えない。俺が言うしかない。

「ニドヴォルクは避けられなかった。なぜなら背後には竜宝珠があったからだ」

　ギギナの視線が、床に転がる竜宝珠を見つめる。亀裂から内容物を零す球体が、弱々しく脈動していた。

「そういう、ことか」

「……我の、愛しの背の君だ」

　弱々しく脈動する竜宝珠。割れ目から零れているのは、肉色の管と巨大な灰色の
塊
 かたまり

 。竜の脳と
脊
 せき

 
髄
 ずい

 、神経系だった。攻撃型のニドヴォルク単体では、あれほど強力な
干
 かん

 
渉
 しよう

 結界は不可能だ。だとしたらもう一頭の竜ほどの演算能力と
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 が必要だった。

　ニドヴォルクは、死せる夫の首を役所の保管庫から奪還し、脳を事象演算装置として再生させた。

　絶命から時間がすぎて
腐
 ふ

 
敗
 はい

 が始まった脳に、死者の意志は宿らない。ただ、演算装置として再生させることだけが可能だったのだろう。

　ギギナが何度か危険な竜
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 を破壊しようとしたが、ニドヴォルクは身を
挺
 てい

 して
庇
 かば

 った。たとえ演算装置に成りはてようと、ニドヴォルクにとっては愛する夫のエニンギルゥドなのだった。

　役所のサザーランが黒竜の首が持ち出されたという事実と、奇妙な動作を合わせて、ようやく正体を推測することができた。

　そして俺はニドヴォルクの愛情を、
隙
 すき

 として作ることを考え、
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を放った。

　自らが核融合咒式を避けることにより、背後のエニンギルゥドに直撃することを、ニドヴォルクは絶対にできないと予測したからだ。

　生き残るためにはすべてが許される。だが、あまりにも
卑
 ひ

 
劣
 れつ

 な思考であることも自覚し、
喉
 のど

 の奥に苦さを感じる。

　ニドヴォルクの瞳は、俺を責めることも
後
 こう

 
悔
 かい

 もしていなかった。

「……背の君とともに戦い、たかった。我は存分に戦え、何度も守ってもらった。それでいい」

　罪悪感が俺に疑問を吐かせた。

「ひとつ質問したい」俺は問いかける。「おまえは、最後には俺たちの所在を

摑

 つか

 んでいた。だが、事務所ごと殺害し、俺のジヴを狙うことをしなかった。なぜだ？」

　ギギナもうなずいた。

「……なに、を言っている？」

　黒竜は、初めて
怪
 け

 
訝
 げん

 な顔をした。

「背の君を殺し、たのはおぬし、ら二人ぢゃ」乱れた呼吸とともに言葉が連ねられる。「我、に
怯
 おび

 えて襲いかかって、きた人族は自己防衛のために仕方がなかった、が、
汝
 なんじ

 の愛するものや街にいる、人族、にいささかの責、もなかろう？」

　俺とギギナは言葉を失う。竜の論理は正しい。

　動物は血族や周囲のものを殺されても
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 などしない。自らの同族を殺すような危険な相手に近づくのは、生存競争において無意味な行為だからだ。

　だが、愛しいものを失った報いを相手の命に求めるのは、高等知性と感情の証明であり、竜もそれを
免
 まぬが

 れ得ない。

　竜は復讐に等価を求める。対して俺たちは奪われた命に対して無制限の報いを求める。ヘロデルがそうしたように、俺も求めている。

　ニドヴォルクが長い息を吐いた。ついに右腕が千切れ、大穴から落下していく。指輪の赤い光が尾を
曳
 ひ

 いて小さくなっていく。腕が敷地で砕けた音が遠く響く。

「我、はもう
十
 じゆう

 
全
 ぜん

 にな、した」

　黒竜は言葉を投げた。

「……血族に対、する我の思いに付きあ、わせたばかりに、背の君を失ってし、まった。大いなる世界の法、に従った我を背の君は許し、てくれるだろうか」

　ニドヴォルクの緑の瞳が
痙
 けい

 
攣
 れん

 する。

「
冥
 めい

 
府
 ふ

 で、も、背の君と寄り、添いた、い。
悠
 ゆう

 
久
 きゆう

 のときの、なかで、あ、のころのように星空を見上げたい」

　言葉はすでに俺たちではなく、自らの内面に向けて放たれていた。

「だが、
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 の
誓
 せい

 
約
 やく

 を果たしていない、我は、竜の姿に戻ること、できない」竜の顔に女性のような戸惑いがあった。「
冥
 めい

 
府
 ふ

 でこの姿で出会っても、エ※ンギ＃
 ドは我だと気づいてくれ、るぢゃろう、か？　それだけ、が怖い、怖いな……」

　俺はなにも言えない。「会えるよ。きっとエニンギルゥドもすぐに見つけてくれるよ」とは言えなかった。それは倒した俺たちが絶対に言ってはならない
欺
 ぎ

 
瞞
 まん

 だからだ。

　ニドヴォルクは小さな小さな息を吐いた。

　息は二度と吸われることはなかった。

　ひとつだけ残ったニドヴォルクの右目から、意志の光が消えた。

　ニドヴォルクの
咒
 じゆ

 
力
 りよく

 で生かされていたらしく、
傍
 かたわ

 らに転がる竜
宝
 ほう

 
珠
 じゆ

 が振動し、そして停止した。

　ニドヴォルクは絶命し、頰
 には一筋の涙もなかった。

　ある説によると「泣く」という行為は、自らのためにしかできないと言われている。

　たとえ愛するものの死でも、愛する人を亡くして悲しんでいる、その自分を哀れんで人は泣くのだという。

　似ているようで、竜は少し違っている。

　大自然の弱肉強食の論理と知的生命体の情愛の間で、ニドヴォルクは生きて、死んだ。

　不完全に生き、どこまでも孤独な人類だけが泣くのだろう。

　それしかできないがゆえに。

　それはとても哀しいことだ。我らの哀しみは、それ自体が
偽
 にせ

 
物
 もの

 だ。

　夕日は、エリダナの街が作る地平線に沈んでいった。闇の
帳
 とばり

 が降りてきていた。エリダナの街に、俺にギギナに、ニドヴォルクとエニンギルゥドに。

　俺とギギナはかけるべき言葉を失い、立ちつくしていた。

　ギギナが床に膝をつく。

　クドゥーの
韻
 いん

 
律
 りつ

 が船内に響いた。

　俺はギギナにいくつかの詩句を教えてもらった。信じてはいないが、誇り高き種族の魂か死後の世界の安息を短く祈った。

　俺は息を吐いた。船の床板が見えた。近づいてくる。

　自分が倒れていっているようだ。そして倒れた。






十二章　そしてすべては走り去る







人は賢明さを愛せない。



人は愚かさのみを愛する。



逆説的に、人とはそうでなければならない。



ジグムント・ヴァーレンハイト「
堕
 だ

 
落
 らく

 信仰
処
 しよ

 
方
 ほう

 
箋
 せん

 」
皇
 こう

 
暦
 れき

 四九四年










　傾いた世界。白い
紗
 しや

 
幕
 まく

 。

　人体解剖図と薬品の棚。時代遅れのリノリウム張りの床。照明の白々とした光。

　
既
 き

 
視
 し

 感。

　寝台に横たわる自分に気づいた。顔だけが横に向いており、診療室の風景を眺めていた。

「気づいたか、患者四九七〇七〇一号」

　顔を上げると、白衣の女医が俺を見下ろしていた。

「ツ、ザン？」

「そう、ツザン・グラル・デュガソン。あなたの優しい優しい主治医。料金以外は優しい女医さんだ」

　
藍
 あい

 色の髪を揺らして、女が答える。

「さすが
闇
 やみ

 医者、だな」

　記憶が戻ってくる。ニドヴォルクとの死闘のあと、ギギナの
治
 ち

 
癒
 ゆ

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 で腕をつなげ、腹部の傷を
塞
 ふさ

 いだ。

　しかし、限界を超えた咒式発動で脳や神経系が
灼
 や

 ききれ、
後
 こう

 
衛
 えい

 の
緻
 ち

 
密
 みつ

 な
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式の発動に影響が出るかもしれない。それでギギナにツザン診療所に放りこまれた。

　
麻
 ま

 
酔
 すい

 で少し眠ったのかと思った瞬間、急いで身を起こす。シーツを
捲
 めく

 って、自分の右手を引きぬき、裸の腹部を眺める。

　手には爪がそろった五指があり、腹部も薄く腹筋が浮いてみえるだけだった。思わず
安
 あん

 
堵
 ど

 の吐息が出る。

「良かった。人間の手に腹だ」

「どういう意味だ。あたしの治療に手抜かりがあるとでも思っているのか？」

　紫の瞳に
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 さを浮かべるツザン。俺は事実を指摘するしかない。

「おまえの医療咒式は一流だろう」息を吐いて続ける。「だが、人格は
崩
 ほう

 
壊
 かい

 している。たとえば、以前、右手の
腱
 けん

 をつなげるときに、鼻に俺より大きな猛犬をつなげようとしただろうが」

「おしゃれよおしゃれ。ほら、犬って人間の数千倍の
嗅
 きゆう

 
覚
 かく

 があるから便利だし」

「死ね」

「今回はお役立ち装備をつけようと思ったんだけど、どう？」

　ツザンが右手に掲げたのは
蛸
 たこ

 の触手、左手に掲げたのは
蟹
 かに

 の
鋏
 はさみ

 だった。

「触手は吸盤でいろんなものが吸着できて、蟹の鋏は
鋼
 はがね

 をも切断するのよ」

「俺の右手に触手をつけていたらツザンの首を
絞
 し

 め、鋏をつけていたら首を切断していたところだよ」

　絶対零度の視線で、ツザンの医療方針への
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 を教えておく。ツザンは残念そうに触手と鋏を棚に投げこむ。

「ツザン、てめえが皇立病院を
馘
 く

 
首
 び

 になって医師免許を

剝

 はく

 
奪
 だつ

 されたのも、足を失った患者に八本の足をつけたからだろうが」

「もっと歩けるようにすれば、喜ぶと思ったのよ。あの足があれば、垂直の壁や天井でも歩けるようになるというのに。それをあの恩知らずの患者と院長と学会が……」

　ツザンは悔しそうに空中を
睨
 にら

 みつける。

　医療と人体実験の境界が分かっていないので、ツザンには要注意だ。ツザンは俺や他の人間も名前を覚えず、番号でしか呼ばないことからも、患者を肉の
塊
 かたまり

 としか見ていない。

　今回はギギナがいたので、妙な手術をすれば噓
 偽りなく
挽
 ひき

 
肉
 にく

 にされるので、まともな医療になった。

　敵となれば
容
 よう

 
赦
 しや

 しないギギナの社会不適応な人格も、なにかの役に立つことがある。ツザンは俺に興味を失ったようで、手術道具を手にとって思考に
耽
 ふけ

 る。

「医療にも独[image: ]
 性と芸術性が必要だとは思わない？」

「客商売は、客の要望を第一にしろ」

「では患者、あんたの性器、
陰
 いん

 
茎
 けい

 は大きさも形も普通でつまらないから、手術で大きくしてやろうか？　今なら簡単な手術で一・三五倍まで大きくできるぞ？」

　シーツの下にある俺の体が、全裸だったことを思い出した。頰
 に熱を帯びた。

「性的嫌がらせだ」

「今さら照れるな」

「女の前で裸になろうと平気だが、むしろ大好きな行為だけど、大きさや形を品評されることには、全男性が抗議する！」

　シーツを胸元まで

搔

 か

 きよせる。俺は清純な乙女かよ。

「あんたの彼女も大喜びするぞ？　予想値で三・二八倍ほど」

「普通でいい。俺は愛情と
技
 ぎ

 
巧
 こう

 でいいんだよっ」

　一・三五倍の大きさに、三・二八倍もジヴが喜ぶことに
惹
 ひ

 かれたが、俺自身は今のままでいいと思う。平凡で平均的な俺自身を裏切りたくない。ツザンは冷静な顔だった。

「患者四九七〇七〇一号も、夜は保守派だな」

「おまえはどうなんだよ？」

　ツザンは
艶
 あで

 やかな唇を
歪
 ゆが

 ませた。

「あんたが
腎
 じん

 
虚
 きよ

 になるほど
凄
 すご

 いわよ？」

　おちょくられている。ダメだ。俺は絶対に女に勝てない性格と運命らしい。

「では、今度はなるべく死体で来るようにお願いするわ」ツザンが真剣な顔で、俺を見下ろした。目線には熱があった。「患者四九七〇七〇一号は平凡な外見だけど、
皮
 ひ

 
膚
 ふ

 と肉の下の内臓だけは本当に美形よ。内臓芸術家である私を欲情させるほどの、美しい内臓が絶妙な配置をされている」

「……絶対死なない。死んだら
火
 か

 
葬
 そう

 にしてもらう」

「それは内臓美術に対する
冒
 ぼう

 

瀆

 とく

 よ」

「早くどこかへ行け。なるべくなら地獄に」

　俺が手で追いはらうと、ツザンが残念そうに病室の出入り口へと向かう。姿が消えてから、俺は下着とジーンズに足を通す。出入り口に手をかけて、ツザンの顔が戻ってくる。

「おい、着替え中に戻るなよ」

「おまえの全裸など
見
 み

 
飽
 あ

 きた」

「俺が気にする」

「そういえば、あんたに見舞い客が来ていることを教えようと思ってね」

「どこに？」

　俺はジーンズに足を通し、シャツを探す。

「さっきまで患者の寝顔を見ていて、今は屋上にいる」女が続けた。「あれは怪物ね」

　ツザンは無意味に色気のある尻を揺らしつつ、病室から去っていく。俺はツザンを押しのけて、診療所を出る。









　診療所が入っている雑居ビルを六階まで一気に駆け上がり、扉の前で立ち止まる。病み上がりで息がきれた。肩が上下し、
喉
 のど

 は呼吸を
貪
 むさぼ

 る。

　
軋
 きし

 む扉を開けて、屋上に出る。

　星がちりばめられた夜空。電気がきれた電飾看板、給水タンク。コンクリの床を
這
 は

 う配管が闇に浮かびあがる。

　足を進めると、エリダナの街を見下ろすことができた。百万の市民が灯す、百万の灯。

　大通りに面した方向に足を進める。ビルの縁に、人影があった。

「人の街はいい」

　ビルの縁に
椅
 い

 
子
 す

 を前後逆にして座っている男がいた。僧服の男の背が見えた。

「
猥
 わい

 
雑
 ざつ

 で、そして美しい」

　予想したとおりに待っていたのは、
栄
 は

 えある龍殺しの
末
 まつ

 
裔
 えい

 、モルディーン・オージェス・ギュネイ
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 だった。

　
傍
 かたわ

 らには黒背広の女性秘書官が立っていた。物腰からすると
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 だ。どこかで見たことがあるような気がしたが、今はそんなことより、モルディーンだった。俺は歩いていき、モルディーンの近く、ビルの縁に立つ。

　モルディーンは、わざわざ持ちこんだ簡易椅子の背もたれに
肘
 ひじ

 を乗せ、組んだ手の甲に
顎
 あご

 を乗せていた。

　夜風が俺の髪を
撫
 な

 でていく。

　モルディーンの目は、眼下のエリダナの街にそそがれていた。
愛
 いと

 しむように哀しむように、人々の営みを見つめていた。

「あなたは、今ごろはエリダナから皇都へと帰還する列車にいるはず、ですがね」

　俺の熱を帯びない指摘。モルディーンは
眼
 め

 
鏡
 がね

 の奥の瞳に、笑みを浮かべた。

「例によってそれは
偽
 にせ

 
物
 もの

 だよ。ジェノン君ほど
上
 う

 
手
 ま

 く演じられはしないけどね」

　
余
 よ

 
裕
 ゆう

 めいた言葉には、どこか疲労があった。

「俺とギギナは、あなたのお遊びのために大変な目に
遭
 あ

 いましたよ」

　皮肉を言うしかない。

「まさか
猊
 げい

 
下
 か

 
御
 おん

 
自
 みずか

 ら、俺の息の根を止めに来ましたか？」

「それこそまさかだよ」モルディーン枢機卿長が
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。「君は性格がよろしくない。自分でも信じていない言葉を他人に投げ、否定させて真実を引きだそうとする話術を、いい子は使わないほうがいいね」

　モルディーンの唇が苦笑とともに軽く息を吐く。

「ガユス君とギギナ君も大変だったけど、こちらのイェスパー君とベルドリト君も一命をとりとめたから、痛み分けということにしよう。ベルドリト君は
残
 ざん

 
酷
 こく

 なラキ家らしくなく『兄貴が死んじゃう。僕の血をあげて、全部兄貴にあげて！』と大泣きして大変だったよ」

　聞かれもしないのに、モルディーンは結果を報告してくれる。

「ジェノン君はニドヴォルクに攻撃された瞬間、体から脳や内臓だけで地下へと逃げた。今は、脳と
脊
 せき

 
髄
 ずい

 、心臓だけの姿で
培
 ばい

 
養
 よう

 
槽
 そう

 に浮いている。彼、いや彼女かもしれないジェノン君が今回一番の苦労人だ。危険手当と特別賞与を出しておこうか」

　モルディーンは喜々として語る。

「そろそろご訪問の理由を
伺
 うかが

 いたいですね」

「言葉を少なくする方向に変えたね。安易だが私には効果的かもしれないね」

　モルディーンの会話は捉えどころがない。あることを話していても、同時に別のことを話していて、さらに別の次元のことを話していることもある。

「そう、今回は君たちの勝ちだよ。さすがの私も、君たちと黒竜の因縁までは予測できない」

　言葉を受けとめ、俺は一呼吸する。まだ俺は試されている。

　戦いはまだ終わらない。ならば、返答を
紡
 つむ

 いでいくしかない。

「いえ、すべてはモルディーン、あなたの思い描いた脚本のままでした」

　俺の静かな断定に、モルディーンは猫のような笑みを
湛
 たた

 えるだけだった。

「黒竜ニドヴォルクの登場と死すら、あなたの計画のうちです。一連の事件はすべてつながっていた。あなたの真の狙いは、
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 と七都市同盟、そして竜族の
賢龍派
 ヴアイゼン

 という三者の
均
 きん

 
衡
 こう

 です」

　推論を重ねていく。

「龍皇国は、まず聖地アルソークという問題で、七都市同盟から有利な条件を引きだす。代わりに七都市同盟は、あなたに
賢龍派
 ヴアイゼン

 とのティエンルン条約
批
 ひ

 
准
 じゆん

 を
仲
 ちゆう

 
介
 かい

 してもらう」

「条件が不明だね」

　生徒の論文を我慢して聞く教師のように、モルディーンがうながす。

「推測ですが、あなたと竜である
賢龍派
 ヴアイゼン

 の間になんらかの裏取引があった」それでも推論を続けるしかない。「
長命竜
 アルター

 エニンギルゥドとニドヴォルクは、人と
融
 ゆう

 
和
 わ

 とはいかなくても共存しようとする
賢龍派
 ヴアイゼン

 から離反した。故郷から逃げただけなら、なんら問題はないはずです。たとえ人類に敵対しようとたかが二頭の竜の問題です。だから、二頭の竜はなにかの秘密があったと思われます」

　モルディーンが
顎
 あご

 の下で指を組み替える。赤い指輪が夜に光っていた。気になったが、俺は続ける。

「モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 が、エニンギルゥドとニドヴォルクを始末してさらになにかをすることが交換条件となり、
賢龍派
 ヴアイゼン

 は七都市同盟との条約批准を受け入れることになった、と考えられます」材料が不足しているが足していく。「反議長派のヤーウェン議員は、条約批准を推進して失敗しました。逆に、議長カイ・クヨウとアズ議員は、今夏あたりにでも条約の批准を成功させるのでしょうね」

　推測に推測を重ねる。

「モルディーン
猊
 げい

 
下
 か

 の現実路線に歩調をそろえるカイ・クヨウ派が、同盟の政権与党でいつづける。同与党は和解案をとり、ダエフ線まで境界線を引いて、同盟と皇国の関係はまた少し緊密になる」

　出てくるのは利益だ。

「あなたに叩きつぶされた
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
国
 こく

 強硬派にしても、意に反する共存路線が前進していく現実になんら反対できない。龍皇国に最大限の利益をもたらした猊下に敵対するものこそ、皇国の敵となる。強硬派はこれからさらに分裂し、内部で争うでしょう」

　事件全体がひとつの脚本に
貫
 つらぬ

 かれているとしたら、推測されることはひとつ。

「あなたは敵対する三つの勢力が必要とするものを、順番に交換していった」

　だからこそ恐ろしい。誰もモルディーンの真意に気づかなかったのだ。

「つまり、俺とギギナは条件に見合った
餌
 えさ

 だった。まずは都合よくニドヴォルクに関わっていた俺たちを、強硬派を壊滅させる自身への偽装暗殺事件に巻きこんだ。同時に標的であるニドヴォルクを呼ぼうとした」言葉を連ねていく。「しかし、すでに俺たちを特定し、他の人間を巻きこむことをよしとしない竜は現れなかった。だが、次の
翼
 よく

 
将
 しよう

 という危機には、故郷からの追手という時間制限に
焦
 あせ

 っていた竜も現れざるを得なかった」

　同時に進行するふたつの計画。複雑すぎて分かるはずもない。

「最初から、俺とギギナはあなたの護衛でも案内役でもなかった。獲物を釣りあげる餌として、背中に翼将の
監
 かん

 
視
 し

 という糸をつけられ、釣り堀を泳いでいただけだった」結論が出る。「俺たちに隠された釣り針には、モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 という猛毒が塗られていた。自らの誇り高き
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 心ゆえに竜が飲みこみ、死に絶えた。残ったのは、あなたの計画どおりの結果だけだ」

　モルディーン枢機卿長は手を掲げ、音の鳴らない拍手を慣らす。

「よくできました」

　努力だけはした生徒を
褒
 ほ

 めるような、熱のない拍手だった。

「古人の
言
 げん

 を借りれば、国家には永遠の敵も永遠の味方も存在しない。うつろうすべてのなかで、ただ人々の幸福のみが絶対の君主であり、私はそれに従うだけだ。
賢龍派
 ヴアイゼン

 も七都市同盟も、そして皇国も、大陸とこの星全体の
均
 きん

 
衡
 こう

 のために動かしただけだ」

　そこで俺の推測を補足した。

「ニドヴォルク君の排除が
賢龍派
 ヴアイゼン

 との取引のひとつであることは正解だ。もうひとつは教えられない」俺へと投げかけるように続けた。「竜との戦闘が初体験という翼将たちでは失敗したが、保険である君たち自身がなんとかしてくれたので、良かったよ」

　モルディーンは片目を
瞑
 つむ

 って、
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでみせた。

「実際には、
長命竜
 アルター

 を上回る翼将や部隊を控えさせていたと思いますよ」

　口に出した瞬間、
戦
 せん

 
慄
 りつ

 を覚えた。

「ニドヴォルクを誘いだすには、強大な翼将や部隊では警戒される。逆だと、俺たちの命の危機だと判断せず、竜は都合のいい時期に現れな……」

　
側
 そつ

 
近
 きん

 中の側近の
翼
 よく

 
将
 しよう

 たるイェスパーやベルドリト、ジェノンたちは、モルディーンの
冷
 れい

 
徹
 てつ

 な計算に気づいていただろう。無意味な危険を前提とした出撃する翼将、その忠誠もモルディーンの劇の範囲だった。

「あなたはなんということを……」

　眼前の男は、怪物だった。理想は蒼天を目指すほどに高いが、手段は選ばない合理主義の化身だ。怪物は俺の前で
微
 ほほ

 
笑
 え

 みつづけている。

「まず、改革者は偉大であっても政治家としては二流になってしまうのだよ」

　モルディーンが笑みのままに告げた。

「改革者は最後には、頭の古い連中に暗殺される。だからこそ、敵対勢力にすら自分たちの代弁者と思わせていくのが、政治だよ。無力化された敵は時代に殺されるが、そもそも無力になった敵はいてもいなくてもどうでもいい。そして、二重三重の策を
弄
 ろう

 するのは、二流の
策
 さく

 
謀
 ぼう

 
家
 か

 にすぎない」

　心の底から
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そうに、モルディーンが告げた。

「だとしたら、登場人物がいかに
即
 そつ

 
興
 きよう

 演技をしようとも、脚本を破りすてて劇を脱出したとしても、そこはまだ演劇の外という劇の演出に閉じこめる。本当の脚本家とは、狭い舞台の演劇ごっこに止まらず、世界自体を舞台とすべきなのだ」

　俺は動けなかった。

　自分の自由意志としての行動は、この知性の竜の脳内で練られた脚本と舞台から一歩も出ていない。どのような知識や知能も、モルディーンにとっては演劇の個性にしかすぎない。

　なぜなら知性、考え方の一点で知識や知能は道具にさせられるだけだ。

　まるで自分の全身に、そして翼将や強大な竜、さらには世界のすべてに不可視の
操
 あやつ

 り糸が結びつけられているようにも感じられた。

　俺は操り糸から
逃
 のが

 れるように首を振った。

「なぜ、あなたはその脚本を俺に分かるように投げかけたのです？」

　残る疑問を問いかける。

「場面場面において、ジェノンの演技に不完全さを持たせ、またはラキ兄弟という翼将を介して竜への動機を告げ、もうひとつの事実が進行している手がかりを与えたのです？　なぜ不完全な
策
 さく

 
謀
 ぼう

 にしたのです？」

　寂しげな笑みが、モルディーンの口に浮かんだ。

「君の問いかけが、すでに回答となっている」

　右手が掲げられた。指輪が
嵌
 はま

 る指先が、俺を指し示す。

「発せられざる問題は、誰にも知られることがない。観測されない現象は、人間にとって存在しない。解かれざる
謎
 なぞ

 に立ち向かうことが人であるが、劇的な結末という気休めには、
謎
 なぞ

 
解
 と

 きという不完全さが必要なのだよ」

　俺とモルディーンの視線が、屋上で激突する。

　なんの
誓
 せい

 
約
 やく

 がなくとも、自らに
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 の絶対を課す。

　モルディーンの視線は、もはや現実の人間が持つ視線ではない。物語を
遊
 ゆう

 
戯
 ぎ

 のように改変する語り手の視線で、世界を眺めている。それは許されざる神の
眼
 まな

 
差
 ざ

 しだった。

　俺はこのくるえる
叡
 えい

 
智
 ち

 の竜の思考が理解できなかった。理解してはならない。理解したとき、俺は……。

「貴様はなんの
姦
 かん

 
智
 ち

 
姦
 かん

 
計
 けい

 をもって、この場にいる」

　屋上の階段の出入り口に、ギギナが立っていた。
傍
 かたわ

 らの女秘書官が薄く驚いていることから、接近をまったく感じとれなかったらしい。俺もまったく感じとれなかったが、知っていたような顔をしているほうが得策だ。

　モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が片手を掲げる。

「これはギギナ君。あいかわらず元気そうだね。私の
敬
 けい

 
虔
 けん

 な祈りが、神様に届いたのだろう」

「どの神だ」

　ギギナが殺気をこめて問いかえす。

「君が望む神、信条にだろうね」

　軽い返答に、ドラッケン族は無言。圧力で体感温度が急降下していく。

「貴様の腐れ脳を乗せた首を
刎
 は

 ねることを、ためらうべきではなかったな」

　ギギナはモルディーンのお遊びまじりの騒動に巻きこまれ、怒り
心
 しん

 
頭
 とう

 に達している。問答無用で剣を振るうこともありうる。

　ギギナの姿勢に気づき、秘書官が
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
刀
 とう

 の
鯉
 こい

 
口
 ぐち

 を切って、臨戦態勢に入っていた。俺としても、どちらを止めるべきか迷いつつも、
魔
 ま

 
杖
 じよう

 
剣
 けん

 の
柄
 つか

 に手をかける。

「全員落ちつきたまえ」

　緊迫感を持たないモルディーンの声が、屋上の夜空に放たれた。
欠伸
 あくび

 をしそうな顔でモルディーンが続ける。

「いちおう、これでも私は皇族らしいから、敬意とかその周辺のことを努力して思い出してみようよ？」

　ギギナが柄から手を離し、黒背広の秘書官が刃を戻しつつ、後方に一歩下がる。俺も
紡
 つむ

 いでいた
咒
 じゆ

 
式
 しき

 を解除する。

「さて、本当の用件は二つ。ひとつは、私の計画がどうあろうと、生き延びた君たちにおめでとうと言いたかっただけだ。二つには優秀な共演者には
名
 めい

 
誉
 よ

 と賞品を進呈すべきだと思ってね」

「貴様から分子ひとつすら受けとる気はない」

　ギギナの刃のような言葉。秘書官が刃を抜こうとするのを、モルディーンの手が制した。冷静な目は俺に向けられた。

「ガユス君はどうかね？」

「ギギナと同じ意見は非常に
不
 ふ

 
愉
 ゆ

 
快
 かい

 かつ不本意だけど、ということですね」

「答えは変わらない、か」

　モルディーンはさも残念そうに肩を落とし、
椅
 い

 
子
 す

 から立ち上がる。思い出したように、左手で右手に触れる。銀の指輪が外され、椅子の上に置かれた。

　妙に
蠱
 こ

 
惑
 わく

 的な光を帯びた指輪だった。どこかで見たことがある指輪だったが、思い出せない。

「でも、賞品代わりとしてこの指輪を置いていこう」

　女性秘書官が声をあげようとするのを、モルディーンが自らの唇に指を当てて制した。俺は指輪と
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 を交互に見た。

「受けとりませんし、受けとれませんね」

「それはそれで私を呼びよせる、楽しい口実となる。君が受けとらないなら、私はここに捨てるだけだ。誰が拾うかは、自由だ。だけど本当に貴重な指輪だよ？」

　俺とギギナは微動だにしなかった。モルディーンは楽しんでいた。

「それとも、こんな結末はお気に召さないかね？　悪役は倒されず、なにも変わらず、なにも起きてはいない。主人公と主題が存在しない劇のための劇は？」

　歌うように
朗
 ろう

 
々
 ろう

 と告げられる。

「だが残念。私は善の化身でもなく、また悪の
権
 ごん

 
化
 げ

 でもない。私は君たち
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 とは比べようもないくらい弱い普通の人間で、必死に生きるものたちと立っているだけだ」

　少しだけ、ほんのわずかな感情がモルディーン枢機卿長の言葉に乗っていた。

「あなたのやりかたを、俺は肯定しない」

　俺は最後に残るなにかのために言った。モルディーンは真剣な笑みで受け止めた。視線は、ビルの下に広がるエリダナの夜景に向けられた。

　星空よりまだ明るい光が、夜の闇を
駆
 く

 
逐
 ちく

 していた。

「私は負けないよ。普通の人間の
卑
 ひ

 
劣
 れつ

 な力を、いくらでも見せてあげよう」

　モルディーンが淡々と告げた。

　男の背景には、エリダナが、人々の街があった。

「弱き人々のささやかな生を守るためなら、時代遅れの竜や〈
異
 い

 
貌
 ぼう

 のものども〉など鼻歌まじりで滅ぼし、咒式の呪いなど笑って踏み越えてみせよう。弱く
脆
 もろ

 い人間の、その弱さと脆さだけで人は立っていけると証明してみせよう。この世の果ての果てまで、我らは人間であるとね」

　強烈な意志をこめた言葉には、圧力があった。エリダナの、皇国の、大陸の、この星の人類を背負うような宣言だった。俺とギギナはなにも返せない。全身に力を入れていなければ、下がってしまいそうだった。

　モルディーンが小さく微笑んだ。圧力が
唐
 とう

 
突
 とつ

 に消えて、俺は半歩ほど揺らぐ。ギギナも上半身が小さく揺れた。

「では」とモルディーンは襟元を直して、去っていく。

　ギギナの前、階段の出入り口で枢機卿長の歩みが止まる。振りかえりつつ、
悪
 いた

 
戯
 ずら

 を仕掛けるような表情で言う。

「あ、もうひとつだけ。君たちは
翼
 よく

 
将
 しよう

 に転職する気はないかな？　高給優遇、各種社会保障完備だけど？」

「ない」

「では体験入社して、見習いからやる気は？」

「ない」

　俺とギギナはそろって拒絶した。条件が良くても、俺には受け入れがたかった。それでも俺は認めるしかない。

「あなたが偉大な英雄か破滅の暴君か、
凡
 ぼん

 
人
 じん

 の俺には分からない。おそらく両者は時代と世界が違うだけで、本質的には同じものだと思う」

　言葉が
上
 う

 
手
 ま

 く見つからないが、これが答えだろう。

「だが、俺とあなたが同じ道を行くことはできない。あなたは仕えるものの心と
魂
 たましい

 を食いつくす。俺はそれを理解しながらも従うような
殉
 じゆん

 
教
 きよう

 
者
 しや

 にはなれない。自分が簡単にそうなることが分かるからこそ、俺はあなたを
畏
 おそ

 れる」

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の
傍
 かたわ

 らで、女秘書官が目を閉じた。彼女もその一人なのだろう。

　モルディーンに向かって、俺は決別を告げる。

「
上
 う

 
手
 ま

 く説明できないが、あなたには神にも似た不吉さを感じる。だからこそ俺は
凡
 ぼん

 
庸
 よう

 に無様に地面を
這
 は

 いずりまわろうと、俺自身でいたい。俺は俺であり、あなたになりたくはない」

　モルディーン・オージェス・ギュネイ枢機卿長は、少しだけ残念そうに、そしてどこか
嬉
 うれ

 しさを
孕
 はら

 んだ表情を持っていた。

「たかが自己という
矮
 わい

 
小
 しよう

 な配役の固持が、君の選択というわけだね。だが、初めて君がヘロデル君にもギギナ君にも、誰にも寄らずに立ちはじめたとも言える」

　俺とモルディーンの道が交わることは、やはりない。

「北方にはある冗談があります」

　言っておくことにした。

「ある男が
龍
 りゆう

 
皇
 おう

 
都
 と

 で『モルディーン枢機卿長は
下
 げ

 
衆
 す

 野郎だ』と叫んだ。男は
逮
 たい

 
捕
 ほ

 され、裁判で十九日と十九年の
禁
 きん

 
固
 こ

 
刑
 けい

 を受けた。十九日は
名
 めい

 
誉
 よ

 
毀
 き

 
損
 そん

 
罪
 ざい

 として、十九年は国家最高機密の
漏
 ろう

 
洩
 えい

 
罪
 ざい

 として」

　俺の力ない言葉に、モルディーンは小さく笑った。

　モルディーンにとっては、ささやかな反抗をする人間が楽しかったのかもしれない。

「君の思考はおもしろい。その
小
 こ

 
賢
 ざか

 しさも含めて、とてもかわいらしい」

　モルディーンが歩みを再開する。

「君が君自身を乗り越えたとき、またどこかで会おう」

　
典
 てん

 
雅
 が

 な一礼とともに、今度こそ去っていくモルディーンが厚い胸板の前を通りすぎるとき、ドラッケンの戦士が口を開いた。

「剣と月の祝福を」

　極大の皮肉を込めた祝詞だった。モルディーンの足が止まる。少しだけ苦い表情をし「さすがにそれは痛みを覚える皮肉だ」とつぶやいた。

　女秘書官を従えて、モルディーンの後ろ姿が階段に見えた。

　奇怪な思考から伸びる
操
 あやつ

 り糸が、また見えたような気がした。その糸は俺やギギナや世界に向けられ、またモルディーン自身の背中にも再び絡みついているようにも思えた。

　
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 の姿が階段を下っていった。秘書官が扉を閉め、消えた。

　言葉と思考を乗せた
舌
 ぜつ

 
戦
 せん

 は終わったのだ。

　疲労のあまり、唇が重い
溜
 ため

 
息
 いき

 を
漏
 も

 らした。ギギナの
鋼
 はがね

 色の瞳が階段を眺めていた。

「今度こそ終わった、のだな」

「おそらくね」

　俺はビルの縁に腰を下ろす。

「結局、俺たちはなにをしたのだろう」

　時の砂が流れる音が聞こえるような時間がすぎていく。エリダナの街に吹く夜風が、俺とギギナの間を吹きぬけていく。

　階段の出入り口に背を預けたままのギギナが、口を開く。

「意味など知らぬ。私は生きている。ガユスも生きている。それで充分だろう」

　ギギナがいつもの
獰
 どう

 
猛
 もう

 な笑みを口の端に浮かべていた。単純な言葉だが、それでいいのだろうと思えた。

「俺とおまえ、
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 にはそれで充分だ」

　俺の言葉に、ギギナがうなずく。すぐに美しい瞳に険が宿る。

「私と貴様を同等に扱うとは、なんたる失態。私の品位と人間性が他人に誤解される」

　俺はギギナが今すぐ死ぬべきだと確信した。

　相棒から視線を動かす。

　エリダナの街を背景にした
椅
 い

 
子
 す

 の上には、モルディーン枢機卿長が残した指輪が転がったままだった。

　赤い宝石が、血の
滴
 しずく

 のような鈍い輝きを帯びていた。









　初春にあった冬の
名
 な

 
残
 ごり

 が浮気な心変わりをし、春風が吹いていた。

　中央エリダナ駅から続くエリュオン通りには、様々な店が
軒
 のき

 を連ねる。

　最新の服が並ぶ服飾店、東方諸国家からの輸入品が並ぶ雑貨店、七都市同盟の最新鋭の咒式機器を積んだ専門店。西方のウルムン共和国からの宝石を並べる、
露
 ろ

 
店
 てん

 が並んでいた。さまざまな人種が大通りを行き交い、店の軒先を
覗
 のぞ

 きこんだり、商談を交わしたりしていた。

　俺とジヴーニャも連れだって歩いていた。

「まだまだこんなものでは済まさないからね」

　俺が抱えるのは、ジヴの服や小物が詰まった箱や紙の手提げ袋である。

　もろもろの約束破りの
代
 だい

 
償
 しよう

 として、朝から彼女の買い物につきあっているのである。俺が一年に買う服より多い。前に抱えた靴や服が詰まった箱の山で、道が見えない。

　俺の横ではジヴが笑っている。

「今度も私に断りなく死にかけた特大のいけない子には、
天
 てん

 
罰
 ばつ

 を与えなくてはならないのよ」

　緑の瞳が俺を見ていた。

「今日中にあと十軒は行くわよ。代金はぜーんぶガユス持ちでね♪
 」

　俺の元気がもりもりと抜けていく。
愉
 ゆ

 
快
 かい

 そのものといった表情で歩むジヴの背に、なんとかついていく。

　しかし、これが彼女なりの仲直りの儀式なのだろう。俺の約束破りは許されるべきものではない。
朗
 ほが

 らかな笑いにして、許したことにしてくれるジヴの大人の気遣いに頭が下がるばかりだった。

　一連の事件から、数日。日常は静かにすぎていた。

　退院後に
一
 いち

 
縷
 る

 の望みを
託
 たく

 して、役所に噓
 まみれの
労
 ろう

 
災
 さい

 
申
 しん

 
請
 せい

 をしてみた。生活安全課のサザーラン課長は、俺たちの眼前で申請書を食べた。

　親の
仇
 かたき

 と見るような目で俺たちを
睨
 にら

 みつけながら、紙を
咀
 そ

 
嚼
 しやく

 し、飲みこんだ。最初から最後まで全員が無言だった。

　あいかわらずホートンの占いは当たらず、猫のエルヴィンは俺に

嚙

 か

 みつく。オラクルズの連敗は十三で止まった。

　そういえば、ギギナは休暇中だ。ロルカ屋からの請求書と俺の追求から
逃
 のが

 れるためか、
椅
 い

 
子
 す

 のヒルルカとともに、山ごもりに向かうという書き置きが事務所にあった。

　エリダナの街角で、俺は足を止める。

　
咒
 じゆ

 
式
 しき

 と
謀
 ぼう

 
略
 りやく

 、愛とそれゆえの裏切りとが吹き荒れた日々を思い出す。

　ヘロデルという俺の思い出の一部は永遠に失われた。

　黒竜ニドヴォルクは彼女の種族の
流
 りゆう

 
儀
 ぎ

 で
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 を望み、俺たちの
流
 りゆう

 
儀
 ぎ

 で殺した。

　二人の復讐者は俺に関わり、忘れられない傷跡を刻んでいった。痛みは、俺の右手薬指に結晶化していた。モルディーン
枢
 すう

 
機
 き

 
卿
 けい

 
長
 ちよう

 が残していった、指輪の姿をとって。

　血の色に輝く宝石を、
精
 せい

 
緻
 ち

 な
螺
 ら

 
鈿
 でん

 彫りが施された銀の環が受けとめていた。

　ギギナには呪いか
遅
 ち

 
効
 こう

 性毒物か、とにかくなにかがあるから捨てろと言われたが、俺には捨てられなかった。高価そうで捨てるのはもったいないし、なによりこれは
絆
 きずな

 のような気がした。

　俺とヘロデルとニドヴォルクと、モルディーン枢機卿長とすべてのものが囚われている、重い絆だった。

　ヘロデルが誓いの指輪とともに墓地に
埋
 まい

 
葬
 そう

 したなにかを、俺はまだこの指に

摑

 つか

 んでいる必要がある。

　残された指輪は、痛みと
後
 こう

 
悔
 かい

 を、そしてかけがえのないなにかを忘れないために必要な、真紅の傷跡なのだ。

　指輪を
嵌
 は

 めた薬指に痛みが走る。

　ツザンの診察では、組成式が洗練されていない
禁
 きん

 
忌
 き

 の咒式の連発で、脳や神経系に
過
 か

 
負
 ふ

 
荷
 か

 がかかったそうだ。
昏
 こん

 
睡
 すい

 が二回も続いたのは危険な状態でもあった。しばらくは後遺症が残るということだ。こんなことを続けていては、
攻
 こう

 
性
 せい

 咒式士として廃業する可能性もある。

　よく動かせば良くなるとの診断に従い、ジヴの尻をよく触って治すことにしよう。

　俺の目は、ジヴの姿を探す。店先で店員と話し、笑っているジヴの姿があった。ジヴを見ていたら、痛みが
緩
 ゆる

 やかに去っていく。

　俺は自らの胸に問いかけた。俺がいつかまた同じような生きかたで死ぬとき、ジヴを泣かせてしまうのだろうか。

　アレシエルが死んだあのとき、俺は同じ理由で涙を流したのだろうか。

　今はそれすら思い出せない。

　生きるほどに罪は深まる。それが人間や俺という存在のすべての境界条件なのかもしれない。

　俺は目を閉じた。千億の狂気のひとつとして、選択せざるを得ないなにかへと目を
凝
 こ

 らす。

「ガユス、なにをしているの？」

　穏やかな声に目を開く。ジヴが
翡
 ひ

 
翠
 すい

 の目で俺を見つめていた。

「ほら、早くしないと
激
 げき

 
烈
 れつ

 安値市が終わってしまうわよ」

　白金の髪を揺らして、ジヴが道を進んでいく。

　ジヴの後ろ姿が、春の日射しが俺の目を射した。逆らうように俺は
蒼
 そう

 
穹
 きゆう

 を見上げた。

　空に、ヘロデルやニドヴォルク、護衛の
攻
 こう

 
性
 せい

 
咒
 じゆ

 
式
 しき

 
士
 し

 や忍者たち、顔さえ知らないままの死者たち、去っていった者たちの笑顔が見えるような、安っぽい感傷はさすがになかった。

　だが、世界はまだまだ無様に続いていく。俺たちはそんな世界で
罪
 つみ

 
人
 びと

 として不器用に踊るしかない。誰かの意志で、そしてやはり自分の意志で。

　平凡な理解をし、また俺はそれを許した。

「早く早く！」

　ジヴの
朗
 ほが

 らかな声で、前に視線を戻す。ジヴは春の日射しのなかで微笑んでいた。

　俺はアスファルトを
蹴
 け

 りつけ、歩きはじめる。

　荷物を抱えた足どりは、いつしか疾走になっていた。

　走らなければ、その笑顔には追いつけないからだ。
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